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1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

【要求事項】 

１ 発電用原子炉設置者において、設計基準事故対処設備が有する原子

炉格納容器内の冷却機能が喪失した場合において炉心の著しい損傷

を防止するため、原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させるため

に必要な手順等が適切に整備されているか、又は整備される方針が適

切に示されていること。 

２ 発電用原子炉設置者は、炉心の著しい損傷が発生した場合において

原子炉格納容器の破損を防止するため、原子炉格納容器内の圧力及び

温度並びに放射性物質の濃度を低下させるために必要な手順等が適

切に整備されているか、又は整備される方針が適切に示されているこ

と。 

【解釈】 

１ 第１項に規定する「原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させる

ために必要な手順等」及び第２項に規定する「原子炉格納容器内の圧

力及び温度並びに放射性物質の濃度を低下させるために必要な手順

等」とは、以下に掲げる措置又はこれらと同等以上の効果を有する措

置を行うための手順等をいう。 

（１）炉心の著しい損傷を防止するための原子炉格納容器の冷却等 

ａ）設計基準事故対処設備が有する原子炉格納容器内の冷却機能が喪

失した場合において炉心の著しい損傷を防止するため、格納容器ス

プレイ代替注水設備により、原子炉格納容器内の圧力及び温度を低

下させるために必要な手順等を整備すること。 

（２）原子炉格納容器の破損を防止するための原子炉格納容器の冷却等 

ａ）炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器の破損

を防止するため、格納容器スプレイ代替注水設備により、原子炉格 
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納容器内の圧力及び温度並びに放射性物質の濃度を低下させるた

めに必要な手順等を整備すること。 

設計基準事故対処設備が有する原子炉格納容器内の冷却機能は，残留熱

除去系（格納容器冷却モード）及び残留熱除去系（サプレッション・プー

ル水冷却モード）による冷却機能である。 

この機能が喪失した場合においても炉心の著しい損傷を防止するため，

原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させる対処設備を整備する。 

また，炉心の著しい損傷が発生した場合においても原子炉格納容器の破

損を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度並びに放射性物質の

濃度を低下させる対処設備を整備する。 

ここでは，これらの対処設備を活用した手順等について説明する。 
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1.6.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

炉心の著しい損傷を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度

を低下させる必要がある。また，炉心の著しい損傷が発生した場合にお

いて原子炉格納容器の破損を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及

び温度並びに放射性物質の濃度を低下させる必要がある。原子炉格納容

器内を冷却するための設計基準事故対処設備として，残留熱除去系（格

納容器冷却モード）及び残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却

モード）を設置している。 

これらの設計基準事故対処設備が健全であれば，重大事故等対処設備

（設計基準拡張）として位置付け重大事故等の対処に用いるが，設計基

準事故対処設備が故障した場合は，その機能を代替するために，設計基

準事故対処設備が有する機能，相互関係を明確にした（以下「機能喪失

原因対策分析」という。）上で，想定する故障に対応できる対応手段及

び重大事故等対処設備を選定する（第 1.6－1 図）。 

重大事故等対処設備のほかに，柔軟な事故対応を行うための対応手段

及び自主対策設備※１を選定する。 

※１ 自主対策設備：技術基準上のすべての要求事項を満たすことやす

べてのプラント状況において使用することは困難

であるが，プラント状況によっては，事故対応に

有効な設備。 

選定した重大事故等対処設備により，「技術的能力審査基準」（以下

「審査基準」という。）だけでなく，「設置許可基準規則」第四十九条

及び「技術基準規則」第六十四条（以下「基準規則」という。）の要求

機能を満足する設備が網羅されていることを確認するとともに，自主対

策設備との関係を明確にする。 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

重大事故等対処設備（設計基準拡張）である残留熱除去系（格納容器
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冷却モード）又は残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）

が健全であれば重大事故等の対処に用いる。 

残留熱除去系（格納容器冷却モード）による原子炉格納容器内の除熱

で使用する設備は以下のとおり。 

・残留熱除去ポンプ 

・サプレッション・チェンバ 

・残留熱除去系熱交換器 

・残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

・格納容器スプレイ・ヘッダ 

・原子炉格納容器 

・原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。） 

・非常用交流電源設備 

残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）によるサプレ

ッション・プール水の除熱で使用する設備は以下のとおり。 

・残留熱除去ポンプ 

・サプレッション・チェンバ 

・残留熱除去系熱交換器 

・残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

・原子炉格納容器 

・原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。） 

・非常用交流電源設備 

機能喪失原因対策分析の結果，フロントライン系故障として，残留熱

除去系（格納容器冷却モード）及び残留熱除去系（サプレッション・プ

ール水冷却モード）の故障を想定する。また，サポート系故障として，

全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）

の故障を想定する。 

設計基準事故対処設備に要求される機能の喪失原因から選定した対

応手段及び審査基準，基準規則からの要求により選定した対応手段と，
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その対応に使用する重大事故等対処設備及び自主対策設備を以下に示

す。 

なお，機能喪失を想定する設計基準事故対処設備，対応に使用する重

大事故等対処設備及び自主対策設備と整備する手順についての関係を

第 1.6－1 表に整理する。 

ａ．炉心の著しい損傷防止のための対応手段及び設備 

(a) フロントライン系故障時の対応手段及び設備 

ⅰ 格納容器代替スプレイ 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（格納容器冷却モー

ド）の故障により原子炉格納容器内の除熱ができない場合には，

格納容器代替スプレイ系（常設），復水輸送系，消火系及び格納

容器代替スプレイ系（可搬型）により原子炉格納容器内の圧力及

び温度を低下させる手段がある。 

(ⅰ) 格納容器代替スプレイ系（常設）による原子炉格納容器内の

冷却 

格納容器代替スプレイ系（常設）による原子炉格納容器内の

冷却で使用する設備は以下のとおり。 

・低圧原子炉代替注水ポンプ 

・低圧原子炉代替注水槽 

・低圧原子炉代替注水系 配管・弁 

・残留熱除去系 配管・弁 

・格納容器スプレイ・ヘッダ 

・原子炉格納容器 

・常設代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

(ⅱ) 復水輸送系による原子炉格納容器内の冷却 

復水輸送系による原子炉格納容器内の冷却で使用する設備

は以下のとおり。 
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・復水輸送ポンプ 

・復水貯蔵タンク 

・復水輸送系 配管・弁 

・残留熱除去系 配管・弁 

・格納容器スプレイ・ヘッダ 

・原子炉格納容器 

・非常用交流電源設備 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

(ⅲ) 消火系による原子炉格納容器内の冷却 

消火系による原子炉格納容器内の冷却で使用する設備は以

下のとおり。 

・補助消火ポンプ 

・消火ポンプ 

・補助消火水槽 

・ろ過水タンク 

・消火系 配管・弁 

・復水輸送系 配管・弁 

・残留熱除去系 配管・弁 

・格納容器スプレイ・ヘッダ 

・原子炉格納容器 

・非常用交流電源設備 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 
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(ⅳ) 格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内

の冷却 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内

の冷却で使用する設備は以下のとおり。 

・大量送水車 

・輪谷貯水槽（西１） 

・輪谷貯水槽（西２） 

・ホース・接続口 

・可搬型ストレーナ 

・格納容器代替スプレイ系 配管・弁 

・残留熱除去系 配管・弁 

・格納容器スプレイ・ヘッダ 

・原子炉格納容器 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

・燃料補給設備 

なお，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納

容器内の冷却は，代替淡水源（輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯

水槽（西２））の淡水だけでなく，海水も利用できる。 

ⅱ 重大事故等対処設備と自主対策設備 

格納容器代替スプレイで使用する設備のうち，低圧原子炉代替

注水ポンプ，低圧原子炉代替注水槽，低圧原子炉代替注水系配管・

弁，残留熱除去系配管・弁，格納容器スプレイ・ヘッダ，原子炉

格納容器，常設代替交流電源設備，可搬型代替交流電源設備，代

替所内電気設備，大量送水車，ホース・接続口，格納容器代替ス

プレイ系配管・弁及び燃料補給設備は重大事故等対処設備として

位置付ける。 
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輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）は「1.13 重大事

故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1 b)項を満足

するための代替淡水源（措置）として位置付ける。 

これらの機能喪失原因対策分析の結果により選定した設備は，

審査基準及び基準規則に要求される設備がすべて網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，設計基準事故対処設備であ

る残留熱除去系（格納容器冷却モード）及び残留熱除去系（サプ

レッション・プール水冷却モード）が故障した場合においても，

原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させることができる。 

また，以下の設備はプラント状況によっては事故対応に有効な

設備であるため，自主対策設備として位置付ける。併せて，その

理由を示す。 

・復水輸送ポンプ，復水貯蔵タンク，復水輸送系配管・弁 

耐震性は確保されていないが，使用可能であれば原子炉格納

容器内を冷却する手段として有効である。 

・補助消火ポンプ，消火ポンプ，補助消火水槽，ろ過水タンク，

消火系配管・弁 

耐震性は確保されていないが，重大事故等へ対処するために

消火系による消火が必要な火災が発生していない場合におい

て，原子炉格納容器内を冷却する手段として有効である。 

(b) サポート系故障時の対応手段及び設備 

ⅰ 復旧 

全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系

を含む。）の故障により，設計基準事故対処設備である残留熱除去

系（格納容器冷却モード）及び残留熱除去系（サプレッション・

プール水冷却モード）による原子炉格納容器内の除熱ができない

場合は，「(a)ⅰ 格納容器代替スプレイ」の手段に加え，常設代

替交流電源設備として使用するガスタービン発電機を用いて緊急
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用メタクラ（以下「緊急用Ｍ／Ｃ」という。）を受電した後，緊急

用Ｍ／Ｃから非常用所内電気設備である非常用高圧母線Ｃ系（以

下「Ｍ／Ｃ Ｃ系」という。）又は非常用高圧母線Ｄ系（以下「Ｍ

／Ｃ Ｄ系」という。）へ電源を供給し，原子炉補機冷却系（原子

炉補機海水系を含む。）又は原子炉補機代替冷却系により冷却水を

確保することで残留熱除去系（格納容器冷却モード）及び残留熱

除去系（サプレッション・プール水冷却モード）を復旧し，原子

炉格納容器内の圧力及び温度を低下させる手段がある。 

(ⅰ) 代替交流電源設備による残留熱除去系（格納容器冷却モード）

の復旧 

代替交流電源設備による残留熱除去系（格納容器冷却モード）

の復旧で使用する設備は以下のとおり。 

・残留熱除去ポンプ 

・サプレッション・チェンバ 

・残留熱除去系熱交換器 

・残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

・格納容器スプレイ・ヘッダ 

・原子炉格納容器 

・原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。） 

・原子炉補機代替冷却系 

・常設代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

(ⅱ) 代替交流電源設備による残留熱除去系（サプレッション・プ

ール水冷却モード）の復旧 

代替交流電源設備による残留熱除去系（サプレッション・プ

ール水冷却モード）の復旧で使用する設備は以下のとおり。 

・残留熱除去ポンプ 

・サプレッション・チェンバ 
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・残留熱除去系熱交換器 

・残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

・原子炉格納容器 

・原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。） 

・原子炉補機代替冷却系 

・常設代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

ⅱ 重大事故等対処設備 

復旧で使用する設備のうち，サプレッション・チェンバ，格納

容器スプレイ・ヘッダ，原子炉格納容器，原子炉補機代替冷却系，

常設代替交流電源設備及び代替所内電気設備は重大事故等対処設

備として位置付ける。また，残留熱除去ポンプ，残留熱除去系熱

交換器，残留熱除去系配管・弁・ストレーナ及び原子炉補機冷却

系（原子炉補機海水系を含む。）は重大事故等対処設備（設計基準

拡張）として位置付ける。 

これらの機能喪失原因対策分析の結果により選定した設備は，

審査基準及び基準規則に要求される設備がすべて網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，全交流動力電源喪失又は原

子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）が故障した場合にお

いても，原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させることがで

きる。 

ｂ．原子炉格納容器の破損を防止するための対応手段及び設備 

(a) フロントライン系故障時の対応手段及び設備 

ⅰ 格納容器代替スプレイ 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，設計基準事故対処

設備である残留熱除去系（格納容器冷却モード）の故障により原

子炉格納容器内の除熱ができない場合は，格納容器代替スプレイ

系（常設），復水輸送系，消火系及び格納容器代替スプレイ系（可
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搬型）により原子炉格納容器内の圧力及び温度並びに放射性物質

の濃度を低下させる手段がある。 

なお，原子炉圧力容器の破損前に格納容器代替スプレイを実施

することで，原子炉格納容器内の温度上昇を抑制し，逃がし安全

弁の環境条件を緩和することができる。ただし，本操作を実施し

ない場合であっても，評価上，原子炉圧力容器底部が破損に至る

までの間，逃がし安全弁は発電用原子炉の減圧機能を維持できる。 

これらの対応手段で使用する設備は，「ａ．(a)ⅰ 格納容器代

替スプレイ」で選定した設備と同様である。 

ⅱ 格納容器代替除熱 

常設代替交流電源設備を用いて非常用所内電気設備へ電源を

供給することで原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）を

復旧し，ドライウェル冷却系により原子炉格納容器内の除熱を行

う手段がある。 

(ⅰ) ドライウェル冷却系による原子炉格納容器内の代替除熱 

ドライウェル冷却系による原子炉格納容器内の代替除熱で

使用する設備は以下のとおり。 

・ドライウェル冷却装置 

・原子炉格納容器 

・原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。） 

・常設代替交流電源設備 

ⅲ 重大事故等対処設備と自主対策設備 

格納容器代替スプレイで使用する設備において，重大事故等対

処設備としての位置付けは，「ａ．(a)ⅱ 重大事故等対処設備と

自主対策設備」と同様である。 

これらの機能喪失原因対策分析の結果により選定した設備は，

審査基準及び基準規則に要求される設備がすべて網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，炉心の著しい損傷が発生し
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た場合において，設計基準事故対処設備である残留熱除去系(格納

容器冷却モード)が故障した場合においても，原子炉格納容器内の

圧力及び温度並びに放射性物質の濃度を低下させることができる。 

また，以下の設備はプラント状況によっては事故対応に有効な

設備であるため，自主対策設備として位置付ける。併せて，その

理由を示す。 

・復水輸送ポンプ，復水貯蔵タンク，復水輸送系配管・弁 

耐震性は確保されていないが，使用可能であれば，原子炉格

納容器内を冷却し，放射性物質の濃度を低下させる手段として

有効である。 

・補助消火ポンプ，消火ポンプ，補助消火水槽，ろ過水タンク，

消火系配管・弁 

耐震性は確保されていないが，重大事故等へ対処するために

消火系による消火が必要な火災が発生していない場合におい

て，原子炉格納容器内を冷却し，放射性物質の濃度を低下させ

る手段として有効である。 

・ドライウェル冷却装置 

耐震性は確保されておらず，除熱量は小さいが，常設代替交

流電源設備により原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含

む。）を復旧し，原子炉格納容器内への冷却水通水及びドライ

ウェル冷却装置の起動が可能である場合，原子炉格納容器内を

除熱する手段として有効である。 

また，ドライウェル冷却装置が停止している場合においても，

冷却水の通水を継続することにより，ドライウェル冷却装置のコ

イル表面で蒸気を凝縮し，原子炉格納容器内の圧力上昇を緩和す

ることが可能である。 
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(b) サポート系故障時の対応手段及び設備 

ⅰ 復旧 

全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系

を含む。）の故障により，設計基準事故対処設備である残留熱除去

系（格納容器冷却モード）及び残留熱除去系（サプレッション・

プール水冷却モード）が使用できない場合は，「(a)ⅰ 格納容器

代替スプレイ」及び「(a)ⅱ 格納容器代替除熱」の手段に加え，

常設代替交流電源設備として使用するガスタービン発電機を用い

て緊急用Ｍ／Ｃを受電した後，緊急用Ｍ／Ｃから非常用所内電気

設備であるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系へ電源を供給し，原子

炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）又は原子炉補機代替冷

却系により冷却水を確保することで残留熱除去系（格納容器冷却

モード）及び残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モー

ド）を復旧し，原子炉格納容器内の圧力及び温度並びに放射性物

質の濃度を低下させる手段がある。 

これらの対応手段で使用する設備は，「ａ．(b)ⅰ 復旧」で選

定した設備と同様である。 

ⅱ 重大事故等対処設備 

復旧で使用する設備において，重大事故等対処設備及び重大事

故等対処設備（設計基準拡張）としての位置付けは，「ａ．(b)ⅱ 

重大事故等対処設備」と同様である。 

これらの機能喪失原因対策分析の結果により選定した設備は，

審査基準及び基準規則に要求される設備がすべて網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，残留熱除去系（格納容器冷

却モード）及び残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モ

ード）が全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却系（原子炉補機

海水系を含む。）の故障により使用できない場合においても，残

留熱除去系（格納容器冷却モード）及び残留熱除去系（サプレッ
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ション・プール水冷却モード）を復旧し，原子炉格納容器内の圧

力及び温度並びに放射性物質の濃度を低下させることができる。 

ｃ．手順等 

上記「ａ．炉心の著しい損傷防止のための対応手段及び設備」及び

「ｂ．原子炉格納容器の破損を防止するための対応手段及び設備」に

より選定した対応手順に係る手順を整備する。 

これらの手順は，運転員及び緊急時対策要員の対応として事故時操

作要領書（徴候ベース）（以下「ＥＯＰ」という。），事故時操作要

領書（シビアアクシデント）（以下「ＳＯＰ」という。），ＡＭ設備

別操作要領書及び原子力災害対策手順書に定める（第 1.6－1 表）。 

また，重大事故等時に監視が必要となる計器及び給電が必要となる

設備についても整備する（第 1.6－2 表，第 1.6－3 表）。 
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1.6.2 重大事故等時の手順 

1.6.2.1 炉心の著しい損傷防止のための対応手順 

(1) フロントライン系故障時の対応手順 

ａ．格納容器代替スプレイ 

(a) 格納容器代替スプレイ系（常設）による原子炉格納容器内へのス

プレイ 

残留熱除去系（格納容器冷却モード）が故障により使用できない

場合は，低圧原子炉代替注水槽を水源とした格納容器代替スプレイ

系（常設）により原子炉格納容器内にスプレイする。 

スプレイ作動後は原子炉格納容器内の圧力が負圧とならないよう

に，スプレイの起動／停止を行う。 

ⅰ 手順着手の判断基準 

残留熱除去系（格納容器冷却モード）による原子炉格納容器内

へのスプレイができない場合において，格納容器代替スプレイ系

（常設）が使用可能な場合※１で，原子炉格納容器内へのスプレイ

起動の判断基準に到達した場合※２。 

※１：設備に異常がなく，電源及び水源（低圧原子炉代替注水槽）

が確保されている場合。 

※２：「原子炉格納容器内へのスプレイ起動の判断基準に到達」

とは，サプレッション・チェンバ圧力，ドライウェル温度

指示値が，原子炉格納容器内へのスプレイ起動の判断基準

（第 1.6－4 表）に達した場合。 

ⅱ 操作手順 

格納容器代替スプレイ系（常設）による原子炉格納容器内への

スプレイの手順の概要は以下のとおり。手順の対応フローを第

1.6－2 図から第 1.6－3 図に，概要図を第 1.6－9 図に，タイムチ

ャートを第 1.6－10 図に示す。 
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①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に格納容

器代替スプレイ系（常設）による原子炉格納容器内へのスプ

レイの準備開始を指示する。 

②ａＳＡ電源切替盤を使用する場合 

現場運転員Ｂ及びＣは，ＳＡ電源切替盤にて，格納容器代替

スプレイ系（常設）による原子炉格納容器内へのスプレイに

必要なＡ－ＲＨＲドライウェル第１スプレイ弁及びＡ－ＲＨ

Ｒドライウェル第２スプレイ弁の電源切替え操作を実施する。

また，中央制御室運転員Ａは，格納容器代替スプレイ系（常

設）による原子炉格納容器内へのスプレイに必要なポンプ，

電動弁及び監視計器の電源が確保されていることを状態表示

にて確認する。 

②ｂ非常用コントロールセンタ切替盤を使用する場合 

中央制御室運転員Ａは，不要な負荷の操作スイッチを「停止

引ロック」又は「停止」とする。 

現場運転員Ｂ及びＣは，Ｃ／Ｃの不要な負荷の切り離しを行

う。 

不要な負荷の切り離し後，中央制御室運転員Ａは，非常用コ

ントロールセンタ切替盤の切替え操作を行い，格納容器代替

スプレイ系（常設）による原子炉格納容器内へのスプレイに

必要なＡ－ＲＨＲドライウェル第１スプレイ弁及びＡ－ＲＨ

Ｒドライウェル第２スプレイ弁の電源切替えを実施するとと

もに，格納容器代替スプレイ系（常設）による原子炉格納容

器内へのスプレイに必要なポンプ，電動弁及び監視計器の電

源が確保されていることを状態表示にて確認する。 

③当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に

ガスタービン発電機の負荷容量確認を依頼し，格納容器代替

スプレイ系（常設）が使用可能か確認する。 
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④中央制御室運転員Ａは，低圧原子炉代替注水ポンプの起動操

作を実施し，低圧原子炉代替注水ポンプ吐出圧力指示値が規

定値以上であることを確認する。 

⑤当直副長は，運転員に系統構成開始を指示する。 

⑥中央制御室運転員Ａは，格納容器代替スプレイ系（常設）に

よる原子炉格納容器内へのスプレイの系統構成として，Ａ－

ＲＨＲドライウェル第１スプレイ弁及びＡ－ＲＨＲドライ

ウェル第２スプレイ弁の全開操作を実施し，当直副長に格納

容器代替スプレイ系（常設）による原子炉格納容器内へのス

プレイの準備完了を報告する。 

⑦当直副長は，運転員に格納容器代替スプレイ系（常設）によ

る原子炉格納容器内へのスプレイ開始を指示する。 

⑧中央制御室運転員Ａは，低圧原子炉代替注水流量指示値が

120m3/h となるようＦＬＳＲ注水隔離弁を調整開とし，原子

炉格納容器内へのスプレイを開始する。 

⑨中央制御室運転員Ａは，原子炉格納容器内へのスプレイが開

始されたことを原子炉格納容器への注水流量の上昇，原子炉

格納容器内の圧力及び温度の低下並びに原子炉格納容器内

の水位の上昇により確認し，当直副長に報告する。 

なお，ドライウェル圧力，ドライウェル温度又はサプレッシ

ョン・プール水位指示値が，原子炉格納容器内へのスプレイ

停止の判断基準(第 1.6－4 表)に到達した場合は，⑧にて調整

開としたＦＬＳＲ注水隔離弁を閉とし，原子炉格納容器内へ

のスプレイを停止する。その後，サプレッション・チェンバ

圧力，ドライウェル温度指示値が，原子炉格納容器内へのス

プレイ起動の判断基準(第 1.6－4 表)に再度到達し，サプレッ

ション・プール水位指示値が原子炉格納容器内へのスプレイ

停止の判断基準（第 1.6－4 表）に到達していない場合は，Ｆ
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ＬＳＲ注水隔離弁を調整開とし，原子炉格納容器内へのスプ

レイを再開する。 

※原子炉格納容器内へのスプレイ実施中に原子炉圧力容器へ

の注水が必要となった場合は，Ａ－ＲＨＲドライウェル第

１スプレイ弁及びＡ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁

の全閉操作を実施後，Ａ－ＲＨＲ注水弁及びＦＬＳＲ注水

隔離弁の全開操作を実施し，原子炉圧力容器へ注水する。 

⑩当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に

低圧原子炉代替注水槽の補給を依頼する。 

ⅲ 操作の成立性 

上記の操作のうち，作業開始を判断してから格納容器代替スプ

レイ系（常設）による原子炉格納容器内へのスプレイ開始までの

操作を，中央制御室運転員１名及び現場運転員２名にて作業を実

施した場合の想定時間は以下の通り。 

ＳＡ電源切替盤を使用した場合：30 分以内 

非常用コントロールセンタ切替盤を使用した場合：45 分以内 

なお，原子炉格納容器内へのスプレイ実施中に原子炉圧力容器

への注水が必要となった場合，原子炉圧力容器への注水開始まで

10 分以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。室温は通常運転時と同程度である。 

(b) 復水輸送系による原子炉格納容器内へのスプレイ 

残留熱除去系（格納容器冷却モード）が故障により使用できず，

格納容器代替スプレイ系（常設）による原子炉格納容器内へのスプ

レイができない場合は，復水貯蔵タンクを水源とした復水輸送系に

より原子炉格納容器内にスプレイする。 

原子炉格納容器内へのスプレイ作動後は格納容器圧力が負圧とな

らないように，スプレイの起動／停止を行う。 
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ⅰ 手順着手の判断基準 

残留熱除去系（格納容器冷却モード），格納容器代替スプレイ

系（常設）による原子炉格納容器内へのスプレイができない場合

において，復水輸送系が使用可能な場合※１で，原子炉格納容器内

へのスプレイ起動の判断基準に到達した場合※２。 

※１：設備に異常がなく，電源及び水源（復水貯蔵タンク）が確

保されている場合。 

※２：「原子炉格納容器内へのスプレイ起動の判断基準に到達」

とは，サプレッション・チェンバ圧力，ドライウェル温度

指示値が，原子炉格納容器内へのスプレイ起動の判断基準

（第 1.6－4 表）に達した場合。 

ⅱ 操作手順 

復水輸送系による原子炉格納容器内へのスプレイ手順の概要

は以下のとおり。手順の対応フローを第 1.6－2 図から第 1.6－3

図に，概要図を第 1.6－11 図に,タイムチャートを第 1.6－12 図に

示す。（各スプレイ配管使用の場合について，手順⑦⑨⑩以外は同

様） 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に復水輸

送系による原子炉格納容器内へのスプレイの準備開始を指

示する。 

②中央制御室運転員Ａは，復水輸送系による原子炉格納容器内

へのスプレイに必要なポンプ，電動弁及び監視計器の電源が

確保されていることを状態表示にて確認する。 

③当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部へ

ガスタービン発電機の負荷容量確認を依頼し，復水輸送系が

使用可能か確認する。 

④中央制御室運転員Ａは，復水輸送系バイパス流防止としてＣ

ＷＴ Ｔ／Ｂ供給遮断弁の全閉操作を実施する。 
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⑤中央制御室運転員Ａは，復水輸送ポンプの起動操作を実施し，

復水輸送ポンプ出口ヘッダ圧力指示値が規定値以上である

ことを確認する。 

⑥当直副長は，格納容器スプレイ先を第 1.6－4 表に基づきＤ

／Ｗ又はＳ／Ｃを選択し，中央制御室運転員Ａへ系統構成開

始を指示する。 

⑦ａＡ－残留熱除去系スプレイ配管使用の場合 

(a) Ｄ／Ｗスプレイの場合 

中央制御室運転員Ａは，復水輸送系による原子炉格納容器

内へのスプレイの系統構成として，Ａ－ＲＨＲドライウェ

ル第１スプレイ弁及びＡ－ＲＨＲドライウェル第２スプ

レイ弁の全開操作を実施し，当直副長に復水輸送系による

原子炉格納容器内へのスプレイの準備完了を報告する。 

(b) Ｓ／Ｃスプレイの場合 

中央制御室運転員Ａは，復水輸送系による原子炉格納容器

内へのスプレイの系統構成として，Ａ-ＲＨＲトーラスス

プレイ弁の全開操作を実施し，当直副長に復水輸送系によ

る原子炉格納容器内へのスプレイの準備完了を報告する。 

⑦ｂＢ－残留熱除去系スプレイ配管使用の場合 

(a) Ｄ／Ｗスプレイの場合 

中央制御室運転員Ａは，復水輸送系による原子炉格納容器

内へのスプレイの系統構成として，Ｂ－ＲＨＲドライウェ

ル第１スプレイ弁及びＢ－ＲＨＲドライウェル第２スプ

レイ弁の全開操作を実施し，当直副長に復水輸送系による

原子炉格納容器内へのスプレイの準備完了を報告する。 

(b) Ｓ／Ｃスプレイの場合 

中央制御室運転員Ａは，復水輸送系による原子炉格納容器

内へのスプレイの系統構成として，Ｂ－ＲＨＲトーラスス
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プレイ弁の全開操作を実施し，当直副長に復水輸送系によ

る原子炉格納容器内へのスプレイの準備完了を報告する。 

⑧当直副長は，中央制御室運転員に復水輸送系による格納容器

スプレイ開始を指示する。 

⑨ａＡ－残留熱除去系スプレイ配管使用の場合 

中央制御室運転員Ａは，ＲＰＶ／ＰＣＶ注入流量指示値が

120m3/h となるようＡ－ＲＨＲ ＲＰＶ代替注水弁を調整開

とし，格納容器スプレイを開始する。 

⑨ｂＢ－残留熱除去系スプレイ配管使用の場合 

現場運転員Ｂ及びＣは，Ｂ－ＲＨＲ注水配管洗浄元弁を調整

開とし，格納容器スプレイを開始する。 

⑩ａＡ－残留熱除去系スプレイ配管使用の場合 

中央制御室運転員Ａは，格納容器スプレイが開始されたこと

を原子炉格納容器への注水量の上昇，原子炉格納容器内の圧

力及び温度の低下並びに原子炉格納容器内の水位の上昇によ

り確認し，当直副長に報告する。 

※Ｄ／Ｗスプレイ又はＳ／Ｃスプレイ実施中に原子炉圧力容

器への注水が必要となった場合は，Ａ－ＲＨＲドライウェ

ル第１スプレイ弁及びＡ－ＲＨＲドライウェル第２スプレ

イ弁又はＡ－ＲＨＲトーラススプレイ弁の全閉操作を実施

後，Ａ－ＲＨＲ注水弁及びＡ－ＲＨＲ ＲＰＶ代替注水弁

の全開操作を実施し，原子炉圧力容器へ注水する。 

⑩ｂＢ－残留熱除去系スプレイ配管使用の場合 

中央制御室運転員Ａは，格納容器スプレイが開始されたこと

を原子炉格納容器内の圧力及び温度の低下並びに原子炉格納

容器内の水位の上昇により確認し，当直副長に報告する。 

※Ｄ／Ｗスプレイ又はＳ／Ｃスプレイ実施中に原子炉圧力容

器への注水が必要となった場合は，Ｂ－ＲＨＲドライウェ
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ル第１スプレイ弁及びＢ－ＲＨＲドライウェル第２スプレ

イ弁又はＢ－ＲＨＲトーラススプレイ弁の全閉操作を実施

後，Ｂ－ＲＨＲ注水弁及びＢ－ＲＨＲ注水配管洗浄元弁の

全開操作を実施し，原子炉圧力容器へ注水する。 

なお，ドライウェル圧力，ドライウェル温度又はサプレッシ

ョン・プール水位指示値が，原子炉格納容器内へのスプレイ

停止の判断基準(第 1.6－4 表)に到達した場合は，⑨ａにて調

整開としたＡ－ＲＨＲ ＲＰＶ代替注水弁又は⑨ｂにて調整

開としたＢ－ＲＨＲ注水配管洗浄元弁を閉とし，格納容器ス

プレイを停止する。その後，サプレッション・チェンバ圧力，

ドライウェル温度指示値が，原子炉格納容器内へのスプレイ

起動の判断基準(第 1.6－4 表)に再度到達し，サプレッショ

ン・プール水位指示値が原子炉格納容器内へのスプレイ停止

の判断基準（第 1.6－4 表）に到達していない場合は，Ａ－Ｒ

ＨＲ ＲＰＶ代替注水弁又はＢ－ＲＨＲ注水配管洗浄元弁を

調整開とし，格納容器スプレイを再開する。 

※Ｄ／ＷからＳ／Ｃへのスプレイ先の切替えが必要となった

場合は，Ａ－残留熱除去系スプレイ配管使用の場合はＡ－

ＲＨＲドライウェル第１スプレイ弁，Ａ－ＲＨＲドライウ

ェル第２スプレイ弁の全閉操作を実施後，Ａ－ＲＨＲトー

ラススプレイ弁の全開操作を実施する。Ｂ－残留熱除去系

スプレイ配管使用の場合はＢ－ＲＨＲドライウェル第１ス

プレイ弁，Ｂ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁の全閉

操作を実施後，Ｂ－ＲＨＲトーラススプレイ弁の全開操作

を実施する。 

ⅲ 操作の成立性 

復水輸送系による原子炉格納容器内へのスプレイ操作のうち，

Ａ－残留熱除去系スプレイ配管を使用する場合は中央制御室運転
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員１名にて，Ｂ－残留熱除去系スプレイ配管を使用する場合は中

央制御室運転員１名及び現場運転員２名にて作業を実施した場合

の想定時間は以下のとおり。 

・Ａ－残留熱除去系スプレイ配管を使用する場合：20 分以内 

・Ｂ－残留熱除去系スプレイ配管を使用する場合：30 分以内 

なお，原子炉格納容器内へのスプレイ実施中に原子炉圧力容器

への注水が必要となった場合，原子炉圧力容器への注水開始まで

30 分以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。室温は通常運転時と同程度である。 

(c) 消火系による原子炉格納容器内へのスプレイ 

残留熱除去系（格納容器冷却モード）が故障により使用できず，

格納容器代替スプレイ系（常設）及び復水輸送系により原子炉格納

容器内にスプレイできない場合は，補助消火水槽又はろ過水タンク

を水源とした消火系により原子炉格納容器内にスプレイする。 

スプレイ作動後は原子炉格納容器内の圧力が負圧とならないよう

に，スプレイの起動／停止を行う。 

ⅰ 手順着手の判断基準 

残留熱除去系（格納容器冷却モード），格納容器代替スプレイ

系（常設）及び復水輸送系による原子炉格納容器内へのスプレイ

ができず，消火系が使用可能な場合※１で，原子炉格納容器内への

スプレイ起動の判断基準に到達した場合※２。ただし，重大事故等

へ対処するために消火系による消火が必要な火災が発生していな

い場合。 

※１：設備に異常がなく，電源及び水源(補助消火水槽又はろ過水

タンク)が確保されている場合。 

※２：「原子炉格納容器内へのスプレイ起動の判断基準に到達」

とは，サプレッション・チェンバ圧力，ドライウェル温度
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指示値が，原子炉格納容器内へのスプレイ起動の判断基準

（第 1.6－4 表）に達した場合。 

ⅱ 操作手順 

消火系による原子炉格納容器内へのスプレイ手順の概要は以

下のとおり。手順の対応フローを第 1.6－2図から第 1.6－3図に，

概要図を第 1.6－13 図に，タイムチャートを第 1.6－14 図に示す。

（補助消火ポンプを使用して原子炉格納容器内へスプレイする場

合及び消火ポンプを使用して原子炉格納容器内へスプレイする場

合について，手順⑤以外は同様。また，各スプレイ配管使用の場

合について，手順⑧⑩⑪以外は同様） 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に消火系

による原子炉格納容器内へのスプレイの準備開始を指示す

る。 

②中央制御室運転員Ａは，消火系による原子炉格納容器内への

スプレイに必要なポンプ，電動弁及び監視計器の電源が確保

されていることを状態表示にて確認する。 

③当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部へ

ガスタービン発電機の負荷容量確認を依頼し，消火系が使用

可能か確認する。 

④中央制御室運転員Ａは，復水輸送系バイパス流防止としてＣ

ＷＴ Ｔ／Ｂ供給遮断弁の全閉操作を実施する。 

⑤ａ補助消火ポンプを使用して原子炉格納容器内へスプレイす

る場合 

中央制御室運転員Ａは，補助消火ポンプを起動する。 

⑤ｂ消火ポンプを使用して原子炉格納容器内へスプレイする場

合 

中央制御室運転員Ａは，消火ポンプの起動操作を実施し，消

火ポンプ出口圧力指示値が規定値以上であることを確認する。 
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⑥当直副長は，原子炉格納容器内のスプレイ先を第 1.6－4 表

に基づきＤ／Ｗ又はＳ／Ｃを選択し，運転員に系統構成開始

を指示する。 

⑦中央制御室運転員Ａは，消火系による原子炉格納容器内への

スプレイの系統構成として，ＣＷＴ系・消火系連絡止め弁（消

火系），ＣＷＴ系・消火系連絡止め弁の全開操作を実施する。 

⑧ａＡ－残留熱除去系スプレイ配管使用の場合 

(a) Ｄ／Ｗスプレイの場合 

中央制御室運転員Ａは，Ａ－ＲＨＲドライウェル第１スプ

レイ弁及びＡ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁の全

開操作を実施し，当直副長に消火系による原子炉格納容器

内へのスプレイの準備完了を報告する。 

(b) Ｓ／Ｃスプレイの場合 

中央制御室運転員Ａは，Ａ－ＲＨＲトーラススプレイ弁の

全開操作を実施し，当直副長に消火系による原子炉格納容

器内へのスプレイの準備完了を報告する。 

⑧ｂＢ－残留熱除去系スプレイ配管使用の場合 

(a) Ｄ／Ｗスプレイの場合 

中央制御室運転員Ａは，消火系による格納容器スプレイの

系統構成として，Ｂ－ＲＨＲドライウェル第１スプレイ弁，

Ｂ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁の全開操作を実

施し，当直副長に消火系による格納容器内へのスプレイの

準備完了を報告する。 

(b) Ｓ／Ｃスプレイの場合 

中央制御室運転員Ａは，Ｂ－ＲＨＲトーラススプレイ弁の

全開操作を実施し，当直副長に消火系による原子炉格納容

器内へのスプレイの準備完了を報告する。 
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⑨当直副長は，運転員に消火系による原子炉格納容器内へのス

プレイ開始を指示する。 

⑩ａＡ－残留熱除去系スプレイ配管使用の場合 

中央制御室運転員Ａは，Ａ－ＲＨＲ ＲＰＶ代替注水弁を全

開とし，原子炉格納容器内へのスプレイを開始する。 

⑩ｂＢ－残留熱除去系スプレイ配管使用の場合 

現場運転員Ｂ及びＣは，Ｂ－ＲＨＲ注水配管洗浄元弁を全開

とし，格納容器スプレイを開始する。 

⑪ａＡ－残留熱除去系スプレイ配管使用の場合 

中央制御室運転員Ａは，格納容器スプレイが開始されたこと

を原子炉格納容器への注水量の上昇，原子炉格納容器内の圧

力及び温度の低下並びに原子炉格納容器内の水位の上昇によ

り確認し，当直副長に報告する。 

※Ｄ／Ｗスプレイ又はＳ／Ｃスプレイ実施中に原子炉圧力容

器への注水が必要となった場合は，Ａ－ＲＨＲドライウェ

ル第１スプレイ弁及びＡ－ＲＨＲドライウェル第２スプレ

イ弁又はＡ－ＲＨＲトーラススプレイ弁の全閉操作を実施

後，Ａ－ＲＨＲ注水弁及びＡ－ＲＨＲ ＲＰＶ代替注水弁

の全開操作を実施し，原子炉圧力容器へ注水する。 

⑪ｂＢ－残留熱除去系スプレイ配管使用の場合 

中央制御室運転員Ａは，格納容器スプレイが開始されたこと

を原子炉格納容器内の圧力及び温度の低下並びに原子炉格納

容器内の水位の上昇により確認し，当直副長に報告する。 

※Ｄ／Ｗスプレイ又はＳ／Ｃスプレイ実施中に原子炉圧力容

器への注水が必要となった場合は，Ｂ－ＲＨＲドライウェ

ル第１スプレイ弁及びＢ－ＲＨＲドライウェル第２スプレ

イ弁又はＢ－ＲＨＲトーラススプレイ弁の全閉操作を実施

後，Ｂ－ＲＨＲ注水弁及びＢ－ＲＨＲ注水配管洗浄元弁の



1.6－30 

全開操作を実施し，原子炉圧力容器へ注水する。 

なお，ドライウェル圧力，ドライウェル温度又はサプレッシ

ョン・プール水位指示値が，原子炉格納容器内へのスプレイ

停止の判断基準（第 1.6－4 表）に到達した場合は，⑩ａにて

開としたＡ－ＲＨＲ ＲＰＶ代替注水弁又は⑩ｂにて開とし

たＢ－ＲＨＲ注水配管洗浄元弁を閉とし，原子炉格納容器内

へのスプレイを停止する。その後，サプレッション・チェン

バ圧力，ドライウェル温度指示値が，原子炉格納容器内への

スプレイ起動の判断基準（第 1.6－4 表）に再度到達し，サプ

レッション・プール水位指示値が原子炉格納容器内へのスプ

レイ停止の判断基準（第 1.6－4 表）に到達していない場合は，

Ａ－ＲＨＲ ＲＰＶ代替注水弁又はＢ－ＲＨＲ注水配管洗浄

元弁を開とし，原子炉格納容器内へのスプレイを再開する。 

※Ｄ／ＷからＳ／Ｃへのスプレイ先の切替えが必要となった

場合は，Ａ－残留熱除去系スプレイ配管使用時はＡ－ＲＨ

Ｒドライウェル第１スプレイ弁及びＡ－ＲＨＲドライウェ

ル第２スプレイ弁の全閉操作を実施後，Ａ－ＲＨＲトーラ

ススプレイ弁の全開操作を実施する。Ｂ－残留熱除去系ス

プレイ配管使用時はＢ－ＲＨＲドライウェル第１スプレイ

弁及びＢ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁の全閉操作

を実施後，Ｂ－ＲＨＲトーラススプレイ弁の全開操作を実

施する。 

⑫当直長は，当直副長からの依頼に基づき，消火系による原子

炉格納容器内へのスプレイが開始されたことを緊急時対策

本部に報告する。 

ⅲ 操作の成立性 

消火系による原子炉格納容器内へのスプレイ操作のうち，Ａ－

残留熱除去系スプレイ配管を使用する場合は中央制御室運転員１
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名にて，Ｂ－残留熱除去系スプレイ配管を使用する場合は中央制

御室運転員１名及び現場運転員２名にて作業を実施した場合の想

定時間は以下のとおり。 

Ａ－残留熱除去系スプレイ配管を使用する場合：25 分以内 

Ｂ－残留熱除去系スプレイ配管を使用する場合：30 分以内 

なお，原子炉格納容器内へのスプレイ実施中に原子炉圧力容器

への注水が必要となった場合，原子炉圧力容器への注水開始まで

30 分以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。室温は通常運転時と同程度である。 

(d) 格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内への

スプレイ（淡水／海水） 

残留熱除去系（格納容器冷却モード）が故障により使用できず，

格納容器代替スプレイ系（常設），復水輸送系及び消火系により原子

炉格納容器内にスプレイできない場合は，格納容器代替スプレイ系

（可搬型）により原子炉格納容器内にスプレイする。 

スプレイ作動後は原子炉格納容器内の圧力が負圧とならないよう

に，スプレイの起動／停止を行う。 

なお，本手順はプラント状況や周辺の現場状況により大量送水車

の接続先を複数ある接続口から任意に選択できる構成としている。 

ⅰ 手順着手の判断基準 

残留熱除去系（格納容器冷却モード）による原子炉格納容器内

へのスプレイができない場合において，格納容器代替スプレイ系

（可搬型）が使用可能な場合※１で，原子炉格納容器内へのスプレ

イ起動の判断基準に到達した場合※２。 

※１：設備に異常がなく，燃料及び水源（輪谷貯水槽（西１）又

は輪谷貯水槽（西２））が確保されている場合。 

※２：「原子炉格納容器内へのスプレイ起動の判断基準に到達」
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とは，サプレッション・チェンバ圧力，ドライウェル温度

指示値が，原子炉格納容器内へのスプレイ起動の判断基準

（第 1.6－4 表）に達した場合。 

ⅱ 操作手順 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内へ

のスプレイ手順の概要は以下のとおり。手順の対応フローを第

1.6－2 図から第 1.6－3 図に，概要図を第 1.6－15 図及び第 1.6

－17 図に，タイムチャートを第 1.6－16 図及び第 1.6－18 図に示

す。（格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南），格納容器

代替スプレイ系（可搬型）接続口（西）及び格納容器代替スプレ

イ系（可搬型）接続口（建物内）を使用した原子炉格納容器への

スプレイ手順は，手順⑤⑧以外は同様） 

［交流動力電源が確保されている場合］ 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に残留熱

除去系Ａ系配管又は残留熱除去系Ｂ系配管を使用した格納

容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内への

スプレイの準備開始を指示する。 

②当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に

格納容器代替スプレイ系配管・弁の接続口への格納容器代替

スプレイ系（可搬型）の接続を依頼する。 

③ａＳＡ電源切替盤を使用する場合 

現場運転員Ｂ及びＣは，ＳＡ電源切替盤にて，格納容器代替

スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内へのスプレイ

に必要なＡ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁又はＢ－Ｒ

ＨＲドライウェル第２スプレイ弁の電源切替え操作を実施す

る。また，中央制御室運転員Ａは，格納容器代替スプレイ系

（可搬型）による原子炉格納容器内へのスプレイに必要な電

動弁及び監視計器の電源が確保されていることを状態表示に
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て確認する。 

③ｂ非常用コントロールセンタ切替盤を使用する場合 

中央制御室運転員Ａは，不要な負荷の操作スイッチを「停止

引ロック」又は「停止」とする。 

現場運転員Ｂ及びＣは，Ｃ／Ｃの不要な負荷の切り離しを行

う。 

不要な負荷の切り離し後，中央制御室運転員Ａは，非常用コ

ントロールセンタ切替盤の切替え操作を行い，格納容器代替

スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内へのスプレイ

に必要なＡ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁又はＢ－Ｒ

ＨＲドライウェル第２スプレイ弁の電源切替えを実施すると

ともに，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格

納容器内へのスプレイに必要な監視計器の電源が確保されて

いることを状態表示にて確認する。 

④当直副長は，運転員に格納容器代替スプレイ系（可搬型）に

よる原子炉格納容器内へのスプレイの系統構成開始を指示

する。 

⑤ａ格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南）を使用し

た原子炉格納容器内へのスプレイの場合 

中央制御室運転員Ａは，格納容器代替スプレイ系（可搬型）

による原子炉格納容器内へのスプレイの系統構成としてＡ－

ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁の全開操作を実施し，当

直副長に格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格

納容器内へのスプレイの準備完了を報告する。 

⑤ｂ格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（西）を使用し

た原子炉格納容器内へのスプレイの場合 

中央制御室運転員Ａは，格納容器代替スプレイ系（可搬型）

による原子炉格納容器内へのスプレイの系統構成としてＢ－
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ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁の全開操作を実施し，当

直副長に格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格

納容器内へのスプレイの準備完了を報告する。 

⑤ｃ格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（建物内）を使

用した原子炉格納容器内へのスプレイの場合（故意による大

型航空機の衝突その他のテロリズムによる影響がある場合） 

中央制御室運転員Ａは，格納容器代替スプレイ系（可搬型）

による原子炉格納容器内へのスプレイの系統構成としてＢ－

ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁の全開操作を実施し，当

直副長に格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格

納容器内へのスプレイの準備完了を報告する。 

⑥当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に

格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内

へのスプレイのための原子炉建物原子炉棟内の系統構成が

完了したことを報告する。 

⑦緊急時対策本部は，当直長に格納容器代替スプレイ系（可搬

型）として使用する大量送水車による送水開始を報告すると

ともに，緊急時対策要員に格納容器代替スプレイ系（可搬型）

として使用する大量送水車の起動を指示する。 

⑧ａ格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南）を使用し

た原子炉格納容器内へのスプレイの場合 

緊急時対策要員は，格納容器代替スプレイ系（可搬型）とし

て使用する大量送水車を起動した後，ＡＣＳＳ Ａ－注水ラ

イン流量調整弁を格納容器代替スプレイ流量にて 120m3/h と

なるように調整開とし，格納容器代替スプレイ系（可搬型）

として使用する大量送水車により送水を開始したことを当直

長に報告する。また，当直長は緊急時対策本部に報告する。 

⑧ｂ格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（西）を使用し
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た原子炉格納容器内へのスプレイの場合 

緊急時対策要員は，格納容器代替スプレイ系（可搬型）とし

て使用する大量送水車を起動した後，ＡＣＳＳ Ｂ－注水ラ

イン流量調整弁を格納容器代替スプレイ流量にて 120m3/h と

なるように調整開とし，格納容器代替スプレイ系（可搬型）

として使用する大量送水車により送水を開始したことを当直

長に報告する。また，当直長は緊急時対策本部に報告する。 

⑧ｃ格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（建物内）を使

用した原子炉格納容器内へのスプレイの場合 

緊急時対策要員は，ＡＣＳＳ Ｂ－注水ライン止め弁の全閉

操作を実施し，格納容器代替スプレイ系（可搬型）として使

用する大量送水車を起動した後，可搬型バルブを格納容器代

替スプレイ流量にて 120m3/h となるように調整開とし，格納

容器代替スプレイ系（可搬型）として使用する大量送水車に

より送水を開始したことを当直長に報告する。また，当直長

は緊急時対策本部に報告する。 

⑨当直副長は，運転員に格納容器代替スプレイ系（可搬型）に

よる原子炉格納容器内へのスプレイの確認を指示する。 

⑩中央制御室運転員Ａは，原子炉格納容器内へのスプレイが開

始されたことを原子炉格納容器への注水量の上昇，原子炉格

納容器内の圧力及び温度の低下並びに原子炉格納容器内の

水位の上昇により確認し，当直副長に報告する。 

なお，ドライウェル圧力，ドライウェル温度又はサプレッシ

ョン・プール水位指示値が，原子炉格納容器内へのスプレイ

停止の判断基準（第 1.6－4 表）に到達した場合は，⑧ａにて

調整開としたＡＣＳＳ Ａ－注水ライン流量調整弁，⑧ｂに

て調整開としたＡＣＳＳ Ｂ－注水ライン流量調整弁又は⑧

ｃにて調整開とした可搬型バルブを閉とし，原子炉格納容器
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内へのスプレイを停止する。その後，サプレッション・チェ

ンバ圧力，ドライウェル温度が，原子炉格納容器内へのスプ

レイ起動の判断基準（第 1.6－4 表）に再度到達し，サプレッ

ション・プール水位指示値が原子炉格納容器内へのスプレイ

停止の判断基準（第 1.6－4 表）に到達していない場合は，Ａ

ＣＳＳ Ａ－注水ライン流量調整弁，ＡＣＳＳ Ｂ－注水ラ

イン流量調整弁又は可搬型バルブを調整開とし，原子炉格納

容器内へのスプレイを再開する。 

※原子炉圧力容器への注水と原子炉格納容器内へのスプレイ

を実施する場合は，原子炉圧力容器への注水及び原子炉格

納容器内へのスプレイに必要な系統構成を行い，原子炉圧

力容器への注水と原子炉格納容器内へのスプレイを実施す

る。 

⑪当直長は，当直副長からの依頼に基づき，格納容器代替スプ

レイ系（可搬型）による原子炉格納容器内へのスプレイが開

始されたことを緊急時対策本部に報告する。 

［全交流動力電源が喪失している場合］ 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に格納容

器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内へのス

プレイの準備開始を指示する。 

②当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に

格納容器代替スプレイ系（可搬型）の接続を依頼する。 

③中央制御室運転員Ａは，格納容器代替スプレイ系（可搬型）

による原子炉格納容器内へのスプレイに必要な監視計器の

電源が確保されていることを状態表示にて確認する。 

④当直副長は，運転員に格納容器代替スプレイ系（可搬型）に

よる原子炉格納容器内へのスプレイの系統構成開始を指示

する。 
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⑤ａ格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南）を使用し

た原子炉格納容器内へのスプレイの場合 

現場運転員Ｂ及びＣは，格納容器代替スプレイ系（可搬型）

による格納容器内へのスプレイの系統構成としてＡ－ＲＨＲ

ドライウェル第２スプレイ弁の全開操作を実施し，当直副長

に格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器

内へのスプレイの準備完了を報告する。 

⑤ｂ格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（西）を使用し

た原子炉格納容器内へのスプレイの場合 

現場運転員Ｂ及びＣは，格納容器代替スプレイ系（可搬型）

による原子炉格納容器内へのスプレイの系統構成としてＢ－

ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁の全開操作を実施し，当

直副長に格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格

納容器内へのスプレイの準備完了を報告する。 

⑤ｃ格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（建物内）を使

用した原子炉格納容器内へのスプレイの場合（故意による大

型航空機の衝突その他のテロリズムによる影響がある場合） 

現場運転員Ｂ及びＣは，格納容器代替スプレイ系（可搬型）

による原子炉格納容器内へのスプレイの系統構成としてＢ－

ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁の全開操作を実施し，当

直副長に格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格

納容器内へのスプレイの準備完了を報告する。 

⑥当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に

格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内

へのスプレイのための原子炉建物原子炉棟内の系統構成が

完了したことを報告する。 

⑦緊急時対策本部は，当直長に格納容器代替スプレイ系（可搬

型）として使用する大量送水車による送水開始を報告すると
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ともに，緊急時対策要員に格納容器代替スプレイ系（可搬型）

として使用する大量送水車の起動を指示する。 

⑧ａ格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南）を使用し

た原子炉格納容器内へのスプレイの場合 

緊急時対策要員は，格納容器代替スプレイ系（可搬型）とし

て使用する大量送水車を起動した後，ＡＣＳＳ Ａ－注水ラ

イン流量調整弁を格納容器代替スプレイ流量にて 120m3/h と

なるように調整開とし，格納容器代替スプレイ系（可搬型）

として使用する大量送水車により送水を開始したことを当直

長に報告する。また，当直長は緊急時対策本部に報告する。 

⑧ｂ格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（西）を使用し

た原子炉格納容器内へのスプレイの場合 

緊急時対策要員は，格納容器代替スプレイ系（可搬型）とし

て使用する大量送水車を起動した後，ＡＣＳＳ Ｂ－注水ラ

イン流量調整弁を格納容器代替スプレイ流量にて 120m3/h と

なるように調整開とし，格納容器代替スプレイ系（可搬型）

として使用する大量送水車により送水を開始したことを当直

長に報告する。また，当直長は緊急時対策本部に報告する。 

⑧ｃ格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（建物内）を使

用した原子炉格納容器内へのスプレイの場合 

緊急時対策要員は，ＡＣＳＳ Ｂ－注水ライン止め弁の全閉

操作を実施し，格納容器代替スプレイ系（可搬型）として使

用する大量送水車を起動した後，可搬型バルブを格納容器代

替スプレイ流量にて 120m3/h となるように調整開とし，格納

容器代替スプレイ系（可搬型）として使用する大量送水車に

より送水を開始したことを当直長に報告する。また，当直長

は緊急時対策本部に報告する。 

⑨当直副長は，運転員に格納容器代替スプレイ系（可搬型）に
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よる原子炉格納容器内へのスプレイの確認を指示する。 

⑩中央制御室運転員Ａは，原子炉格納容器内へのスプレイが開

始されたことを原子炉格納容器への注水量の上昇，原子炉格

納容器内の圧力及び温度の低下並びに原子炉格納容器内の

水位の上昇により確認し，当直副長に報告する。 

なお，ドライウェル圧力，ドライウェル温度又はサプレッシ

ョン・プール水位指示値が，原子炉格納容器内へのスプレイ

停止の判断基準（第 1.6－4 表）に到達した場合は，⑧ａにて

調整開としたＡＣＳＳ Ａ－注水ライン流量調整弁，⑧ｂにて

調整開としたＡＣＳＳ Ｂ－注水ライン流量調整弁又は⑧ｃ

にて調整開とした可搬型バルブを閉とし，原子炉格納容器内

へのスプレイを停止する。その後，サプレッション・チェン

バ圧力，ドライウェル温度指示値が，原子炉格納容器内への

スプレイ起動の判断基準（第 1.6－4 表）に再度到達し，サプ

レッション・プール水位指示値が原子炉格納容器内へのスプ

レイ停止の判断基準（第 1.6－4 表）に到達していない場合は，

ＡＣＳＳ Ａ－注水ライン流量調整弁，ＡＣＳＳ Ｂ－注水

ライン流量調整弁又は可搬型バルブを調整開とし，原子炉格

納容器内へのスプレイを再開する。 

※原子炉圧力容器への注水と原子炉格納容器内へのスプレイ

を実施する場合は，原子炉圧力容器への注水及び原子炉格

納容器内へのスプレイに必要な系統構成を行い，原子炉圧

力容器への注水と原子炉格納容器内へのスプレイを実施す

る。 

⑪当直長は，当直副長からの依頼に基づき，格納容器代替スプ

レイ系（可搬型）による原子炉格納容器内へのスプレイが開

始されたことを緊急時対策本部に報告する。 

ⅲ 操作の成立性 
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格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内へ

のスプレイ操作のうち，運転員が実施する原子炉建物での系統構

成を，中央制御室運転員１名及び現場運転員２名にて作業を実施

した場合の想定時間は以下のとおり。 

[交流動力電源が確保されている場合] 

ＳＡ電源切替盤を使用した場合：25 分以内 

非常用コントロールセンタ切替盤を使用した場合：40 分以内 

[全交流動力電源が喪失している場合]：40 分以内 

また，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容

器内へのスプレイ操作のうち，緊急時対策要員が実施する屋外で

の大量送水車による送水操作に必要な要員数及び想定時間は以下

のとおり。 

［格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南）又は格納容器

代替スプレイ系（可搬型）接続口（西）を使用する場合] 

緊急時対策要員 12 名にて実施した場合：２時間 10 分以内 

［格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（建物内）を使用す

る場合（故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムによ

る影響がある場合）］ 

緊急時対策要員 12 名にて実施した場合：３時間 10 分以内 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内へ

のスプレイ操作は，格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南）

又は格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（西）を使用する

場合，作業開始を判断してから格納容器代替スプレイ系（可搬型）

による原子炉格納容器内へのスプレイ開始まで２時間 10 分以内

で可能である。また，格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口

（建物内）を使用する場合，作業開始を判断してから格納容器代

替スプレイ系（可搬型）による原子炉圧力容器への注水開始まで

３時間 10 分以内で可能である。 
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円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。格納容器代替スプレイ系（可搬型）

として使用する大量送水車からのホースの接続は，汎用の結合金

具であり，十分な作業スペースを確保していることから，容易に

実施可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いる

ことで，暗闇における作業性についても確保している。室温は通

常運転時と同程度である。 

ｂ．重大事故等時の対応手段の選択 

重大事故等時の対応手段の選択方法は以下のとおり。対応手段の選

択フローチャートを第 1.6－30 図に示す。 

外部電源，常設代替交流電源設備により交流電源が確保できた場合，

低圧原子炉代替注水槽が使用可能であれば格納容器代替スプレイ系

（常設）により原子炉格納容器内にスプレイする。低圧原子炉代替注

水槽が使用できない場合，復水輸送系，消火系又は格納容器代替スプ

レイ系（可搬型）により原子炉格納容器内にスプレイする。 

交流動力電源が確保できない場合，現場での手動操作により系統構

成を実施し，格納容器代替スプレイ系（可搬型）により原子炉格納容

器内にスプレイする。 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内へのス

プレイ手段については，格納容器代替スプレイ系（常設）による原子

炉格納容器内へのスプレイ手段と同時並行で準備する。 

また，格納容器代替スプレイ系（常設），復水輸送系，消火系及び

格納容器代替スプレイ系（可搬型）の手段のうち原子炉格納容器内へ

のスプレイ可能な系統１系統以上を起動し，原子炉格納容器内へのス

プレイのための系統構成が完了した時点で，その手段による原子炉格

納容器内へのスプレイを開始する。 

なお，消火系による原子炉格納容器内へのスプレイは，発電所構内
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で重大事故等へ対処するために消火系による消火が必要な火災が発生

していないこと及び補助消火水槽又はろ過水タンクの使用可能が確認

できた場合に実施する。 

(2) サポート系故障時の対応手順 

ａ．復旧 

(a) 残留熱除去系電源復旧後の原子炉格納容器内へのスプレイ 

全交流動力電源の喪失又は原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系

を含む。）の故障により，残留熱除去系（格納容器冷却モード）によ

る原子炉格納容器内へのスプレイができない場合は，常設代替交流

電源設備として使用するガスタービン発電機により残留熱除去系

（格納容器冷却モード）の電源を復旧し，原子炉補機冷却系（原子

炉補機海水系を含む。）又は原子炉補機代替冷却系により冷却水を確

保することで，残留熱除去系（格納容器冷却モード）にて原子炉格

納容器内にスプレイする。 

スプレイ作動後は原子炉格納容器内の圧力が負圧とならないよう

に，スプレイの起動／停止を行う。 

なお，常設代替交流電源設備として使用するガスタービン発電機

に関する手順等は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備す

る。 

また，原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）及び原子炉

補機代替冷却系に関する手順については「1.5 最終ヒートシンクへ

熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

ⅰ 手順着手の判断基準 

常設代替交流電源設備として使用するガスタービン発電機に

より緊急用Ｍ／Ｃを受電した後，緊急用Ｍ／Ｃから非常用所内電

気設備であるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系の受電が完了し，残

留熱除去系（格納容器冷却モード）が使用可能な状態※1 に復旧さ

れた場合で，原子炉格納容器内へのスプレイ起動の判断基準に到
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達した場合※２。 

※１：設備に異常がなく，電源，補機冷却水及び水源（サプレッ

ション・チェンバ）が確保されている状態。 

※２：「原子炉格納容器内へのスプレイ起動の判断基準に到達」

とは，ドライウェル圧力，サプレッション・チェンバ圧力，

ドライウェル温度，サプレッション・チェンバ温度又はサ

プレッション・プール水位指示値が，原子炉格納容器内へ

のスプレイ起動の判断基準（第 1.6－4 表）に達した場合。 

ⅱ 操作手順 

残留熱除去系（格納容器冷却モード）Ａ系電源復旧後の原子炉

格納容器内へのスプレイ手順の概要は以下のとおり。（残留熱除去

系（格納容器冷却モード）Ｂ系による原子炉格納容器内へのスプ

レイ手順も同様。）手順の対応フローを第 1.6－2 図から第 1.6－5

図に，概要図を第 1.6－19 図に，タイムチャートを第 1.6－20 図

に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，中央制御室運転

員に残留熱除去系（格納容器冷却モード）Ａ系による原子炉

格納容器内へのスプレイの準備開始を指示する。 

②中央制御室運転員Ａは，残留熱除去系（格納容器冷却モード）

Ａ系の起動に必要なポンプ，電動弁及び監視計器の電源が確

保されていること，並びに補機冷却水が確保されていること

を状態表示にて確認する。 

③当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に

ガスタービン発電機の負荷容量確認を依頼し，Ａ－残留熱除

去ポンプ及びＡ－残留熱除去封水ポンプが使用可能か確認

する。 

④中央制御室運転員Ａは，Ａ－熱交バイパス弁の全閉操作を実

施し，Ａ－残留熱除去ポンプの起動操作を実施する。 
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⑤中央制御室運転員Ａは，当直副長に残留熱除去系（格納容器

冷却モード）Ａ系による原子炉格納容器内へのスプレイの準

備完了を報告する。 

⑥当直副長は，中央制御室運転員に原子炉格納容器内へのスプ

レイ起動・停止の判断基準（第 1.6－4 表）に基づき原子炉

格納容器内へのスプレイ先を選択し，残留熱除去系（格納容

器冷却モード）Ａ系による原子炉格納容器内へのスプレイの

開始を指示する。 

⑦ａＤ／Ｗスプレイの場合 

中央制御室運転員Ａは，Ａ－ＲＨＲドライウェル第１スプレ

イ弁及びＡ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁を全開とし

て原子炉格納容器内へのスプレイを開始する。 

⑦ｂＳ／Ｃスプレイの場合 

中央制御室運転員Ａは，Ａ－ＲＨＲトーラススプレイ弁を全

開として原子炉格納容器内へのスプレイを開始する。 

⑧中央制御室運転員Ａは，原子炉格納容器内へのスプレイが開

始されたことをＡ－残留熱除去系の系統流量の上昇並びに

原子炉格納容器内の圧力及び温度の低下により確認し，当直

副長に報告する。 

なお，ドライウェル圧力，サプレッション・チェンバ圧力，

ドライウェル冷却器入口ガス温度，ドライウェル温度又はサ

プレッション・チェンバ温度指示値が，原子炉格納容器内へ

のスプレイ停止の判断基準（第 1.6－4 表）に到達した場合は，

⑦ａにて開としたＡ－ＲＨＲドライウェル第１スプレイ弁及

びＡ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁又は⑦ｂにて開と

したＡ－ＲＨＲトーラススプレイ弁を閉とし，原子炉格納容

器内へのスプレイを停止する。その後，ドライウェル圧力，

サプレッション・チェンバ圧力，ドライウェル温度，サプレ
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ッション・チェンバ温度又はサプレッション・プール水位指

示値が，原子炉格納容器内へのスプレイ起動の判断基準（第

1.6－4 表）に再度到達した場合は，Ａ－ＲＨＲドライウェル

第１スプレイ弁及びＡ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁

又はＡ－ＲＨＲトーラススプレイ弁を開とし，原子炉格納容

器内へのスプレイを再開する。 

※Ｄ／ＷからＳ／Ｃへのスプレイ先の切替えが必要となった

場合は，Ａ－ＲＨＲドライウェル第１スプレイ弁，Ａ－Ｒ

ＨＲドライウェル第２スプレイ弁の全閉操作を実施後，Ａ

－ＲＨＲトーラススプレイ弁の全開操作を実施する。 

※Ｄ／Ｗスプレイ又はＳ／Ｃスプレイ実施中に原子炉圧力容

器への注水が必要となった場合は，Ａ－ＲＨＲドライウェ

ル第１スプレイ弁及びＡ－ＲＨＲドライウェル第２スプレ

イ弁又はＡ－ＲＨＲトーラススプレイ弁の全閉操作を実施

後，Ａ－ＲＨＲ注水弁の全開操作を実施し，原子炉圧力容

器へ注水する。 

ⅲ 操作の成立性 

上記の操作は，中央制御室運転員１名にて作業を実施し，作業

開始を判断してから残留熱除去系（格納容器冷却モード）Ａ系に

よる原子炉格納容器内へのスプレイ開始まで 10 分以内で可能で

ある。 

(b) 残留熱除去系電源復旧後のサプレッション・プール水の除熱 

全交流動力電源の喪失又は原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系

を含む。）の故障により，残留熱除去系（サプレッション・プール水

冷却モード）によるサプレッション・プール水の除熱ができない場

合は，常設代替交流電源設備として使用するガスタービン発電機に

より残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）の電源

を復旧し，原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）又は原子
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炉補機代替冷却系により冷却水を確保することで，残留熱除去系（サ

プレッション・プール水冷却モード）にてサプレッション・プール

水の除熱を実施する。 

なお，常設代替交流電源設備として使用するガスタービン発電機

に関する手順等は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備す

る。 

また，原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）及び原子炉

補機代替冷却系に関する手順については「1.5 最終ヒートシンクへ

熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

ⅰ 手順着手の判断基準 

常設代替交流電源設備として使用するガスタービン発電機に

より緊急用Ｍ／Ｃを受電した後，緊急用Ｍ／Ｃから非常用所内電

気設備であるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系の受電が完了し，残

留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）が使用可能

な状態※１に復旧された場合。 

※１：設備に異常がなく，電源，補機冷却水及び水源(サプレッシ

ョン・チェンバ)が確保されている状態。 

ⅱ 操作手順 

残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）Ａ系電

源復旧後のサプレッション・プール水の除熱手順の概要は以下の

とおり。（残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）

Ｂ系によるサプレッション・プール水の除熱手順も同様。）手順の

対応フローを第 1.6－4 図に，概要図を第 1.6－21 図に，タイムチ

ャートを第 1.6－22 図に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき中央制御室運転員

に残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）Ａ

系によるサプレッション・プール水の除熱の準備開始を指示

する。 
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②中央制御室運転員Ａは，残留熱除去系（サプレッション・プ

ール水冷却モード）Ａ系の起動に必要なポンプ，電動弁及び

監視計器の電源が確保されていること，並びに補機冷却水が

確保されていることを状態表示にて確認する。 

③当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に

ガスタービン発電機の負荷容量確認を依頼し，Ａ－残留熱除

去ポンプ及びＡ－残留熱除去封水ポンプが使用可能か確認

する。 

④中央制御室運転員Ａは，Ａ－熱交バイパス弁の全閉操作を実

施し，Ａ－残留熱除去ポンプの起動操作を実施する。 

⑤中央制御室運転員Ａは，当直副長に残留熱除去系（サプレッ

ション・プール水冷却モード）Ａ系によるサプレッション・

プール水の除熱の準備完了を報告する。 

⑥当直副長は，中央制御室運転員に残留熱除去系（サプレッシ

ョン・プール水冷却モード）Ａ系によるサプレッション・プ

ール水の除熱開始を指示する。 

⑦中央制御室運転員Ａは，Ａ－ＲＨＲテスト弁を調整開とし，

Ａ－残留熱除去系の系統流量の上昇及びサプレッション・プ

ール水の温度の低下によりサプレッション・プール水の除熱

が開始されたことを確認する。 

ⅲ 操作の成立性 

上記の操作は，中央制御室運転員１名にて作業を実施し，作業

開始を判断してから残留熱除去系（サプレッション・プール水冷

却モード）Ａ系によるサプレッション・プール水の除熱開始まで

10 分以内で可能である。 

ｂ．重大事故等時の対応手段の選択 

重大事故等時の対応手段の選択方法は以下のとおり。対応手段の選

択フローチャートを第 1.6－30 図に示す。 
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常設代替交流電源設備として使用するガスタービン発電機により交

流動力電源が確保できた場合，原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系

を含む。）の運転が可能であれば残留熱除去系（格納容器冷却モード）

及び残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）により原

子炉格納容器内の除熱を実施する。 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）の運転ができない場

合，原子炉補機代替冷却系を設置し，残留熱除去系（格納容器冷却モ

ード）及び残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）に

より原子炉格納容器内の除熱を実施するが，原子炉補機代替冷却系の

設置に時間を要することから，格納容器代替スプレイ系（常設）等に

よる原子炉格納容器内へのスプレイを並行して実施する。 

1.6.2.2 原子炉格納容器の破損を防止するための対応手順 

(1) フロントライン系故障時の対応手順 

ａ．格納容器代替スプレイ 

(a) 格納容器代替スプレイ系（常設）による原子炉格納容器内へのス

プレイ 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，残留熱除去系（格納

容器冷却モード）が故障により使用できない場合は，低圧原子炉代

替注水槽を水源とした格納容器代替スプレイ系（常設）により原子

炉格納容器内にスプレイする。 

ⅰ 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１において，残留熱除去系（格納容器

冷却モード）による原子炉格納容器内へのスプレイができず，格

納容器代替スプレイ系（常設）が使用可能な場合※２で，原子炉格

納容器内へのスプレイ起動の判断基準に到達した場合※３。 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容

器内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線

量率の 10 倍を超えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モ
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ニタ（ＣＡＭＳ）が使用できない場合に原子炉圧力容器温

度で 300℃以上を確認した場合。 

※２：設備に異常がなく，電源及び水源（低圧原子炉代替注水槽）

が確保されている場合。 

※３：「原子炉格納容器内へのスプレイ起動の判断基準に到達」

とは，ドライウェル圧力，サプレッション・チェンバ圧力，

ドライウェル温度又は原子炉圧力容器下鏡部温度指示値が，

原子炉格納容器内へのスプレイ起動の判断基準（第 1.6－5

表）に達した場合。 

ⅱ 操作手順 

格納容器代替スプレイ系（常設）による原子炉格納容器内への

スプレイについては，「1.6.2.1(1)ａ．(a) 格納容器代替スプレ

イ系（常設）による原子炉格納容器内へのスプレイ」の操作手順

と同様である。ただし，スプレイの停止，再開及び流量は，原子

炉格納容器内へのスプレイ起動・停止の判断基準（第 1.6－5 表）

に従い実施する。 

なお，手順の対応フローを第 1.6－6 図から第 1.6－8 図に示す。

また，概要図は第 1.6－9 図，タイムチャートは第 1.6－10 図と同

様である。 

ⅲ 操作の成立性 

上記の操作のうち，作業開始を判断してから格納容器代替スプ

レイ系（常設）による原子炉格納容器内へのスプレイ開始までの

操作を，中央制御室運転員１名及び現場運転員２名にて作業を実

施した場合の想定時間は以下の通り。 

ＳＡ電源切替盤を使用した場合：30 分以内 

非常用コントロールセンタ切替盤を使用した場合：45 分以内 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。室温は通常運転時と同程度である。 



1.6－50 

(b) 復水輸送系による原子炉格納容器内へのスプレイ 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，残留熱除去系（格納

容器冷却モード）が故障により使用できず，格納容器代替スプレイ

系（常設）による原子炉格納容器内へのスプレイができない場合は，

復水輸送系により復水貯蔵タンクを水源として原子炉格納容器内へ

スプレイする。スプレイ作動後は原子炉格納容器内の圧力が負圧と

ならないように，スプレイの起動／停止を行う。 

ⅰ 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１において，残留熱除去系（格納容器

冷却モード），格納容器代替スプレイ系（常設）による原子炉格納

容器内へのスプレイができない場合において，復水輸送系が使用

可能な場合※２で，原子炉格納容器内へのスプレイ起動の判断基準

に到達した場合※３。 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容

器内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線

量率の 10 倍を超えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モ

ニタ（ＣＡＭＳ）が使用できない場合に原子炉圧力容器温

度で 300℃以上を確認した場合。 

※２：設備に異常がなく，電源及び水源（復水貯蔵タンク）が確

保されている場合。 

※３：｢原子炉格納容器内へのスプレイ起動の判断基準に到達｣と

は，ドライウェル圧力，サプレッション・チェンバ圧力，

ドライウェル温度又は原子炉圧力容器下鏡部温度指示値

が，原子炉格納容器内へのスプレイ起動の判断基準（第 1.6

－5 表）に達した場合。 

ⅱ 操作手順 

復水輸送系による原子炉格納容器内へのスプレイについては，

「1.6.2.1(1)ａ．(b) 復水輸送系による原子炉格納容器内へのス
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プレイ」の操作手順のうち，Ａ－残留熱除去系スプレイ配管を使

用した手順と同様である。ただし，スプレイの停止，再開及び流

量は，原子炉格納容器内へのスプレイ起動・停止の判断基準（第

1.6－5 表）に従い実施する。 

なお，手順の対応フローを第 1.6－6 図から第 1.6－8 図に示す。

また，概要図は第 1.6－11 図，タイムチャートは第 1.6－12 図と

同様である。 

ⅲ 操作の成立性 

上記の操作は，中央制御室運転員１名にて作業を実施し，作業

開始を判断してから復水輸送系による原子炉格納容器内へのスプ

レイ開始まで 20 分以内で可能である。 

(c) 消火系による原子炉格納容器内へのスプレイ 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，残留熱除去系（格納

容器冷却モード）が故障により使用できず，格納容器代替スプレイ

系（常設），復水輸送系により原子炉格納容器内にスプレイできない

場合は，補助消火水槽又はろ過水タンクを水源とした消火系により

原子炉格納容器内にスプレイする。 

スプレイ作動後は原子炉格納容器内の圧力が負圧とならないよう

に，スプレイの起動／停止を行う。 

ⅰ 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１において，残留熱除去系（格納容器

冷却モード），格納容器代替スプレイ系（常設），復水輸送系によ

る原子炉格納容器内へのスプレイができず，消火系が使用可能な

場合※２で，原子炉格納容器内へのスプレイ起動の判断基準に到達

した場合※３。 

ただし，重大事故等へ対処するために消火系による消火が必要

な火災が発生していない場合。 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容
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器内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線

量率の 10 倍を超えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モ

ニタ（ＣＡＭＳ）が使用できない場合に原子炉圧力容器温

度で 300℃以上を確認した場合。 

※２：設備に異常がなく，電源及び水源（補助消火水槽又はろ過

水タンク）が確保されている場合。 

※３：「原子炉格納容器内へのスプレイ起動の判断基準に到達」

とは，ドライウェル圧力，サプレッション・チェンバ圧力，

ドライウェル温度又は原子炉圧力容器下鏡部温度指示値

が，原子炉格納容器内へのスプレイ起動の判断基準（第 1.6

－5 表）に達した場合。 

ⅱ 操作手順 

消火系による原子炉格納容器内へのスプレイについては，

「1.6.2.1(1)ａ．(c) 消火系による原子炉格納容器内へのスプレ

イ」の操作手順のうち，Ａ－残留熱除去系スプレイ配管を使用し

た手順と同様である。ただし，スプレイの停止，再開及び流量は，

原子炉格納容器内へのスプレイ起動・停止の判断基準（第 1.6－5

表）に従い実施する。 

なお，手順の対応フローを第 1.6－6 図から第 1.6－8 図に示す。

また，概要図は第 1.6－13 図，タイムチャートは第 1.6－14 図と

同様である。 

ⅲ 操作の成立性 

上記の操作は，中央制御室運転員１名にて作業を実施し，作業

開始を判断してから消火系による原子炉格納容器内へのスプレイ

開始まで 25 分以内で可能である。 

(d) 格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内への

スプレイ（淡水／海水） 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，残留熱除去系（格納
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容器冷却モード）が故障により使用できず，格納容器代替スプレイ

系（常設），復水輸送系及び消火系により原子炉格納容器内にスプレ

イできない場合は，格納容器代替スプレイ系（可搬型）により原子

炉格納容器内にスプレイする。 

スプレイ作動後は原子炉格納容器内の圧力が負圧とならないよう

に，スプレイの起動／停止を行う。 

なお，本手順はプラント状況や周辺の現場状況により大量送水車

の接続先を複数ある接続口から任意に選択できる構成としている。 

ⅰ 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１において，残留熱除去系（格納容器

冷却モード）による原子炉格納容器内へのスプレイができず，格

納容器代替スプレイ系（可搬型）が使用可能な場合※２で，原子炉

格納容器内へのスプレイ起動の判断基準に到達した場合※３。 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容

器内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線

量率の 10 倍を超えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モ

ニタ（ＣＡＭＳ）が使用できない場合に原子炉圧力容器温

度で 300℃以上を確認した場合。 

※２：設備に異常がなく，燃料及び水源（輪谷貯水槽（西１）又

は輪谷貯水槽（西２））が確保されている場合。 

※３：「原子炉格納容器内へのスプレイ起動の判断基準に到達」

とは，ドライウェル圧力，サプレッション・チェンバ圧力，

ドライウェル温度又は原子炉圧力容器下鏡部温度指示値

が，原子炉格納容器内へのスプレイ起動の判断基準（第 1.6

－5 表）に達した場合。 

ⅱ 操作手順 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内へ

のスプレイについては，「1.6.2.1(1)ａ．(d) 格納容器代替スプ
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レイ系（可搬型）による原子炉格納容器内へのスプレイ（淡水／

海水）」の操作手順のうち，［交流動力電源が確保されている場合］

の操作手順と同様である。ただし，スプレイの停止，再開及び流

量は，原子炉格納容器内へのスプレイ起動・停止の判断基準（第

1.6－5 表）に従い実施する。 

なお，手順の対応フローを第 1.6－6 図から第 1.6－8 図に示す。

また，概要図は第 1.6－15 図，タイムチャートは第 1.6－16 図と

同様である。 

ⅲ 操作の成立性 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内へ

のスプレイ操作のうち，運転員が実施する原子炉建物での系統構

成を，中央制御室運転員１名及び現場運転員２名にて作業を実施

した場合の想定時間は以下の通り。 

ＳＡ電源切替盤を使用した場合：25 分以内 

非常用コントロールセンタ切替盤を使用した場合：40 分以内 

また，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容

器内へのスプレイ操作のうち，緊急時対策要員が実施する屋外で

の大量送水車による送水操作に必要な要員数及び想定時間は以下

のとおり。 

［格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南）又は格納容器

代替スプレイ系（可搬型）接続口（西）を使用する場合］ 

緊急時対策要員 12 名にて実施した場合：２時間 10 分以内 

［格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（建物内）を使用す

る場合（故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムによ

る影響がある場合）］ 

緊急時対策要員 12 名にて実施した場合：３時間 10 分以内 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内へ

のスプレイ操作は，格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南）
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又は格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（西）を使用する

場合，作業開始を判断してから格納容器代替スプレイ系（可搬型）

による原子炉格納容器内へのスプレイ開始まで２時間 10 分以内

で可能である。また，格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口

（建物内）を使用する場合，作業開始を判断してから格納容器代

替スプレイ系（可搬型）による原子炉圧力容器への注水開始まで

３時間 10 分以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。格納容器代替スプレイ系（可搬型）

として使用する大量送水車からのホースの接続は，汎用の結合金

具であり，十分な作業スペースを確保していることから，容易に

実施可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いる

ことで，暗闇における作業性についても確保している。室温は通

常運転時と同程度である。 

ｂ．格納容器代替除熱 

(a) ドライウェル冷却系による原子炉格納容器内の代替除熱 

格納容器代替スプレイ系（常設）等による原子炉格納容器内への

スプレイ及び残留熱除去系（格納容器冷却モード）の復旧ができず，

原子炉格納容器からの除熱手段がない場合に，常設代替交流電源設

備により原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）の電源を復

旧し，原子炉格納容器内へ冷却水通水後，ドライウェル冷却装置を

起動して原子炉格納容器内の除熱を行う。 

ドライウェル冷却装置を停止状態としても，原子炉格納容器内の

冷却水の通水を継続することで，ドライウェル冷却装置コイル表面

で蒸気を凝縮し，原子炉格納容器内の圧力の上昇を緩和する。 

なお，常設代替交流電源設備に関する手順等は「1.14 電源の確

保に関する手順等」にて整備する。 
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ⅰ 手順着手の判断基準 

格納容器代替スプレイ及び残留熱除去による原子炉格納容器

内の除熱ができず，常設代替交流電源設備により，原子炉補機冷

却系（原子炉補機海水系を含む。）が復旧可能である場合。 

ⅱ 操作手順 

ドライウェル冷却系による原子炉格納容器内の代替除熱手順

の概要は以下のとおり。手順の対応フローを第 1.6－7 図から第

1.6－8 図に，概要図を第 1.6－23 図及び第 1.6－24 図に，タイム

チャートを第 1.6－25 図に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員にドライ

ウェル冷却系による原子炉格納容器内の代替除熱の準備開

始を指示する。 

②中央制御室運転員Ａは，ドライウェル冷却系による原子炉格

納容器内の代替除熱に必要な冷却装置，電動弁及び監視計器

の電源が確保されていることを状態表示にて確認する。 

③当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に

ガスタービン発電機の負荷容量確認を依頼し，ドライウェル

冷却系が使用可能か確認する。 

④現場運転員Ｂ及びＣは，ドライウェル冷却系による原子炉格

納容器内の代替除熱の系統構成前準備として，Ａ，Ｂ－原子

炉補助継電器盤にて隔離信号の除外操作を実施する。 

⑤当直副長は，運転員にドライウェル冷却系の冷却水通水開始

を指示する。 

⑥中央制御室運転員Ａは，ドライウェル冷却系による原子炉格

納容器内の代替除熱の系統構成（冷却水通水操作）として，

Ａ，Ｂ－ＲＣＷ常用補機冷却水入口切替弁，Ａ，Ｂ－ＲＣＷ

常用補機冷却水出口切替弁の開操作を実施し，原子炉補機冷

却系の系統流量指示値の上昇を確認し，当直副長に報告する。 
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⑦中央制御室運転員Ａは，ドライウェル冷却装置起動前準備と

して，空調換気制御盤にてリレー引き抜きにより，起動阻止

隔離信号を除外する。 

⑧当直副長は，運転員にドライウェル冷却系による原子炉格納

容器内の代替除熱の開始を指示する。 

⑨中央制御室運転員Ａは，上部下部Ａ，Ｂ及びＣ－ドライウェ

ル冷却装置の起動操作を実施し，原子炉格納容器内の圧力の

上昇率が緩和することを確認する。 

ⅲ 操作の成立性 

上記の操作は，中央制御室運転員１名及び現場運転員２名にて

作業を実施した場合，作業開始を判断してからドライウェル冷却

系による原子炉格納容器内の代替除熱開始まで 45 分以内で可能

である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。室温は通常運転時と同程度である。 

ｃ．重大事故等時の対応手段の選択 

重大事故等時の対応手段の選択方法は以下のとおり。対応手段の選

択フローチャートを第 1.6－30 図に示す。 

外部電源，常設代替交流電源設備により交流電源が確保できた場合，

低圧原子炉代替注水槽が使用可能であれば格納容器代替スプレイ系

（常設）により原子炉格納容器内にスプレイする。 

低圧原子炉代替注水槽が使用できない場合，復水輸送系，消火系又

は格納容器代替スプレイ系（可搬型）により原子炉格納容器内にスプ

レイする。 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内へのス

プレイ手段については，格納容器代替スプレイ系（常設）による原子

炉格納容器内へのスプレイ手段と同時並行で準備する。 

また，格納容器代替スプレイ系（常設），復水輸送系，消火系及び
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格納容器代替スプレイ系（可搬型）の手段のうち原子炉格納容器内へ

のスプレイ可能な系統１系統以上を起動し，原子炉格納容器内へのス

プレイのための系統構成が完了した時点で，その手段による原子炉格

納容器内へのスプレイを開始する。 

なお，消火系による原子炉格納容器内へのスプレイは，発電所構内

で重大事故等へ対処するために消火系による消火が必要な火災が発生

していないこと及び補助消火水槽又はろ過水タンクの使用可能が確認

できた場合に実施する。 

外部電源，常設代替交流電源設備により交流電源が確保できた場合，

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）を復旧し，原子炉格

納容器内への冷却水通水及びドライウェル冷却装置の起動による原子

炉格納容器内の除熱を実施する。 

(2) サポート系故障時の対応手順 

ａ．復旧 

(a) 残留熱除去系電源復旧後の原子炉格納容器内へのスプレイ 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，全交流動力電源の喪

失又は原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）の故障により，

残留熱除去系（格納容器冷却モード）による原子炉格納容器内への

スプレイができない場合は，常設代替交流電源設備として使用する

ガスタービン発電機により残留熱除去系（格納容器冷却モード）の

電源を復旧し，原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）又は

原子炉補機代替冷却系により冷却水を確保することで，残留熱除去

系（格納容器冷却モード）にて原子炉格納容器内にスプレイする。 

スプレイ作動後は原子炉格納容器内の圧力が負圧とならないよう

に，スプレイの起動／停止を行う。 

なお，常設代替交流電源設備として使用するガスタービン発電機

に関する手順等は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備す

る。 
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また，原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）及び原子炉

補機代替冷却系に関する手順については「1.5 最終ヒートシンクへ

熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

ⅰ 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１において，常設代替交流電源設備と

して使用するガスタービン発電機により緊急用Ｍ／Ｃを受電した

後，緊急用Ｍ／Ｃから非常用所内電気設備であるＭ／Ｃ Ｃ系又

はＭ／Ｃ Ｄ系の受電が完了し，残留熱除去系（格納容器冷却モ

ード）が使用可能な状態※２に復旧された場合で，原子炉格納容器

内へのスプレイ起動の判断基準に到達した場合※３。 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容

器内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線

量率の 10 倍を超えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モ

ニタ（ＣＡＭＳ）が使用できない場合に原子炉圧力容器温

度で 300℃以上を確認した場合。 

※２：設備に異常がなく，電源，補機冷却水及び水源（サプレッ

ション・チェンバ）が確保されている状態。 

※３：「原子炉格納容器内へのスプレイ起動の判断基準に到達」

とは，ドライウェル圧力，サプレッション・チェンバ圧力，

ドライウェル温度又はサプレッション・チェンバ温度指示

値が，原子炉格納容器内へのスプレイ起動の判断基準（第

1.6－5 表）に達した場合。 

ⅱ 操作手順 

残留熱除去系（格納容器冷却モード）による原子炉格納容器内

へのスプレイ手順については，「1.6.2.1(2)ａ．(a) 残留熱除去

系電源復旧後の原子炉格納容器内へのスプレイ」の操作手順と同

様である。ただし，原子炉格納容器内へのスプレイの停止及び再

開は，原子炉格納容器内へのスプレイ起動・停止の判断基準（第
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1.6－5 表）に従い実施する。 

なお，手順の対応フローを第 1.6－7 図から第 1.6－8 図に示す。

また，概要図は第 1.6－19 図，タイムチャートは第 1.6－20 図と

同様である。 

ⅲ 操作の成立性 

上記の操作は，中央制御室運転員１名にて作業を実施し，作業

開始を判断してから残留熱除去系（格納容器冷却モード）Ａ系に

よる原子炉格納容器内へのスプレイ開始まで 10 分以内で可能で

ある。 

(b) 残留熱除去系電源復旧後のサプレッション・プール水の除熱 

全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を

含む。）の故障により，残留熱除去系（サプレッション・プール水冷

却モード）によるサプレッション・プール水の除熱ができない場合

は，常設代替交流電源設備として使用するガスタービン発電機によ

り残留熱除去系の電源を復旧し，原子炉補機冷却系（原子炉補機海

水系を含む。）又は原子炉補機代替冷却系により冷却水を確保するこ

とで，残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）にて

サプレッション・プール水の除熱を実施する。 

なお，常設代替交流電源設備として使用するガスタービン発電機

に関する手順等は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備す

る。 

また，原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）及び原子炉

補機代替冷却系に関する手順については「1.5 最終ヒートシンクへ

熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

ⅰ 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１において，常設代替交流電源設備と

して使用するガスタービン発電機により緊急用Ｍ／Ｃを受電した

後，緊急用Ｍ／Ｃから非常用所内電気設備であるＭ／Ｃ Ｃ系又
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はＭ／Ｃ Ｄ系の受電が完了し，残留熱除去系（サプレッション・

プール水冷却モード）が使用可能な状態※２に復旧された場合。 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容

器内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線

量率の 10 倍を超えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モ

ニタ（ＣＡＭＳ）が使用できない場合に原子炉圧力容器温

度で 300℃以上を確認した場合。 

※２：設備に異常がなく，電源，補機冷却水及び水源（サプレッ

ション・チェンバ）が確保されている状態。 

ⅱ 操作手順 

残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）電源復

旧後のサプレッション・プール水の除熱については，「1.6.2.1(2)a．

(b) 残留熱除去系電源復旧後のサプレッション・プール水の除熱」

の操作手順と同様である。 

なお，手順の対応フローを第 1.6－7 図から第 1.6－8 図に示す。

また，概要図は第 1.6－21 図，タイムチャートは第 1.6－22 図と

同様である。 

ⅲ 操作の成立性 

上記の操作は，中央制御室運転員１名にて作業を実施し，作業

開始を判断してから残留熱除去系（サプレッション・プール水冷

却モード）Ａ系によるサプレッション・プール水の除熱開始まで

10 分以内で可能である。 

ｂ．重大事故等時の対応手段の選択 

重大事故等時の対応手段の選択方法は以下のとおり。対応手段の選

択フローチャートを第 1.6－30 図に示す。 

常設代替交流電源設備として使用するガスタービン発電機により交

流動力電源が確保できた場合，原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系

を含む。）の運転が可能であれば残留熱除去系（格納容器冷却モード）
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又は残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）により原

子炉格納容器内の除熱を実施する。原子炉補機冷却系（原子炉補機海

水系を含む。）の運転ができない場合，原子炉補機代替冷却系を設置

し，残留熱除去系（格納容器冷却モード）又は残留熱除去系（サプレ

ッション・プール水冷却モード）により原子炉格納容器内の除熱を実

施するが，原子炉補機代替冷却系の設置に時間を要することから，格

納容器代替スプレイ系（常設）等による原子炉格納容器内へのスプレ

イを並行して実施する。 

1.6.2.3 重大事故等対処設備（設計基準拡張）による対応手順 

(1) 残留熱除去系（格納容器冷却モード）による原子炉格納容器内へのス

プレイ 

残留熱除去系（格納容器冷却モード）が健全な場合は，中央制御室か

らの手動操作により残留熱除去系（格納容器冷却モード）を起動し，サ

プレッション・チェンバを水源とした原子炉格納容器内へのスプレイを

実施する。 

スプレイ作動後は原子炉格納容器内の圧力が負圧とならないように，

スプレイの起動／停止を行う。 

ａ．手順着手の判断基準 

原子炉格納容器内へのスプレイ起動の判断基準に到達した場合※１。 

※１：「原子炉格納容器内へのスプレイ起動の判断基準に到達」とは，

ドライウェル圧力，サプレッション・チェンバ圧力，ドライウ

ェル温度，サプレッション・チェンバ温度又はサプレッション・

プール水位指示値が，原子炉格納容器内へのスプレイ起動の判

断基準（第 1.6－4 表）に達した場合。 

ｂ．操作手順 

残留熱除去系（格納容器冷却モード）Ａ系による原子炉格納容器内

へのスプレイ手順の概要は以下のとおり。ただし，原子炉格納容器内

へのスプレイの停止及び再開は，原子炉格納容器内へのスプレイ起
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動・停止の判断基準（第 1.6－4 表）に従い実施する。（残留熱除去系

（格納容器冷却モード）Ｂ系による原子炉格納容器内へのスプレイ手

順も同様。） 

概要図を第 1.6－26 図に，タイムチャートを第 1.6－27 図に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき中央制御室運転員に残

留熱除去系（格納容器冷却モード）Ａ系による原子炉格納容器内

へのスプレイの準備開始を指示する。 

②中央制御室運転員Ａは，Ａ－熱交バイパス弁の全閉操作を実施し，

残留熱除去ポンプの起動操作を実施する。 

③中央制御室運転員Ａは，当直副長に残留熱除去系（格納容器冷却

モード）Ａ系による原子炉格納容器内へのスプレイの準備完了を

報告する。 

④当直副長は，中央制御室運転員に原子炉格納容器内へのスプレイ

起動・停止の判断基準（第 1.6－4 表）に基づき原子炉格納容器内

へのスプレイ先を選択し，残留熱除去系（格納容器冷却モード）

Ａ系による原子炉格納容器内へのスプレイの開始を指示する。 

⑤ａＤ／Ｗスプレイの場合 

中央制御室運転員Ａは，Ａ－ＲＨＲドライウェル第１スプレイ弁

及びＡ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁を全開として原子炉

格納容器内へのスプレイを開始する。 

⑤ｂＳ／Ｃスプレイの場合 

中央制御室運転員Ａは，Ａ－ＲＨＲトーラススプレイ弁を全開と

して原子炉格納容器内へのスプレイを開始する。 

⑥中央制御室運転員Ａは，原子炉格納容器内へのスプレイが開始さ

れたことをＡ－残留熱除去系の系統流量の上昇並びに原子炉格納

容器内の圧力及び温度の低下により確認し，当直副長に報告する。 

なお，ドライウェル圧力，サプレッション・チェンバ圧力，ドラ

イウェル冷却器入口ガス温度，ドライウェル温度又はサプレッシ
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ョン・チェンバ温度指示値が，原子炉格納容器内へのスプレイ停

止の判断基準（第 1.6－4 表）に到達した場合は，⑤ａにて開とし

たＡ－ＲＨＲドライウェル第１スプレイ弁及びＡ－ＲＨＲドライ

ウェル第２スプレイ弁又は⑤ｂにて開としたＡ－ＲＨＲトーラス

スプレイ弁を閉とし，原子炉格納容器内へのスプレイを停止する。

その後，ドライウェル圧力，サプレッション・チェンバ圧力，ド

ライウェル温度，サプレッション・チェンバ温度又はサプレッシ

ョン・プール水位指示値が，原子炉格納容器内へのスプレイ起動

の判断基準（第 1.6－4 表）に再度到達した場合は，Ａ－ＲＨＲド

ライウェル第１スプレイ弁及びＡ－ＲＨＲドライウェル第２スプ

レイ弁又はＡ－ＲＨＲトーラススプレイ弁を開とし，原子炉格納

容器内へのスプレイを再開する。 

※Ｄ／ＷからＳ／Ｃへのスプレイ先の切替えが必要となった場合

は，Ａ－ＲＨＲドライウェル第１スプレイ弁，Ａ－ＲＨＲドラ

イウェル第２スプレイ弁の全閉操作を実施後，Ａ－ＲＨＲトー

ラススプレイ弁の全開操作を実施する。 

※Ｄ／Ｗスプレイ又はＳ／Ｃスプレイ実施中に原子炉圧力容器へ

の注水が必要となった場合は，Ａ－ＲＨＲドライウェル第１ス

プレイ弁及びＡ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁又はＡ

－ＲＨＲトーラススプレイ弁の全閉操作を実施後，Ａ－ＲＨＲ

注水弁の全開操作を実施し，原子炉圧力容器へ注水する。 

ｃ．操作の成立性 

上記の操作は，中央制御室運転員１名にて作業を実施し，作業開始

を判断してから残留熱除去系（格納容器冷却モード）Ａ系による原子

炉格納容器内へのスプレイ開始まで 10 分以内で可能である。 

(2) 残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）によるサプレ

ッション・プール水の除熱 

残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）が健全な場合
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は，中央制御室からの手動操作により残留熱除去系（サプレッション・

プール水冷却モード）を起動し，サプレッション・プール水の除熱を実

施する。 

ａ．手順着手の判断基準 

下記のいずれかの状態に該当した場合。 

・逃がし安全弁開固着 

・サプレッション・プール水の温度が規定温度以上 

・サプレッション・チェンバの気体温度が規定温度以上 

ｂ．操作手順 

残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）Ａ系による

サプレッション・プール水の除熱手順の概要は以下のとおり。（残留熱

除去系（サプレッション・プール水冷却モード）Ｂ系によるサプレッ

ション・プール水の除熱手順も同様。）概要図を第 1.6－28 図に，タイ

ムチャートを第 1.6－29 図に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，中央制御室運転員に

残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）によるサ

プレッション・プール水の除熱の準備開始を指示する。 

②中央制御室運転員Ａは，Ａ－熱交バイパス弁の全閉操作を実施し，

残留熱除去ポンプの起動操作を実施する。 

③中央制御室運転員Ａは，当直副長に残留熱除去系（サプレッショ

ン・プール水冷却モード）によるサプレッション・プール水の除

熱の準備完了を報告する。 

④当直副長は，中央制御室運転員に残留熱除去系（サプレッション・

プール水冷却モード）Ａ系によるサプレッション・プール水の除

熱の開始を指示する。 

⑤中央制御室運転員Ａは，Ａ－ＲＨＲテスト弁を調整開とし，残留

熱除去系の系統流量の上昇及びサプレッション・プール水の温度

の低下によりサプレッション・プール水の除熱が開始されたこと
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を確認する。 

ｃ．操作の成立性 

上記の操作は，中央制御室運転員１名にて操作を実施した場合，作

業開始を判断してから残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却

モード）によるサプレッション・プール水の除熱開始まで 10 分以内で

可能である。 

1.6.2.4 その他の手順項目について考慮する手順 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。），原子炉補機代替冷却系

による補機冷却水確保手順については，「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸

送するための手順等」にて整備する。 

低圧原子炉代替注水槽，輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）へ

の水の補給手順並びに水源から接続口までの大量送水車による送水手順

については，「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」に

て整備する。 

非常用交流電源設備，常設代替交流電源設備として使用するガスタービ

ン発電機又は可搬型代替交流電源設備として使用する高圧発電機車によ

る低圧原子炉代替注水ポンプ，復水輸送ポンプ，消火ポンプ，残留熱除去

ポンプ，電動弁及び中央制御室監視計器類への電源供給手順並びに常設代

替交流電源設備として使用するガスタービン発電機，大量送水車への燃料

補給手順については，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

操作の判断及び確認に係る計装設備に関する手順については，「1.15 

事故時の計装に関する手順等」にて整備する。 
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第 1.6－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(１／７) 

（重大事故等対処設備（設計基準拡張）） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
） 

－ 

残
留
熱
除
去
系
（
格
納
容
器
冷
却
モ
ー
ド
）
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ 

残留熱除去ポンプ 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）※３ 

非常用交流電源設備※２ 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「ＰＣＶ圧力制御」 

「Ｄ／Ｗ温度制御」 

「Ｓ／Ｃ温度制御」 

「ＰＣＶ水素濃度制御」 

 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「除熱－１」 

「除熱－２」 

 

サプレッション・チェンバ 

原子炉格納容器 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

残
留
熱
除
去
系
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド
） 

に
よ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
の
除
熱 

残留熱除去ポンプ 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）※３ 

非常用交流電源設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「Ｓ／Ｃ温度制御」 

 

サプレッション・チェンバ 

原子炉格納容器 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※４：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 
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対応手段，対処設備，手順書一覧(２／７) 

（炉心損傷前のフロントライン系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

残留熱除去系 

（格納容器冷却モード及びサ

プレッション・プール水冷却モ

ード） 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
） 

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ 

低圧原子炉代替注水ポンプ 

低圧原子炉代替注水槽※１ 

低圧原子炉代替注水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「ＰＣＶ圧力制御」 

「Ｄ／Ｗ温度制御」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＬＳＲポンプによる格納

容器スプレイ」 

復
水
輸
送
系
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ 

復水輸送ポンプ 

復水貯蔵タンク 

復水輸送系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

非常用交流電源設備※２ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「ＰＣＶ圧力制御」 

「Ｄ／Ｗ温度制御」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＣＷＴによる格納容器スプ

レイ」 

消
火
系
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ 

補助消火ポンプ 

消火ポンプ 

補助消火水槽 

ろ過水タンク 

消火系 配管・弁 

復水輸送系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

非常用交流電源設備※２ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「ＰＣＶ圧力制御」 

「Ｄ／Ｗ温度制御」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「消火ポンプまたは補助消火

ポンプによる格納容器スプレ

イ」 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※４：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 

  



1.6－69 

対応手段，対処設備，手順書一覧(３／７) 

（炉心損傷前のフロントライン系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

残留熱除去系 

（格納容器冷却モード及びサ

プレッション・プール水冷却モ

ード） 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
（
淡
水
／
海
水
） 

大量送水車 

ホース・接続口 

可搬型ストレーナ 

格納容器代替スプレイ系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

原子炉格納容器 

燃料補給設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

常設代替交流電源設備※２ 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「ＰＣＶ圧力制御」 

「Ｄ／Ｗ温度制御」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「大量送水車による格納容器

スプレイ」 

 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水」 

輪谷貯水槽（西１）※１，※４ 

輪谷貯水槽（西２）※１，※４ 

 自
主
対
策
設
備 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※４：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 
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対応手段，対処設備，手順書一覧(４／７) 

（炉心損傷前のサポート系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

全交流動力電源 

原子炉補機冷却系（原子炉補機

海水系を含む。） 

残
留
熱
除
去
系
電
源
復
旧
後
の 

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ 

サプレッション・チェンバ 

原子炉格納容器 

原子炉補機代替冷却系※３ 

代替所内電気設備※２ 

常設代替交流電源設備※２ 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「ＰＣＶ圧力制御」 

「Ｄ／Ｗ温度制御」 

「Ｓ／Ｃ水位制御」 

「ＰＣＶ水素濃度制御」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＲＨＲによる格納容器除熱」 

残留熱除去ポンプ 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）※３ 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

全交流動力電源 

原子炉補機冷却系（原子炉補機

海水系を含む。） 

残
留
熱
除
去
系
電
源
復
旧
後
の 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
の
除
熱 

サプレッション・チェンバ 

原子炉格納容器 

原子炉補機代替冷却系※３ 

代替所内電気設備※２ 

常設代替交流電源設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「Ｓ／Ｃ温度制御」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＲＨＲによる格納容器除熱」 

残留熱除去ポンプ 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）※３ 重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※４：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 
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対応手段，対処設備，手順書一覧(５／７) 

（炉心損傷後のフロントライン系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

残留熱除去系 

（格納容器冷却モード） 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
） 

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ 

低圧原子炉代替注水ポンプ 

低圧原子炉代替注水槽※１ 

低圧原子炉代替注水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「除熱－１」 

「除熱－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＬＳＲポンプによる格納

容器スプレイ」 

復
水
輸
送
系
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ 

復水輸送ポンプ 

復水貯蔵タンク 

復水輸送系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備※２ 

非常用交流電源設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「除熱－１」 

「除熱－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＣＷＴによる格納容器スプ

レイ」 

消
火
系
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ 

補助消火ポンプ 

消火ポンプ 

補助消火水槽 

ろ過水タンク 

消火系 配管・弁 

復水輸送系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備※２ 

非常用交流電源設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「除熱－１」 

「除熱－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「消火ポンプまたは補助消火

ポンプによる格納容器スプレ

イ」 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※４：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 
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対応手段，対処設備，手順書一覧(６／７) 

（炉心損傷後のフロントライン系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

残留熱除去系 

（格納容器冷却モード） 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
（
淡
水
／
海
水
） 

大量送水車 

ホース・接続口 

可搬型ストレーナ 

格納容器代替スプレイ系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

原子炉格納容器 

燃料補給設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

常設代替交流電源設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「除熱－１」 

「除熱－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「大量送水車による格納容器

スプレイ」 

 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水」 

輪谷貯水槽（西１）※１，※４ 

輪谷貯水槽（西２）※１，※４ 

自
主
対
策
設
備 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
冷
却
系
に
よ
る 

格
納
容
器
内
の
代
替
除
熱 

ドライウェル冷却装置 

原子炉格納容器 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）※３ 

常設代替交流電源設備※２ 

 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「除熱－１」 

「除熱－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＨＶＤによる格納容器除熱」 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※４：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 
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対応手段，対処設備，手順書一覧(７／７) 

（炉心損傷後のサポート系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

全交流動力電源 

原子炉補機冷却系（原子炉補機

海水系を含む。） 

残
留
熱
除
去
系
電
源
復
旧
後
の 

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ 

サプレッション・チェンバ 

原子炉格納容器 

原子炉補機代替冷却系※３ 

代替所内電気設備※２ 

常設代替交流電源設備※２ 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「除熱－１」 

「除熱－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＲＨＲによる格納容器除熱」 

残留熱除去ポンプ 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）※３ 

 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

全交流動力電源 

原子炉補機冷却系（原子炉補機

海水系を含む。） 

残
留
熱
除
去
系
電
源
復
旧
後
の 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
の
除
熱 

サプレッション・チェンバ 

原子炉格納容器 

原子炉補機代替冷却系※３ 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「除熱－１」 

「除熱－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＲＨＲによる格納容器除熱」 

残留熱除去ポンプ 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）※３ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※４：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 
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第 1.6－2表 重大事故等対処に係る監視計器 

 

監視計器一覧(１／１５) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.6.2.1 炉心の著しい損傷防止のための対応手順 

(1) フロントライン系故障時の対応手順 

ａ．格納容器代替スプレイ 

(a) 格納容器代替スプレイ系（常設）による原子炉格納容器内へのスプレイ 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「ＰＣＶ圧力制御」 

「Ｄ／Ｗ温度制御」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＬＳＲポンプによる格納容器スプレ

イ」 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力(ＳＡ) 

サプレッション・チェンバ圧力(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の温度 ドライウェル温度(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位(ＳＡ) 

電源 
緊急用メタクラ電圧 

ＳＡロードセンタ母線電圧 

水源の確保 低圧原子炉代替注水槽水位 

操
作 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力(ＳＡ) 

サプレッション・チェンバ圧力(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の温度 ドライウェル温度(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位(ＳＡ) 

原子炉格納容器への注水量 代替注水流量（常設） 

補機監視機能 低圧原子炉代替注水ポンプ出口圧力 

水源の確保 低圧原子炉代替注水槽水位 
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監視計器一覧(２／１５) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.6.2.1 炉心の著しい損傷防止のための対応手順 

(1) フロントライン系故障時の対応手順 

ａ．格納容器代替スプレイ 

(b) 復水輸送系による原子炉格納容器内へのスプレイ 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「ＰＣＶ圧力制御」 

「Ｄ／Ｗ温度制御」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＣＷＴによる格納容器スプレイ」 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 ドライウェル温度(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位(ＳＡ) 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

水源の確保 復水貯蔵タンク水位 

操
作 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力(ＳＡ) 

サプレッション・チェンバ圧力(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の温度 
サプレッション・チェンバ温度(ＳＡ) 

ドライウェル温度(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位(ＳＡ) 

原子炉格納容器への注水量 ＲＰＶ／ＰＣＶ注入流量 

補機監視機能 復水輸送ポンプ出口ヘッダ圧力 

水源の確保 復水貯蔵タンク水位 

 

  



1.6－76 

監視計器一覧(３／１５) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.6.2.1 炉心の著しい損傷防止のための対応手順 

(1) フロントライン系故障時の対応手順 

ａ．格納容器代替スプレイ 

(c) 消火系による原子炉格納容器内へのスプレイ 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「ＰＣＶ圧力制御」 

「Ｄ／Ｗ温度制御」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「消火ポンプまたは補助消火ポンプによる

格納容器スプレイ」 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 ドライウェル温度(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位(ＳＡ) 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

水源の確保 

Ａ－補助消火水槽水位 

Ｂ－補助消火水槽水位 

ろ過水タンク水位 

操
作 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力(ＳＡ) 

サプレッション・チェンバ圧力(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の温度 
サプレッション・チェンバ温度(ＳＡ) 

ドライウェル温度(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位(ＳＡ) 

原子炉格納容器への注水量 ＲＰＶ／ＰＣＶ注入流量 

補機監視機能 
Ａ－消火ポンプ出口圧力 

Ｂ－消火ポンプ出口圧力 

水源の確保 

Ａ－補助消火水槽水位 

Ｂ－補助消火水槽水位 

ろ過水タンク水位 
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監視計器一覧(４／１５) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.6.2.1 炉心の著しい損傷防止のための対応手順 

(1) フロントライン系故障時の対応手順 

ａ．格納容器代替スプレイ 

(d) 格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内へのスプレイ（淡水／海水） 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「ＰＣＶ圧力制御」 

「Ｄ／Ｗ温度制御」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「大量送水車による格納容器スプレイ」 

 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水」 
判

断

基

準 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力(ＳＡ) 

サプレッション・チェンバ圧力(ＳＡ 

原子炉格納容器内の温度 ドライウェル温度(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位(ＳＡ) 

電源 
緊急用メタクラ電圧 

ＳＡロードセンタ母線電圧 

水源の確保 
輪谷貯水槽（西１） 

輪谷貯水槽（西２） 

操

作 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力(ＳＡ) 

サプレッション・チェンバ圧力(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の温度 ドライウェル温度(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位(ＳＡ) 

原子炉格納容器への注水量 格納容器代替スプレイ流量 

補機監視機能 大量送水車ポンプ出口圧力 

水源の確保 
輪谷貯水槽（西１） 

輪谷貯水槽（西２） 
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監視計器一覧(５／１５) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.6.2.1 炉心の著しい損傷防止のための対応手順 

(2) サポート系故障時の対応手順 

ａ．復旧 

(a) 残留熱除去系電源復旧後の原子炉格納容器内へのスプレイ 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「ＰＣＶ圧力制御」 

「Ｄ／Ｗ温度制御」 

「Ｓ／Ｃ水位制御」 

「ＰＣＶ水素濃度制御」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＲＨＲによる格納容器除熱」 

 

判

断

基

準 

原子炉格納容器内の水位 

原子炉水位（狭帯域） 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 
ドライウェル温度（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位(ＳＡ) 

補機監視機能 

Ⅰ－原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力 

Ⅱ－原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力 

Ａ－残留熱除去系熱交換器冷却水流量 

Ｂ－残留熱除去系熱交換器冷却水流量 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

操

作 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 
ドライウェル温度（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器への注水量 
Ａ－残留熱除去ポンプ出口流量 

Ｂ－残留熱除去ポンプ出口流量 

補機監視機能 
Ａ－残留熱除去ポンプ出口圧力 

Ｂ－残留熱除去ポンプ出口圧力 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位（ＳＡ） 
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監視計器一覧(６／１５) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.6.2.1 炉心の著しい損傷防止のための対応手順 

(2) サポート系故障時の対応手順 

ａ．復旧 

(b) 残留熱除去系電源復旧後のサプレッション・プール水の除熱 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「Ｓ／Ｃ温度制御」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＲＨＲによる格納容器除熱」 

 

判

断

基

準 

原子炉格納容器内の温度 
サプレッション・チェンバ温度(ＳＡ) 

サプレッション・プール水温度（ＳＡ） 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

最終ヒートシンクの確保 

Ⅰ－原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力 

Ⅱ－原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力 

Ａ－残留熱除去系熱交換器冷却水流量 

Ｂ－残留熱除去系熱交換器冷却水流量 

Ⅰ－ＲＣＷ熱交換器出口温度 

Ⅱ－ＲＣＷ熱交換器出口温度 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位(ＳＡ) 

操

作 

原子炉格納容器内の温度 サプレッション・プール水温度（ＳＡ） 

補機監視機能 
Ａ－残留熱除去ポンプ出口圧力 

Ｂ－残留熱除去ポンプ出口圧力 

最終ヒートシンクの確保 

Ａ－残留熱除去系熱交換器入口温度 

Ｂ－残留熱除去系熱交換器入口温度 

Ａ－残留熱除去系熱交換器出口温度 

Ｂ－残留熱除去系熱交換器出口温度 

Ａ－残留熱除去ポンプ出口流量 

Ｂ－残留熱除去ポンプ出口流量 

Ⅰ－原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力 

Ⅱ－原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力 

Ａ－残留熱除去系熱交換器冷却水流量 

Ｂ－残留熱除去系熱交換器冷却水流量 

Ⅰ－ＲＣＷ熱交換器出口温度 

Ⅱ－ＲＣＷ熱交換器出口温度 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位（ＳＡ） 
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監視計器一覧(７／１５) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.6.2.2 原子炉格納容器の破損を防止するための対応手順 

(1) フロントライン系故障時の対応手順 

ａ．格納容器代替スプレイ 

(a) 格納容器代替スプレイ系（常設）による原子炉格納容器内へのスプレイ 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「除熱－１」 

「除熱－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＬＳＲポンプによる格納容器スプレ

イ」 

 

判

断

基

準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力(ＳＡ) 

サプレッション・チェンバ圧力(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の温度 
サプレッション・チェンバ温度(ＳＡ) 

ドライウェル温度(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位(ＳＡ) 

電源 
緊急用メタクラ電圧 

ＳＡロードセンタ母線電圧 

水源の確保 低圧原子炉代替注水槽水位 

操

作 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力(ＳＡ) 

サプレッション・チェンバ圧力(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の温度 ドライウェル温度(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位(ＳＡ) 

原子炉格納容器への注水量 代替注水流量（常設） 

補機監視機能 低圧原子炉代替注水ポンプ出口圧力 

水源の確保 低圧原子炉代替注水槽水位 
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監視計器一覧(８／１５) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.6.2.2 原子炉格納容器の破損を防止するための対応手順 

(1) フロントライン系故障時の対応手順 

ａ．格納容器代替スプレイ 

(b) 復水輸送系による原子炉格納容器内へのスプレイ 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「除熱－１」 

「除熱－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＣＷＴによる格納容器スプレイ」 

 

判

断

基

準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力(ＳＡ) 

サプレッション・チェンバ圧力(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の温度 
サプレッション・チェンバ温度(ＳＡ) 

ドライウェル温度(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位(ＳＡ) 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

水源の確保 復水貯蔵タンク水位 

操

作 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力(ＳＡ) 

サプレッション・チェンバ圧力(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の温度 
サプレッション・チェンバ温度(ＳＡ) 

ドライウェル温度(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位(ＳＡ) 

原子炉格納容器への注水量 ＲＰＶ／ＰＣＶ注入流量 

補機監視機能 復水輸送ポンプ出口ヘッダ圧力 

水源の確保 復水貯蔵タンク水位 

  



1.6－82 

監視計器一覧(９／１５) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.6.2.2 原子炉格納容器の破損を防止するための対応手順 

(1) フロントライン系故障時の対応手順 

ａ．格納容器代替スプレイ 

(c) 消火系による原子炉格納容器内へのスプレイ 

事故時操作要領書「シビアアクシデント」 

「除熱－１」 

「除熱－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「消火ポンプまたは補助消火ポンプによる

格納容器スプレイ」 

 

判

断

基

準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力(ＳＡ) 

サプレッション・チェンバ圧力(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の温度 
サプレッション・チェンバ温度(ＳＡ) 

ドライウェル温度(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位(ＳＡ) 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

水源の確保 

Ａ－補助消火水槽水位 

Ｂ－補助消火水槽水位 

ろ過水タンク水位 

操

作 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力(ＳＡ) 

サプレッション・チェンバ圧力(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の温度 
サプレッション・チェンバ温度(ＳＡ) 

ドライウェル温度(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位(ＳＡ) 

原子炉格納容器への注水量 ＲＰＶ／ＰＣＶ注入流量 

補機監視機能 
Ａ－消火ポンプ出口圧力 

Ｂ－消火ポンプ出口圧力 

水源の確保 

Ａ－補助消火水槽水位 

Ｂ－補助消火水槽水位 

ろ過水タンク水位 

 

  



1.6－83 

監視計器一覧(１０／１５) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.6.2.2 原子炉格納容器の破損を防止するための対応手順 

(1) フロントライン系故障時の対応手順 

ａ．格納容器代替スプレイ 

(d) 格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内へのスプレイ（淡水／海水） 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「除熱－１」 

「除熱－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「大量送水車による格納容器スプレイ」 

 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水」 

判

断

基

準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力(ＳＡ) 

サプレッション・チェンバ圧力(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の温度 
サプレッション・チェンバ温度(ＳＡ) 

ドライウェル温度(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位(ＳＡ) 

電源 
緊急用メタクラ電圧 

ＳＡロードセンタ母線電圧 

水源の確保 
輪谷貯水槽（西１） 

輪谷貯水槽（西２） 

操

作 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力(ＳＡ) 

サプレッション・チェンバ圧力(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の温度 ドライウェル温度(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位(ＳＡ) 

原子炉格納容器への注水量 格納容器代替スプレイ流量 

補機監視機能 大量送水車ポンプ出口圧力 

水源の確保 
輪谷貯水槽（西１） 

輪谷貯水槽（西２） 



1.6－84 

監視計器一覧(１１／１５) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.6.2.2 原子炉格納容器の破損を防止するための対応手順 

(1) フロントライン系故障時の対応手順 

ｂ．格納容器代替除熱 

(a) ドライウェル冷却系による原子炉格納容器内の代替除熱 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「除熱－１」 

「除熱－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＨＶＤによる格納容器除熱」 

判

断

基

準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度(ＳＡ) 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力(ＳＡ) 

サプレッション・チェンバ圧力(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の温度 
サプレッション・チェンバ温度(ＳＡ) 

ドライウェル温度(ＳＡ) 

補機監視機能 
原子炉補機冷却ポンプ出口圧力 

原子炉補機冷却系常用流量 

操

作 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力(ＳＡ) 

サプレッション・チェンバ圧力(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の温度 
サプレッション・チェンバ温度(ＳＡ) 

ドライウェル温度(ＳＡ) 

補機監視機能 
Ⅰ－原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力 

Ⅱ－原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力 

 

 

  



1.6－85 

監視計器一覧(１２／１５) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.6.2.2 原子炉格納容器の破損を防止するための対応手順 

(2) サポート系故障時の対応手順 

ａ．復旧 

(a) 残留熱除去系電源復旧後の原子炉格納容器内へのスプレイ 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「除熱－１」 

「除熱－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＲＨＲによる格納容器除熱」 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 
ドライウェル温度（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位（ＳＡ） 

最終ヒートシンクの確保 

Ⅰ－原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力 

Ⅱ－原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力 

Ａ－残留熱除去系熱交換器冷却水流量 

Ｂ－残留熱除去系熱交換器冷却水流量 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

操
作 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 
ドライウェル温度（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器への注水量 
Ａ－残留熱除去ポンプ出口流量 

Ｂ－残留熱除去ポンプ出口流量 

補機監視機能 
Ａ－残留熱除去ポンプ出口圧力 

Ｂ－残留熱除去ポンプ出口圧力 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位（ＳＡ） 

 

  



1.6－86 

監視計器一覧(１３／１５) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.6.2.2 原子炉格納容器の破損を防止するための対応手順 

(2) サポート系故障時の対応手順 

ａ．復旧 

(b) 残留熱除去系電源復旧後のサプレッション・プール水の除熱 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「除熱－１」 

「除熱－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＲＨＲによる格納容器除熱」 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度(ＳＡ) 

原子炉格納容器内の温度 
サプレッション・チェンバ温度(ＳＡ) 

サプレッション・プール水温度（ＳＡ） 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

最終ヒートシンクの確保 

Ⅰ－原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力 

Ⅱ－原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力 

Ａ－残留熱除去系熱交換器冷却水流量 

Ｂ－残留熱除去系熱交換器冷却水流量 

Ⅰ－ＲＣＷ熱交換器出口温度 

Ⅱ－ＲＣＷ熱交換器出口温度 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位（ＳＡ） 

操
作 

原子炉格納容器の温度 サプレッション・プール水温度（ＳＡ） 

補機監視機能 
Ａ－残留熱除去ポンプ出口圧力 

Ｂ－残留熱除去ポンプ出口圧力 

最終ヒートシンクの確保 

Ａ－残留熱除去系熱交換器入口温度 

Ｂ－残留熱除去系熱交換器入口温度 

Ａ－残留熱除去系熱交換器出口温度 

Ｂ－残留熱除去系熱交換器出口温度 

Ⅰ－原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力 

Ⅱ－原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力 

Ａ－残留熱除去系熱交換器冷却水流量 

Ｂ－残留熱除去系熱交換器冷却水流量 

Ⅰ－ＲＣＷ熱交換器出口温度 

Ⅱ－ＲＣＷ熱交換器出口温度 

原子炉格納容器への注水量 
Ａ－残留熱除去ポンプ出口流量 

Ｂ－残留熱除去ポンプ出口流量 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位（ＳＡ） 

 

  



1.6－87 

監視計器一覧(１４／１５) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.6.2.3 重大事故等対処設備（設計基準拡張）による対応手順 

(1) 残留熱除去系（格納容器冷却モード）による原子炉格納容器内へのスプレイ 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「ＰＣＶ圧力制御」 

「Ｄ／Ｗ温度制御」 

「Ｓ／Ｃ水位制御」 

「ＰＣＶ水素濃度制御」 

 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「除熱－１」 

「除熱－２」 

 

判

断

基

準 

原子炉圧力容器内の水位 

原子炉水位（狭帯域） 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 
ドライウェル温度（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位（ＳＡ） 

最終ヒートシンクの確保 

Ⅰ－原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力 

Ⅱ－原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力 

Ａ－残留熱除去系熱交換器冷却水流量 

Ｂ－残留熱除去系熱交換器冷却水流量 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

操

作 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 
ドライウェル温度（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器への注水量 
Ａ－残留熱除去ポンプ出口流量 

Ｂ－残留熱除去ポンプ出口流量 

補機監視機能 
Ａ－残留熱除去ポンプ出口圧力 

Ｂ－残留熱除去ポンプ出口圧力 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位（ＳＡ） 

 

  



1.6－88 

監視計器一覧(１５／１５) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.6.2.3 重大事故等対処設備（設計基準拡張）による対応手順 

(2) 残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）によるサプレッション・プール水の除熱 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「Ｓ／Ｃ温度制御」 

 

 

判

断

基

準 

原子炉格納容器内の温度 
サプレッション・チェンバ温度（ＳＡ） 

サプレッション・プール水温度（ＳＡ） 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

最終ヒートシンクの確保 

Ⅰ－原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力 

Ⅱ－原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力 

Ａ－残留熱除去系熱交換器冷却水流量 

Ｂ－残留熱除去系熱交換器冷却水流量 

Ⅰ－ＲＣＷ熱交換器出口温度 

Ⅱ－ＲＣＷ熱交換器出口温度 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位(ＳＡ) 

操

作 

原子炉格納容器内の温度 サプレッション・プール水温度（ＳＡ） 

補機監視機能 
Ａ－残留熱除去ポンプ出口圧力 

Ｂ－残留熱除去ポンプ出口圧力 

最終ヒートシンクの確保 

Ａ－残留熱除去系熱交換器入口温度 

Ｂ－残留熱除去系熱交換器入口温度 

Ａ－残留熱除去系熱交換器出口温度 

Ｂ－残留熱除去系熱交換器出口温度 

Ａ－残留熱除去ポンプ出口流量 

Ｂ－残留熱除去ポンプ出口流量 

Ⅰ－原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力 

Ⅱ－原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力 

Ａ－残留熱除去系熱交換器冷却水流量 

Ｂ－残留熱除去系熱交換器冷却水流量 

Ⅰ－ＲＣＷ熱交換器出口温度 

Ⅱ－ＲＣＷ熱交換器出口温度 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位（ＳＡ） 
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第 1.6－3 表 審査基準における要求事項毎の給電対象設備 

 

対象条文 供給対象設備 
給電元 

給電母線 

【1.6】 

原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 低圧原子炉代替注水ポンプ 

常設代替交流電源設備 

 

ＳＡ－Ｌ／Ｃ 

低圧原子炉代替注水系弁 

常設代替交流電源設備 

 

ＳＡ－Ｃ／Ｃ 

残留熱除去ポンプ 

常設代替交流電源設備 

 

Ｍ／Ｃ Ｃ系 

Ｍ／Ｃ Ｄ系 

残留熱除去系弁 

常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

 

Ｃ／Ｃ Ｃ系 

Ｃ／Ｃ Ｄ系 

ＳＡ－Ｃ／Ｃ 

中央制御室監視計器類 

常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

 

計装Ｃ／Ｃ Ｃ系 

計装Ｃ／Ｃ Ｄ系 
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第 1.6－4表 原子炉格納容器内へのスプレイ起動，停止の判断基準 

（炉心の著しい損傷を防止するための対応） 

 

 
スプレイ起動の 

判断基準 

格納容器代替 

スプレイ※２，※３ 

ＲＨＲによる 

スプレイ 

スプレイ停止の判断基準 

格納容器代替 

スプレイ 

ＲＨＲによる 

スプレイ 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
応 

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御 

ドライウェル圧力指示値が

13.7kPa[gage]以上で原子炉水

位指示値がＬ－１(－381cm)以

下を経験し，かつＬ－０ (－

539cm)以上で安定している場合 

― 
①Ｄ／Ｗ 

②Ｓ／Ｃ 

Ｐ
Ｃ
Ｖ
圧
力
制
御 

ドライウェル圧力が

334kPa[gage]以下ま

で低下した場合 

ドライウェル圧力又は

サプレッション・チェン

バ圧力が 13.7kPa[gage]

以下まで低下した場合 

サプレッション・チェンバ圧力

指示値が 13.7kPa[gage]以上で，

24 時間継続した場合 

― Ｓ／Ｃ 

サプレッション・チェンバ圧力

指示値が 98kPa[gage]以上で 24

時間継続した場合 

― 
①Ｄ／Ｗ 

②Ｓ／Ｃ 

サプレッション・チェンバ圧力

指示値が 245kPa[gage]以上の場

合 

― 
①Ｄ／Ｗ 

②Ｓ／Ｃ 

サプレッション・チェンバ圧力

指示値が 384kPa[gage]以上※１の

場合 

①Ｄ／Ｗ 

②Ｓ／Ｃ※４ 

①Ｄ／Ｗ 

②Ｓ／Ｃ 

Ｄ
／
Ｗ
温
度
制
御 

Ｓ
／
Ｃ
温
度
制
御 

ドライウェル温度指示値が

171℃に接近した場合 

①Ｄ／Ｗ 

②Ｓ／Ｃ※４ Ｄ／Ｗ Ｄ
／
Ｗ
温
度
制
御 

Ｓ
／
Ｃ
温
度
制
御 

ドライウェル温度指

示値が 150℃以下ま

で低下した場合 

ドライウェル冷却器入

口ガス温度 60℃未満か

つドライウェル温度（局

所）65℃未満まで低下し

た場合 

サプレッション・チェンバ温度

指示値が 104℃に到達前 
― Ｓ／Ｃ ― 

サプレッション・チェン

バ温度指示値が 65℃未

満まで低下した場合 

Ｓ
／
Ｃ
水
位
制
御 

サプレッション・プール水位指

示値が通常水位＋1.29m 以上の

場合 

― Ｄ／Ｗ 

Ｓ
／
Ｃ
水
位
制
御 

サプレッション・プ

ール水位指示値が通

常水位+1.29m 以上の

場合 

― 

①，②は優先順位を示す。 

※１：残留熱除去系（格納容器冷却モード）が１系統のみ使用可能であり，残留熱除去系（低圧注水モード）により，発電用原子炉の冷却を実施している

場合は，サプレッション・チェンバ圧力指示値が 245kPa[gage]到達時であっても，発電用原子炉の冷却を優先するが，サプレッション・チェンバ圧

力指示値が 384kPa[gage](0.9Pd)以上の場合は，残留熱除去系（低圧注水モード）による発電用原子炉の冷却を停止し，残留熱除去系（格納容器ス

プレイ冷却モード）による原子炉格納容器内へのスプレイを実施することにより，原子炉格納容器の健全性を維持する。 

※２：残留熱除去系又は残留熱代替除去系による原子炉格納容器内へのスプレイが実施できない場合，格納容器代替スプレイによる原子炉格納容器内への

スプレイを実施する。 

※３：外部水源からの注水を抑制する観点から間欠スプレイとする。 

※４：復水輸送系，消火系による格納容器内へのスプレイに限る。 
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第 1.6－5表 原子炉格納容器内へのスプレイ起動，停止の判断基準 

（格納容器破損を防止するための対応） 

 

 スプレイ起動の判断基準 
圧力容器 

破損前 

圧力容器 

破損後 
スプレイ停止の判断基準 

スプレイ流量 

（m3/h） 

格
納
容
器
破
損
を 

防
止
す
る
た
め
の
対
応 

除
熱
―
１
，
除
熱
―
２ 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ 

ドライウェル温度が 190℃

以上の場合※２ 

①Ｄ／Ｗ 

②Ｓ／Ｃ※３ 

①Ｄ／Ｗ 

②Ｓ／Ｃ※３ 

除
熱
―
１
，
除
熱
―
２ 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ 

サプレッション・プール

水位指示値が通常水位

+1.29m に到達した場合 

120 

ドライウェル温度が

171℃以下の場合※２ 

ドライウェル圧力又はサプ

レッション・チェンバ圧力

が 640kPa[gage]以上の場合 

①Ｄ／Ｗ 

②Ｓ／Ｃ※３ 

①Ｄ／Ｗ 

②Ｓ／Ｃ※３ 

サプレッション・プール

水位指示値が通常水位

+1.29m に到達した場合 

ドライウェル圧力又は

サプレッション・チェン

バ圧力が 588kPa[gage]

以下の場合※２ 

Ｒ
Ｈ
Ｒ
に
よ
る
ス
プ
レ
イ 

ドライウェル圧力又はサプ

レッション・チェンバ圧力

が 245kPa[gage]以上もしく

はドライウェル温度が

171℃又はサプレッショ

ン・チェンバ温度が 104℃の

場合 

Ｄ／Ｗ 

Ｓ／Ｃ 

Ｄ／Ｗ 

Ｓ／Ｃ 

Ｒ
Ｈ
Ｒ
に
よ
る
ス
プ
レ
イ 

ドライウェル圧力指示

値が 13.7kPa[gage]未満

まで低下した場合 

1218 

原
子
炉
格
納
容
器
の
過
温
を 

抑
制
す
る
た
め
の
対
応
※
１ 

注
水
―
３
ａ 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ 

原子炉圧力容器下鏡部温度

指示値が 300℃に到達した

場合 

Ｄ／Ｗ ― 

注
水
―
３
ａ 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ 

ペデスタル水位が 2.4m

に到達した場合 
120 

①，②は優先順位を示す。 

※１：原子炉圧力容器破損前に本操作を実施することで，格納容器温度の上昇を抑制し，逃がし安全弁の環境条件を緩和することができる。ただし，本操

作をしない場合であっても，評価上，原子炉圧力容器底部が破損に至るまでの間，逃がし安全弁は発電用原子炉の減圧機能を維持できる。 

※２：外部からの注水を抑制する観点から間欠スプレイとする。 

※３：復水輸送系，消火系による格納容器内へのスプレイに限る。 
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第 1.6－1図 機能喪失原因対策分析(１／２)  
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第 1.6－1図 機能喪失原因対策分析（２／２） 
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※ 本資料は，「機能喪失原因対策分析」を基に，設計基準事故対処設備の機能が喪失に至る原因を順次右側へ展開して

いる。すなわち，機器の機能が喪失することにより，当該機器の左側に記載される機能が喪失する関係にあることを

示している。ただし，ＡＮＤ条件，ＯＲ条件については表現していないため，必要に応じて「機能喪失原因対策分析」

を確認することとする。 

 

第 1.6－1図 機能喪失原因対策分析（補足） 

凡例： フロントライン系 サポート系 故障を想定 対応手段あり

フロントライン系，サポート系の整理，故障の想定・対応手段
故障想定機器 故障要因１ 故障要因２ 故障要因３ 故障要因４ 故障要因５ 故障要因６ 故障要因７ 故障要因８

弁故障

ＲＨＲ熱交換器故障

配管故障

Ｓ／Ｐ使用不可

ストレーナ故障

ＲＣＷポンプ故障

弁故障

配管故障

ＲＳＷポンプ故障

弁故障

配管故障

ストレーナ故障

外部電源喪失

直流盤遮断器故障

蓄電池機能喪失

充電器故障

 

非常用ＤＥＧ
故障

充電器盤からの
通常給電機能喪失

格納容器冷却
機能喪失

Ａ－ＲＨＲ
機能喪失

ＲＨＲポンプ
故障

静的機器
機能喪失

水源使用不可

補機冷却系
機能喪失

Ｂ－ＲＨＲ
機能喪失

直流母線への
直流電源

給電機能喪失

非常用Ｌ／Ｃ
機能喪失

ＲＣＷ機能喪失

交流電源喪失

駆動源喪失
（交流電源）

駆動源喪失
（直流電源）

静的機器
機能喪失

ＲＣＷ熱交換器
故障

ＲＳＷ機能喪失
静的機器
機能喪失

駆動源喪失
（交流／直流電源）

直流母線
機能喪失

非常用Ｍ／Ｃ
機能喪失

※１
※３同様

※２同様

※３

※２同様

※２

※１同様
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第 1.6－2 図 ＥＯＰ[ＰＣＶ圧力制御]における対応フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第 1.6－3 図 ＥＯＰ[Ｄ／Ｗ温度制御]における対応フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第 1.6－4 図 ＥＯＰ[Ｓ／Ｃ温度制御]における対応フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第 1.6－5 図 ＥＯＰ[Ｓ／Ｃ水位制御]における対応フロー  

 本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第 1.6－6図 ＳＯＰ（注水－３ａ）格納容器内冷却の対応フロー 

 

 

 

 

 

 

 
 本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第 1.6－7図 ＳＯＰ（除熱－１）格納容器内冷却の対応フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第 1.6－8図 ＳＯＰ（除熱－２）格納容器内冷却の対応フロー 

 本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第 1.6－9図 格納容器代替スプレイ系（常設）による原子炉格納容器内へのスプレイ 概要図(１／２) 
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操作手順 弁名称 

⑥※１ Ａ－ＲＨＲドライウェル第１スプレイ弁 

⑥※２ Ａ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁 

⑧ ＦＬＳＲ注水隔離弁 

記載例 ○ ：操作手順番号を示す。 

○※１～ ：同一操作手順番号内に複数の操作又は確認を実施する対象弁がある場合，その実施順を示す。 

 

第 1.6－9図 格納容器代替スプレイ系（常設）による原子炉格納容器内へのスプレイ 概要図(２／２) 
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第 1.6－10図 格納容器代替スプレイ系（常設）による原子炉格納容器内へのスプレイ タイムチャート
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第 1.6－11 図 復水輸送系による原子炉格納容器内へのスプレイ 概要図(１／２) 
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操作手順 弁名称 

④ ＣＷＴ Ｔ／Ｂ供給遮断弁 

⑦ａ(a)※1 Ａ－ＲＨＲドライウェル第１スプレイ弁 

⑦ａ(a)※2 Ａ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁 

⑦ａ(b) Ａ－ＲＨＲトーラススプレイ弁 

⑦ｂ(a)※１ Ｂ－ＲＨＲドライウェル第１スプレイ弁 

⑦ｂ(a)※２ Ｂ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁 

⑦ｂ(b) Ｂ－ＲＨＲトーラススプレイ弁 

⑨ａ Ａ－ＲＨＲ ＲＰＶ代替注水弁 

⑨ｂ Ｂ－ＲＨＲ注水配管洗浄元弁 

記載例 ○ ：操作手順番号を示す。 

○ａ～ ：同一操作手順番号内で選択して実施する操作がある場合の操作手順の優先番号を示す。 

○※１～ ：同一操作手順番号内に複数の操作又は確認を実施する対象弁がある場合，その実施順を示す。 

 

第 1.6－11 図 復水輸送系による原子炉格納容器内へのスプレイ 概要図(２／２) 
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第 1.6－12 図 復水輸送系による原子炉格納容器内へのスプレイ タイムチャート 
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第 1.6－13図 消火系による原子炉格納容器内へのスプレイ 概要図 

    （補助消火ポンプを使用した場合）(１／４) 
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操作手順 弁名称 

④ ＣＷＴ Ｔ／Ｂ供給遮断弁 

⑦※１ ＣＷＴ系・消火系連絡止め弁（消火系） 

⑦※２ ＣＷＴ系・消火系連絡止め弁 

⑧ａ(a)※１ Ａ－ＲＨＲドライウェル第１スプレイ弁 

⑧ａ(a)※２ Ａ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁 

⑧ａ(b) Ａ－ＲＨＲトーラススプレイ弁 

⑧ｂ(a)※１ Ｂ－ＲＨＲドライウェル第１スプレイ弁 

⑧ｂ(a)※２ Ｂ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁 

⑧ｂ(b) Ｂ－ＲＨＲトーラススプレイ弁 

⑩ａ Ａ－ＲＨＲ ＲＰＶ代替注水弁 

⑩ｂ Ｂ－ＲＨＲ注水配管洗浄元弁 

記載例 ○ ：操作手順番号を示す。 

○ａ～ ：同一操作手順番号内で選択して実施する操作がある場合の操作手順の優先番号を示す。 

○※１～ ：同一操作手順番号内に複数の操作又は確認を実施する対象弁がある場合，その実施順を示す。 

 

第 1.6－13図 消火系による原子炉格納容器内へのスプレイ 概要図 

      （補助消火ポンプを使用した場合）(２／４) 

 



 

 

1.6－
110 

   

 

第 1.6－13図 消火系による原子炉格納容器内へのスプレイ 概要図 

  （消火ポンプを使用した場合）(３／４) 
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操作手順 弁名称 

④ ＣＷＴ Ｔ／Ｂ供給遮断弁 

⑦※１ ＣＷＴ系・消火系連絡止め弁（消火系） 

⑦※２ ＣＷＴ系・消火系連絡止め弁 

⑧ａ(a)※１ Ａ－ＲＨＲドライウェル第１スプレイ弁 

⑧ａ(a)※２ Ａ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁 

⑧ａ(b) Ａ－ＲＨＲトーラススプレイ弁 

⑧ｂ(a)※１ Ｂ－ＲＨＲドライウェル第１スプレイ弁 

⑧ｂ(a)※２ Ｂ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁 

⑧ｂ(b) Ｂ－ＲＨＲトーラススプレイ弁 

⑩ａ Ａ－ＲＨＲ ＲＰＶ代替注水弁 

⑩ｂ Ｂ－ＲＨＲ注水配管洗浄元弁 

記載例 ○ ：操作手順番号を示す。 

○ａ～ ：同一操作手順番号内で選択して実施する操作がある場合の操作手順の優先番号を示す。 

○※１～ ：同一操作手順番号内に複数の操作又は確認を実施する対象弁がある場合，その実施順を示す。 

 

第 1.6－13図 消火系による原子炉格納容器内へのスプレイ 概要図 

  （消火ポンプを使用した場合）(４／４) 
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第 1.6－14 図 消火系による原子炉格納容器内へのスプレイ タイムチャート 

（補助消火ポンプを使用した場合）(１／２)  
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第 1.6－14 図 消火系による原子炉格納容器内へのスプレイ タイムチャート 

（消火ポンプを使用した場合）(２／２) 
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第 1.6－15図 格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内へのスプレイ（淡水／海水） 概要図 

（交流動力電源が確保されている場合）(１／２) 
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操作手順 弁名称 

⑤ａ Ａ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁 

⑤ｂ，⑤ｃ Ｂ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁 

⑧ａ ＡＣＳＳ Ａ－注水ライン流量調整弁 

⑧ｂ ＡＣＳＳ Ｂ－注水ライン流量調整弁 

⑧ｃ ＡＣＳＳ Ｂ－注水ライン止め弁 

記載例 ○ ：操作手順番号を示す。 

○ａ～ ：同一操作手順番号内で選択して実施する操作がある場合の操作手順の優先番号を示す。 

 

第 1.6－15図 格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内へのスプレイ（淡水／海水） 概要図 

（交流動力電源が確保されている場合）（２／２） 
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第 1.6－16図 格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内へのスプレイ（淡水／海水） 

（系統構成） タイムチャート（交流動力電源が確保されている場合）(１／２) 
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第 1.6－16図 格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内へのスプレイ（淡水／海水） 

タイムチャート(２／２) 
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第 1.6－17図 格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内へのスプレイ（淡水／海水） 概要図 

（全交流動力電源が喪失している場合）(１／２) 
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操作手順 弁名称 

⑤ａ Ａ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁 

⑤ｂ，⑤ｃ Ｂ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁 

⑧ａ ＡＣＳＳ Ａ－注水ライン流量調整弁 

⑧ｂ ＡＣＳＳ Ｂ－注水ライン流量調整弁 

⑧ｃ ＡＣＳＳ Ｂ－注水ライン止め弁 

記載例 ○ ：操作手順番号を示す。 

○ａ～ ：同一操作手順番号内で選択して実施する操作がある場合の操作手順の優先番号を示す。 

 

第 1.6－17図 格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内へのスプレイ（淡水／海水） 概要図 

（全交流動力電源が喪失している場合）(２／２) 
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第 1.6－18図 格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内へのスプレイ（淡水／海水） 

（系統構成）タイムチャート（全交流動力電源が喪失している場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順の項目

電源確認

移動，系統構成

※１：格納容器代替スプレイ系Ａ系の系統構成を示す。また，格納容器代替スプレイ系Ｂ系による原子炉格納容器内へのスプレイについては，系統構成完了まで40分以内で可能である。

備考10 20 30 40 50 60 70 140120 130 15080 90 100必要な要員と作業項目
経過時間（分）

格納容器代替スプレイ系（可搬型）による
原子炉格納容器内へのスプレイ

【全交流動力電源が喪失している場合】

中央制御室運転員Ａ １

110

※１

現場運転員Ｂ，Ｃ ２

要員(数)
系統構成完了 40分
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記載例 ○ ：操作手順番号を示す。 

○ａ～ ：同一操作手順番号内で選択して実施する操作がある場合の操作手順の優先番号を示す。 

○※１～ ：同一操作手順番号内に複数の操作又は確認を実施する対象弁がある場合，その実施順を示す。 

 

第 1.6－19 図 残留熱除去系電源復旧後の原子炉格納容器内へのスプレイ 概要図 

操作手順 弁名称 

④ Ａ－熱交バイパス弁／Ｂ－熱交バイパス弁 

⑦ａ※１ Ａ－ＲＨＲドライウェル第１スプレイ弁／Ｂ－ＲＨＲドライウェル第１スプレイ弁 

⑦ａ※２ Ａ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁／Ｂ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁 

⑦ｂ Ａ－ＲＨＲトーラススプレイ弁／Ｂ－ＲＨＲトーラススプレイ弁 

凡例 

 ポンプ 

 電動作動 

 弁 

 逆止弁 

 シングルストレーナ 

 配管 

 使用する流路 
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第 1.6－20図 残留熱除去系電源復旧後の原子炉格納容器内へのスプレイ タイムチャート 

 

  

手順の項目

電源確認

ポンプ起動，流量調整

※１：残留熱除去系Ａ系電源復旧後の原子炉格納容器内へのスプレイを示す。また，残留熱除去系Ｂ系電源復旧後の原子炉格納容器内へのスプレイについては，除熱開始まで10分以内で可能である。

※１

要員(数)

必要な要員と作業項目
経過時間（分）

残留熱除去系電源復旧後の原子炉格納容器
内へのスプレイ

中央制御室運転員Ａ １

備考10 20 30 40 50 60 70

残留熱除去系電源復旧後の原子炉格納容器内へのスプレイ 10分
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記載例 ○：操作手順番号を示す。 

 

第 1.6－21図 残留熱除去系電源復旧後のサプレッション・プール水の除熱 概要図 

操作手順 弁名称 

④ Ａ－熱交バイパス弁／Ｂ－熱交バイパス弁 

⑦ Ａ－ＲＨＲテスト弁／Ｂ－ＲＨＲテスト弁 

凡例 

 ポンプ 

 電動作動 

 弁 

 逆止弁 

 シングルストレーナ 

 配管 

 使用する流路 
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第 1.6－22図 残留熱除去系電源復旧後のサプレッション・プール水の除熱 タイムチャート 

手順の項目

電源確認

ポンプ起動，流量調整

※１：残留熱除去系Ａ系電源復旧後のサプレッション・プール水の除熱を示す。また，残留熱除去系Ｂ系電源復旧後のサプレッション・プール水の除熱については，除熱開始まで10分以内で可能である。

備考10 20 30 40 50 60 70

要員(数)

必要な要員と作業項目
経過時間（分）

※１
残留熱除去系電源復旧後のサプレッショ

ン・プール除熱
中央制御室運転員Ａ １

残留熱除去系電源復旧後のサプレッション・プール水の除熱 10分
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第 1.6－23図 ドライウェル冷却系による原子炉格納容器内の代替除熱（ドライウェル冷却系） 概要図  

凡例 

 ポンプ 

 ブロワーファン 

 電動作動 

 弁 

 逆止弁 

 配管 

 使用する流路 
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記載例 ○ ：操作手順番号を示す。 

○※１～ ：同一操作手順番号内に複数の操作又は確認を実施する対象弁がある場合，その実施順を示す。 

 

第 1.6－24図 ドライウェル冷却系による原子炉格納容器内の代替除熱（原子炉補機冷却系） 概要図 

操作手順 弁名称 

⑥※１ Ａ－ＲＣＷ常用補機冷却水入口切替弁／Ｂ－ＲＣＷ常用補機冷却水入口切替弁 

⑥※２ Ａ－ＲＣＷ常用補機冷却水出口切替弁／Ｂ－ＲＣＷ常用補機冷却水出口切替弁 

凡例 

 ポンプ 

 電動作動 

 空気作動 

 弁 

 逆止弁 

 外部接続口 

 調整弁 

 配管 

 ホース 

 使用する流路 

 設計基準対象施設から 

追加した箇所 
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第 1.6－25図 ドライウェル冷却系による原子炉格納容器内の代替除熱 タイムチャート 

手順の項目

電源確認

系統構成，冷却機起動

格納容器圧力監視

移動，隔離信号除外

備考10 20 30 40 50 60 70必要な要員と作業項目
経過時間（分）

要員(数)

中央制御室運転員Ａ １

現場運転員Ｂ，Ｃ ２

ドライウェル冷却系による原子炉格納容器
内の代替除熱

ドライウェル冷却系による原子炉格納容器内の代替除熱 45分
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記載例 ○ ：操作手順番号を示す。 

○ａ～ ：同一操作手順番号内で選択して実施する操作がある場合の操作手順の優先番号を示す。 

○※１～ ：同一操作手順番号内に複数の操作又は確認を実施する対象弁がある場合，その実施順を示す。 

 

第 1.6－26図 残留熱除去系（格納容器冷却モード）による原子炉格納容器内へのスプレイ 概要図 

操作手順 弁名称 

② Ａ－熱交バイパス弁／Ｂ－熱交バイパス弁 

⑤ａ※１ Ａ－ＲＨＲドライウェル第１スプレイ弁／Ｂ－ＲＨＲドライウェル第１スプレイ弁 

⑤ａ※２ Ａ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁／Ｂ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁 

⑤ｂ Ａ－ＲＨＲトーラススプレイ弁／Ｂ－ＲＨＲトーラススプレイ弁 

凡例 

 ポンプ 

 電動作動 

 弁 

 逆止弁 

 シングルストレーナ 

 配管 

 使用する流路 
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第 1.6－27図 残留熱除去系（格納容器冷却モード）による原子炉格納容器内へのスプレイ タイムチャート 
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記載例 ○：操作手順番号を示す。 

 

第 1.6－28図 残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）によるサプレッション・プール水の除熱 概要図 

操作手順 弁名称 

② Ａ－熱交バイパス弁／Ｂ－熱交バイパス弁 

⑤ Ａ－ＲＨＲテスト弁／Ｂ－ＲＨＲテスト弁 

凡例 

 ポンプ 

 電動作動 

 弁 

 逆止弁 

 シングルストレーナ 

 配管 

 使用する流路 
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第 1.6－29図 残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）によるサプレッション・プール水の除熱 

タイムチャート 



 

1.6－132 

炉心の著しい損傷防止のための対応手段 

（１）フロントライン故障時の対応手段の選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

（２）サポート系故障時の対応手段の選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第 1.6－30図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート(１／３) 

交流動力電源 
あり 

低圧原子炉 
代替注水槽 
水源使用可 

優先① 
格納容器代替スプレイ系 
（常設）による原子炉格 
納容器内へのスプレイ 

代替交流 
電源設備により 
電源供給可 

優先② 
復水輸送系による原子炉格納

容器内へのスプレイ 

優先③ 
消火系による原子炉格納容

器内へのスプレイ 

優先④ 
格納容器代替スプレイ系 

（可搬型）による原子炉格
納容器内へのスプレイ（淡

水／海水） 

復水貯蔵タンク 
水源使用可 

重大事故等へ対処する 
ために消火系による消火が必要な 

火災の発生なし 

補助消火水槽又は 
ろ過水タンク 
水源使用可 

残留熱除去系 
復旧 

原子炉補機冷却系 
（原子炉補機海水系を含む。） 

運転可 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Yes 

※１ 

※１ 

電動弁を手動操作 
にて系統構成 

原子炉補機代替 
冷却系設置・起動 

常設代替交流電源設備 
による給電 

【凡例】 

：プラント状態，確認 

：操作 

：判断 

：重大事故等対処設備 

残留熱除去系 
（格納容器冷却モード） 

機能喪失 

全交流電源喪失による 
残留熱除去系（格納容器冷却モード） 

機能喪失 
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原子炉格納容器の破損を防止するための対応手段 

（１）フロントライン故障時の対応手段の選択（１／２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
（１）フロントライン故障時の対応手段の選択（２／２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第 1.6－30図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート(２／３) 

交流動力電源 
あり 

低圧原子炉 
代替注水槽 
水源使用可 

優先① 
格納容器代替スプレイ系 
（常設）による原子炉格 
納容器内へのスプレイ 

優先② 
復水輸送系による原子炉格納

容器内へのスプレイ 

優先③ 
消火系による原子炉格納容

器内へのスプレイ 

優先④ 
格納容器代替スプレイ系 
（可搬型）による原子炉格
納容器内へのスプレイ（淡

水／海水） 

復水貯蔵タンク 
水源使用可 

重大事故等へ対処する 
ために消火系による消火が必要な 

火災の発生なし 

補助消火水槽又は 
ろ過水タンク 
水源使用可 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

No 

No 

No 

No 

No 

※２ 

交流動力電源 
あり 

ドライウェル冷却系に 
よる原子炉格納容器内の代替

除熱 

代替交流電源設備等 
による交流電源確保 

残留熱除去系 
（格納容器冷却モード） 

機能喪失 

常設代替交流電源設備 
により電源供給 

原子炉補機冷却系 
（原子炉補機海水系を含む。） 

による冷却水確保 

Yes 

No 

【凡例】 

：プラント状態，確認 

：操作 

：判断 

：重大事故等対処設備 

残留熱除去系 
（格納容器冷却モード） 

機能喪失 
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（２）サポート系故障時の対応手段の選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1.6－30図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート(３／３) 

 

 

全交流電源喪失による 
残留熱除去系（格納容器冷却モード） 

機能喪失 

残留熱除去系 
復旧 

原子炉補機冷却系 
（原子炉補機海水系を含む。） 

運転可 

No 

Yes 

※２ 

常設代替交流電源設備 
による給電 

原子炉補機代替 
冷却系設置・起動 



1.7－1 

1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等 

 

＜ 目 次 ＞ 

 

1.7.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

ａ．原子炉格納容器の過圧破損防止のための対応手段及び設備 

(a) 残留熱代替除去系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 

(b) 格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び

除熱 

(c) サプレッション・プール水ｐＨ制御 

(d) ドライウェルｐＨ制御 

(e) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

ｂ．手順等 

1.7.2 重大事故等時の手順 

1.7.2.1 原子炉格納容器の過圧破損防止のための対応手順 

(1) 交流動力電源が健全である場合の対応手順 

ａ．残留熱代替除去系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 

ｂ．格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 

ｃ．サプレッション・プール水ｐＨ制御 

ｄ．ドライウェルｐＨ制御 

ｅ．可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器への窒素ガス供給 

(2) 全交流動力電源喪失時の対応手順 

ａ．格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 

（現場操作） 

ｂ．可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器への窒素ガス供給 

1.7.2.2 その他の手順項目について考慮する手順 
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1.7.2.3 重大事故等時の対応手段の選択 
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1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等 

【要求事項】 

発電用原子炉設置者において、炉心の著しい損傷が発生した場合にお

いて原子炉格納容器の破損を防止するため、原子炉格納容器内の圧力及

び温度を低下させるために必要な手順等が適切に整備されているか、又

は整備される方針が適切に示されていること。 

【解釈】 

１「原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させるために必要な手順

等」とは、以下に掲げる措置又はこれらと同等以上の効果を有する措

置を行うための手順等をいう。 

（１）原子炉格納容器の過圧破損の防止 

ａ）炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器の破損

を防止するため、格納容器代替循環冷却系、格納容器圧力逃がし装

置又は格納容器再循環ユニットにより、原子炉格納容器内の圧力及

び温度を低下させるために必要な手順等を整備すること。 

ｂ）格納容器代替循環冷却系又は格納容器再循環ユニットによる原子

炉格納容器内の圧力及び温度の低下の手順は、格納容器圧力逃がし

装置による原子炉格納容器の圧力及び温度の低下の手順に優先し

て実施されるものであること。 

（２）悪影響防止 

ａ）格納容器圧力逃がし装置の使用に際しては、必要に応じて、原子

炉格納容器の負圧破損を防止する手順等を整備すること。 

（３）現場操作等 

ａ）格納容器圧力逃がし装置の隔離弁は、人力により容易かつ確実に

開閉操作ができること。 

ｂ）炉心の著しい損傷時においても、現場において、人力で格納容器 
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圧力逃がし装置の隔離弁の操作ができるよう、遮蔽又は離隔等の放

射線防護対策がなされていること。 

ｃ）隔離弁の駆動源が喪失した場合においても、格納容器圧力逃がし

装置の隔離弁を操作できるよう、必要な資機材を近傍に配備する等

の措置を講じること。 

（４）放射線防護 

ａ）使用後に高線量となるフィルター等からの被ばくを低減するため

の遮蔽等の放射線防護対策がなされていること。 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器の破損を防

止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させる対処設備を整

備する。ここでは，この対処設備を活用した手順等について説明する。  
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1.7.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器内へ流出

した高温の冷却材及び溶融炉心の崩壊熱により発生する水蒸気により，

原子炉格納容器内の圧力及び温度が上昇し，原子炉格納容器の過圧破損

に至るおそれがある。 

原子炉格納容器の破損を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び

温度を低下させるための対応手段及び重大事故等対処設備を選定する。 

なお，設備の選定にあたっては，様々な条件下での事故対処を想定し，

全交流動力電源の喪失を考慮する。 

重大事故等対処設備のほかに，柔軟な事故対応を行うための対応手段

と自主対策設備※１を選定する。 

※１ 自主対策設備：技術基準上のすべての要求事項を満たすことやす

べてのプラント状況において使用することは困難

であるが，プラント状況によっては，事故対応に

有効な設備。 

選定した重大事故等対処設備により，「技術的能力審査基準」（以下「審

査基準」という。）だけでなく，「設置許可基準規則」第五十条及び「技

術基準規則」第六十五条（以下「基準規則」という。）の要求機能を満足

する設備が網羅されていることを確認するとともに，自主対策設備との

関係を明確にする。 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

全交流動力電源が喪失した場合に使用可能な対応手段と設備を選定す

る。ただし，全交流動力電源が喪失した場合は代替交流電源設備により

給電する。 

審査基準及び基準規則からの要求により選定した対応手段と，その対

応に使用する重大事故等対処設備及び自主対策設備を以下に示す。 

なお，対応に使用する重大事故等対処設備及び自主対策設備と整備す
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る手順についての関係を第 1.7－1 表に整理する。 

ａ．原子炉格納容器の過圧破損防止のための対応手段及び設備 

(a) 残留熱代替除去系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器の破

損を防止するため，残留熱代替除去系により原子炉格納容器内の圧

力及び温度を低下させる手段がある。 

なお，残留熱代替除去系運転後長期における系統廻りの線量低減

対策として，大量送水車を使用した外部注水により系統水を入れ替

えることでフラッシングが可能である。 

残留熱代替除去系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱で使用

する設備は以下のとおり。 

・残留熱代替除去ポンプ 

・原子炉補機代替冷却系 

・サプレッション・チェンバ 

・残留熱代替除去系 配管・弁 

・残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

・残留熱除去系熱交換器 

・低圧原子炉代替注水系 配管・弁 

・格納容器スプレイ・ヘッダ 

・ホース・接続口 

・原子炉圧力容器 

・原子炉格納容器 

・常設代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

・輪谷貯水槽（西１） 

・輪谷貯水槽（西２） 

・大量送水車 
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(b) 格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除

熱 

ⅰ 格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び

除熱 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器の

破損を防止するため，格納容器フィルタベント系により原子炉格

納容器内の圧力及び温度を低下させる手段がある。 

格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び

除熱で使用する設備は以下のとおり。 

・第１ベントフィルタスクラバ容器 

・第１ベントフィルタ銀ゼオライト容器 

・遠隔手動弁操作機構 

・圧力開放板 

・可搬式窒素供給装置 

・ホース・接続口 

・原子炉格納容器（サプレッション・チェンバ，真空破壊装置

を含む。） 

・第１ベントフィルタ格納槽遮蔽 

・配管遮蔽 

・格納容器フィルタベント系 配管・弁 

・窒素ガス制御系 配管・弁 

・非常用ガス処理系 配管・弁 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

・ドレン移送ポンプ 

・薬品注入タンク 

・大量送水車 
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・輪谷貯水槽（西１） 

・輪谷貯水槽（西２） 

格納容器ベントを実施する際の設備とラインの優先順位は以下

のとおりとする。 

優先①：格納容器フィルタベント系によるウェットウェルベン

ト（以下「Ｗ／Ｗベント」という。） 

優先②：格納容器フィルタベント系によるドライウェルベント

（以下「Ｄ／Ｗベント」という。） 

なお，大量送水車による第１ベントフィルタスクラバ容器への

水の補給は，代替淡水源（輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西

２））の淡水を利用する。 

ⅱ 現場操作 

格納容器フィルタベント系の隔離弁（電動駆動弁）の駆動源や

制御電源が喪失した場合，隔離弁を遠隔で手動操作することで原

子炉格納容器の圧力及び温度を低下させる手段がある。放射線防

護対策として，隔離弁を遠隔で手動操作するエリアは原子炉建物

付属棟とする。 

格納容器フィルタベント系の現場操作で使用する設備は以下の

とおり。 

・遠隔手動弁操作機構 

ⅲ 不活性ガス（窒素ガス）による系統内の置換 

排気中に含まれる可燃性ガスによる爆発を防ぐため，格納容器

フィルタベント系の系統内を不活性ガス（窒素ガス）で置換する

手段がある。 

不活性ガス（窒素ガス）による系統内の置換で使用する設備は

以下のとおり。 

・可搬式窒素供給装置 

・ホース・接続口 
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ⅳ 原子炉格納容器負圧破損の防止 

格納容器フィルタベント系の使用後に格納容器スプレイを行う

場合は，原子炉格納容器の負圧破損を防止するため，原子炉格納

容器内の圧力を監視し，規定の圧力に到達した時点で格納容器ス

プレイを停止する手順を定めている。格納容器スプレイについて

は，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整理

する。 

また，中長期的に原子炉格納容器内の水蒸気凝縮による原子炉

格納容器の負圧破損を防止するとともに原子炉格納容器内の可燃

性ガス濃度を低減するため，可搬式窒素供給装置により原子炉格

納容器へ窒素ガスを供給する手段がある。 

可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器の負圧破損の防止で

使用する設備は以下のとおり。 

・可搬式窒素供給装置 

・ホース・接続口 

・窒素ガス代替注入系 配管・弁 

(c) サプレッション・プール水ｐＨ制御 

格納容器フィルタベント系を使用する際，サプレッション・プー

ル水ｐＨ制御系による薬液注入により原子炉格納容器内が酸性化す

ることを防止し，サプレッション・チェンバのプール水中によう素

を保持することで，よう素の放出量を低減する手段がある。 

サプレッション・プール水ｐＨ制御系による薬液注入で使用する

設備は以下のとおり。 

・残留熱除去系 配管 

・サプレッション・チェンバスプレイヘッダ 

・サプレッション・プール水ｐＨ制御系 

(d) ドライウェルｐＨ制御 

格納容器フィルタベント系を使用する際，ｐＨ制御されたサプレ
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ッション・プール水を残留熱除去系及び残留熱代替除去系により原

子炉格納容器内にスプレイすることにより原子炉格納容器内雰囲気

が酸性化することを防止でき，よう素の放出量を低減する手段があ

る。 

ドライウェルｐＨ制御で使用する設備は以下のとおり。 

・残留熱代替除去ポンプ 

・原子炉補機代替冷却系 

・サプレッション・チェンバ 

・残留熱代替除去系 配管・弁 

・残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

・格納容器スプレイ・ヘッダ 

・原子炉格納容器 

・常設代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

(e) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

残留熱代替除去系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱で使用

する設備のうち，残留熱代替除去ポンプ，原子炉補機代替冷却系，

サプレッション・チェンバ，残留熱代替除去系配管・弁，残留熱除

去系配管・弁・ストレーナ，残留熱除去系熱交換器，低圧原子炉代

替注水系配管・弁，格納容器スプレイ・ヘッダ，ホース・接続口，

原子炉圧力容器，原子炉格納容器，常設代替交流電源設備及び代替

所内電気設備は重大事故等対処設備として位置付ける。 

輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）は「1.13 重大事故

等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ)項を満足する

ための代替淡水源（措置）として位置付ける。 

格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除

熱で使用する設備のうち，第１ベントフィルタスクラバ容器，第１

ベントフィルタ銀ゼオライト容器，遠隔手動弁操作機構，圧力開放
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板，可搬式窒素供給装置，ホース・接続口，原子炉格納容器（サプ

レッション・チェンバ，真空破壊装置を含む。），第１ベントフィル

タ格納槽遮蔽，配管遮蔽，格納容器フィルタベント系配管・弁，窒

素ガス制御系配管・弁，非常用ガス処理系配管・弁，常設代替交流

電源設備，可搬型代替交流電源設備及び代替所内電気設備は重大事

故等対処設備として位置付ける。 

輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）は「1.13 重大事故

等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ)項を満足する

ための代替淡水源（措置）として位置付ける。 

現場操作で使用する設備のうち，遠隔手動弁操作機構は重大事故

等対処設備として位置付ける。 

不活性ガス（窒素ガス）による系統内の置換で使用する設備のう

ち，可搬式窒素供給装置及びホース・接続口は重大事故等対処設備

として位置付ける。 

これらの選定した設備は，審査基準及び基準規則に要求される設

備がすべて網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，原子炉格納容器内の圧力及び

温度を低下させることができる。 

また，以下の設備はプラント状況によっては事故対応に有効な設

備であるため，自主対策設備として位置付ける。併せて，その理由

を示す。 

・サプレッション・プール水ｐＨ制御で使用する設備 

重大事故等対処設備である第１ベントフィルタ銀ゼオライト容

器により中央制御室の被ばく低減効果が一定程度得られており，

残留熱除去系の配管を通してサプレッション・チェンバに薬液を

注入することで原子炉格納容器外に放出されるよう素の放出量を

低減する手段は更なるよう素低減対策として有効である。 
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・ドライウェルｐＨ制御で使用する設備 

重大事故等対処設備である第１ベントフィルタ銀ゼオライト容

器により中央制御室の被ばく低減効果が一定程度得られており，

残留熱代替除去系の配管を通してドライウェル内に薬液を注入す

ることで原子炉格納容器外に放出されるよう素の放出量を低減す

る手段は更なるよう素低減対策として有効である。 

・原子炉格納容器負圧破損の防止で使用する可搬式窒素供給装置 

有効性評価における原子炉格納容器内の圧力評価により，事故

発生後７日間は窒素ガスを供給しなくても原子炉格納容器が負圧

破損に至る可能性はない。 

その後の安定状態において，サプレッション・プール水の温度

が低下し，原子炉格納容器内で発生する水蒸気が減少した場合に

おいても，本設備を用いて原子炉格納容器へ窒素ガスを供給する

ことで原子炉格納容器内の負圧化を回避できることから，原子炉

格納容器の負圧破損防止対策として有効である。 

・スクラビング水の補給及び排水設備 

有効性評価におけるスクラビング水位挙動の評価により，事故

発生後７日間は，スクラビング水を補給しなくても下限水位に到

達せず，また，排水しなくても上限水位に到達することはない。 

その後の安定状態において，スクラビング水位が上限水位又は

下限水位に到達するおそれがある場合においても，排水設備又は

補給設備を用いてスクラビング水を排水又は補給することで，ス

クラビング水位を維持できることから，放射性物質の低減対策と

して有効である。 

ｂ．手順等 

上記「ａ．原子炉格納容器の過圧破損防止のための対応手段及び設

備」により選定した対応手段に係る手順を整備する。 

これらの手順は，運転員及び緊急時対策要員の対応として事故時操
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作要領書（シビアアクシデント）（以下「ＳＯＰ」という。），ＡＭ設備

別操作要領書及び原子力災害対策手順書に定める（第 1.7－1 表）。 

また，重大事故等時に監視が必要となる計器及び給電が必要となる

設備についても整理する（第 1.7－2 表，第 1.7－3 表）。 
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1.7.2 重大事故等時の手順 

1.7.2.1 原子炉格納容器の過圧破損防止のための対応手順 

(1) 交流動力電源が健全である場合の対応手順 

ａ．残留熱代替除去系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，残留熱代替除去系の運

転により，原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させることで原子

炉格納容器の過圧破損を防止する。 

(a) 残留熱代替除去系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 

ⅰ 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１において，残留熱除去系の復旧に見

込みがなく※２原子炉格納容器内の除熱が困難な状況で，以下の条

件がすべて成立した場合。 

・残留熱代替除去系が使用可能※３であること。 

・原子炉補機代替冷却系による補機冷却水供給が可能であるこ

と。 

・原子炉格納容器内のドライ条件の酸素濃度が 4.4vol％以下※4

であること。 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容

器内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線

量率の 10 倍を超えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モニ

タ（ＣＡＭＳ）が使用できない場合に原子炉圧力容器温度

で 300℃以上を確認した場合。 

※２：設備に故障が発生した場合，又は駆動に必要な電源若しく

は補機冷却水が確保できない場合。 

※３：設備に異常がなく，電源及び水源（サプレッション・チェ

ンバ）が確保されている場合。 

※４：格納容器酸素濃度にてドライ条件の酸素濃度が 4.4vol％を

超過している場合においてウェット条件の酸素濃度が
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1.5vol％未満の場合は，残留熱代替除去系によるドライウ

ェルスプレイを実施することで，ドライウェル側とサプレ

ッション・チェンバ側のガスの混合を促進させる。 

ⅱ 操作手順 

残留熱代替除去系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱手順

の概要は以下のとおり。 

原子炉圧力容器への注水及び原子炉格納容器内へのスプレイを

実施する場合は，低圧原子炉代替注水系（Ａ）注入配管使用によ

る原子炉圧力容器への注水と格納容器スプレイ配管使用によるド

ライウェルスプレイ（以下「Ｄ／Ｗスプレイ」という。）を同時に

実施する手順とする。 

また，原子炉圧力容器への注水ができない状況において，原子

炉圧力容器の破損を判断した場合は，原子炉格納容器内へのスプ

レイの実施により原子炉格納容器下部への注水を実施する手順と

する。 

手順の対応フローは第 1.7－1 図，第 1.7－2 図に，概要図を第

1.7－5 図に，タイムチャートを第 1.7－6 図及び第 1.7－7 図に示

す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に残留熱

代替除去系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱の準備開

始を指示する。 

②ａＳＡ電源切替盤を使用する場合 

現場運転員Ｂ及びＣは，ＳＡ電源切替盤にて，残留熱代替除

去系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱に必要なＢ－熱

交バイパス弁，Ａ－ＲＨＲ注水弁及びＢ－ＲＨＲドライウェ

ル第２スプレイ弁の電源切替え操作を実施するとともに，中

央制御室運転員Ａは，残留熱代替除去系による原子炉格納容

器内の減圧及び除熱に必要な電動弁の電源が確保されている
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ことを状態表示にて確認する。また，ポンプ及び監視計器の

電源並びに冷却水が確保されていることを状態表示にて確認

する。 

②ｂ非常用コントロールセンタ切替盤を使用する場合 

中央制御室運転員Ａは，不要な負荷の操作スイッチを「停止

引ロック」又は「停止」とする。 

現場運転員Ｂ及びＣは，Ｃ／Ｃの不要な負荷の切り離しを行

う。 

不要な負荷の切り離し後，中央制御室運転員Ａは，非常用コ

ントロールセンタ切替盤の切替え操作を行い，残留熱代替除

去系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱に必要なＢ－熱

交バイパス弁，Ａ－ＲＨＲ注水弁及びＢ－ＲＨＲドライウェ

ル第２スプレイ弁の電源切替えを実施するとともに，残留熱

代替除去系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱に必要な

電動弁の電源が確保されていることを状態表示にて確認する。

また，ポンプ及び監視計器の電源並びに冷却水が確保されて

いることを状態表示にて確認する。 

③当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に

ガスタービン発電機の負荷容量を確認し，残留熱代替除去系

が使用可能か確認する。 

④ａ原子炉圧力容器への注水及び原子炉格納容器内へのスプレ

イを実施する場合 

中央制御室運転員Ａは，重大事故操作盤にて残留熱代替除去

系の系統構成を実施する。（Ｂ－熱交バイパス弁の全閉，ＲＨ

Ｒ ＲＨＡＲライン入口止め弁，ＲＨＲ Ａ－ＦＬＳＲ連絡

ライン止め弁，Ａ－ＲＨＲ注水弁及びＢ－ＲＨＲドライウェ

ル第２スプレイ弁の全開操作を実施する。） 

④ｂ原子炉格納容器内へのスプレイを実施する場合 
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中央制御室運転員Ａは，重大事故操作盤にて残留熱代替除去

系の系統構成を実施する。（Ｂ－熱交バイパス弁の全閉，ＲＨ

Ｒ ＲＨＡＲライン入口止め弁及びＢ－ＲＨＲドライウェル

第２スプレイ弁の全開操作を実施する。） 

⑤中央制御室運転員Ａは，残留熱代替除去系による原子炉格納

容器内の減圧及び除熱の準備完了を当直副長に報告する。 

⑥当直副長は，運転員に残留熱代替除去系による原子炉格納容

器内の減圧及び除熱開始を指示する。 

⑦ａ原子炉圧力容器への注水及び原子炉格納容器内へのスプレ

イを実施する場合（⑦ａ～⑩ａ） 

中央制御室運転員Ａは，残留熱代替除去ポンプを起動し，Ｒ

ＨＡＲライン流量調節弁を徐々に開操作した後，ＲＨＲ Ａ

－ＦＬＳＲ連絡ライン流量調節弁及びＲＨＲ ＰＣＶスプレ

イ連絡ライン流量調節弁を調整開し，残留熱代替除去系の運

転を開始する。 

⑧ａ中央制御室運転員Ａは，原子炉圧力容器への注水が開始さ

れたことを残留熱代替除去ポンプ出口圧力指示値の上昇，残

留熱代替除去系原子炉注水流量指示値の上昇及び原子炉水位

指示値の上昇により確認する。併せて，原子炉格納容器内へ

のスプレイが開始されたことを残留熱代替除去ポンプ出口圧

力指示値の上昇，残留熱代替除去系格納容器スプレイ流量指

示値の上昇並びに原子炉格納容器内圧力指示値及び温度指示

値の低下により確認し，当直副長に報告する。 

⑨ａ当直長は，当直副長からの依頼に基づき，残留熱代替除去

系による原子炉圧力容器への注水及び原子炉格納容器内への

スプレイが開始されたことを緊急時対策本部に報告する。 

⑩ａ当直副長は，原子炉圧力容器内の水位及び原子炉格納容器

内の圧力を継続監視し，ＲＨＲ Ａ－ＦＬＳＲ連絡ライン流
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量調節弁及びＲＨＲ ＰＣＶスプレイ連絡ライン流量調節弁

にて適宜，原子炉圧力容器内の水位及び原子炉格納容器内の

圧力の調整を行うよう運転員に指示する。また，状況により

Ｂ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁及びＲＨＲ ＰＣＶ

スプレイ連絡ライン流量調節弁を全閉，Ｂ－ＲＨＲトーラス

スプレイ弁を全開とすることで，Ｄ／ＷスプレイからＳ／Ｃ

スプレイへ切り替える。 

⑦ｂ原子炉格納容器内へのスプレイを実施する場合（⑦ｂ～⑩ｂ） 

中央制御室運転員Ａは，残留熱代替除去ポンプを起動し，Ｒ

ＨＡＲライン流量調節弁を徐々に開操作した後，ＲＨＲ Ｐ

ＣＶスプレイ連絡ライン流量調節弁を調整開し，残留熱代替

除去系の運転を開始する。 

⑧ｂ中央制御室運転員Ａは，原子炉格納容器内へのスプレイの

実施により原子炉格納容器下部への注水が開始されたことを

残留熱代替除去ポンプ出口圧力指示値の上昇，残留熱代替除

去系格納容器スプレイ流量指示値の上昇，原子炉格納容器内

圧力指示値及び温度指示値の低下により確認し，当直副長に

報告する。 

⑨ｂ当直長は，当直副長からの依頼に基づき，残留熱代替除去

系による原子炉格納容器内へのスプレイの実施により原子炉

格納容器下部への注水が開始されたことを緊急時対策本部に

報告する。 

⑩ｂ当直副長は，原子炉格納容器内の圧力を継続監視し，ＲＨ

Ｒ ＰＣＶスプレイ連絡ライン流量調節弁にて適宜，原子炉

格納容器内の圧力の調整を行うよう運転員に指示する。 

ⅲ 操作の成立性 

上記の操作は，作業開始を判断してから残留熱代替除去系によ

る原子炉格納容器内の減圧及び除熱開始までの必要な要員数及び
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想定時間は以下のとおり。 

・ＳＡ電源切替盤を使用した原子炉圧力容器への注水及び原子

炉格納容器内へのスプレイを実施する場合 

中央制御室運転員１名及び現場運転員２名にて作業を実施し

た場合，１時間５分以内で可能である。 

・非常用コントロールセンタ切替盤を使用した原子炉圧力容器

への注水及び原子炉格納容器内へのスプレイを実施する場合 

中央制御室運転員１名及び現場運転員２名にて作業を実施し

た場合，１時間30分以内で可能である。 

・ＳＡ電源切替盤を使用した原子炉格納容器内へのスプレイを

実施する場合 

中央制御室運転員１名及び現場運転員２名にて作業を実施し

た場合，45分以内で可能である。 

・非常用コントロールセンタ切替盤を使用した原子炉格納容器

内へのスプレイを実施する場合 

中央制御室運転員１名及び現場運転員２名にて作業を実施し

た場合，１時間以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。室温は通常運転時と同程度である。 

(b) 残留熱代替除去系使用時における原子炉補機代替冷却系による補

機冷却水確保 

炉心の著しい損傷が発生し，原子炉格納容器の過圧破損を防止す

るために残留熱代替除去系の運転を実施する場合，原子炉補機代替

冷却系により補機冷却水を確保し，残留熱代替除去系で使用する残

留熱除去系熱交換器（Ｂ）へ供給する。 

ⅰ 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１において，残留熱代替除去系を使用

する場合。ただし，原子炉注水手段がない場合は，原子炉注水準
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備を優先する※２。 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容

器内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線

量率の 10 倍を超えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モニ

タ（ＣＡＭＳ）が使用できない場合に原子炉圧力容器温度

で 300℃以上を確認した場合。 

※２：常設設備による注水手段がない場合，又は低圧原子炉代替

注水系（常設）による原子炉注水を実施している場合は大

量送水車による注水又は補給準備を実施。 

ⅱ 操作手順 

残留熱代替除去系使用時における原子炉補機代替冷却系による

補機冷却水確保の概要は以下のとおり。手順の対応フローを第

1.7－1 図，第 1.7－2 図に，概要図を第 1.7－8 図に，タイムチャ

ートを第 1.7－9 図に示す。 

(ⅰ) 原子炉建物南側接続口又は原子炉建物西側接続口を使用し

た補機冷却水確保の場合 

a) 運転員操作 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に原

子炉補機代替冷却系による補機冷却水確保の準備開始を

指示する。 

②当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本

部に原子炉補機代替冷却系による補機冷却水確保の準備

のため，移動式代替熱交換設備及び大型送水ポンプ車の

配備及びホースの接続を依頼する。 

③ａＳＡ電源切替盤を使用する場合 

現場運転員Ｂ及びＣは，ＳＡ電源切替盤にて，原子炉補

機代替冷却系による補機冷却水確保に必要なＢ－ＲＨＲ

熱交冷却水出口弁の電源切替え操作を実施する。 



1.7－21 

③ｂ非常用コントロールセンタ切替盤を使用する場合 

中央制御室運転員Ａは，不要な負荷の操作スイッチを「停

止引ロック」又は「停止」とする。 

現場運転員Ｂ及びＣは，Ｃ／Ｃの不要な負荷の切り離し

を行う。 

不要な負荷の切り離し後，中央制御室運転員Ａは，非常

用コントロールセンタ切替盤の切替え操作を行い，原子

炉補機代替冷却系による補機冷却水確保に必要なＢ－Ｒ

ＨＲ熱交冷却水出口弁の電源切替えを実施する。 

④中央制御室運転員Ａは，原子炉補機代替冷却系による補

機冷却水確保に必要な電動弁の電源が確保されたこと及

び監視計器の電源が確保されていることを状態表示にて

確認する。 

⑤現場運転員Ｂ及びＣは，原子炉補機代替冷却系による補

機冷却水確保の非管理区域側系統構成を実施し，当直副

長に報告する。（第 1.7－8 図参照） 

⑥緊急時対策要員は，原子炉補機代替冷却系による補機冷

却水確保のための移動式代替熱交換設備及び大型送水ポ

ンプ車の配備並びにホースの接続完了について緊急時対

策本部に報告する。また，緊急時対策本部は当直長に報

告する。 

⑦当直長は，当直副長からの依頼に基づき，原子炉補機代

替冷却系による補機冷却水供給開始を緊急時対策本部に

依頼する。 

⑧緊急時対策要員は，移動式代替熱交換設備内の淡水ポン

プを起動し，原子炉補機代替冷却系による補機冷却水供

給開始について緊急時対策本部に報告する。また，緊急

時対策本部は当直長に報告する。 
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⑨当直副長は運転員に原子炉補機代替冷却系による補機冷

却水供給開始を指示する。 

⑩中央制御室運転員Ａは，Ｂ－ＲＨＲ熱交冷却水出口弁を

流量調整のため開度を調整し，当直副長に報告する。（第

1.7－8 図参照） 

b) 緊急時対策要員操作（原子炉建物南側接続口を使用した補

機冷却水確保及び原子炉建物西側接続口を使用した補機冷却

水確保手順は，⑦～⑨以外同様） 

①緊急時対策要員は，緊急時対策本部から第１保管エリア

又は第４保管エリアへ移動する。  

②緊急時対策要員は，移動式代替熱交換設備，大型送水ポ

ンプ車等の健全性確認を行う。  

③緊急時対策要員は，移動式代替熱交換設備，大型送水ポ

ンプ車等を第１保管エリア又は第４保管エリアから取水

槽及び原子炉建物近傍屋外に移動させる。  

④緊急時対策要員は，可搬型のホースの敷設及び接続を行

う。 

⑤緊急時対策要員は，電源ケーブルの敷設及び接続を行う。 

⑥緊急時対策要員は，移動式代替熱交換設備の淡水側の水

張りに向け系統構成のための弁の開閉操作を行う。  

⑦ａ原子炉建物西側接続口を使用した補機冷却水確保の場

合 

緊急時対策要員は，原子炉補機冷却系による非管理区域

側系統構成を実施する。（第 1.7－8 図参照） 

⑧ａ原子炉建物西側接続口を使用した補機冷却水確保の場

合 

緊急時対策要員は，中央制御室運転員Ａと連絡を密にし，

移動式熱交換設備の淡水側の水張りのためＡＨＥＦ Ｂ
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－西側供給配管止め弁の開操作を行う。  

⑧ｂ原子炉建物南側接続口を使用した補機冷却水確保の場

合 

緊急時対策要員は，中央制御室運転員Ａと連絡を密にし，

移動式代替熱交換設備の淡水側の水張りのためＡＨＥＦ 

Ｂ－供給配管止め弁の開操作を行う。  

⑨ａ原子炉建物西側接続口を使用した補機冷却水確保の場

合 

緊急時対策要員は，移動式代替熱交換設備の淡水側の水

張り範囲内におけるベント弁の開操作及びＡＨＥＦ Ｂ

－西側戻り配管止め弁の開操作を行い，配管内の空気抜

きを実施する。 

⑨ｂ原子炉建物南側接続口を使用した補機冷却水確保の場

合 

緊急時対策要員は，移動式代替熱交換設備の淡水側の水

張り範囲内におけるベント弁の開操作及びＡＨＥＦ Ｂ

－戻り配管止め弁の開操作を行い，配管内の空気抜きを

実施する。 

⑩緊急時対策要員は，淡水側の水張り範囲内において漏え

いのないことを確認する。 

⑪緊急時対策要員はガスタービン発電機の起動により移動

式代替熱交換設備への受電を確認する。  

(ⅱ) 原子炉建物内接続口を使用した補機冷却水確保の場合（故意

による大型航空機の衝突その他のテロリズムによる影響がある

場合） 

a) 運転員操作 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に原

子炉補機代替冷却系による補機冷却水確保の準備開始を
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指示する。 

②当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本

部に原子炉補機代替冷却系による補機冷却水確保の準備

のため，大型送水ポンプ車の配備及びホースの接続を依

頼する。 

③ａＳＡ電源切替盤を使用する場合 

現場運転員Ｂ及びＣは，ＳＡ電源切替盤にて，原子炉補

機代替冷却系による補機冷却水確保に必要なＢ－ＲＨＲ

熱交冷却水出口弁の電源切替え操作を実施する。 

③ｂ非常用コントロールセンタ切替盤を使用する場合 

中央制御室運転員Ａは，不要な負荷の操作スイッチを「停

止引ロック」又は「停止」とする。 

現場運転員Ｂ及びＣは，Ｃ／Ｃの不要な負荷の切り離し

を行う。 

不要な負荷の切り離し後，中央制御室運転員Ａは，非常

用コントロールセンタ切替盤の切替え操作を行い，原子

炉補機代替冷却系による補機冷却水確保に必要なＢ－Ｒ

ＨＲ熱交冷却水出口弁の電源切替えを実施する。④中央

制御室運転員Ａは，原子炉補機代替冷却系による補機冷

却水確保に必要な電動弁の電源が確保されたこと及び監

視計器の電源が確保されていることを状態表示にて確認

する。 

⑤現場運転員Ｂ及びＣは，原子炉補機代替冷却系による補

機冷却水確保の非管理区域側系統構成を実施し，当直副

長に報告する。（第 1.7－8 図参照） 

⑥緊急時対策要員は，原子炉補機代替冷却系による補機冷

却水確保のための大型送水ポンプ車の配備及びホースの

接続完了について緊急時対策本部に報告する。また，緊
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急時対策本部は当直長に報告する。 

⑦当直長は，当直副長からの依頼に基づき，原子炉補機代

替冷却系による補機冷却水供給開始を緊急時対策本部に

依頼する。 

⑧緊急時対策要員は，大型送水ポンプ車を起動し，原子炉

補機代替冷却系による補機冷却水供給開始について緊急

時対策本部に報告する。また，緊急時対策本部は当直長

に報告する。 

⑨当直副長は運転員に原子炉補機代替冷却系による補機冷

却水供給開始を指示する。 

⑩中央制御室運転員Ａは，Ｂ－ＲＨＲ熱交冷却水出口弁を

流量調整のため開度を調整し，当直副長に報告する。（第

1.7－8 図参照） 

b) 緊急時対策要員操作 

①緊急時対策要員は，緊急時対策本部から第１保管エリア

又は第４保管エリアへ移動する。  

②緊急時対策要員は，大型送水ポンプ車等の健全性確認を

行う。 

③緊急時対策要員は，大型送水ポンプ車等を第１保管エリ

ア又は第４保管エリアから取水槽近傍屋外に移動させる。 

④緊急時対策要員は，ホースの敷設及び接続を行う。 

⑤緊急時対策要員は，緊急時対策本部及び当直長に大型送

水ポンプ車による補機冷却水確保の準備が完了したこと

を報告する。 

⑥緊急時対策要員は，中央制御室運転員Ａと連絡を密にし，

ＲＣＷ Ｂ－ＡＨＥＦ西側供給配管止め弁，ＲＣＷ Ｂ

－ＡＨＥＦ西側戻り配管止め弁，ＡＨＥＦ Ｂ－西側供

給配管止め弁及びＡＨＥＦ Ｂ－西側戻り配管止め弁の



1.7－26 

全開並びに大型送水ポンプ車を起動し，補機冷却水の供

給を行う。 

⑦緊急時対策要員は，大型送水ポンプ車の吐出圧力にて必

要流量が確保されていることを確認する。  

⑧緊急時対策要員は，ホース等の海水通水範囲について漏

えいの無いことを確認する。  

⑨緊急時対策要員は，大型送水ポンプ車の運転状態を継続

して監視する。 

ⅲ 操作の成立性 

上記の操作は，作業開始を判断してから残留熱代替除去系使用

時における原子炉補機代替冷却系による補機冷却水確保までの必

要な要員数及び想定時間は以下のとおり。 

【原子炉建物南側接続口又は原子炉建物西側接続口を使用した

補機冷却水確保の場合（ＳＡ電源切替盤を使用した場合）】 

・中央制御室運転員１名，現場運転員２名及び緊急時対策要員

15 名にて作業を実施した場合，作業開始を判断してから運転

員操作の系統構成完了まで１時間 40 分以内，緊急時対策要員

操作の補機冷却水供給開始まで７時間 20 分以内で可能であ

る。 

【原子炉建物南側接続口又は原子炉建物西側接続口を使用した

補機冷却水確保の場合（非常用コントロールセンタ切替盤を

使用した場合）】 

・中央制御室運転員１名，現場運転員２名及び緊急時対策要員

15 名にて作業を実施した場合，運転員操作の系統構成完了ま

で１時間 50 分以内，緊急時対策要員操作の補機冷却水供給開

始まで７時間 20 分以内で可能である。 

【原子炉建物内接続口を使用した補機冷却水確保の場合（故意

による大型航空機の衝突その他のテロリズムによる影響があ
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る場合（ＳＡ電源切替盤を使用した場合））】 

・中央制御室運転員１名，現場運転員２名及び緊急時対策要員

６名にて作業を実施した場合，運転員操作の系統構成完了ま

で１時間 40 分以内，緊急時対策要員操作の補機冷却水供給開

始まで７時間以内で可能である。 

【原子炉建物内接続口を使用した補機冷却水確保の場合（故意

による大型航空機の衝突その他のテロリズムによる影響があ

る場合（非常用コントロールセンタ切替盤を使用した場合））】 

・中央制御室運転員１名，現場運転員２名及び緊急時対策要員

６名にて作業を実施した場合，運転員操作の系統構成完了ま

で１時間 50 分以内，緊急時対策要員操作の補機冷却水供給開

始まで７時間以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。また，速やかに作業が開始できるよ

う，使用する資機材は作業場所近傍に配備する。室温は通常運転

時と同程度である。 

ｂ．格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，残留熱除去系の機能が

喪失した場合，及び残留熱代替除去系の運転が期待できない場合は，

サプレッション・チェンバ以外の水源を用いた原子炉格納容器内への

スプレイを実施しているため，サプレッション・プール水位が上昇す

るが，サプレッション・プール水位指示値が通常水位＋約 1.3m に到達

した場合は，このスプレイを停止するため，原子炉格納容器内の圧力

を 853kPa[gage]以下に抑制できる見込みがなくなることから，格納容

器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱を実施す

ることで原子炉格納容器の過圧破損を防止する。 

また，原子炉格納容器内でジルコニウム－水反応により発生した水

素ガスが原子炉建物原子炉棟に漏えいする可能性があることから，原
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子炉建物原子炉棟４階（燃料取替階）天井付近の水素濃度，非常用ガ

ス処理系吸込配管付近の水素濃度及び原子炉建物原子炉棟４階（燃料

取替階）以外のエリアの水素濃度並びに静的触媒式水素処理装置の出

入口温度の監視を行い，原子炉建物原子炉棟内において異常な水素ガ

スの漏えいを検知した場合は原子炉格納容器内に滞留した水素ガスを

排出することで，原子炉建物原子炉棟への水素ガスの漏えいを防止す

る。 

なお，格納容器フィルタベント系を使用する場合は，プルームの影

響による被ばくを低減させるため，運転員は中央制御室待避室へ待避

しプラントパラメータを継続して監視する。 

格納容器ベント実施中において，残留熱除去系又は残留熱代替除去

系による原子炉格納容器内の除熱機能が１系統回復し，原子炉格納容

器内の水素濃度及び酸素濃度の監視が可能で，かつ可燃性ガス濃度制

御系による原子炉格納容器内の水素・酸素濃度制御機能及び可搬式窒

素供給装置による原子炉格納容器負圧破損防止機能が使用可能な場合，

並びに原子炉格納容器内の圧力 427kPa[gage]（１Pd）未満，原子炉格

納容器内の温度 171℃未満及び原子炉格納容器内の水素・酸素濃度が

可燃限界未満であることを確認した場合はＮＧＣ Ｎ２トーラス出口

隔離弁又はＮＧＣ Ｎ２ドライウェル出口隔離弁（以下「第１弁」と

いう。）を全閉し，格納容器ベントを停止することを基本として，その

他の要因を考慮した上で総合的に判断し，適切に対応する。なお，Ｎ

ＧＣ非常用ガス処理入口隔離弁（以下「第２弁」という。）又はＮＧＣ

非常用ガス処理入口隔離弁バイパス弁（以下「第２弁バイパス弁」と

いう。）は，第１弁を全閉後，原子炉格納容器内の除熱機能が更に１系

統回復する等，より安定的な状態になった場合に全閉する。 

(a) 格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除

熱 

ⅰ 手順着手の判断基準 
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炉心損傷を判断した場合※１において，残留熱除去系及び残留熱代

替除去系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱ができず，原子炉格

納容器圧力が 640kPa[gage]に到達した場合※２，若しくは，原子炉建物

原子炉棟内のいずれかの原子炉建物水素濃度指示値が 2.1vol%に到達

した場合。 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容

器内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線

量率の 10 倍を超えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モニ

タ（ＣＡＭＳ）が使用できない場合に原子炉圧力容器温度

で 300℃以上を確認した場合。 

※２：発電用原子炉の冷却ができない場合，又は原子炉格納容器

内の温度及び圧力の制御ができない場合は，速やかに格納

容器ベントの準備を開始する。 

ⅱ 操作手順 

格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び

除熱の手順は以下のとおり。手順の対応フローを第 1.7－3 図に，

概要図を第 1.7－10 図に，タイムチャートを第 1.7－11 図及び第

1.7－12 図に示す。 

［Ｗ／Ｗベントの場合（Ｄ／Ｗベントの場合，手順⑫以外は同様）］ 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，格納容器フィル

タベント系によるウェットウェル（以下「Ｗ／Ｗ」という。）

側からの格納容器ベントの準備を開始するよう運転員に指示

する（Ｗ／Ｗ側からの格納容器ベントができない場合は，ド

ライウェル（以下「Ｄ／Ｗ」という。）側からの格納容器ベン

トの準備を開始するよう指示する）。 

②当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に

格納容器フィルタベント系による格納容器ベントの準備のた

め，ＦＣＶＳ排気ラインドレン排出弁の閉操作を依頼する。 
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③ａＳＡ電源切替盤を使用する場合 

現場運転員Ｂ及びＣは，ＳＡ電源切替盤にて，格納容器フィ

ルタベント系による格納容器ベントに必要な第２弁，第２弁

バイパス弁及び第１弁の電源切替え操作を実施する。 

③ｂ非常用コントロールセンタ切替盤を使用する場合 

中央制御室運転員Ａは，不要な負荷の操作スイッチを「停止

引ロック」又は「停止」とする。 

現場運転員Ｂ及びＣは，Ｃ／Ｃの不要な負荷の切り離しを行

う。 

不要な負荷の切り離し後，中央制御室運転員Ａは，非常用コ

ントロールセンタ切替盤の切替え操作を行い，格納容器フィ

ルタベント系による格納容器ベントに必要な第２弁，第２弁

バイパス弁及び第１弁の電源切替えを実施する。④中央制御

室運転員Ａは，格納容器フィルタベント系による格納容器ベ

ントに必要な電動弁の電源が確保されたこと及び監視計器の

電源が確保されていることを状態表示にて確認する。 

⑤中央制御室運転員Ａは，重大事故操作盤にて第１ベントフィ

ルタスクラバ容器水位指示値が通常水位範囲内であることを

確認する。 

⑥中央制御室運転員Ａは，格納容器ベント前の確認として，格

納容器隔離信号が発生している場合は，格納容器隔離信号の

除外操作を実施する。 

⑦緊急時対策要員は，ＦＣＶＳ排気ラインドレン排出弁の閉操

作を実施し，緊急時対策本部に報告する。また，緊急時対策

本部は当直長に報告する。 

⑧中央制御室運転員Ａは，格納容器ベント前の系統構成として，

ＳＧＴ ＮＧＣ連絡ライン隔離弁，ＳＧＴ ＮＧＣ連絡ライ

ン隔離弁後弁，ＳＧＴ耐圧強化ベントライン止め弁，ＳＧＴ
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耐圧強化ベントライン止め弁後弁，ＮＧＣ常用空調換気入口

隔離弁，ＮＧＣ常用空調換気入口隔離弁後弁の全閉，及びＳ

ＧＴ ＦＣＶＳ第１ベントフィルタ入口弁（以下「第３弁」

という。）の全開を確認後，第２弁を全開し，格納容器フィル

タベント系による格納容器ベント準備完了を当直副長に報告

する。第２弁の開操作ができない場合は，第２弁バイパス弁

を全開し，格納容器フィルタベント系による格納容器ベント

準備完了を当直副長に報告する。 

⑨当直長は，当直副長からの依頼に基づき，格納容器フィルタ

ベント系による格納容器ベント準備完了を緊急時対策本部に

報告する。 

⑩当直副長は，原子炉格納容器内の圧力及び水位，並びに原子

炉建物原子炉棟内の水素濃度に関する情報収集を適宜行い，

当直長に報告する。また，当直長は，原子炉格納容器内の圧

力及び水位，並びに原子炉建物原子炉棟内の水素濃度に関す

る情報を緊急時対策本部に報告する。 

⑪当直長は，当直副長からの依頼に基づき，格納容器フィルタ

ベント系による格納容器ベントの開始を緊急時対策本部に報

告する。 

⑫当直副長は，以下のいずれかの条件に到達したことを確認し，

運転員に格納容器ベント開始を指示する。 

・原子炉格納容器内の圧力が640kPa[gage]に到達した場合に

おいて，外部水源を用いた原子炉格納容器スプレイが実施

できない場合。 

・外部水源を用いた原子炉格納容器内へのスプレイを実施中

に，サプレッション・プール水位指示値が通常水位＋約1.3m

に到達した場合。 

・原子炉建物原子炉棟内のいずれかの原子炉建物水素濃度指
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示値が2.5vol％に到達した場合。 

⑬ａＷ／Ｗベントの場合 

中央制御室運転員Ａは，第１弁（Ｗ／Ｗ）の全開操作により，

格納容器フィルタベント系による格納容器ベント操作を開始

する。 

⑬ｂＤ／Ｗベントの場合 

中央制御室運転員Ａは，第１弁（Ｄ／Ｗ）の全開操作により，

格納容器フィルタベント系による格納容器ベントを開始する。 

⑭中央制御室運転員Ａは，格納容器フィルタベント系による格

納容器ベントが開始されたことを，格納容器内圧力指示値の

低下又は原子炉建物水素濃度指示値が安定若しくは低下，並

びに第１ベントフィルタスクラバ容器圧力及びスクラバ容器

温度指示値の上昇により確認するとともに，第１ベントフィ

ルタ出口放射線モニタ（高レンジ・低レンジ）指示値の上昇

により確認し，当直副長に報告する。また，当直長は，当直

副長からの依頼に基づき，格納容器フィルタベント系による

格納容器ベントが開始されたことを緊急時対策本部に報告す

る。 

⑮中央制御室運転員Ａは，重大事故操作盤にて第１ベントフィ

ルタスクラバ容器水位指示値を確認し，水位調整が必要な場

合は当直副長に報告する。また，当直長は，当直副長からの

依頼に基づき，第１ベントフィルタスクラバ容器の水位調整

を実施するよう緊急時対策本部に依頼する。 

⑯当直副長は，格納容器ベント開始後，残留熱除去系又は残留

熱代替除去系による原子炉格納容器内の除熱機能が１系統回

復し，原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度の監視が可

能で，かつ可燃性ガス濃度制御系による原子炉格納容器内の

水素・酸素濃度制御機能及び可搬式窒素供給装置による原子
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炉格納容器負圧破損防止機能が使用可能な場合，並びに原子

炉格納容器内の圧力 427kPa[gage]（１Pd）未満，原子炉格納

容器内の温度 171℃未満及び原子炉格納容器内の水素・酸素

濃度が可燃限界未満であることを確認することにより，第１

弁を全閉し，格納容器フィルタベント系による格納容器ベン

トを停止するよう運転員に指示する。 

⑰中央制御室運転員Ａは，第１弁の全閉操作を実施し，格納容

器フィルタベント系による格納容器ベントを停止する。 

⑱当直副長は，第１弁を全閉後，原子炉格納容器内の除熱機能

が更に１系統回復する等，より安定的な状態になった場合は，

第２弁又は第２弁バイパス弁を全閉するよう運転員に指示す

る。 

⑲中央制御室運転員Ａは，第２弁又は第２弁バイパス弁の全閉

操作を実施する。 

ⅲ 操作の成立性 

格納容器ベント準備開始を判断してから格納容器ベント準備完

了までの必要な要員数及び想定時間は以下のとおり。 

・中央制御室からの第２弁操作の場合 

【ＳＡ電源切替盤を使用した場合】 

中央制御室運転員１名，現場運転員２名及び緊急時対策要員

２名にて作業を実施した場合，45 分以内で可能である。 

【非常用コントロールセンタ切替盤を使用した場合】 

中央制御室運転員１名，現場運転員２名及び緊急時対策要員

２名にて作業を実施した場合，70 分以内で可能である。 

格納容器ベント基準到達から格納容器ベント開始までの必要な

要員数及び想定時間は以下のとおり。 

・中央制御室からの第１弁（Ｗ／Ｗ）操作の場合 

【ＳＡ電源切替盤を使用した場合】 
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中央制御室運転員１名にて作業した場合，10 分以内で可能で

ある。 

【非常用コントロールセンタ切替盤を使用した場合】 

中央制御室運転員１名にて作業した場合，10分以内で可能で

ある。 

・中央制御室からの第１弁（Ｄ／Ｗ）操作の場合 

【ＳＡ電源切替盤を使用した場合】 

中央制御室運転員１名にて作業した場合，10 分以内で可能で

ある。 

【非常用コントロールセンタ切替盤を使用した場合】 

中央制御室運転員１名にて作業した場合，10 分以内で可能で

ある。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。室温は通常運転時と同程度である。 

(b) 第１ベントフィルタスクラバ容器水位調整（水張り） 

第１ベントフィルタスクラバ容器の水位が通常水位を下回り下限

水位に到達する前に，輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）

を水源とした大量送水車により第１ベントフィルタスクラバ容器へ

水張りを実施する。 

ⅰ 手順着手の判断基準 

第１ベントフィルタスクラバ容器水位の水位低警報が発報した

場合。 

ⅱ 操作手順 

第１ベントフィルタスクラバ容器水位調整（水張り）手順の概

要は以下のとおり。概要図を第 1.7－13 図に，タイムチャートを

第 1.7－14 図に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，当直長を経由し

て，緊急時対策本部へ第１ベントフィルタスクラバ容器水位
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調整（水張り）の準備開始を依頼する。 

②緊急時対策本部は，緊急時対策要員に第１ベントフィルタス

クラバ容器水位調整（水張り）の準備開始を指示する。 

③当直副長は，運転員に第１ベントフィルタスクラバ容器水位

調整（水張り）の準備開始を指示する。 

④中央制御室運転員Ａは，第１ベントフィルタスクラバ容器水

位調整（水張り）に必要な監視計器の電源が確保されている

ことを状態表示により確認し，第１ベントフィルタスクラバ

容器水位調整（水張り）の準備完了を当直副長に報告する。 

⑤当直長は，当直副長からの依頼に基づき，第１ベントフィル

タスクラバ容器水位調整（水張り）の準備完了を緊急時対策

本部に報告する。 

⑥緊急時対策要員は，第１ベントフィルタスクラバ容器水位調

整（水張り）として使用する大量送水車の配備及び第１ベン

トフィルタスクラバ容器補給用接続口へ送水ホースを接続し，

第１ベントフィルタスクラバ容器水位調整（水張り）の準備

完了を緊急時対策本部に報告する。 

⑦緊急時対策本部は，第１ベントフィルタスクラバ容器水位調

整（水張り）の準備完了を当直長に報告する。 

⑧当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に

第１ベントフィルタスクラバ容器水位調整（水張り）として

使用する大量送水車による送水開始を依頼する。 

⑨緊急時対策本部は，第１ベントフィルタスクラバ容器水位調

整（水張り）として使用する大量送水車の起動を緊急時対策

要員に指示する。 

⑩緊急時対策要員は，第１ベントフィルタスクラバ容器水位調

整（水張り）として使用する大量送水車を起動した後，ＦＣ

ＶＳ補給止め弁の全開操作を実施し，第１ベントフィルタス
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クラバ容器水位調整（水張り）として使用する大量送水車に

より送水を開始したことを，第１ベントフィルタ格納槽付近

（屋外）の計器ラックにて，第１ベントフィルタスクラバ容

器水位指示値の上昇により確認し，第１ベントフィルタスク

ラバ容器水位調整（水張り）として使用する大量送水車によ

る送水を開始したことを緊急時対策本部に報告する。 

⑪緊急時対策本部は，第１ベントフィルタスクラバ容器水位調

整（水張り）として使用する大量送水車による送水を開始し

たことを当直長に報告する。 

⑫当直副長は，第１ベントフィルタスクラバ容器の水位を監視

するよう運転員に指示する。 

⑬中央制御室運転員Ａは，第１ベントフィルタスクラバ容器水

位にて水位を継続監視する。 

⑭緊急時対策要員は，規定水位に到達したことを確認し，ＦＣ

ＶＳ補給止め弁を全閉とした後，第１ベントフィルタスクラ

バ容器水位調整（水張り）として使用する大量送水車を停止

し，第１ベントフィルタスクラバ容器補給用接続口送水ホー

スの取外し操作を実施する。 

⑮緊急時対策要員は，緊急時対策本部に第１ベントフィルタス

クラバ容器水位調整（水張り）として使用する大量送水車に

よる送水を停止したことを報告する。 

⑯緊急時対策本部は，第１ベントフィルタスクラバ容器水位調

整（水張り）として使用する大量送水車による送水を停止し

たことを当直長に報告する。 

ⅲ 操作の成立性 

上記の操作は，作業開始を判断してから第１ベントフィルタス

クラバ容器水位調整（水張り）の開始及び完了までの必要な要員

数及び想定時間は以下のとおり。 
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輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）から大量送水車を

展開した第１ベントフィルタスクラバ容器水位調整（水張り）操

作は，中央制御室運転員１名及び緊急時対策要員 12 名にて作業を

実施した場合，作業開始を判断してから水源と送水ルートの特定

～大量送水車の配備～送水準備～第１ベントフィルタスクラバ容

器補給用接続口使用による大量送水車による注水開始まで２時間

10 分以内，第１ベントフィルタスクラバ容器水位調整（水張り）

完了まで２時間 30 分以内で可能である。 

事故発生後７日間において，第１ベントフィルタスクラバ容器

水の蒸発による第１ベントフィルタスクラバ容器の水位低下は評

価上想定されないため，第１ベントフィルタスクラバ容器水位調

整（水張り）操作を実施することはないと考えられるが，作業時

の被ばくによる影響を低減するため，緊急時対策要員を交替して

対応することで，作業可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。 

第１ベントフィルタスクラバ容器水位調整（水張り）として使

用する大量送水車からのホースの接続は，汎用の結合金具であり，

十分な作業スペースを確保していることから，容易に操作が可能

である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いる

ことで，暗闇における作業性についても確保する。 

(c) 第１ベントフィルタスクラバ容器水位調整（水抜き） 

格納容器ベントにより原子炉格納容器内から排気されたガスが格

納容器フィルタベント系の配管内及び第１ベントフィルタスクラバ

容器内で凝縮し，その凝縮水が第１ベントフィルタスクラバ容器に

溜まることで第１ベントフィルタスクラバ容器の水位が上限水位に

到達すると判断した場合は，格納容器フィルタベント系機能維持の
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ため第１ベントフィルタスクラバ容器の排水を実施する。 

ⅰ 手順着手の判断基準 

第１ベントフィルタスクラバ容器の水位が上限水位に到達する

と判断した場合。 

ⅱ 操作手順 

第１ベントフィルタスクラバ容器水位調整（水抜き）手順の概

要は以下のとおり。概要図を第 1.7－15 図に，タイムチャートを

第 1.7－16 図に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員へ第１ベ

ントフィルタスクラバ容器水位調整（水抜き）の準備開始を

指示する。 

②中央制御室運転員Ａは，ドレン移送ポンプ，ＦＣＶＳ第１ベ

ントフィルタスクラバ容器１次ドレン弁，ＦＣＶＳドレン移

送ライン連絡弁の電源が確保されていることを状態表示にて

確認し，ＦＣＶＳ第１ベントフィルタスクラバ容器１次ドレ

ン弁及びＦＣＶＳドレン移送ライン連絡弁の全開操作を実施

する。 

③中央制御室運転員Ａは，第１ベントフィルタスクラバ容器水

位調整（水抜き）系統構成完了を当直副長に報告する。 

④当直副長は，運転員へ第１ベントフィルタスクラバ容器水位

調整（水抜き）の開始を指示する。 

⑤中央制御室運転員Ａは，ドレン移送ポンプの起動操作を実施

し，第１ベントフィルタスクラバ容器からの排水が開始され

たことを第１ベントフィルタスクラバ容器水位指示値の低下

により確認する。 

その後，通常水位に到達したことを確認し，ドレン移送ポン

プを停止し，ＦＣＶＳ第１ベントフィルタスクラバ容器１次

ドレン弁及びＦＣＶＳドレン移送ライン連絡弁を全閉操作す
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る。 

⑥中央制御室運転員Ａは，当直副長に第１ベントフィルタスク

ラバ容器水位調整（水抜き）の完了を報告する。 

ⅲ 操作の成立性 

上記の操作は，中央制御室運転員１名にて作業を実施した場合，

作業開始を判断してから第１ベントフィルタスクラバ容器水位調

整（水抜き）完了まで２時間 20 分以内で可能である。 

(d) 格納容器フィルタベント系停止後の窒素ガスパージ 

格納容器ベント停止後において，スクラビング水に貯留された放

射性物質による水の放射線分解にて発生する水素ガス及び酸素ガス

を排出する。また，第１ベントフィルタスクラバ容器上流側の残留

蒸気凝縮により第１ベントフィルタスクラバ容器上流側配管内が負

圧となることにより，スクラビング水が上流側配管に吸い上げられ

ることを防止するため，格納容器フィルタベント系の窒素ガスによ

るパージを実施する。 

ⅰ 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１において，格納容器ベント移行条件※２

に達した場合。 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容

器内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線

量率の 10 倍を超えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モニ

タ（ＣＡＭＳ）が使用できない場合に原子炉圧力容器温度

で 300℃以上を確認した場合。 

※２：原子炉格納容器内の圧力が 640kPa[gage]に到達した場合に

格納容器ベント準備を開始する。 

ⅱ 操作手順 

格納容器フィルタベント系停止後の窒素ガスパージの概要は以

下のとおり。概要図を第 1.7－17 図に，タイムチャートを第 1.7
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－18 図に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，当直長を経由し，

緊急時対策本部に格納容器フィルタベント系停止後の窒素ガ

スパージの準備開始を依頼する。 

②緊急時対策本部は，緊急時対策要員に格納容器フィルタベン

ト系停止後の窒素ガスパージの準備開始を指示する。 

③ａ窒素供給ライン接続口を使用した格納容器フィルタベント

系停止後の窒素ガスパージの場合 

緊急時対策要員は，原子炉建物南側（屋外）に可搬式窒素供

給装置を配備し，送気ホースを接続口に取り付け，可搬式窒

素供給装置の準備完了を緊急時対策本部に報告する。 

③ｂ窒素供給ライン接続口（建物内）（原子炉建物付属棟西側扉）

を使用した格納容器フィルタベント系停止後の窒素ガスパー

ジの場合 

緊急時対策要員は，原子炉建物西側（屋外）に可搬式窒素供

給装置を配備し，送気ホースを接続口に取り付け，可搬式窒

素供給装置の準備完了を緊急時対策本部に報告する。 

③ｃ窒素供給ライン接続口（建物内）（タービン建物北側扉）を

使用した格納容器フィルタベント系停止後の窒素ガスパージ

の場合（故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムに

よる影響がある場合） 

緊急時対策要員は，タービン建物北側（屋外）に可搬式窒素

供給装置を配備し，送気ホースを接続口に取り付け，可搬式

窒素供給装置の準備完了を緊急時対策本部に報告する。 

④緊急時対策要員は，原子炉建物南側（屋外）に可搬型設備（車

両）である第１ベントフィルタ出口水素濃度を配備し，ホー

スを敷設し接続作業を行う。また，電源ケーブルを敷設し接

続作業後，電源の受電操作を行い，可搬型設備（車両）であ
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る第１ベントフィルタ出口水素濃度の準備完了を緊急時対策

本部に報告する。 

⑤緊急時対策本部は格納容器フィルタベント系停止後の窒素ガ

スパージの準備完了を当直長に報告する。 

⑥当直副長は，運転員に格納容器フィルタベント系停止後の窒

素ガスパージの系統構成開始を指示する。 

⑦中央制御室運転員Ａは，格納容器フィルタベント系停止後の

窒素ガスパージの系統構成として，第１弁の全閉確認，並び

に第３弁，第２弁又は第２弁バイパス弁の全開を確認し，格

納容器フィルタベント系停止後の窒素ガスパージの系統構成

完了を当直副長に報告する。 

⑧当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に

窒素ガスパージの開始を依頼する。 

⑨緊急時対策本部は，緊急時対策要員に窒素ガスパージの開始

を指示する。 

⑩ａ窒素供給ライン接続口を使用した格納容器フィルタベント

系停止後の窒素ガスパージの場合 

緊急時対策要員は，原子炉建物南側（屋外）にて，可搬式窒

素供給装置を起動した後，ＦＣＶＳ窒素ガス補給元弁の開操

作を実施し，窒素ガスの供給を開始するとともに，緊急時対

策本部に窒素ガスパージを開始したことを報告する。 

⑩ｂ窒素供給ライン接続口（建物内）（原子炉建物付属棟西側扉）

を使用した格納容器フィルタベント系停止後の窒素ガスパー

ジの場合 

緊急時対策要員は，原子炉建物西側（屋外）にて，可搬式窒

素供給装置を起動した後，原子炉建物付属棟にて，ＦＣＶＳ

建物内窒素ガス補給元弁の開操作を実施し，窒素ガスの供給

を開始するとともに，緊急時対策本部に窒素ガスパージを開
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始したことを報告する。 

⑩ｃ窒素供給ライン接続口（建物内）（タービン建物北側扉）を

使用した格納容器フィルタベント系停止後の窒素ガスパージ

の場合（故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムに

よる影響がある場合） 

緊急時対策要員は，タービン建物北側（屋外）にて，可搬式

窒素供給装置を起動した後，原子炉建物付属棟にて，ＦＣＶ

Ｓ建物内窒素ガス補給元弁の開操作を実施し，窒素ガスの供

給を開始するとともに，緊急時対策本部に窒素ガスパージを

開始したことを報告する。 

⑪緊急時対策本部は，窒素ガスパージを開始したことを当直長

に報告するとともに，緊急時対策要員に水素濃度測定のため

の可搬型設備（車両）である第１ベントフィルタ出口水素濃

度のサンプリング装置の起動を指示する。 

⑫緊急時対策要員は，可搬型設備（車両）である第１ベントフ

ィルタ出口水素濃度のサンプリング装置の起動を実施すると

ともに，緊急時対策本部に可搬型設備（車両）である第１ベ

ントフィルタ出口水素濃度のサンプリング装置の起動完了を

報告する。 

⑬緊急時対策本部は，可搬型設備（車両）である第１ベントフ

ィルタ出口水素濃度のサンプリング装置の起動完了を当直長

に報告するとともに，第１ベントフィルタスクラバ容器内の

圧力及び第１ベントフィルタ出口水素濃度の監視を依頼する。 

⑭当直副長は，運転員に第１ベントフィルタスクラバ容器内の

圧力及び第１ベントフィルタ出口水素濃度を監視するよう指

示する。 

⑮中央制御室運転員Ａは，重大事故操作盤にて第１ベントフィ

ルタスクラバ容器内圧力指示値により，第１ベントフィルタ
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スクラバ容器内の圧力が正圧であることを確認する。また，

第１ベントフィルタ出口水素濃度が許容濃度以下まで低下し

たことを確認し，当直副長に報告する。 

⑯中央制御室運転員Ａは第１ベントフィルタスクラバ容器内の

圧力及び第１ベントフィルタ出口水素濃度を継続して監視す

る。 

ⅲ 操作の成立性 

上記の操作は，中央制御室運転員１名及び緊急時対策要員４名

にて作業を実施した場合，作業開始を判断してから格納容器フィ

ルタベント系停止後の窒素ガスパージ開始までの想定時間は以下

のとおり。 

・窒素供給ライン接続口を使用した格納容器フィルタベント系

停止後の窒素ガスパージの場合，２時間以内で可能である。 

・窒素供給ライン接続口（建物内）（原子炉建物付属棟西側扉）

を使用した格納容器フィルタベント系停止後の窒素ガスパー

ジの場合，２時間以内で可能である。 

・窒素供給ライン接続口（建物内）（タービン建物北側扉）を使

用した格納容器フィルタベント系停止後の窒素ガスパージの

場合（故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムによ

る影響がある場合），６時間 40 分以内で可能である。 

なお，屋外における本操作は，格納容器ベント停止前後の操作

であることから，大気中に放出された放射性物質から受ける放射

線量は低下しており，また，作業時の被ばくによる影響を低減す

るため，緊急時対策要員を交替して対応することで，作業可能で

ある。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いる
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ことで，暗闇における作業性についても確保する。 

(e) 第１ベントフィルタスクラバ容器スクラビング水ｐＨ調整 

第１ベントフィルタスクラバ容器水位調整（水抜き）によりスク

ラビング水に含まれる薬液が排水されることでスクラビング水のｐ

Ｈが規定値よりも低くなることを防止するため薬液を補給する。 

ⅰ 手順着手の判断基準 

排気ガスの凝縮水により，第１ベントフィルタスクラバ容器の

水位が上限水位に到達すると判断し，排水を行った場合。 

ⅱ 操作手順 

第１ベントフィルタスクラバ容器スクラビング水ｐＨ調整の手

順は以下のとおり。概要図を第 1.7－19 図に，タイムチャートを

第 1.7－20 図に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員へスクラ

ビング水のｐＨ測定，第１ベントフィルタスクラバ容器水位

測定及び薬液補給の準備開始を指示する。 

②中央制御室運転員Ａは，スクラバ水ｐＨ指示値により確認し

たｐＨ値及び第１ベントフィルタスクラバ容器水位指示値に

より確認した水位を当直副長に報告する。 

③当直副長は，運転員に第１ベントフィルタスクラバ容器への

薬液補給の開始を指示する。 

④中央制御室運転員Ａは，薬液補給のためＦＣＶＳ薬品注入タ

ンク出口弁及びＦＣＶＳ循環ライン止め弁を全開操作し，ド

レン移送ポンプを起動，所定量の薬液を補給する。薬液補給

完了後は，薬液が均一になるよう循環運転を実施する。 

⑤中央制御室運転員Ａは，重大事故操作盤のスクラバ水ｐＨ指

示値及び第１ベントフィルタスクラバ容器水位指示値により

スクラビング水のｐＨ値及び水位を確認するとともに，スク

ラビング水のｐＨ値が規定値であることを確認し，薬液補給
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の完了を当直副長に報告する。 

ⅲ 操作の成立性 

上記の操作は，中央制御室運転員１名にて作業を実施した場合，

作業開始を判断してから第１ベントフィルタスクラバ容器スクラ

ビング水ｐＨ調整開始まで 15 分以内で可能である。 

ｃ．サプレッション・プール水ｐＨ制御 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器内のケ

ーブル被覆材に含まれる塩素等の酸性物質の発生により，サプレッシ

ョン・プール水が酸性化する。サプレッション・プール水が酸性化す

ると，サプレッション・プール水に含まれる粒子状よう素が元素状よ

う素に変わり，その後に有機よう素となる。これにより格納容器フィ

ルタベント系による格納容器ベント時に外部への放射性物質の放出量

が増加することとなる。 

格納容器ベント時の放射性物質の系外放出量を低減させるために，

サプレッション・チェンバスプレイ配管に薬液（水酸化ナトリウム）

を注入し，サプレッション・チェンバ内に注入することで，サプレッ

ション・プール水の酸性化を防止し格納容器ベント時の放射性物質の

系外放出を低減する。 

(a) 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１においてサプレッション・プール水ｐ

Ｈ制御系が使用可能な場合※２。 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容器

内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線量率

の 10 倍を超えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｃ

ＡＭＳ）が使用できない場合に原子炉圧力容器温度で 300℃

以上を確認した場合。 

※２：設備に異常がなく，電源及び水源（薬液タンク）が確保され

ている場合。 
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(b) 操作手順 

サプレッション・プール水ｐＨ制御の手順は以下のとおり。手順

の対応フローを第 1.7－4 図に，概要図を第 1.7－21 図に，タイムチ

ャートを第 1.7－22 図に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員にサプレッ

ション・プール水ｐＨ制御のため，薬液注入準備開始を指示す

る。 

②中央制御室運転員Ａは，サプレッション・プール水ｐＨ制御に

必要な電磁弁及び監視計器の電源が確保されていることを状態

表示にて確認する。 

③中央制御室運転員Ａは，Ａ－ＲＨＲトーラススプレイ弁の全閉

を確認する。 

④中央制御室運転員Ａは，重大事故操作盤にて薬液タンク水位指

示値により，薬液量が必要量以上確保されていることを確認す

る。 

⑤中央制御室運転員Ａは，ＰＨＣ空気供給電磁弁の全開操作を実

施し，薬液注入準備完了を当直副長に報告する。 

⑥当直副長は，運転員に薬液注入操作を指示する。 

⑦中央制御室運転員Ａは，ＰＨＣ Ａ－窒素ガス供給弁又はＰＨ

Ｃ Ｂ－窒素ガス供給弁の全開操作を実施し，薬液タンク圧力

の上昇を確認する。 

⑧中央制御室運転員Ａは，ＰＨＣ Ａ－薬液タンク出口薬剤注入

弁及びＰＨＣ Ｂ－薬液タンク出口薬剤注入弁を全開操作し，

薬液注入が開始されたことを重大事故操作盤にて薬液タンク水

位指示値の低下により確認する。 

⑨中央制御室運転員Ａは，重大事故操作盤にて規定量の薬液が注

入されたことを薬液タンク水位にて確認後，ＰＨＣ Ａ－薬液

タンク出口薬剤注入弁及びＰＨＣ Ｂ－薬液タンク出口薬剤注
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入弁の全閉操作を実施し，薬液注入を停止する。また，薬液注

入を停止した旨を当直副長に報告する。 

(c) 操作の成立性 

上記の操作は，中央制御室運転員１名にて作業を実施した場合，

作業開始を判断してからサプレッション・プール水ｐＨ制御のため

の薬液注入開始まで 20 分以内で可能である。 

ｄ．ドライウェルｐＨ制御 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器内のケ

ーブル被覆材に含まれる塩素等の酸性物質の発生により，原子炉格納

容器内雰囲気が酸性化する。原子炉格納容器内雰囲気が酸性化すると，

原子炉格納容器内雰囲気に含まれる粒子状よう素が元素状よう素に変

わり，その後に有機よう素となる。これにより格納容器フィルタベン

ト系による格納容器ベント時に外部への放射性物質の放出量が増加す

ることとなる。 

格納容器ベント時の放射性物質の系外放出量を低減させるために，

ｐＨ制御されたサプレッション・プール水を残留熱代替除去系を使用

し，原子炉格納容器内へ注入することで，原子炉格納容器内雰囲気の

酸性化を防止し格納容器ベント時の放射性物質の系外放出を低減する。 

(a) 手順着手の判断 

炉心損傷を判断した場合※１において格納容器フィルタベントを

実施すると判断した場合※２ 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容器

内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線量率

の 10 倍を超えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｃ

ＡＭＳ）が使用できない場合に原子炉圧力容器温度で 300℃

以上を確認した場合。 

※２：残留熱代替除去系による格納容器除熱が実施できない場合で

格納容器フィルタベント実施に移行した場合 
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(b) 操作手順 

ドライウェルｐＨ制御の手順は以下のとおり。手順の対応フロー

図を第 1.7－1 図及び第 1.7－2 図に，概要図を第 1.7－23 図に，タ

イムチャートを第 1.7－24 図に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員にドライウ

ェルｐＨ制御のため，薬液注入準備開始を指示する。 

②中央制御室運転員Ａは，サプレッション・プール水ｐＨ制御が

完了していることを薬液タンク水位指示値により確認する。 

③ａＳＡ電源切替盤を使用する場合 

現場運転員Ｂ及びＣは，ＳＡ電源切替盤にて，ドライウェルｐ

Ｈ制御に必要なＢ－熱交バイパス弁及びＢ－ＲＨＲドライウェ

ル第２スプレイ弁の電源切替え操作を実施するとともに，中央

制御室運転員Ａは，ドライウェルｐＨ制御に必要な電動弁の電

源が確保されていることを状態表示にて確認する。また，ポン

プ及び監視計器の電源並びに冷却水が確保されていることを状

態表示にて確認する。 

③ｂ非常用コントロールセンタ切替盤を使用する場合 

中央制御室運転員Ａは，不要な負荷の操作スイッチを「停止引

ロック」又は「停止」とする。 

現場運転員Ｂ及びＣは，Ｃ／Ｃの不要な負荷の切り離しを行う。 

不要な負荷の切り離し後，中央制御室運転員Ａは，非常用コン

トロールセンタ切替盤の切替え操作を行い，ドライウェルｐＨ

制御に必要なＢ－熱交バイパス弁及びＢ－ＲＨＲドライウェル

第２スプレイ弁の電源切替えを実施するとともに，ドライウェ

ルｐＨ制御に必要な電動弁の電源が確保されていることを状態

表示にて確認する。また，ポンプ及び監視計器の電源並びに冷

却水が確保されていることを状態表示にて確認する。 

④当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部にガ
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スタービン発電機の負荷容量を確認し，残留熱代替除去系が使

用可能か確認する。 

⑤中央制御室運転員Ａは，重大事故操作盤にて残留熱代替除去系

の系統構成を実施する。（Ｂ－熱交バイパス弁の全閉，ＲＨＲ 

ＲＨＡＲライン入口止め弁及びＢ－ＲＨＲドライウェル第２ス

プレイ弁の全開操作を実施する。） 

⑥中央制御室運転員Ａは，残留熱代替除去系によるドライウェル

ｐＨ制御の準備完了を当直副長に報告する。 

⑦当直副長は，運転員に残留熱代替除去系によるドライウェルｐ

Ｈ制御開始を指示する。 

⑧中央制御室運転員Ａは，残留熱代替除去ポンプを起動し，ＲＨ

ＡＲライン流量調節弁を徐々に開操作した後，ＲＨＲ ＰＣＶ

スプレイ連絡ライン流量調節弁を調整開し，残留熱代替除去系

の運転を開始する。 

⑨中央制御室運転員Ａは，原子炉格納容器内へスプレイが開始さ

れたことを残留熱代替除去ポンプ出口圧力指示値の上昇，残留

熱代替除去系格納容器スプレイ流量指示値の上昇により確認し，

当直副長に報告する。 

(c) 操作の成立性 

上記の操作は，作業開始を判断してから残留熱代替除去系による

ドライウェルｐＨ制御開始までの必要な要員数及び想定時間は以下

のとおり。 

・ＳＡ電源切替盤を使用した場合 

中央制御室運転員１名及び現場運転員２名にて作業を実施した場

合，45 分以内で可能である。 

・非常用コントロールセンタ切替盤を使用した場合 

中央制御室運転員１名及び現場運転員２名にて作業を実施した場

合，１時間以内で可能である。 
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円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び

通信連絡設備を整備する。室温は通常運転時と同程度である。 

ｅ．可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器への窒素ガス供給 

中長期的に原子炉格納容器内の水蒸気凝縮による原子炉格納容器の

負圧破損を防止するとともに原子炉格納容器内の可燃性ガス濃度を低

減するため，可搬式窒素供給装置により原子炉格納容器へ窒素ガスを

供給する。 

(a) 手順着手の判断 

炉心損傷を判断した場合※１において，格納容器ベント移行条  

件※２に達した場合。 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容器

内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線量率

の 10 倍を超えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｃ

ＡＭＳ）が使用できない場合に原子炉圧力容器温度で 300℃

以上を確認した場合。 

※２：格納容器内の圧力が 640kPa[gage]に到達した場合。 

(b) 操作手順 

可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器への窒素ガス供給の手

順は以下のとおり。概要図を第 1.7－25 図に，タイムチャートを第

1.7－26 図に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，当直長を経由して，

緊急時対策本部に原子炉格納容器への窒素ガス供給のための可

搬式窒素供給装置の準備を依頼する。 

②緊急時対策本部は，緊急時対策要員に可搬式窒素供給装置の準

備を指示する。 

③ａ窒素供給ライン接続口を使用した原子炉格納容器への窒素ガ

ス供給の場合 

緊急時対策要員は，原子炉建物南側（屋外）に可搬式窒素供給
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装置を配備した後，窒素ガス代替注入系配管に可搬式窒素供給

装置を接続する。 

③ｂ窒素供給ライン接続口（建物内）（原子炉建物付属棟西側扉）

を使用した原子炉格納容器への窒素ガス供給の場合 

緊急時対策要員は，原子炉建物西側（屋外）に可搬式窒素供給

装置を配備した後，窒素ガス代替注入系配管に可搬式窒素供給

装置を接続する。 

③ｃ窒素供給ライン接続口（建物内）（タービン建物北側扉）を使

用した原子炉格納容器への窒素ガス供給の場合（故意による大

型航空機の衝突その他のテロリズムによる影響がある場合） 

緊急時対策要員は，タービン建物北側（屋外）に可搬式窒素供

給装置を配備した後，窒素ガス代替注入系配管に可搬式窒素供

給装置を接続する。 

④緊急時対策要員は，原子炉格納容器への窒素ガス供給の準備が

完了したことを緊急時対策本部に報告する。また，緊急時対策

本部は当直長に報告する。 

⑤当直長は，当直副長からの依頼に基づき，サプレッション・プ

ール水温度指示値が 104℃になる前に，緊急時対策本部に原子

炉格納容器への窒素ガス供給を開始するよう依頼する。また，

緊急時対策本部は緊急時対策要員に窒素ガス供給を開始するよ

う指示する。 

⑥ａ窒素供給ライン接続口を使用した原子炉格納容器への窒素ガ

ス供給の場合 

緊急時対策要員は，原子炉建物南側（屋外）にて，可搬式窒素

供給装置を起動した後，ＡＮＩ代替窒素供給ライン元弁（Ｄ／

Ｗ側）又はＡＮＩ代替窒素供給ライン元弁（Ｓ／Ｃ側）の全開

操作を実施し，窒素ガスの供給を開始するとともに，緊急時対

策本部に原子炉格納容器への窒素ガス供給を開始したことを報
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告する。 

⑥ｂ窒素供給ライン接続口（建物内）（原子炉建物付属棟西側扉）

を使用した原子炉格納容器への窒素ガス供給の場合 

緊急時対策要員は，原子炉建物西側（屋外）にて，可搬式窒素

供給装置を起動した後，ＡＮＩ建物内代替窒素供給ライン元弁

（Ｄ／Ｗ側）又はＡＮＩ建物内代替窒素供給ライン元弁（Ｓ／

Ｃ側）の全開操作を実施し，窒素ガスの供給を開始するととも

に，緊急時対策本部に原子炉格納容器への窒素ガス供給を開始

したことを報告する。 

⑥ｃ窒素供給ライン接続口（建物内）（タービン建物北側扉）を使

用した原子炉格納容器への窒素ガス供給の場合（故意による大

型航空機の衝突その他のテロリズムによる影響がある場合） 

緊急時対策要員は，タービン建物北側（屋外）にて，可搬式窒

素供給装置を起動した後，ＡＮＩ建物内代替窒素供給ライン元

弁（Ｄ／Ｗ側）又はＡＮＩ建物内代替窒素供給ライン元弁（Ｓ

／Ｃ側）の全開操作を実施し，窒素ガスの供給を開始するとと

もに，緊急時対策本部に原子炉格納容器への窒素ガス供給を開

始したことを報告する。 

⑦緊急時対策本部は，原子炉格納容器への窒素ガス供給を開始し

たことを当直長に報告する。 

(c) 操作の成立性 

上記の操作は，緊急時対策要員２名にて作業を実施した場合，作

業開始を判断してから可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器へ

の窒素ガス供給開始までの想定時間は以下のとおり。 

・窒素供給ライン接続口を使用した原子炉格納容器への窒素ガス

供給の場合，２時間以内で可能である。 

・窒素供給ライン接続口（建物内）（原子炉建物付属棟西側扉）を

使用した原子炉格納容器への窒素ガス供給の場合，２時間以内
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で可能である。 

・窒素供給ライン接続口（建物内）（タービン建物北側扉）を使用

した原子炉格納容器への窒素ガス供給の場合（故意による大型

航空機の衝突その他のテロリズムによる影響がある場合），６時

間 40 分以内で可能である。 

なお，本操作は，格納容器ベント後に時間が経過した後の操作で

あることから，大気中に放出された放射性物質から受ける放射線量

は低下しているため，作業可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び

通信連絡設備を整備する。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いるこ

とで，暗闇における作業性についても確保する。 

(2) 全交流動力電源喪失時の対応手順 

ａ．格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱

（現場操作） 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，残留熱除去系の機能が

喪失した場合，及び残留熱代替除去系の運転が期待できない場合は，

サプレッション・チェンバ以外の水源を用いた原子炉格納容器内への

スプレイを実施しているため，サプレッション・プール水位が上昇す

るが，サプレッション・プール水位指示値が通常水位＋約 1.3m に到達

した場合は，このスプレイを停止するため，原子炉格納容器内の圧力

を 853kPa[gage]以下に抑制できる見込みがなくなることから，格納容

器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱を実施す

ることで，原子炉格納容器の過圧破損を防止する。 

また，原子炉格納容器内でジルコニウム－水反応により発生した水

素ガスが原子炉建物原子炉棟に漏えいする可能性があることから，原

子炉建物原子炉棟４階（燃料取替階）天井付近の水素濃度，非常用ガ

ス処理系吸込配管付近の水素濃度及び原子炉建物原子炉棟４階（燃料
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取替階）以外のエリアの水素濃度並びに静的触媒式水素処理装置の出

入口温度の監視を行い，原子炉建物原子炉棟内において異常な水素ガ

スの漏えいを検知した場合は原子炉格納容器内に滞留した水素ガスを

排出することで，原子炉建物原子炉棟への水素ガスの漏えいを防止す

る。 

なお，格納容器フィルタベント系を使用する場合は，プルームの影

響による被ばくを低減させるため，運転員は中央制御室待避室へ待避

しプラントパラメータを継続して監視する。 

格納容器ベント実施中において，残留熱除去系又は残留熱代替除去

系による原子炉格納容器内の除熱機能が１系統回復し，原子炉格納容

器内の水素濃度及び酸素濃度の監視が可能で，かつ可燃性ガス濃度制

御系による原子炉格納容器内の水素・酸素濃度制御機能及び可搬式窒

素供給装置による原子炉格納容器負圧破損防止機能が使用可能な場合，

並びに原子炉格納容器内の圧力 427kPa[gage]（１Pd）未満，原子炉格

納容器内の温度 171℃未満及び原子炉格納容器内の水素・酸素濃度が

可燃限界未満であることを確認した場合は第１弁を全閉し，格納容器

ベントを停止することを基本として，その他の要因を考慮した上で総

合的に判断し，適切に対応する。なお，第２弁又は第２弁バイパス弁

は，第１弁を全閉後，原子炉格納容器内の除熱機能が更に１系統回復

する等，より安定的な状態になった場合に全閉する。全交流動力電源

喪失時は，現場手動にて系統構成を行う。 

(a) 格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除

熱（現場操作） 

ⅰ 手順着手の判断基準 

全交流動力電源喪失時に，早期の電源復旧が見込めず，炉心損

傷を判断した場合※１において，残留熱除去系及び残留熱代替除去系

による原子炉格納容器内の減圧及び除熱ができず，原子炉格納容器圧

力が 640kPa[gage]に到達した場合※２，若しくは，原子炉建物原子炉棟
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内のいずれかの原子炉建物水素濃度指示値が 2.1vol%に到達した場合。  

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容

器内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線

量率の 10 倍を超えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モニ

タ（ＣＡＭＳ）が使用できない場合に原子炉圧力容器温度

で 300℃以上を確認した場合。 

※２：発電用原子炉の冷却ができない場合，又は原子炉格納容器

内の温度及び圧力の制御ができない場合は，速やかに格納

容器ベントの準備を開始する。 

ⅱ 操作手順 

格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び

除熱（現場操作）の手順は以下のとおり。手順の対応フローを第

1.7－3 図に，概要図を第 1.7－27 図に，タイムチャートを第 1.7

－28 図及び第 1.7－29 図に示す。 

［Ｗ／Ｗベントの場合（Ｄ／Ｗベントの場合，手順⑫以外は同様）］ 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，格納容器フィル

タベント系によるＷ／Ｗ側からの格納容器ベントの準備を開

始するよう運転員に指示する（Ｗ／Ｗ側からの格納容器ベン

トができない場合は，Ｄ／Ｗ側からの格納容器ベントの準備

を開始するよう指示する）。 

②当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に

格納容器フィルタベント系による格納容器ベントの準備のた

め，ＦＣＶＳ排気ラインドレン排出弁の閉操作を依頼する。 

③中央制御室運転員Ａは，格納容器フィルタベント系による格

納容器ベントに必要な監視計器の電源が確保されていること

を確認する。 

④中央制御室運転員Ａは，重大事故操作盤にて第１ベントフィ

ルタスクラバ容器水位指示値が通常水位範囲内であることを
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確認する。 

⑤中央制御室運転員Ａは，格納容器ベント前の系統構成として

ＳＧＴ ＮＧＣ連絡ライン隔離弁，ＳＧＴ ＮＧＣ連絡ライ

ン隔離弁後弁，ＳＧＴ耐圧強化ベントライン止め弁，ＳＧＴ

耐圧強化ベントライン止め弁後弁，ＮＧＣ常用空調換気入口

隔離弁，ＮＧＣ常用空調換気入口隔離弁後弁の全閉及び第３

弁の全開を確認する。 

⑥緊急時対策要員は，ＦＣＶＳ排気ラインドレン排出弁の閉操

作を実施し，緊急時対策本部に報告する。また，緊急時対策

本部は当直長に報告する。 

⑦現場運転員Ｂ及びＣは，第２弁を遠隔手動弁操作機構にて全

開とする。第２弁の開操作ができない場合は，第２弁バイパ

ス弁を遠隔手動弁操作機構にて全開とする。 

⑧中央制御室運転員Ａは，格納容器フィルタベント系による格

納容器ベント準備完了を当直副長に報告する。 

⑨当直長は，当直副長からの依頼に基づき，格納容器フィルタ

ベント系による格納容器ベント準備完了を緊急時対策本部に

報告する。 

⑩当直副長は，原子炉格納容器内の圧力及び水位，並びに原子

炉建物原子炉棟内の水素濃度に関する情報収集を適宜行い，

当直長に報告する。また，当直長は，原子炉格納容器内の圧

力及び水位，並びに原子炉建物原子炉棟内の水素濃度に関す

る情報を緊急時対策本部に報告する。 

⑪当直長は，当直副長からの依頼に基づき，格納容器フィルタ

ベント系による格納容器ベントの開始を緊急時対策本部に報

告する。 

⑫当直副長は，以下のいずれかの条件に到達したことを確認し，

運転員に格納容器ベント開始を指示する。 
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・原子炉格納容器内の圧力が640kPa[gage]に到達した場合に

おいて，外部水源を用いた原子炉格納容器スプレイが実施

できない場合。 

・外部水源を用いた原子炉格納容器内へのスプレイを実施中

に，サプレッション・プール水位指示値が通常水位＋約1.3m

に到達した場合。 

・原子炉建物原子炉棟内のいずれかの原子炉建物水素濃度指

示値が2.5vol％に到達した場合。 

⑬ａＷ／Ｗベントの場合 

現場運転員Ｂ及びＣは，第１弁（Ｗ／Ｗ）を遠隔手動弁操作

機構による操作で全開とし，格納容器フィルタベント系によ

る格納容器ベントを開始する。 

⑬ｂＤ／Ｗベントの場合 

現場運転員Ｂ及びＣは，第１弁（Ｄ／Ｗ）を遠隔手動弁操作

機構による操作で全開とし，格納容器フィルタベント系によ

る格納容器ベント操作を開始する。 

⑭中央制御室運転員Ａは，格納容器フィルタベント系による格

納容器ベントが開始されたことを，格納容器内圧力指示値の

低下又は原子炉建物水素濃度指示値が安定若しくは低下，並

びに第１ベントフィルタスクラバ容器圧力及びスクラバ容器

温度指示値の上昇により確認するとともに，第１ベントフィ

ルタ出口放射線モニタ（高レンジ・低レンジ）指示値の上昇

により確認し，当直副長に報告する。また，当直長は，当直

副長からの依頼に基づき，格納容器フィルタベント系による

格納容器ベントが開始されたことを緊急時対策本部へ報告す

る。 

⑮中央制御室運転員Ａは，重大事故操作盤にて第１ベントフィ

ルタスクラバ容器水位指示値を確認し，水位調整が必要な場
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合は当直副長に報告する。また，当直長は，当直副長からの

依頼に基づき，第１ベントフィルタスクラバ容器の水位調整

を実施するよう緊急時対策本部に依頼する。 

⑯当直副長は，格納容器ベント開始後，残留熱除去系又は残留

熱代替除去系による原子炉格納容器内の除熱機能が１系統回

復し，原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度の監視が可

能で，かつ可燃性ガス濃度制御系による原子炉格納容器内の

水素・酸素濃度制御機能及び可搬式窒素供給装置による原子

炉格納容器負圧破損防止機能が使用可能な場合，並びに原子

炉格納容器内の圧力 427kPa［gage］（１Pd）未満，原子炉格

納容器内の温度 171℃未満及び原子炉格納容器内の水素・酸

素濃度が可燃限界未満であることを確認することにより，第

１弁を全閉し，格納容器フィルタベント系による格納容器ベ

ントを停止するよう運転員に指示する。 

⑰中央制御室運転員Ａは，第１弁の全閉操作を実施し，格納容

器フィルタベント系による格納容器ベントを停止する。 

⑱当直副長は，第１弁を全閉後，原子炉格納容器内の除熱機能

が更に１系統回復する等，より安定的な状態になった場合は，

第２弁又は第２弁バイパス弁を全閉するよう運転員に指示す

る。 

⑲中央制御室運転員Ａは，第２弁又は第２弁バイパス弁の全閉

操作を実施する。 

ⅲ 操作の成立性 

格納容器ベント準備開始を判断してから格納容器ベント準備完

了までの必要な要員数及び想定時間は以下のとおり。 

・現場からの第２弁操作の場合 

中央制御室運転員１名，現場運転員２名及び緊急時対策要員

２名にて作業を実施した場合，１時間 20 分以内で可能である。 
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格納容器ベント判断基準到達から格納容器ベント開始までの必

要な要員数及び想定時間は以下のとおり。 

・現場からの第１弁（Ｗ／Ｗ）操作の場合 

現場運転員２名にて作業を実施した場合，１時間 30 分以内で

可能である。 

・現場からの第１弁（Ｄ／Ｗ）操作の場合 

現場運転員２名にて作業を実施した場合，１時間 30 分以内で

可能である。 

【Ｗ／Ｗベントの場合】 

格納容器ベント移行条件到達後，第２弁操作を現場にて実施し

た場合，１時間 20 分以内で可能である。また，格納容器ベント基

準到達後，第１弁（Ｗ／Ｗ）操作を現場にて実施した場合，１時

間 30 分以内で可能である。（総要員数：中央制御室運転員１名，

現場運転員２名，緊急時対策要員２名，総想定時間：２時間 50

分以内） 

【Ｄ／Ｗベントの場合】 

格納容器ベント移行条件到達後，第２弁操作を現場にて実施し

た場合，１時間 20 分以内で可能である。また，格納容器ベント基

準到達後，第１弁（Ｄ／Ｗ）操作を現場にて実施した場合，１時

間 30 分以内で可能である。（総要員数：中央制御室運転員１名，

現場運転員２名，緊急時対策要員２名，総想定時間：２時間 50

分以内） 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及

び通信連絡設備を整備する。室温は通常運転時と同程度である。 

遠隔手動弁操作機構の操作については，操作に必要な工具はな

く通常の弁操作と同様であるため，容易に実施可能である。 

また，作業エリアには電源内蔵型照明を配備しており，建物内

常用照明消灯時における作業性を確保しているが，ヘッドライト
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及び懐中電灯を携行する。 

(b) 第１ベントフィルタスクラバ容器水位調整（水張り） 

第１ベントフィルタスクラバ容器の水位が通常水位を下回り下限

水位に到達する前に，輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）

を水源とした大量送水車により第１ベントフィルタスクラバ容器補

給水ラインから第１ベントフィルタスクラバ容器へ水張りを実施す

る。 

なお，操作手順については，「1.7.2.1(1)ｂ．(b) 第１ベントフ

ィルタスクラバ容器水位調整（水張り）」の操作手順と同様である。 

(c) 第１ベントフィルタスクラバ容器水位調整（水抜き） 

格納容器ベントにより原子炉格納容器内から排気されたガスが格

納容器フィルタベント系の配管内及び第１ベントフィルタスクラバ

容器内で凝縮し，その凝縮水が第１ベントフィルタスクラバ容器に

溜まることで第１ベントフィルタスクラバ容器の水位が上限水位に

到達すると判断した場合は，格納容器フィルタベント系機能維持の

ため第１ベントフィルタスクラバ容器の排水を実施する。 

ドレン移送ポンプ及び電動弁の電源は，代替交流電源設備から受

電可能である。 

なお，操作手順については，「1.7.2.1(1)ｂ．(c) 第１ベントフ

ィルタスクラバ容器水位調整（水抜き）」の操作手順と同様である。 

(d) 格納容器フィルタベント系停止後の窒素ガスパージ 

格納容器ベント停止後において，スクラビング水に貯留された放

射性物質による水の放射線分解にて発生する水素ガス及び酸素ガス

を排出する。また，第１ベントフィルタスクラバ容器上流側の残留

蒸気凝縮により第１ベントフィルタスクラバ容器上流側配管内が負

圧となることにより，スクラビング水が上流側配管に吸い上げられ

ることを防止するため，格納容器フィルタベント系の窒素ガスによ

るパージを実施する。 
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なお，操作手順については，「1.7.2.1(1)ｂ．(d) 格納容器フィ

ルタベント系停止後の窒素ガスパージ」の操作手順と同様である。 

(e) 第１ベントフィルタスクラバ容器スクラビング水ｐＨ調整 

第１ベントフィルタスクラバ容器水位調整（水抜き）によりスク

ラビング水に含まれる薬液が排水されることでスクラビング水のｐ

Ｈが規定値よりも低くなることを防止するため薬液を補給する。 

ドレン移送ポンプ及び電動弁の電源は，代替交流電源設備から受

電可能である。 

なお，操作手順については，「1.7.2.1(1)ｂ．(e) 第１ベントフ

ィルタスクラバ容器スクラビング水ｐＨ調整」の操作手順と同様で

ある。 

ｂ．可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器への窒素ガス供給 

中長期的に原子炉格納容器内の水蒸気凝縮による原子炉格納容器の

負圧破損を防止するとともに原子炉格納容器内の可燃性ガス濃度を低

減するため，可搬式窒素供給装置により原子炉格納容器へ窒素ガスを

供給する。 

なお，操作手順については，「1.7.2.1(1)ｅ．可搬式窒素供給装置に

よる原子炉格納容器への窒素ガス供給」の操作手順と同様である。 

1.7.2.2 その他の手順項目について考慮する手順 

残留熱代替除去系への原子炉補機代替冷却系による補機冷却水確保手順

については，「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて

整備する。 

残留熱除去系又は格納容器代替スプレイ系（常設／可搬型）による減圧

及び除熱手順については，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順

等」に整備する。 

可燃性ガス濃度制御系による原子炉格納容器内の水素濃度抑制手順につ

いては，「1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための手

順等」にて整備する。 
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原子炉建物内の水素濃度監視手順については，「1.10 水素爆発による原

子炉建屋等の損傷を防止するための手順等」に整備する。 

輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）への水の補給手順，水源か

ら接続口までの大量送水車による送水手順及び外部水源（低圧原子炉代替

注水槽又は輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２））から内部水源（サ

プレッション・チェンバ）への水源切替え手順については，「1.13 重大事

故等の収束に必要となる水の供給手順等」に整備する。 

常設代替交流電源設備として使用するガスタービン発電機，可搬型代替

交流電源設備として使用する高圧発電機車による残留熱代替除去ポンプ，

ドレン移送ポンプ，電動弁及び中央制御室監視計器類への電源供給手順並

びに常設代替交流電源設備として使用するガスタービン発電機，可搬型代

替交流電源設備として使用する高圧発電機車，大量送水車及び可搬式窒素

供給装置への燃料補給手順については，「1.14 電源の確保に関する手順等」

に整備する。 

操作の判断及び確認に係る計装設備に関する手順については「1.15 事

故時の計装に関する手順等」に整備する。 

1.7.2.3 重大事故等時の対応手段の選択 

重大事故等時の対応手段の選択方法は以下のとおり。対応手段の選択フ

ローチャートを第 1.7－30 図に示す。 

炉心の著しい損傷が発生した場合には，サプレッション・プール水ｐＨ

制御系及び残留熱代替除去系によるドライウェルｐＨ制御を行う。その後，

格納容器代替スプレイ系（可搬型）によるスプレイを実施しながら原子炉

格納容器の圧力及び水位の監視を行い，格納容器ベントに備える。 

原子炉補機代替冷却系の設置が完了し，残留熱代替除去系が起動できる

場合は，残留熱代替除去系による原子炉圧力容器への注水及び原子炉格納

容器内へのスプレイを実施する。 

残留熱代替除去系使用時における原子炉補機代替冷却系による補機冷却

水確保を実施する際の接続口の選択は，緊急時対策要員による操作対象弁
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が少ないものを優先して使用する。優先順位は以下のとおり。 

優先①：原子炉建物南側接続口を使用した補機冷却水確保（操作対象弁

２弁） 

優先②：原子炉建物西側接続口を使用した補機冷却水確保（操作対象弁

４弁） 

残留熱代替除去系による原子炉格納容器の除熱ができない場合は，外部

水源を使用した原子炉格納容器へのスプレイを実施する。外部水源を使用

するためサプレッション・プール水位が上昇し，サプレッション・プール

水位指示値が通常水位＋約 1.3m に到達した場合は，外部水源を使用した格

納容器代替スプレイ系を停止し，格納容器フィルタベント系による原子炉

格納容器内の減圧及び除熱を実施する。 

格納容器フィルタベント系による格納容器ベントは，弁の駆動電源がな

い場合，現場での手動操作を行う。 

なお，格納容器フィルタベント系を用いて，格納容器ベントを実施する

際には，スクラビングによる放射性物質の排出抑制を期待できるＷ／Ｗを

経由する経路を第一優先とする。Ｗ／Ｗベントラインが水没等の理由で使

用できない場合は，Ｄ／Ｗを経由して第１ベントフィルタスクラバ容器を

通る経路を第二優先とする。 

残留熱代替除去系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱又は格納容器

ベント実施後は，残留熱除去系の復旧を行い，長期的な原子炉格納容器の

除熱を実施する。 
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第 1.7－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(１／２) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
防
止 

― 

残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱 

残留熱代替除去ポンプ 

残留熱除去系熱交換器 

原子炉補機代替冷却系※４ 

サプレッション・チェンバ 

残留熱代替除去系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

低圧原子炉代替注水系 配管・弁 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

ホース・接続口 

原子炉圧力容器 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「除熱‐１」 

「除熱‐２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＲＨＡＲによる格納容器除

熱」 

大量送水車※１ 

輪谷貯水槽（西１）※１，※３ 

輪谷貯水槽（西２）※１，※３ 
自
主
対
策
設
備 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱 

第１ベントフィルタスクラバ容器 

第１ベントフィルタ銀ゼオライト容器 

圧力開放板 

遠隔手動弁操作機構 

可搬式窒素供給装置 

第１ベントフィルタ格納槽遮蔽 

配管遮蔽 

窒素ガス制御系 配管・弁 

非常用ガス処理系 配管・弁 

格納容器フィルタベント系 配管・弁 

ホース・接続口 

原子炉格納容器（サプレッション・チェンバ，真空

破壊装置を含む。） 

常設代替交流電源設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＣＶＳによる格納容器ベ

ント」 

「ＦＣＶＳスクラバ容器水位

調整」 

 

原子力災害対策手順書 

「第１ベントフィルタスクラ

バ容器への水補給」 

「大量送水車を使用した送水」 

「格納容器フィルタベント系

系統構成」 

輪谷貯水槽（西１）※１，※３ 

輪谷貯水槽（西２）※１，※３ 

ドレン移送ポンプ 

薬品注入タンク 

大量送水車※１ 

ホース・接続口 

自
主
対
策
設
備 

全交流動力電源 

 

現
場
操
作 

遠隔手動弁操作機構 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＣＶＳによる格納容器ベ

ント」 

※１：手順は，「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は，「1.14 電源の確保に関する手順」にて整備する。 

※３：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１b)項を満足するための代替淡水源（措置） 

※４：手順は，「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 
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対応手段，対処設備，手順書一覧(２／２) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
防
止 

― 

不
活
性
ガ
ス
（
窒
素
ガ
ス
） 

に
よ
る
系
統
内
の
置
換 

可搬式窒素供給装置 

ホース・接続口 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

ＡＭ設備別操作要領書  

「ＦＣＶＳ停止後のＮ２パー

ジ」 

 

原子力災害対策手順書 

「可搬式窒素供給装置を使用

した格納容器フィルタベント

系の窒素ガス置換」 

原
子
炉
格
納
容
器 

負
圧
破
損
の
防
止 

可搬式窒素供給装置 

ホース・接続口 

窒素ガス代替注入系 配管・弁 
自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

原子力災害対策手順書 

「可搬式窒素供給装置を使用

した格納容器の窒素ガス置換」 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ

ン
・
プ
ー
ル
水
ｐ
Ｈ

制
御 

残留熱除去系 配管 

サプレッション・チェンバスプレイヘッダ 

サプレッション・プール水ｐＨ制御系 
自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水‐１」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「Ｓ／Ｐ水ｐＨ制御」 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ｐ
Ｈ
制
御 

残留熱代替除去ポンプ 

原子炉補機代替冷却系 

サプレッション・チェンバ 

残留熱代替除去系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「除熱‐１」 

「除熱‐２」 

 

 

※１：手順は，「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 
※２：手順は，「1.14 電源の確保に関する手順」にて整備する。 

※３：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１b)項を満足するための代替淡水源（措置） 

※４：手順は，「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 
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第 1.7－2表 重大事故等対処に係る監視計器 

 

監視計器一覧(１／６) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.7.2.1 原子炉格納容器の過圧破損防止のための対応手順 

(1) 交流動力電源が健全である場合の対応手順 

ａ．残留熱代替除去系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 

(a) 残留熱代替除去系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「除熱‐１」 

「除熱‐２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＲＨＡＲによる格納容器除熱」 

 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 

ドライウェル温度（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ温度（ＳＡ） 

サプレッション・プール水温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の酸素濃度 
Ｂ－格納容器酸素濃度 

格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

最終ヒートシンクの確保 Ｂ－残留熱除去系熱交換器冷却水流量 

電源 
緊急用メタクラ電圧 

ＳＡロードセンタ母線電圧 

水源の確保 サプレッション・プール水位（ＳＡ） 

操

作 

原子炉圧力容器内の水位 

原子炉水位（狭帯域） 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内の圧力 
原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 

サプレッション・チェンバ温度（ＳＡ） 

ドライウェル温度（ＳＡ） 

サプレッション・プール水温度（ＳＡ） 

原子炉圧力容器への注水量 残留熱代替除去系原子炉注水流量 

最終ヒートシンクの確保 

残留熱代替除去系格納容器スプレイ流量 

Ｂ－残留熱除去系熱交換器冷却水流量 

Ｂ－残留熱除去系熱交換器出口温度 

補機監視機能 
残留熱代替除去ポンプ出口圧力 

残留熱代替除去ポンプ出口流量 

水源の確保 サプレッション・プール水位（ＳＡ） 



1.7－67 

監視計器一覧(２／６) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.7.2.1 原子炉格納容器の過圧破損防止のための対応手順 

(1) 交流動力電源が健全である場合の対応手順 

ｂ．格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 

(a) 格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＣＶＳによる格納容器ベント」 

 

原子力災害対策手順書 

「格納容器フィルタベント系系統構成」 

判 

断 

基 

準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・

チェンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・

チェンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位（ＳＡ） 

原子炉棟内の水素濃度 

原子炉建物水素濃度 

・原子炉建物原子炉棟４階 

静的触媒式水素処理装置入口温度 

静的触媒式水素処理装置出口温度 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

緊急用メタクラ電圧 

ＳＡロードセンタ母線電圧 

操

作 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・

チェンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・

チェンバ） 

原子炉棟内の水素濃度 

原子炉建物水素濃度 

・原子炉建物原子炉棟４階 

・原子炉建物原子炉棟２階 

・原子炉建物原子炉棟１階 

・原子炉建物原子炉棟地下１階 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 

ドライウェル温度（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ温度（ＳＡ） 

サプレッション・プール水温度（ＳＡ） 

最終ヒートシンクの確保 

スクラバ容器水位 

スクラバ容器圧力 

スクラバ容器温度 

第１ベントフィルタ出口放射線モニタ（高レンジ・低

レンジ） 

 

  



1.7－68 

監視計器一覧(３／６) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.7.2.1 原子炉格納容器の過圧破損防止のための対応手順 

(1) 交流動力電源が健全である場合の対応手順 

ｂ．格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 

(b) 第１ベントフィルタスクラバ容器水位調整（水張り） 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

原子力災害対策手順書 

「第１ベントフィルタスクラバ容器への水

補給」 

「大量送水車を使用した送水」 

判
断
基
準 

補機監視機能 スクラバ容器水位 

操
作 

補機監視機能 スクラバ容器水位 

1.7.2.1 原子炉格納容器の過圧破損防止のための対応手順 

(1) 交流動力電源が健全である場合の対応手順 

ｂ．格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 

(c) 第１ベントフィルタスクラバ容器水位調整（水抜き） 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＣＶＳスクラバ容器水位調整」 

 

 

判
断
基
準 

補機監視機能 スクラバ容器水位 

操
作 

補機監視機能 スクラバ容器水位 

1.7.2.1 原子炉格納容器の過圧破損防止のための対応手順 

(1) 交流動力電源が健全である場合の対応手順 

ｂ．格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 

(d) 格納容器フィルタベント系停止後の窒素ガスパージ 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＣＶＳ停止後のＮ２パージ」 

 

原子力災害対策手順書 

「可搬式窒素供給装置を使用した格納容器

フィルタベント系の窒素ガス置換」 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

操
作 

補機監視機能 
第１ベントフィルタ出口水素濃度 

スクラバ容器圧力 

1.7.2.1 原子炉格納容器の過圧破損防止のための対応手順 

(1) 交流動力電源が健全である場合の対応手順 

ｂ．格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 

(e) 第１ベントフィルタスクラバ容器スクラビング水ｐＨ調整 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＣＶＳスクラバ容器ｐＨ調整」 

 

判
断
基
準 

－ － 

操
作 

補機監視機能 
スクラバ水ｐＨ 

スクラバ容器水位 

 

  



1.7－69 

監視計器一覧(４／６) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.7.2.1 原子炉格納容器の過圧破損防止のための手順 

(1) 交流動力電源が健全である場合の対応手順 

ｃ．サプレッション・プール水ｐＨ制御 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「注水－１」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「Ｓ／Ｐ水ｐＨ制御」 

 

 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

操
作 

補機監視機能 薬液タンク水位 

1.7.2.1 原子炉格納容器の過圧破損防止のための手順 

(1) 交流動力電源が健全である場合の対応手順 

ｄ．ドライウェルｐＨ制御 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「除熱－１」 

「除熱－２」 

 

 
判

断

基

準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

最終ヒートシンクの確保 Ｂ－残留熱除去系熱交換器冷却水流量 

操

作 

原子炉格納容器への 

注水量 
残留熱代替除去系格納容器スプレイ流量 

補機監視機能 残留熱代替除去ポンプ出口圧力 

1.7.2.1 原子炉格納容器の過圧破損防止のための手順 

(1) 交流動力電源が健全である場合の対応手順 

ｅ．可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器への窒素ガス供給 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

原子力災害対策手順書 

「可搬式窒素供給装置を使用した格納容器

の窒素ガス置換」 

 
判
断
基
準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

操
作 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 サプレッション・プール水温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の水素濃度 

Ａ－格納容器水素濃度 

Ｂ－格納容器水素濃度 

格納容器水素濃度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の酸素濃度 

Ａ－格納容器酸素濃度 

Ｂ－格納容器酸素濃度 

格納容器酸素濃度（ＳＡ） 



1.7－70 

監視計器一覧(５／６) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.7.2.1 原子炉格納容器の過圧破損防止のための手順 

(2) 全交流動力電源喪失時の対応手順 

ａ．格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱（現場操作） 

(a) 格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱（現場操作） 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＣＶＳによる格納容器ベント」 

 

原子力災害対策手順書 

「格納容器フィルタベント系系統構成」 

判 

断 

基 

準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位（ＳＡ） 

原子炉棟内の水素濃度 

原子炉建物水素濃度 

・原子炉建物原子炉棟４階 

静的触媒式水素処理装置入口温度 

静的触媒式水素処理装置出口温度 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

緊急用メタクラ電圧 

ＳＡロードセンタ母線電圧 

操

作 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉棟内の水素濃度 

原子炉建物水素濃度 

・原子炉建物原子炉棟４階 

・原子炉建物原子炉棟２階 

・原子炉建物原子炉棟１階 

・原子炉建物原子炉棟地下１階 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 

ドライウェル温度（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ温度（ＳＡ） 

サプレッション・プール水温度（ＳＡ） 

最終ヒートシンクの確保 

スクラバ容器水位 

スクラバ容器圧力 

スクラバ容器温度 

第１ベントフィルタ出口放射線モニタ（高レンジ・低レン

ジ） 

 

  



1.7－71 

監視計器一覧(６／６) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.7.2.1 原子炉格納容器の過圧破損防止のための手順 

(2) 全交流動力電源喪失時の対応手順 

ａ．格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱（現場操作） 

(b) 第１ベントフィルタスクラバ容器水位調整（水張り） 
事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

原子力災害対策手順書 

「第１ベントフィルタスクラバ容器への水

補給」 

判
断
基
準 

補機監視機能 スクラバ容器水位 

操
作 

補機監視機能 スクラバ容器水位 

1.7.2.1 原子炉格納容器の過圧破損防止のための手順 

(2) 全交流動力電源喪失時の対応手順 

ａ．格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱（現場操作） 

(c) 第１ベントフィルタスクラバ容器水位調整（水抜き） 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

ＡＭ設備別要領書 

「ＦＣＶＳスクラバ容器水位調整」 

判
断
基
準 

補機監視機能 スクラバ容器水位 

操
作 

補機監視機能 スクラバ容器水位 

1.7.2.1 原子炉格納容器の過圧破損防止のための手順 

(2) 全交流動力電源喪失時の対応手順 

ａ．格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱（現場操作） 

(d) 格納容器フィルタベント系停止後の窒素ガスパージ 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＣＶＳ停止後のＮ２パージ」 

 

原子力災害対策手順書 

「可搬式窒素供給装置を使用した格納容器

フィルタベント系の窒素ガス置換」 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

操
作 

補機監視機能 
第１ベントフィルタ出口水素濃度 

スクラバ容器圧力 

1.7.2.1 原子炉格納容器の過圧破損防止のための手順 

(2) 全交流動力電源喪失時の対応手順 

ａ．格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱（現場操作） 

(e) 第１ベントフィルタスクラバ容器スクラビング水ｐＨ調整 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＣＶＳスクラバ容器水位調整」 
判
断
基
準 

－ － 

操
作 

補機監視機能 
スクラバ水ｐＨ 

スクラバ容器水位 

1.7.2.1 原子炉格納容器の過圧破損防止のための手順 

(2) 全交流動力電源喪失時の対応手順 

ｂ．可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器への窒素ガス供給 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

原子力災害対策手順書 

「可搬式窒素供給装置を使用した格納容器

の窒素ガス置換」 

 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

操
作 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 サプレッション・プール水温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の水素濃度 

Ａ－格納容器水素濃度 

Ｂ－格納容器水素濃度 

格納容器水素濃度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の酸素濃度 

Ａ－格納容器酸素濃度 

Ｂ－格納容器酸素濃度 

格納容器酸素濃度（ＳＡ） 
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第 1.7－3 表 審査基準における要求事項毎の給電対象設備 

 

対象条文 供給対象設備 
給電元 

給電母線 

【1.7】 

原子炉格納容器の過圧破損を 

防止するための手順等 

 

 

 

 

残留熱代替除去ポンプ 

常設代替交流電源設備 

 

 

ＳＡ－Ｃ／Ｃ 

残留熱代替除去系弁 

常設代替交流電源設備 

 

 

ＳＡ－Ｃ／Ｃ 

残留熱除去系弁 

常設代替交流電源設備 

 

Ｃ／Ｃ Ｃ系 

Ｃ／Ｃ Ｄ系 

ＳＡ－Ｃ／Ｃ 

格納容器フィルタベント系 

常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

 

ＳＡ－Ｃ／Ｃ 

窒素ガス制御系弁 

常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

 

Ｃ／Ｃ Ｃ系 

Ｃ／Ｃ Ｄ系 

ＳＡ－Ｃ／Ｃ 

非常用ガス処理系弁 

常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

 

Ｃ／Ｃ Ｃ系 

Ｃ／Ｃ Ｄ系 

ＳＡ－Ｃ／Ｃ 

中央制御室監視計器類 

常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

 

計装Ｃ／Ｃ Ｃ系 

計装Ｃ／Ｃ Ｄ系 
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操
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。
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操
作
手
順

 
弁
名
称

 

④
ａ
※
１
④

ｂ
※
１

 
Ｂ
－
熱
交
バ
イ
パ
ス
弁

 

④
ａ
※
２
④

ｂ
※
２

 
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
ラ
イ
ン
入
口
止
め
弁

 

④
ａ
※
３

 
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 
Ａ
－
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
連
絡
ラ
イ
ン
止
め
弁

 

④
ａ
※
４

 
Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
注
水
弁

 

④
ａ
※
５
④

ｂ
※
３

 
Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第
２
ス
プ
レ
イ
弁

 

⑦
ａ
※
１
⑦

ｂ
※
１

 
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
ラ
イ
ン
流
量
調
節

弁
 

⑦
ａ
※
２

 
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 
Ａ
－
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
連
絡
ラ
イ
ン
流
量
調
節
弁

 

⑦
ａ
※
３
⑦

ｂ
※
２

 
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 
Ｐ
Ｃ
Ｖ
ス
プ
レ
イ
連
絡
ラ
イ
ン
流
量
調
節
弁
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⑤
※
１

 
Ｒ
Ｃ
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Ｂ
－
Ｄ
Ｅ
Ｇ
冷
却
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入
口
弁

 

⑤
※
２

 
Ｂ
－
Ｒ
Ｃ
Ｗ
常
用
補
機
冷
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Ｒ
Ｃ
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常
用
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Ｃ
Ｗ
 
Ｂ
－
中
央
制
御
室
冷
凍
機
入
口
弁

 

⑩
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Ｒ
Ｈ
Ｒ
熱
交
冷
却
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出
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ａ
※
１

 
Ｒ
Ｃ
Ｗ
 
Ｂ
－
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Ｈ
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Ｆ
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弁
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Ｗ
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Ｈ
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Ｆ
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Ｈ
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Ｆ
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Ｈ
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Ｆ
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Ｈ
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Ｆ
 
Ｂ
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西
側
戻
り
配
管
止
め
弁

 

□9
ｂ

 
Ａ
Ｈ
Ｅ
Ｆ
 
Ｂ
－
戻
り
配
管
止
め
弁
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図
 

残
留

熱
代

替
除

去
系
使

用
時

に
お
け
る

原
子
炉

補
機

代
替
冷
却

系
に

よ
る

補
機

冷
却

水
確

保
 

概
要

図
(
２

／
４

)
 

 
 
（

原
子

炉
建

物
南

側
接
続
口

又
は
原

子
炉

建
物
西
側

接
続
口

を
使

用
し

た
補

機
冷

却
水

確
保

の
場

合
）

 

 
 

記
載
例

 
○

 
 
 
 

 
 

 
 
：

運
転
員
操

作
の

操
作

手
順
番

号
を
示

す
。
 

□
 
 

 
 

 
 
 

 
：

緊
急

時
対

策
要
員
操

作
の

操
作

手
順
番

号
を
示

す
。
 

○
※

１
～
，

□
※
１

～
：

同
一

操
作

手
順
番
号

内
に

複
数

の
操
作

又
は
確

認
を
実

施
す
る
対
象
弁
が
あ
る
場
合
，
そ
の
実
施
順
を
示
す
。
 

○
ａ
～

 
，

□
ａ
～
 
：

同
一

操
作

手
順
番
号

内
で

選
択

し
て
実

施
す
る

操
作
が

あ
る
場
合
の
操
作
手
順
を
示
す
。
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7－
8
図

 
残

留
熱

代
替

除
去

系
使
用

時
に

お
け
る
原

子
炉
補

機
代

替
冷
却
系

に
よ

る
補

機
冷

却
水

確
保

 
概

要
図

(３
／

４
)
 

（
原

子
炉

建
物

内
接
続

口
を
使
用

し
た
補

機
冷

却
水
確
保

の
場
合

（
故

意
に

よ
る

大
型

航
空

機
の

衝
突

そ
の

他
の

テ
ロ

 

リ
ズ

ム
に

よ
る

影
響
が

あ
る
場
合

））
 

記
載

例
 
○

 
 
 
 
 

 
 
 
：
運
転
員
操
作
の
操
作
手
順
番

号
を
示

す
。
 

□
 

 
 
 
 

 
 
 
：
緊
急
時
対
策
要
員
操
作
の
操
作

手
順
番

号
を
示

す
。
 

○
※

１
～
，
□

※
１
～
：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数

の
操
作

又
は
確

認
を
実

施
す

る
対

象
弁

が
あ
る

場
合
，

そ
の
実

施
順

を
示

す
。
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操
作
手
順

 
弁
名
称

 

⑤
※
１

 
Ｒ
Ｃ
Ｗ
 
Ｂ
－
Ｄ
Ｅ
Ｇ
冷
却
水
入
口
弁

 

⑤
※
２

 
Ｂ
－
Ｒ
Ｃ
Ｗ
常
用
補
機
冷
却
水
入
口
切
替
弁

 

⑤
※
３

 
Ｂ
－
Ｒ
Ｃ
Ｗ
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
出
口
弁

 

⑤
※
４

 
Ｂ
－
Ｒ
Ｃ
Ｗ
常
用
補
機
冷
却
水
出
口
切
替
弁

 

⑤
※
５

 
Ｒ
Ｃ
Ｗ
 
Ｂ
－
中
央
制
御
室
冷
凍
機
入
口
弁

 

⑩
 

Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
熱
交
冷
却
水
出
口
弁

 

□6
※
１

 
Ｒ
Ｃ
Ｗ
 
Ｂ
－
Ａ
Ｈ
Ｅ
Ｆ
西
側
供
給
配
管
止
め
弁

 

□6
※
２

 
Ａ
Ｈ
Ｅ
Ｆ
 
Ｂ
－
西
側
供
給
配
管
止
め
弁

 

□6
※
３

 
Ｒ
Ｃ
Ｗ
 
Ｂ
－
Ａ
Ｈ
Ｅ
Ｆ
西
側
戻
り
配
管
止
め
弁

 

□6
※
４

 
Ａ
Ｈ
Ｅ
Ｆ
 
Ｂ
－
西
側
戻
り
配
管
止
め
弁
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7－
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図

 
残

留
熱

代
替

除
去

系
使
用

時
に

お
け
る
原

子
炉
補

機
代

替
冷
却
系

に
よ

る
補

機
冷

却
水

確
保

 
概

要
図

(４
／

４
)
 

（
原

子
炉

建
物

内
接
続

口
を
使
用

し
た
補

機
冷

却
水
確
保

の
場
合

（
故

意
に

よ
る

大
型

航
空

機
の

衝
突

そ
の

他
の

テ
ロ

 

リ
ズ

ム
に

よ
る
影

響
が

あ
る
場
合

））
 

  
 

記
載
例

 
○

 
 
 
 

 
 

 
 
：

運
転
員
操

作
の

操
作

手
順
番

号
を
示

す
。
 

□
 
 

 
 

 
 
 

 
：

緊
急

時
対

策
要
員
操

作
の

操
作

手
順
番

号
を
示

す
。
 

○
※

１
～
，

□
※
１

～
：

同
一

操
作

手
順
番
号

内
に

複
数

の
操
作

又
は
確

認
を
実

施
す
る
対
象
弁
が
あ
る
場
合
，
そ
の
実
施
順
を
示
す
。
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図
 
残

留
熱

代
替

除
去

系
使
用

時
に

お
け
る
原

子
炉
補

機
代

替
冷
却
系

に
よ
る

補
機

冷
却

水
確

保
 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
（

１
／

４
）

 

（
原

子
炉

建
物

南
側

接
続

口
又

は
原

子
炉

建
物

西
側

接
続

口
を

使
用

し
た

補
機

冷
却

水
確

保
の

場
合

（
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

を
使

用

し
た

場
合

）
）

 

 
 

手
順
の
項
目

電
源

確
認

冷
却

水
確

保
（

流
量

調
整

，
監

視
）

移
動

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

操
作

（
Ｂ

系
）

系
統

構
成

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

※
１

車
両

健
全

性
確

認
（

移
動

式
代

替
熱

交
換

設
備

，
ホ

ー
ス

運
搬

車
）

補
機

冷
却

水
（

淡
水

）
の

供
給

（
監

視
）

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

※
１

車
両

健
全

性
確

認
（

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

，
ホ

ー
ス

展
張

車
）

補
機

冷
却

水
（

海
水

）
の

供
給

（
流

量
調

整
，

監
視

）

移
動

移
動

式
代

替
熱

交
換

設
備

へ
の

電
源

ケ
ー

ブ
ル

接
続

【
接

続
口

周
辺

作
業

】
移

動
式

代
替

熱
交

換
設

備
配

置
，

ホ
ー

ス
運

搬
・

敷
設

等

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

）

移
動

式
代

替
熱

交
換

設
備

配
置

，
準

備

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

配
置

，
取

水
準

備

【
取

水
箇

所
周

辺
作

業
】

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

配
置

，
ホ

ー
ス

運
搬

・
敷

設
等

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
時
間
）

8

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

1 12

緊
急
時
対
策
要
員

3

※
１
：
第
１
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
速
や
か
に
対
応
で
き
る
。

4
5

6
7

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

2

残
留
熱
代
替
除
去
系
使
用
時
に
お
け
る
原
子
炉
補
機
代

替
冷
却
系
に
よ
る
補
機
冷
却
水
確
保

（
原
子
炉
建
物
南
側
接
続
口
又
は
原
子
炉
建
物
西
側
接

続
口
を
使
用
し
た
補
機
冷
却
水
確
保
の
場
合
（
Ｓ
Ａ
電

源
切
替
盤
を
使
用
し
た
場
合
）
）

備
考

1
2

3

要
員
(数

)

残
留

熱
代

替
除

去
系

使
用

時
に

お
け

る
原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

系
に

よ
る

補
機

冷
却

水
供

給
開

始

７
時

間
20

分
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図
 
残

留
熱

代
替

除
去

系
使
用

時
に

お
け
る
原

子
炉
補

機
代

替
冷
却
系

に
よ
る

補
機

冷
却

水
確

保
 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
（

２
／

４
）

 

（
原

子
炉

建
物

南
側

接
続

口
又
は

原
子
炉

建
物

西
側
接
続

口
を
使

用
し

た
補
機

冷
却

水
確

保
の

場
合

（
非

常
用

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ

ン
タ

切
替

盤
を

使
用

し
た
場
合
）
）

 

 
 

手
順
の
項
目

Ｃ
／

Ｃ
　

Ｄ
系

不
要

負
荷

切
り

離
し

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

切
替

盤
操

作
（

Ｂ
系

）

電
源

確
認

冷
却

水
確

保
（

流
量

調
整

，
監

視
）

移
動

，
Ｃ

／
Ｃ

　
Ｄ

系
不

要
負

荷
切

り
離

し

系
統

構
成

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

※
１

車
両

健
全

性
確

認
（

移
動

式
代

替
熱

交
換

設
備

，
ホ

ー
ス

運
搬

車
）

補
機

冷
却

水
（

淡
水

）
の

供
給

（
監

視
）

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

※
２

車
両

健
全

性
確

認
（

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

，
ホ

ー
ス

展
張

車
）

補
機

冷
却

水
（

海
水

）
の

供
給

（
流

量
調

整
，

監
視

）

移
動

移
動

式
代

替
熱

交
換

設
備

へ
の

電
源

ケ
ー

ブ
ル

接
続

備
考

1
2

3
4

5
6

7
8

要
員
(数

)

残
留
熱
代
替
除
去
系
使
用
時
に
お
け
る
原
子
炉
補
機
代

替
冷
却
系
に
よ
る
補
機
冷
却
水
確
保

（
原
子
炉
建
物
南
側
接
続
口
又
は
原
子
炉
建
物
西
側
接

続
口
を
使
用
し
た
補
機
冷
却
水
確
保
の
場
合
（
非
常
用

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
を
使
用
し
た
場
合
）
）

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

1

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

2

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
時
間
）

※
１
：
第
１
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
速
や
か
に
対
応
で
き
る
。

緊
急
時
対
策
要
員

12

【
接

続
口

周
辺

作
業

】
移

動
式

代
替

熱
交

換
設

備
配

置
，

ホ
ー

ス
運

搬
・

敷
設

等

移
動

式
代

替
熱

交
換

設
備

配
置

，
準

備

【
取

水
箇

所
周

辺
作

業
】

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

配
置

，
ホ

ー
ス

運
搬

・
敷

設
等

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

配
置

，
取

水
準

備

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

）

3

残
留
熱
代
替
除
去
系
使
用
時
に
お
け
る
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
に
よ
る
補
機
冷
却
水

供
給
開
始

７
時
間
20
分

残
留
熱
代
替
除
去
系
使
用
時
に
お
け
る
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
に
よ
る
補
機
冷
却
水

供
給
開
始

７
時
間
20
分
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図
 
残

留
熱

代
替

除
去

系
使
用

時
に

お
け
る
原

子
炉
補

機
代

替
冷
却
系

に
よ
る

補
機

冷
却

水
確

保
 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
（

３
／

４
）

 

（
原

子
炉

建
物

内
接

続
口

を
使

用
し

た
補

機
冷

却
水

確
保

の
場

合
（

故
意

に
よ

る
大

型
航

空
機

の
衝

突
そ

の
他

の
テ

ロ
リ

ズ
ム

に

よ
る

影
響

が
あ

る
場

合
）
（
Ｓ
Ａ

電
源
切

替
盤

を
使
用
し

た
場
合

）
）

 

  
 

手
順
の
項
目

電
源

確
認

冷
却

水
確

保
（

流
量

調
整

，
監

視
）

移
動

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

操
作

（
Ｂ

系
）

系
統

構
成

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

※
１

車
両

健
全

性
確

認
（

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

，
ホ

ー
ス

展
張

車
）

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

配
置

，
取

水
準

備

送
水

準
備

（
屋

外
ホ

ー
ス

敷
設

）

送
水

準
備

（
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

）

補
機

冷
却

水
（

海
水

）
の

供
給

（
流

量
調

整
，

監
視

）

備
考

1
2

3
4

5
6

7
8

経
過
時
間
（
時
間
）

要
員
(
数
)

残
留
熱
代
替
除
去
系
使
用
時
に
お
け
る
原
子
炉
補
機
代

替
冷
却
系
に
よ
る
補
機
冷
却
水
確
保

（
原
子
炉
建
物
内
接
続
口
を
使
用
し
た
補
機
冷
却
水
確

保
の
場
合
（
故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
そ
の
他

の
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
よ
る
影
響
が
あ
る
場
合
）
（
Ｓ
Ａ
電

源
切
替
盤
を
使
用
し
た
場
合
）
）

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

1

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

2

緊
急
時
対
策
要
員

6

※
１
：
第
１
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
速
や
か
に
対
応
で
き
る
。

残
留
熱
代
替
除
去
系
使
用
時
に
お
け
る
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
に
よ
る
補
機
冷
却
水
確
保

７
時
間
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残

留
熱

代
替

除
去

系
使
用

時
に

お
け
る
原

子
炉
補

機
代

替
冷
却
系

に
よ
る

補
機

冷
却

水
確

保
 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
（

４
／

４
）

 

（
原

子
炉

建
物

内
接

続
口
を
使
用

し
た
補

機
冷

却
水
確
保

の
場
合
（

故
意
に

よ
る

大
型

航
空

機
の

衝
突

そ
の

他
の

テ
ロ

リ
ズ

ム
に

よ
る

影
響

が
あ

る
場

合
）（

非
常

用
コ
ン

ト
ロ

ー
ル
セ
ン

タ
切
替

盤
を

使
用
し

た
場

合
）
）

 

  

 
 

手
順
の
項
目

Ｃ
／

Ｃ
　

Ｄ
系

不
要

負
荷

切
り

離
し

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

切
替

盤
操

作
（

Ｂ
系

）

電
源

確
認

冷
却

水
確

保
（

流
量

調
整

，
監

視
）

移
動

，
Ｃ

／
Ｃ

　
Ｄ

系
不

要
負

荷
切

り
離

し

系
統

構
成

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

※
１

車
両

健
全

性
確

認
（

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

，
ホ

ー
ス

展
張

車
）

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

配
置

，
取

水
準

備

送
水

準
備

（
屋

外
ホ

ー
ス

敷
設

）

送
水

準
備

（
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

）

補
機

冷
却

水
（

海
水

）
の

供
給

（
流

量
調

整
，

監
視

）

※
１
：
第
１
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
速
や
か
に
対
応
で
き
る
。

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

2

緊
急
時
対
策
要
員

6

要
員
(数

)

残
留
熱
代
替
除
去
系
使
用
時
に
お
け
る
原
子
炉
補
機
代

替
冷
却
系
に
よ
る
補
機
冷
却
水
確
保

（
原
子
炉
建
物
内
接
続
口
を
使
用
し
た
補
機
冷
却
水
確

保
の
場
合
（
故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
そ
の
他

の
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
よ
る
影
響
が
あ
る
場
合
）
（
非
常
用

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
を
使
用
し
た
場
合
）
）

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

1

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

備
考

1
2

3
4

5
6

7
8

経
過
時
間
（
時
間
）

残
留

熱
代

替
除

去
系

使
用

時
に

お
け

る
原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

系
に

よ
る

補
機

冷
却

水
確

保

７
時

間
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第
1.
7－

1
0
図
 

格
納

容
器
フ
ィ

ル
タ
ベ

ン
ト

系
に
よ
る

原
子
炉

格
納

容
器
内
の

減
圧

及
び

除
熱

 
概

要
図

(
１

／
２

)
 

記
載

例
 
○
 

：
操
作
手
順
番
号
を
示
す
。
 

○
a～

 
 

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
で
選
択
し
て
実

施
す

る
操

作
が
あ

る
場
合

の
操
作

手
順

の
優

先
番

号
を
示

す
。
 

○
※

１
～
 
 ：

同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作

又
は

確
認

を
実
施

す
る
対

象
弁
が

あ
る

場
合

，
そ

の
実
施

順
を
示

す
。
 



 

 

1.7－90 

   

操
作
手
順

 
弁
名
称

 

⑦
 

Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
排
気
ラ
イ
ン
ド
レ
ン
排
出
弁

 

⑧
※
１

 
Ｓ
Ｇ
Ｔ
 
Ｎ
Ｇ
Ｃ
連
絡
ラ
イ
ン
隔
離
弁

 

⑧
※
２

 
Ｓ
Ｇ
Ｔ
 
Ｎ
Ｇ
Ｃ
連
絡
ラ
イ
ン
隔
離
弁
後
弁

 

⑧
※
３

 
Ｓ
Ｇ
Ｔ
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
止
め
弁

 

⑧
※
４

 
Ｓ
Ｇ
Ｔ
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
止
め
弁
後
弁

 

⑧
※
５

 
Ｎ
Ｇ
Ｃ
常
用
空
調
換
気
入
口
隔
離
弁

 

⑧
※
６

 
Ｎ
Ｇ
Ｃ
常
用
空
調
換
気
入
口
隔
離
弁
後
弁

 

⑧
※
７

 
Ｓ
Ｇ
Ｔ
 
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
入
口
弁

 

（
第
３
弁
）

 

⑧
※
８
⑲

※
１

 
Ｎ
Ｇ
Ｃ
非
常
用
ガ
ス
処
理
入
口
隔
離
弁

（
第
２
弁
）

 

⑧
※
９
⑲

※
２

 
Ｎ
Ｇ
Ｃ
非
常
用
ガ
ス
処
理
入
口
隔
離
弁
バ
イ
パ
ス
弁

 

（
第
２
弁
バ
イ
パ
ス
弁
）

 

⑬
ａ
 
⑰

※
１

 
Ｎ
Ｇ
Ｃ
 
Ｎ
２
ト
ー
ラ
ス
出
口
隔
離
弁

 

（
第
１
弁
（
Ｗ
／
Ｗ
）
）

 

⑬
ｂ
 
⑰

※
２

 
Ｎ
Ｇ
Ｃ
 
Ｎ
２
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
出
口
隔
離
弁

 

（
第
１
弁
（
Ｄ
／
Ｗ
）
）

 

    

第
1.
7－

1
0
図
 

格
納

容
器
フ
ィ

ル
タ
ベ

ン
ト

系
に
よ
る

原
子
炉

格
納

容
器
内
の

減
圧

及
び

除
熱

 
概

要
図

(
２

／
２

)
 

 
 

記
載

例
 
○
 

：
操

作
手
順

番
号
を

示
す
。
 

○
a～

 
 

：
同

一
操
作

手
順
番

号
内
で

選
択
し

て
実

施
す

る
操

作
が
あ

る
場
合
の
操
作
手
順
の
優
先
番
号
を
示
す
。
 

○
※

１
～
 
 ：

同
一

操
作

手
順
番

号
内
に

複
数
の

操
作

又
は

確
認

を
実
施

す
る
対
象
弁
が
あ
る
場
合
，
そ
の
実
施
順
を
示
す
。
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第
1
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－
1
1
図

 
格

納
容

器
フ

ィ
ル
タ
ベ

ン
ト

系
に
よ
る

原
子
炉

格
納

容
器
内
の

減
圧
及

び
除

熱
（

Ｗ
／

Ｗ
）

 
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

 

 
 

手
順

の
項

目

系
統

構
成

（
第

２
弁

全
開

操
作

）

ベ
ン

ト
実

施
操

作
（

第
１

弁
（

Ｗ
／

Ｗ
）

全
開

操
作

）

移
動

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

操
作

（
Ａ

系
：

第
１

弁
）

移
動

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

操
作

（
Ｂ

系
：

第
２

弁
）

緊
急

時
対

策
所

～
原

子
炉

建
物

南
側

移
動

Ｆ
Ｃ

Ｖ
Ｓ

排
気

ラ
イ

ン
ド

レ
ン

排
出

弁
の

閉
操

作

手
順

の
項

目

Ｃ
／

Ｃ
　

Ｃ
系

不
要

負
荷

切
り

離
し

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

切
替

盤
操

作
（

Ａ
系

）

Ｃ
／

Ｃ
　

Ｄ
系

不
要

負
荷

切
り

離
し

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

切
替

盤
操

作
（

Ｂ
系

）

電
源

確
認 系
統

構
成

（
第

２
弁

全
開

操
作

）

ベ
ン

ト
実

施
操

作
（

第
１

弁
（

Ｗ
／

Ｗ
）

全
開

操
作

）

移
動

，
Ｃ

／
Ｃ

　
Ｃ

系
不

要
負

荷
切

り
離

し 移
動

，
Ｃ

／
Ｃ

　
Ｄ

系
不

要
負

荷
切

り
離

し

緊
急

時
対

策
所

～
原

子
炉

建
物

南
側

移
動

Ｆ
Ｃ

Ｖ
Ｓ

排
気

ラ
イ

ン
ド

レ
ン

排
出

弁
の

閉
操

作

要
員

(
数

)

必
要

な
要

員
と

作
業

項
目

経
過

時
間

（
分

）

備
考

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0
0

1
1
0

※
１

1
2
0

電
源

確
認

中
央

制
御

室
運

転
員

Ａ
１

現
場

運
転

員
Ｂ

，
Ｃ

２

緊
急

時
対

策
要

員
２

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

（
Ｗ

／
Ｗ

）
（

交
流

動
力

電
源

が
健

全
な

場
合

（
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

を
使

用
し

た
場

合
）

）

必
要

な
要

員
と

作
業

項
目

経
過

時
間

（
分

）

備
考

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0
0

1
1
0

1
2
0

要
員

(
数

)

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

（
Ｗ

／
Ｗ

）
（

交
流

動
力

電
源

が
健

全
な

場
合

（
非

常
用

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
切

替
盤

を
使

用
し

た
場

合
）

）

中
央

制
御

室
運

転
員

Ａ
１

緊
急

時
対

策
要

員
２

※
１

：
第

２
弁

の
開

操
作

が
で

き
な

い
場

合
は

，
第

２
弁

バ
イ

パ
ス

弁
を

全
開

と
す

る
。

※
１

現
場

運
転

員
Ｂ

，
Ｃ

２

原
子

炉
格

納
容

器
ベ

ン
ト

開
始

5
5
分

原
子

炉
格

納
容

器
ベ

ン
ト

開
始

8
0
分
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格

納
容

器
フ

ィ
ル
タ
ベ

ン
ト

系
に
よ
る

原
子
炉

格
納

容
器
内
の

減
圧
及

び
除

熱
（

Ｄ
／

Ｗ
）

 
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

 

 
 

手
順
の
項
目

系
統

構
成

（
第

２
弁

全
開

操
作

）

ベ
ン

ト
実

施
操

作
（

第
１

弁
（

Ｄ
／

Ｗ
）

全
開

操
作

）

移
動

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

操
作

（
Ａ

系
：

第
１

弁
）

移
動

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

操
作

（
Ｂ

系
：

第
２

弁
）

緊
急

時
対

策
所

～
原

子
炉

建
物

南
側

移
動

Ｆ
Ｃ

Ｖ
Ｓ

排
気

ラ
イ

ン
ド

レ
ン

排
出

弁
の

閉
操

作

手
順
の
項
目

Ｃ
／

Ｃ
　

Ｃ
系

不
要

負
荷

切
り

離
し

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

切
替

盤
操

作
（

Ａ
系

）

Ｃ
／

Ｃ
　

Ｄ
系

不
要

負
荷

切
り

離
し

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

切
替

盤
操

作
（

Ｂ
系

）

電
源

確
認 系
統

構
成

（
第

２
弁

全
開

操
作

）

ベ
ン

ト
実

施
操

作
（

第
１

弁
（

Ｄ
／

Ｗ
）

全
開

操
作

）

移
動

，
Ｃ

／
Ｃ

　
Ｃ

系
不

要
負

荷
切

り
離

し 移
動

，
Ｃ

／
Ｃ

　
Ｄ

系
不

要
負

荷
切

り
離

し

緊
急

時
対

策
所

～
原

子
炉

建
物

南
側

移
動

Ｆ
Ｃ

Ｖ
Ｓ

排
気

ラ
イ

ン
ド

レ
ン

排
出

弁
の

閉
操

作

※
１
：
第
２
弁
の
開
操
作
が
で
き
な
い
場
合
は
，
第
２
弁
バ
イ
パ
ス
弁
を
全
開
と
す
る
。

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

電
源

確
認

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１
※
１

緊
急
時
対
策
要
員

２

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容

器
内
の
減
圧
及
び
除
熱

（
Ｄ
／
Ｗ
）

（
交
流
動
力
電
源
が
健
全
な
場
合
（
Ｓ
Ａ
電
源
切
替
盤

を
使
用
し
た
場
合
）
）

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0
0

1
1
0

1
2
0

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0
0

1
1
0

1
2
0

要
員
(
数
)

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容

器
内
の
減
圧
及
び
除
熱

（
Ｄ
／
Ｗ
）

（
交
流
動
力
電
源
が
健
全
な
場
合
（
非
常
用
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
を
使
用
し
た
場
合
）
）

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

緊
急
時
対
策
要
員

２

※
１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

原
子
炉
格
納
容
器
ベ
ン
ト
開
始

5
5
分

原
子
炉
格
納
容
器
ベ
ン
ト
開
始

8
0
分
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作
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弁
名
称

 

⑩
⑭

 
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
補
給
止
め
弁

 

  

第
1.
7－

1
3
図
 

第
１

ベ
ン
ト
フ

ィ
ル
タ

ス
ク

ラ
バ
容
器

水
位
調

整
（

水
張

り
）

 
概

要
図

 

記
載

例
 
○
 

：
操

作
手
順

番
号
を

示
す
。
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第
1.
7－

1
4
図

 
第
１

ベ
ン
ト
フ

ィ
ル
タ

ス
ク

ラ
バ
容
器

水
位
調

整
（

水
張

り
）

 
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

 

  

手
順
の
項
目

水
位

監
視

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

※
１

車
両

健
全

性
確

認
（

ホ
ー

ス
展

張
車

）

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

及
び

送
水

ヘ
ッ

ダ
接

続
）

ホ
ー

ス
取

外
し

緊
急

時
対

策
所

～
第

３
保

管
エ

リ
ア

移
動

※
２

車
両

健
全

性
確

認
（

大
量

送
水

車
，

ホ
ー

ス
展

張
車

）

大
量

送
水

車
配

置

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

）

大
量

送
水

車
起

動
，

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
ス

ク
ラ

バ
容

器
注

水
開

始

停
止

操
作

※
１
：
第
１
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
速
や
か
に
対
処
で
き
る
。

※
２
：
第
２
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
25
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

【
取

水
箇

所
周

辺
作

業
】

大
量

送
水

車
配

置
，

ホ
ー

ス
運

搬
・

敷
設

，
注

水
操

作
等

緊
急
時
対
策
要
員

６

送
水

準
備

（
送

水
ヘ

ッ
ダ

～
第

１
ベ

ン
ト

フ
ィ

ル
タ

ス
ク

ラ
バ

容
器

補
給

用
接

続
口

）

【
接

続
口

周
辺

作
業

】
ホ

ー
ス

運
搬

・
敷

設
，

送
水

ヘ
ッ

ダ
運

搬
・

接
続

等

13
0

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

要
員
(
数
)

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器

水
位
調
整
（
水
張
り
）

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

緊
急
時
対
策
要
員

６

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30
40

50
60

70
14
0

15
0

80
90

10
0

11
0

12
0

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
ス

ク
ラ

バ
容

器
注

水
開

始
２

時
間

1
0
分

水
位
調
整
（
水
張
り
）
完
了

２
時
間
30
分



 

 

1.7－95 

 

操
作
手
順

 
弁
名
称

 

②
※
１
⑤

※
１

 
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
１
次
ド
レ
ン
弁

 

②
※
２
⑤

※
２

 
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
ド
レ
ン
移
送
ラ
イ
ン
連
絡
弁

 

  

第
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7－

1
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図
 

第
１

ベ
ン
ト
フ

ィ
ル
タ

ス
ク

ラ
バ
容
器

水
位
調

整
（

水
抜

き
）

 
概

要
図

 

記
載
例

 
○
 

：
操

作
手
順

番
号
を

示
す
。
 

○
※

１
～
 
 ：

同
一

操
作

手
順
番

号
内
に

複
数
の

操
作

又
は

確
認

を
実
施

す
る
対

象
弁
が

あ
る
場
合
，
そ
の
実
施
順
を
示
す
。
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第
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1
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図

 
第
１

ベ
ン
ト
フ

ィ
ル
タ

ス
ク

ラ
バ
容
器

水
位
調

整
（

水
抜

き
）

 
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト
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1
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図

 
格
納

容
器
フ
ィ

ル
タ
ベ

ン
ト

系
停
止
後

の
窒
素

ガ
ス

パ
ー

ジ
 

概
要

図
(１

／
２

)
 

 

記
載

例
 
○
 

：
操
作
手
順
番
号
を
示
す
。
 

○
a～

 
 

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
で
選
択
し

て
実

施
す

る
操

作
が
あ

る
場
合

の
操
作

手
順

の
優

先
番

号
を
示

す
。
 

○
※
１
～
 
 ：

同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の

操
作

又
は

確
認

を
実
施

す
る
対

象
弁
が

あ
る

場
合

，
そ

の
実
施

順
を
示

す
。
 



 

 

1.7－98 

      

操
作

手
順

 
弁

名
称

 

⑦
※
１

 
Ｎ

Ｇ
Ｃ
 
Ｎ

２
ト
ー
ラ

ス
出

口
隔

離
弁

 

（
第

１
弁
（

Ｗ
／
Ｗ
）

）
 

⑦
※
２

 
Ｎ

Ｇ
Ｃ
 
Ｎ

２
ド
ラ
イ

ウ
ェ

ル
出

口
隔
離
弁

 

（
第

１
弁
（

Ｄ
／
Ｗ
）

）
 

⑦
※
３

 
Ｓ

Ｇ
Ｔ
 
Ｆ

Ｃ
Ｖ
Ｓ
第

１
ベ

ン
ト

フ
ィ
ル
タ
入
口
弁

 

（
第

３
弁
）
 

⑦
※
４

 
Ｎ

Ｇ
Ｃ

非
常

用
ガ
ス
処

理
入

口
隔

離
弁
（
第
２
弁
）
 

⑦
※
５

 
Ｎ

Ｇ
Ｃ

非
常

用
ガ
ス
処

理
入

口
隔

離
弁
バ
イ
パ
ス
弁

 

（
第

２
弁
バ

イ
パ
ス
弁

）
 

⑩
ａ

 
Ｆ

Ｃ
Ｖ

Ｓ
窒

素
ガ
ス
補

給
元

弁
 

⑩
ｂ
⑩

ｃ
 

Ｆ
Ｃ

Ｖ
Ｓ
建

物
内
窒
素

ガ
ス

補
給

元
弁
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図

 
格
納

容
器
フ
ィ

ル
タ
ベ

ン
ト

系
停
止
後

の
窒
素

ガ
ス

パ
ー

ジ
 

概
要

図
(２

／
２

)
 

 
 

記
載
例

 
○
 

：
操

作
手
順

番
号
を

示
す
。
 

○
a～

 
 

：
同

一
操
作

手
順
番

号
内
で

選
択
し

て
実

施
す

る
操

作
が
あ

る
場
合

の
操
作
手
順
の
優
先
番
号
を
示
す
。
 

○
※

１
～
 
 ：

同
一

操
作

手
順
番

号
内
に

複
数
の

操
作

又
は

確
認

を
実
施

す
る
対

象
弁
が
あ
る
場
合
，
そ
の
実
施
順
を
示
す
。
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第
1.
7－

1
8
図
 

格
納

容
器
フ
ィ

ル
タ
ベ

ン
ト

系
停
止
後

の
窒
素

ガ
ス

パ
ー
ジ

 
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

（
１

／
３

）
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

  
 
（

窒
素

供
給

ラ
イ
ン
接

続
口
を

使
用

し
た
格
納

容
器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
停

止
後

の
窒

素
ガ

ス
パ

ー
ジ

の
場

合
）

 

 
 

手
順
の
項
目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

車
両

健
全

性
確

認
（

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
）

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
の

移
動

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
の

ホ
ー

ス
敷

設
・

接
続

，
暖

気
運

転

弁
開

操
作

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

車
両

健
全

性
確

認
（

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
水

素
濃

度
）

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
水

素
濃

度
の

移
動

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
水

素
濃

度
の

ホ
ー

ス
，

電
源

ケ
ー

ブ
ル

敷
設

・
接

続

起
動

操
作

系
統

構
成

要
員
(数

)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

20
40

60
80

10
0

12
0

14
0

16
0

18
0

20
0

22
0

24
0

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
の

ホ
ー

ス
敷

設
・

接
続

，
暖

気
運

転
等

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
水

素
濃

度
の

ホ
ー

ス
，

電
源

ケ
ー

ブ
ル

敷
設

・
接

続
，

起
動

操
作

等

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
停
止
後

の
窒
素
ガ
ス
パ
ー
ジ
（
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
接
続
口
を
使

用
し
た
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
停
止
後
の
窒
素

ガ
ス
パ
ー
ジ
の
場
合
の
場
合
）

緊
急
時
対
策
要
員

２ ２

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
に

よ
る

窒
素

ガ
ス

パ
ー

ジ
開

始
２

時
間
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第
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7
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1
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図
 

格
納

容
器
フ
ィ

ル
タ
ベ

ン
ト

系
停
止
後

の
窒
素

ガ
ス

パ
ー

ジ
 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
（

２
／

３
）

 

 
  

 
 
 
 

（
窒

素
供
給
ラ

イ
ン
接

続
口

（
建
物
内

）（
原

子
炉

建
物
付

属
棟

西
側

扉
）

を
使

用
し

た
格

納
 

容
器

フ
ィ

ル
タ
ベ

ン
ト

系
停
止
後

の
窒
素

ガ
ス

パ
ー
ジ

の
場

合
）

 

 
 

手
順
の
項
目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

車
両

健
全

性
確

認
（

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
）

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
の

移
動

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
の

ホ
ー

ス
敷

設
・

接
続

，
暖

気
運

転

弁
開

操
作

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

車
両

健
全

性
確

認
（

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
水

素
濃

度
）

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
水

素
濃

度
の

移
動

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
水

素
濃

度
の

ホ
ー

ス
，

電
源

ケ
ー

ブ
ル

敷
設

・
接

続

起
動

操
作

系
統

構
成

要
員
(数

)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

20
40

60
80

10
0

12
0

14
0

16
0

18
0

20
0

22
0

24
0

２

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
停
止
後

の
窒
素
ガ
ス
パ
ー
ジ
（
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
接
続
口
（
建

物
内
）
（
原
子
炉
建
物
付
属
棟
西
側
扉
）
を
使
用
し
た

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
停
止
後
の
窒
素
ガ
ス

パ
ー
ジ
の
場
合
)

緊
急
時
対
策
要
員

２

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
の

ホ
ー

ス
敷

設
・

接
続

，
暖

気
運

転
等

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
水

素
濃

度
の

ホ
ー

ス
，

電
源

ケ
ー

ブ
ル

敷
設

・
接

続
，

起
動

操
作

等

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る
窒
素
ガ
ス
パ
ー
ジ
開
始

２
時
間
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図

 
格

納
容

器
フ

ィ
ル
タ
ベ

ン
ト

系
停
止
後

の
窒
素

ガ
ス

パ
ー
ジ

 
タ
イ
ム

チ
ャ

ー
ト

（
３

／
３

）
 

（
窒

素
供

給
ラ

イ
ン
接

続
口
（
建

物
内
）
（
タ

ー
ビ
ン
建

物
北
側

扉
）

を
使

用
し

た
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
 

停
止

後
 

の
窒
素

ガ
ス

パ
ー
ジ
の

場
合
（

故
意

に
よ
る
大

型
航
空

機
の

衝
突

そ
の

他
の

テ
ロ

リ
ズ

ム
に

よ
る

影
響

 

が
あ

る
場

合
））

 

  

手
順
の
項
目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

車
両

健
全

性
確

認
（

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
）

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
の

移
動

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
の

ホ
ー

ス
敷

設
・

接
続

，
暖

気
運

転

弁
開

操
作

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

車
両

健
全

性
確

認
（

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
水

素
濃

度
）

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
水

素
濃

度
の

移
動

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
水

素
濃

度
の

ホ
ー

ス
，

電
源

ケ
ー

ブ
ル

敷
設

・
接

続

起
動

操
作

系
統

構
成

（
監

視
）

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
の

ホ
ー

ス
敷

設
・

接
続

，
暖

気
運

転
等

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１２

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
水

素
濃

度
の

ホ
ー

ス
，

電
源

ケ
ー

ブ
ル

敷
設

・
接

続
，

起
動

操
作

等

12
0

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
停
止
後

の
窒
素
ガ
ス
パ
ー
ジ
（
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
接
続
口
（
建

物
内
）
（
タ
ー
ビ
ン
建
物
北
側
扉
）
を
使
用
し
た
格
納

容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
停
止
後
の
窒
素
ガ
ス
パ
ー
ジ

の
場
合
（
故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
そ
の
他
の

テ
ロ
リ
ズ
ム
に
よ
る
影
響
が
あ
る
場
合
）

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

60
18
0

24
0

30
0

36
0

緊
急
時
対
策
要
員

48
0

要
員
(数

)

２

42
0

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る
窒
素
ガ
ス
パ
ー
ジ
開
始

６
時
間

40
分
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操
作
手
順

 
弁
名
称

 

④
※
１

 
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
薬
品
注
入
タ
ン
ク
出
口
弁

 

④
※
２

 
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
循
環
ラ
イ
ン
止
め
弁
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図

 
第
１

ベ
ン
ト
フ

ィ
ル
タ

ス
ク

ラ
バ
容
器

ス
ク
ラ

ビ
ン

グ
水

ｐ
Ｈ

調
整
 

概
要

図
 

記
載

例
 
○
 

：
操

作
手
順

番
号
を

示
す
。
 

○
※

１
～
 
 ：

同
一

操
作

手
順
番

号
内
に

複
数
の

操
作

又
は

確
認

を
実
施

す
る
対
象
弁
が
あ
る
場
合
，
そ
の
実
施
順
を
示
す
。
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第
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0
図
 

第
１

ベ
ン
ト
フ

ィ
ル
タ

ス
ク

ラ
バ
容
器

ス
ク
ラ

ビ
ン

グ
水

ｐ
Ｈ

調
整

 
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト
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操
作
手
順

 
弁
名
称

 

③
 

Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ト
ー
ラ
ス
ス
プ
レ
イ
弁

 

⑤
 

Ｐ
Ｈ
Ｃ
空
気
供
給
電
磁
弁

 

⑦
※
１

 
Ｐ
Ｈ
Ｃ

 
Ａ
－
窒
素
ガ
ス
供
給
弁

 

⑦
※
２

 
Ｐ
Ｈ
Ｃ

 
Ｂ
－
窒
素
ガ
ス
供
給
弁

 

⑧
※
１
⑨

※
１

 
Ｐ
Ｈ
Ｃ

 
Ａ
－
薬
液
タ
ン
ク
出
口
薬
剤
注
入
弁

 

⑧
※
２
⑨

※
２

 
Ｐ
Ｈ
Ｃ

 
Ｂ
－
薬
液
タ
ン
ク
出
口
薬
剤
注
入
弁

 

  

第
1
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1
図
 

サ
プ

レ
ッ
シ
ョ

ン
・
プ

ー
ル

水
ｐ
Ｈ

制
御

 
概

要
図

 
 

記
載

例
 
○
 

：
操

作
手
順

番
号
を

示
す
。
 

○
※

１
～
 
 ：

同
一

操
作

手
順
番

号
内
に

複
数
の

操
作

又
は

確
認
を
実
施
す
る
対
象
弁
が
あ
る
場
合
，
そ
の
実
施
順
を
示
す
。
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図

 
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ

ン
・
プ

ー
ル

水
ｐ
Ｈ

制
御
 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
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ド
ラ

イ
ウ
ェ
ル

ｐ
Ｈ
制

御
 

概
要
図

(
１

／
２
)
 

 

記
載
例

 
○
 

：
操
作
手
順
番
号
を
示
す
。
 

○
※
１
～
 
 ：

同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複

数
の

操
作

又
は

確
認

を
実
施

す
る
対

象
弁
が

あ
る

場
合

，
そ

の
実
施

順
を
示

す
。
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操
作
手
順

 
弁
名
称

 

⑤
※
１

 
Ｂ
－
熱
交
バ
イ
パ
ス
弁

 

⑤
※
２

 
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
ラ
イ
ン
入
口
止
め
弁

 

⑤
※
３

 
Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第
２
ス
プ
レ
イ
弁

 

⑧
※
１

 
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
ラ
イ
ン
流
量
調
節

弁
 

⑧
※
２

 
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 
Ｐ
Ｃ
Ｖ
ス
プ
レ
イ
連
絡
ラ
イ
ン
流
量
調
節
弁

 

   

第
1
.7
－

2
3図

 
ド
ラ

イ
ウ
ェ
ル

ｐ
Ｈ
制

御
 

概
要
図

(
２

／
２
)
 

 

 
 

記
載
例

 
○
 

：
操

作
手
順

番
号
を

示
す
。
 

○
※

１
～
 
 ：

同
一

操
作

手
順
番

号
内
に

複
数
の

操
作

又
は

確
認

を
実
施

す
る
対

象
弁
が
あ
る
場
合
，
そ
の
実
施
順
を
示
す
。
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第
1
.7
－

2
4図

 
ド
ラ

イ
ウ
ェ
ル

ｐ
Ｈ
制

御
 

タ
イ
ム

チ
ャ

ー
ト

 

 
 

手
順
の
項
目

電
源

確
認

系
統

構
成

起
動

操
作

移
動

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

操
作

（
Ｂ

系
）

手
順
の
項
目

Ｃ
／

Ｃ
　

Ｄ
系

不
要

負
荷

切
り

離
し

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

切
替

盤
操

作
（

Ｂ
系

）

電
源

確
認

系
統

構
成

起
動

操
作

移
動

，
Ｃ

／
Ｃ

　
Ｄ

系
不

要
負

荷
切

り
離

し

8
0

9
0

1
0
0

1
1
0

1
2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ｐ
Ｈ
制
御
（
Ｓ
Ａ
電
源
切
替
盤
を
使
用

し
た
場
合
）

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

要
員
(
数
)

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

備
考

1
0

2
0

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0
0

1
1
0

1
2
0

要
員
(
数
)

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ｐ
Ｈ
制
御
（
非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ

ン
タ
切
替
盤
を
使
用
し
た
場
合
）

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

薬
液
注
入
開
始

4
5
分

薬
液
注
入
開
始

6
0
分
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操
作
手
順

 
弁
名
称

 

⑥
ａ
※
１

 
Ａ
Ｎ
Ｉ
代
替
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
元
弁
（
Ｄ
／
Ｗ
側
）

 

⑥
ａ
※
２

 
Ａ
Ｎ
Ｉ
代
替
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
元
弁
（
Ｓ
／
Ｃ
側
）

 

⑥
ｂ

※
１
⑥

ｃ
※
１

 
Ａ
Ｎ
Ｉ
建
物
内
代
替
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
元
弁
（
Ｄ
／
Ｗ
側
）

 

⑥
ｂ

※
２
⑥

ｃ
※
２

 
Ａ
Ｎ
Ｉ
建
物
内
代
替
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
元
弁
（
Ｓ
／
Ｃ
側
）

 

    

第
1.
7－

2
5図

 
可
搬

式
窒
素
供

給
装
置

に
よ

る
原
子
炉

格
納
容

器
へ

の
窒

素
ガ

ス
供

給
 概

要
図

 
 

記
載
例

 
○
 

：
操

作
手
順

番
号
を

示
す
。
 

○
a～
 

：
同

一
操
作

手
順
番

号
内
で

選
択
し

て
実

施
す

る
操

作
が
あ

る
場
合

の
操
作
手
順
を
示
す
。
 

○
※

１
～
 
 ：

同
一

操
作

手
順
番

号
内
に

複
数
の

操
作

又
は

確
認

を
実
施

す
る
対

象
弁
が
あ
る
場
合
，
そ
の
実
施
順
を
示
す
。
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第
1.
7
－

2
6図

 
可

搬
式

窒
素
供

給
装
置

に
よ

る
原
子
炉

格
納
容

器
へ

の
窒
素
ガ

ス
供

給
 タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

(
１

／
３

)
 

 
  
 
  

（
窒

素
供

給
ラ

イ
ン
接
続

口
を
使

用
し

た
原
子
炉

格
納
容

器
へ

の
窒

素
ガ

ス
供

給
の

場
合

）
 

 
 

手
順
の
項
目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

車
両

健
全

性
確

認
（

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
）

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
の

移
動

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
の

ホ
ー

ス
敷

設
・

接
続

，
暖

気
運

転

弁
開

操
作

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
ガ
ス
供
給

（
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
接
続
口
を
使
用
し
た
原
子
炉
格
納

容
器
へ
の
窒
素
ガ
ス
供
給
の
場
合
）

緊
急
時
対
策
要
員

２

要
員
(数

)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

60
80

10
0

40
20

22
0

24
0

12
0

14
0

16
0

18
0

20
0

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
ガ
ス
供
給
開
始

２
時
間
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第
1
.7

－
2
6
図

 
可

搬
式

窒
素
供

給
装
置

に
よ

る
原
子
炉

格
納
容

器
へ

の
窒
素
ガ

ス
供

給
 
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

(
２

／
３

)
 

（
窒

素
供

給
ラ
イ

ン
接

続
口
（
建

物
内
）
（
原

子
炉
建
物

付
属
棟

西
側

扉
）

を
使

用
し

た
原

子
炉

格
納

 

容
器

へ
の

窒
素
ガ

ス
供

給
の
場
合

）
 

 
 

手
順
の
項
目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

車
両

健
全

性
確

認
（

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
）

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
の

移
動

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
の

ホ
ー

ス
敷

設
・

接
続

，
暖

気
運

転

弁
開

操
作

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

1
2
0

1
4
0

1
6
0

1
8
0

2
0
0

2
2
0

2
4
0

要
員
(
数
)

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
ガ
ス
供
給

（
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
接
続
口
（
建
物
内
）
（
原
子
炉
建

物
付
属
棟
西
側
扉
）
を
使
用
し
た
原
子
炉
格
納
容
器
へ

の
窒
素
ガ
ス
供
給
の
場
合
）

緊
急
時
対
策
要
員

２

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
窒

素
ガ

ス
供

給
開

始

２
時

間
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第
1
.7

－
2
6
図

 
可

搬
式

窒
素
供

給
装
置

に
よ

る
原
子
炉

格
納
容

器
へ

の
窒
素
ガ

ス
供

給
 
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

(
３

／
３

)
 

（
窒

素
供

給
ラ
イ

ン
接

続
口
（
建

物
内
）
（
タ

ー
ビ
ン
建

物
北
側

扉
）

を
使

用
し

た
原

子
炉

格
納

容
器

へ
の

窒
素

 

ガ
ス

供
給

の
場
合

（
故

意
に
よ
る

大
型
航

空
機

の
衝
突
そ

の
他

の
テ

ロ
リ

ズ
ム

に
よ

る
影

響
が

あ
る

場
合

）
）

 

 
 

手
順
の
項
目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

車
両

健
全

性
確

認
（

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
）

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
の

移
動

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
の

ホ
ー

ス
敷

設
・

接
続

，
暖

気
運

転

弁
開

操
作

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

6
0

3
6
0

4
8
0

1
8
0

2
4
0

3
0
0

1
2
0

4
2
0

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
ガ
ス
供
給

（
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
接
続
口
（
建
物
内
）
（
タ
ー
ビ
ン

建
物
北
側
扉
）
を
使
用
し
た
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒

素
ガ
ス
供
給
の
場
合
（
故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝

突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
よ
る
影
響
が
あ
る
場

合
）
）

緊
急
時
対
策
要
員

２

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
ガ
ス
供
給
開
始

６
時
間

4
0
分
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第
1
.7
－

2
7
図
 

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ
ベ

ン
ト

系
に
よ
る

原
子
炉

格
納

容
器
内
の

減
圧
及

び
除

熱
（

現
場

操
作

）
 

概
要

図
(１

／
２

)
 

 

記
載

例
 
○
 

：
操
作
手
順
番
号
を
示
す
。
 

○
a～

 
 

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
で
選
択
し

て
実

施
す

る
操

作
が
あ

る
場
合

の
操
作

手
順

の
優

先
番

号
を
示

す
。
 

○
※
１
～
 
 ：

同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の

操
作

又
は

確
認

を
実
施

す
る
対

象
弁
が

あ
る

場
合

，
そ

の
実
施

順
を
示

す
。
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操
作
手
順

 
弁
名
称
 

⑤
※
１
 

Ｓ
Ｇ
Ｔ
 
Ｎ
Ｇ
Ｃ
連
絡
ラ
イ
ン
隔
離
弁

 

⑤
※
２
 

Ｓ
Ｇ
Ｔ
 
Ｎ
Ｇ
Ｃ
連
絡
ラ
イ
ン
隔
離
弁
後
弁

 

⑤
※
３
 

Ｓ
Ｇ
Ｔ
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
止
め
弁

 

⑤
※
４
 

Ｓ
Ｇ
Ｔ
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
止
め
弁
後
弁

 

⑤
※
５
 

Ｎ
Ｇ
Ｃ
常
用
空
調
換
気
入
口
隔
離
弁

 

⑤
※
６
 

Ｎ
Ｇ
Ｃ
常
用
空
調
換
気
入
口
隔
離
弁
後
弁

 

⑤
※
７
 

Ｓ
Ｇ
Ｔ
 
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
入
口
弁

 

（
第
３
弁
）
 

⑥
 

Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
排
気
ラ
イ
ン
ド
レ
ン
排
出
弁

 

⑦
※
１
⑲

※
１
 

Ｎ
Ｇ
Ｃ
非
常
用
ガ
ス
処
理
入
口
隔
離
弁
（
第
２
弁
）

 

⑦
※
２
⑲

※
２
 

Ｎ
Ｇ
Ｃ
非
常
用
ガ
ス
処
理
入
口
隔
離
弁
バ
イ
パ
ス
弁

 

（
第
２
弁
バ
イ
パ
ス
弁
）

 

⑬
ａ
⑰

※
１
 

Ｎ
Ｇ
Ｃ
 
Ｎ
２
ト
ー
ラ
ス
出
口
隔
離
弁

 

（
第
１
弁
（
Ｗ
／
Ｗ
）
）

 

⑬
ｂ
⑰

※
２
 

Ｎ
Ｇ
Ｃ
 
Ｎ
２
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
出
口
隔
離
弁

 

（
第
１
弁
（
Ｄ
／
Ｗ
）
）

 

    

第
1
.7
－

2
7
図
 

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ
ベ

ン
ト

系
に
よ
る

原
子
炉

格
納

容
器
内
の

減
圧
及

び
除

熱
（

現
場

操
作

）
 

概
要

図
(２

／
２

)
 
 

 
 

記
載

例
 
○
 

：
操

作
手
順

番
号
を

示
す
。
 

○
a～

 
 

：
同

一
操
作

手
順
番

号
内
で

選
択
し

て
実

施
す

る
操

作
が
あ

る
場
合
の
操
作
手
順
の
優
先
番
号
を
示
す
。
 

○
※

１
～
 
 ：

同
一

操
作

手
順
番

号
内
に

複
数
の

操
作

又
は

確
認

を
実
施

す
る
対
象
弁
が
あ
る
場
合
，
そ
の
実
施
順
を
示
す
。
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第

1
.7
－

2
8
図
 

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ
ベ

ン
ト

系
に
よ
る

原
子
炉

格
納

容
器
内
の

減
圧
及

び
除

熱
（

Ｗ
／

Ｗ
）

 
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

 

（
現

場
操

作
に

よ
る
原

子
炉
格
納

容
器
ベ

ン
ト

）
  

 
第
1
.7
－

2
9図

 
格

納
容

器
フ

ィ
ル
タ
ベ

ン
ト

系
に
よ
る

原
子
炉

格
納

容
器
内
の

減
圧

及
び

除
熱

（
Ｄ

／
Ｗ

）
 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
 

（
現

場
操

作
に

よ
る
原

子
炉
格
納

容
器
ベ

ン
ト

）
 

手
順
の
項
目

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１
電

源
確

認

緊
急

時
対

策
所

～
原

子
炉

建
物

南
側

移
動

Ｆ
Ｃ

Ｖ
Ｓ

排
気

ラ
イ

ン
ド

レ
ン

排
出

弁
の

閉
操

作

移
動

，
系

統
構

成
（

第
２

弁
全

開
操

作
）

緊
急
時
対
策
要
員

２

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容

器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
（
現
場
操
作
）

（
Ｗ
／
Ｗ
）

（
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
の
場
合
）

24
0

２
現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

要
員
(
数
)

移
動
，
ベ
ン
ト
実
施
操
作

（
第
１
弁
（
Ｗ
／
Ｗ
）
全
開
操
作
）

※
１

※
１
：
第
２
弁
の
開
操
作
が
で
き
な
い
場
合
は
，
第
２
弁
バ
イ
パ
ス
弁
を
全
開
と
す
る
。
現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ
に
て
実
施
し
た
場
合
，
２
時
間
50
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

20
40

60
80

10
0

12
0

14
0

16
0

18
0

20
0

22
0

原
子
炉
格
納
容
器
ベ
ン
ト
開
始

２
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第1.7－30図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート 

Yes 

No 

炉心の著しい損傷の発生 

不活性ガスによる 

系統内の置換 

不活性ガスによる 

系統内の置換 

優先① 
格納容器フィルタベント系による 

Ｗ／Ｗ側 
格納容器ベント 

（現場操作含む。） 

優先② 
格納容器フィルタベント系による 

Ｄ／Ｗ側 
格納容器ベント 

（現場操作含む。） 

【凡例】 

：プラント状態 

：操作，確認 

：判断 

：重大事故等対処設備 

 

サプレッション・プール水 
ｐＨ制御系による薬液注入 

残留熱除去系復旧による 
長期的な原子炉格納容器の除熱 

残留熱代替除去系 
起動可能  

残留熱代替除去系による 

原子炉格納容器内の減圧及び除熱 

Yes 

No 

※優先順位は，①→②の順とする 

 
Ｗ／Ｗ側からのベント可能 
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1.8 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための手順等 

 

＜ 目 次 ＞ 

 

1.8.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

ａ．原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却のための対応手段及

び設備 

(a) 原子炉格納容器下部注水 

(b) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

ｂ．溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下遅延・防止のための対応手

段及び設備 

(a) 原子炉圧力容器への注水 

(b) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

ｃ．手順等 

1.8.2 重大事故等時の手順 

1.8.2.1 原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却のための対応手順 

(1) 原子炉格納容器下部注水 

ａ．ペデスタル代替注水系（常設）による原子炉格納容器下部への注水 

ｂ．復水輸送系による原子炉格納容器下部への注水 

ｃ．消火系による原子炉格納容器下部への注水 

ｄ．格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器下部への

注水（淡水／海水） 

ｅ．ペデスタル代替注水系（可搬型）による原子炉格納容器下部への注

水（淡水／海水） 

1.8.2.2 溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下遅延・防止のための対応手順 

(1) 原子炉圧力容器への注水 
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ａ．高圧原子炉代替注水系による原子炉圧力容器への注水 

ｂ．ほう酸水注入系による原子炉圧力容器へのほう酸水注入 

ｃ．制御棒駆動水圧系による原子炉圧力容器への注水 

ｄ．低圧原子炉代替注水系（常設）による原子炉圧力容器への注水 

ｅ．復水輸送系による原子炉圧力容器への注水 

ｆ．消火系による原子炉圧力容器への注水 

ｇ．低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉圧力容器への注水（淡

水／海水） 

1.8.2.3 その他の手順項目について考慮する手順 

1.8.2.4 重大事故等時の対応手段の選択 
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1.8 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための手順等 

【要求事項】 

発電用原子炉設置者において、炉心の著しい損傷が発生した場合にお

いて原子炉格納容器の破損を防止するため、溶融し、原子炉格納容器下

部に落下した炉心を冷却するために必要な手順等が適切に整備されてい

るか、又は整備される方針が適切に示されていること。 

【解釈】 

１ 「溶融し、原子炉格納容器下部に落下した炉心を冷却するために必

要な手順等」とは、以下に掲げる措置又はこれらと同等以上の効果を

有する措置を行うための手順等をいう。なお、原子炉格納容器下部に

落下した溶融炉心の冷却は、溶融炉心・コンクリート相互作用（ＭＣ

ＣＩ）を抑制すること及び溶融炉心が拡がり原子炉格納容器バウンダ

リに接触することを防止するために行われるものである。 

（１）原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却 

ａ）炉心の著しい損傷が発生した場合において、原子炉格納容器下部

注水設備により、原子炉格納容器の破損を防止するために必要な手

順等を整備すること。 

（２）溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下遅延・防止 

ａ）溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下を遅延又は防止するため、

原子炉圧力容器へ注水する手順等を整備すること。 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，溶融炉心・コンクリート相

互作用（以下「ＭＣＣＩ」という。）を抑制すること及び溶融炉心の原子炉

格納容器バウンダリへの接触を防止することにより原子炉格納容器の破損

を防止するため，溶融し，原子炉格納容器下部に落下した炉心を冷却する

対処設備を整備する。 

また，溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下を遅延又は防止するため，

原子炉圧力容器へ注水する対処設備を整備する。 
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ここでは，これらの対処設備を活用した手順等について説明する。 

  



1.8－5 

1.8.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，ＭＣＣＩによる原子炉格

納容器の破損を防止するため，原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心

を冷却する必要がある。 

また，溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下を遅延又は防止するた

め，原子炉圧力容器へ注水する必要がある。 

原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却及び溶融炉心の原子炉

格納容器下部への落下を遅延又は防止するための対応手段と重大事故等

対処設備を選定する。 

なお，対応手段の選定は電源の有無に依存しないことから，交流電源

を確保するための対応手段を含めることとする。 

重大事故等対処設備のほかに，柔軟な事故対応を行うための対応手段

と自主対策設備※１を選定する。 

※１ 自主対策設備：技術基準上のすべての要求事項を満たすことやす

べてのプラント状況において使用することは困

難であるが，プラント状況によっては，事故対応

に有効な設備。 

選定した重大事故等対処設備により，「技術的能力審査基準」（以下「審

査基準」という。）だけでなく，「設置許可基準規則」第五十一条及び「技

術基準規則」第六十六条（以下「基準規則」という。）の要求機能を満足

する設備が網羅されていることを確認するとともに，自主対策設備との

関係を明確にする。 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

全交流動力電源が喪失した場合に使用可能な対応手段と設備を選定す

る。ただし，全交流動力電源が喪失した場合は代替交流電源設備により

給電する。 

審査基準及び基準規則からの要求により選定した対応手段と，その対
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応に使用する重大事故等対処設備及び自主対策設備を以下に示す。 

なお，対応に使用する重大事故等対処設備及び自主対策設備と整備す

る手順についての関係を第 1.8－1 表に整理する。 

ａ．原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却のための対応手段及

び設備 

炉心損傷の進展により原子炉圧力容器の破損に至る可能性がある場

合，あらかじめ原子炉格納容器下部に注水しておくことで，原子炉圧

力容器が破損に至った場合においても，原子炉格納容器下部に落下し

た溶融炉心の冷却性を向上させ，ＭＣＣＩの抑制及び溶融炉心の原子

炉格納容器バウンダリへの接触防止を図る。 

また，原子炉圧力容器破損後は原子炉格納容器下部に注水を継続す

ることで，原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心を冠水冷却し，Ｍ

ＣＣＩの抑制及び溶融炉心の原子炉格納容器バウンダリへの接触防止

を図る。 

さらに，原子炉格納容器下部への注水に併せてコリウムシールドを

設置することで，原子炉格納容器下部へ落下した溶融炉心がドライウ

ェル機器ドレンサンプ及びドライウェル床ドレンサンプ（以下「ドラ

イウェルサンプ」という。）へ流入することを防止し，サンプ底面のコ

ンクリートの浸食を抑制する。 

(a) 原子炉格納容器下部注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器下部

に落下した溶融炉心を冷却するため，原子炉格納容器下部へ注水す

る手段がある。 

ⅰ ペデスタル代替注水系（常設）による原子炉格納容器下部への

注水 

ペデスタル代替注水系（常設）による原子炉格納容器下部への

注水で使用する設備は以下のとおり。 

・低圧原子炉代替注水ポンプ 
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・低圧原子炉代替注水槽 

・低圧原子炉代替注水系 配管・弁 

・残留熱除去系 配管・弁 

・格納容器スプレイ・ヘッダ 

・原子炉格納容器 

・コリウムシールド 

・常設代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

ⅱ 復水輸送系による原子炉格納容器下部への注水 

復水輸送系による原子炉格納容器下部への注水で使用する設備

は以下のとおり。 

・復水輸送ポンプ 

・復水貯蔵タンク 

・復水輸送系 配管・弁 

・残留熱除去系 配管・弁 

・格納容器スプレイ・ヘッダ 

・原子炉格納容器 

・コリウムシールド 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

ⅲ 消火系による原子炉格納容器下部への注水 

消火系による原子炉格納容器下部への注水で使用する設備は以

下のとおり。 

・補助消火ポンプ 

・消火ポンプ 

・補助消火水槽 

・ろ過水タンク 
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・消火系 配管・弁 

・復水輸送系 配管・弁 

・残留熱除去系 配管・弁 

・格納容器スプレイ・ヘッダ 

・原子炉格納容器 

・コリウムシールド 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

ⅳ 格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器下部

への注水 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器下部

への注水で使用する設備は以下のとおり。 

・大量送水車 

・輪谷貯水槽（西１） 

・輪谷貯水槽（西２） 

・ホース・接続口 

・可搬型ストレーナ 

・格納容器代替スプレイ系 配管・弁 

・残留熱除去系 配管・弁 

・格納容器スプレイ・ヘッダ 

・原子炉格納容器 

・コリウムシールド 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

・燃料補給設備 

なお，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容
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器下部への注水は，代替淡水源（輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯

水槽（西２））の淡水だけでなく，海水も利用できる。 

ⅴ ペデスタル代替注水系（可搬型）による原子炉格納容器下部へ

の注水 

ペデスタル代替注水系（可搬型）による原子炉格納容器下部へ

の注水で使用する設備は以下のとおり。 

・大量送水車 

・輪谷貯水槽（西１） 

・輪谷貯水槽（西２） 

・ホース・接続口 

・ペデスタル代替注水系 配管・弁 

・原子炉格納容器 

・コリウムシールド 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

・燃料補給設備 

なお，ペデスタル代替注水系（可搬型）による原子炉格納容器

下部への注水は，代替淡水源（輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水

槽（西２））の淡水だけでなく，海水も利用できる。 

(b) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

原子炉格納容器下部注水で使用する設備のうち，低圧原子炉代替

注水ポンプ，低圧原子炉代替注水槽，低圧原子炉代替注水系配管・

弁，残留熱除去系配管・弁，可搬型ストレーナ，格納容器代替スプ

レイ系配管・弁，格納容器スプレイ・ヘッダ，原子炉格納容器，コ

リウムシールド，常設代替交流電源設備，可搬型代替交流電源設備，

代替所内電気設備，大量送水車，ホース・接続口，ペデスタル代替

注水系配管・弁及び燃料補給設備は重大事故等対処設備として位置
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付ける。（輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２））は「1.13 重

大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1b)項を満足

するための代替淡水源（措置）として位置付ける。 

これらの選定した設備は，審査基準及び基準規則に要求される設

備がすべて網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により原子炉格納容器下部に落下した

溶融炉心を冷却することができる。 

また，以下の設備はプラント状況によっては事故対応に有効な設

備であるため，自主対策設備として位置付ける。併せて，その理由

を示す。 

・復水輸送ポンプ，復水貯蔵タンク，復水輸送系配管・弁 

耐震性は確保されていないが，使用可能であれば，原子炉格納

容器下部に落下した溶融炉心を冷却する手段として有効である。 

・補助消火ポンプ，消火ポンプ，補助消火水槽，ろ過水タンク，

消火系配管・弁 

耐震性は確保されていないが，重大事故等へ対処するために消

火系による消火が必要な火災が発生していない場合において，原

子炉格納容器下部に落下した溶融炉心を冷却する手段として有効

である。 

ｂ．溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下遅延・防止のための対応手

段及び設備 

(a) 原子炉圧力容器への注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，溶融炉心の原子炉格

納容器下部への落下を遅延又は防止するため，原子炉圧力容器へ注

水する手段がある。 

ⅰ 高圧原子炉代替注水系による原子炉圧力容器への注水 

高圧原子炉代替注水系による原子炉圧力容器への注水で使用す

る設備は以下のとおり。 
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・高圧原子炉代替注水ポンプ 

・サプレッション・チェンバ 

・高圧原子炉代替注水系（蒸気系） 配管・弁 

・主蒸気系 配管 

・原子炉隔離時冷却系（蒸気系） 配管・弁 

・原子炉隔離時冷却系（注水系） 配管・弁 

・高圧原子炉代替注水系（注水系） 配管・弁 

・残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

・給水系 配管・弁・スパージャ 

・原子炉浄化系 配管 

・原子炉圧力容器 

・常設代替直流電源設備 

・可搬型直流電源設備 

また，上記常設代替直流電源設備への継続的な給電で使用する

設備は以下のとおり。 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

ⅱ ほう酸水注入系による原子炉圧力容器へのほう酸水注入 

ほう酸水注入系による原子炉圧力容器へのほう酸水注入で使用

する設備は以下のとおり。 

・ほう酸水注入ポンプ 

・ほう酸水貯蔵タンク 

・ほう酸水注入系 配管・弁 

・差圧検出・ほう酸水注入系配管（原子炉圧力容器内部） 

・原子炉圧力容器 

・常設代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 
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ⅲ 制御棒駆動水圧系による原子炉圧力容器への注水 

制御棒駆動水圧系による原子炉圧力容器への注水で使用する設

備は以下のとおり。 

・制御棒駆動水圧ポンプ 

・復水貯蔵タンク 

・制御棒駆動水圧系 配管・弁 

・原子炉圧力容器 

・原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。） 

・常設代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

ⅳ 低圧原子炉代替注水系（常設）による原子炉圧力容器への注水 

低圧原子炉代替注水系（常設）による原子炉圧力容器への注水

で使用する設備は以下のとおり。 

・低圧原子炉代替注水ポンプ 

・低圧原子炉代替注水槽 

・低圧原子炉代替注水系 配管・弁 

・残留熱除去系 配管・弁 

・原子炉圧力容器 

・常設代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

ⅴ 復水輸送系による原子炉圧力容器への注水 

復水輸送系による原子炉圧力容器への注水で使用する設備は以

下のとおり。 

・復水輸送ポンプ 

・復水貯蔵タンク 

・復水輸送系 配管・弁 

・残留熱除去系 配管・弁 

・原子炉圧力容器 
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・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

ⅵ 消火系による原子炉圧力容器への注水 

消火系による原子炉圧力容器への注水で使用する設備は以下の

とおり。 

・補助消火ポンプ 

・消火ポンプ 

・補助消火水槽 

・ろ過水タンク 

・消火系 配管・弁 

・復水輸送系 配管・弁 

・残留熱除去系 配管・弁 

・原子炉圧力容器 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

ⅶ 低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉圧力容器への注

水 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉圧力容器への注

水で使用する設備は以下のとおり。 

・大量送水車 

・輪谷貯水槽（西１） 

・輪谷貯水槽（西２） 

・ホース・接続口 

・低圧原子炉代替注水系 配管・弁 

・残留熱除去系 配管・弁 

・原子炉圧力容器 
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・常設代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

・燃料補給設備 

なお，低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉圧力容器

への注水は，代替淡水源（輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西

２））の淡水だけでなく，海水も利用できる。 

(b) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

低圧原子炉代替注水（常設）による原子炉圧力容器への注水で使

用する設備のうち，低圧原子炉代替注水ポンプ，低圧原子炉代替注

水槽，低圧原子炉代替注水系配管・弁，残留熱除去系配管・弁，原

子炉圧力容器，常設代替交流電源設備及び代替所内電気設備は重大

事故等対処設備として位置付ける。 

ほう酸水注入系による原子炉圧力容器へのほう酸水注入で使用す

る設備のうち，ほう酸水注入ポンプ，ほう酸水貯蔵タンク，ほう酸

水注入系配管・弁，差圧検出・ほう酸水注入系配管（原子炉圧力容

器内部），原子炉圧力容器及び常設代替交流電源設備は重大事故等対

処設備として位置付ける。 

低圧原子炉代替注水（可搬型）による原子炉圧力容器への注水で

使用する設備のうち，大量送水車，ホース・接続口，低圧原子炉代

替注水系配管・弁，残留熱除去系配管・弁，原子炉圧力容器，常設

代替交流電源設備，代替所内電気設備及び燃料補給設備は重大事故

等対処設備として位置付ける。（輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽

（西２））は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」

【解釈】1b)項を満足するための代替淡水源（措置）として位置付け

る。 

高圧原子炉代替注水系による原子炉圧力容器への注水で使用する

設備のうち，高圧原子炉代替注水ポンプ，サプレッション・チェン

バ，高圧原子炉代替注水系（蒸気系）配管・弁，原子炉浄化系配管，
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原子炉隔離時冷却系（蒸気系）配管・弁，高圧原子炉代替注水系（注

水系）配管・弁，原子炉隔離時冷却系（注水系）配管・弁，残留熱

除去系配管・弁・ストレーナ，主蒸気系配管，給水系配管・弁・ス

パージャ，原子炉圧力容器，常設代替直流電源設備，可搬型直流電

源設備，常設代替交流電源設備及び可搬型代替交流電源設備は重大

事故等対処設備として位置付ける。 

これらの選定した設備は，審査基準及び基準規則に要求される設

備がすべて網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により溶融炉心の原子炉格納容器下部

への落下を遅延又は防止し，原子炉圧力容器内に残存した溶融炉心

を冷却することができる。 

また，以下の設備はプラント状況によっては事故対応に有効な設

備であるため，自主対策設備として位置付ける。併せて，その理由

を示す。 

・制御棒駆動水圧ポンプ，復水貯蔵タンク，制御棒駆動水圧系配

管・弁 

発電用原子炉を冷却するための十分な注水量が確保できず，加

えて耐震性が確保されていないが，原子炉冷却圧力バウンダリ高

圧時に原子炉圧力容器下部に落下した溶融炉心を冷却し，溶融炉

心の原子炉格納容器下部への落下を遅延又は防止する手段として

有効である。 

・復水輸送ポンプ，復水貯蔵タンク，復水輸送系配管・弁 

耐震性は確保されていないが，使用可能であれば，原子炉圧力

容器へ注水する手段として有効である。 

・補助消火ポンプ，消火ポンプ，補助消火水槽，ろ過水タンク，

消火系配管・弁 

耐震性は確保されていないが，重大事故等へ対処するために消

火系による消火が必要な火災が発生していない場合において，原
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子炉圧力容器への注水手段として有効である。 

ｃ．手順等 

上記「ａ．原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却のための

対応手段及び設備」及び「ｂ．溶融炉心の原子炉格納容器下部への落

下遅延・防止のための対応手段及び設備」により選定した対応手段に

係る手順を整備する。 

これらの手順は，運転員及び緊急時災害対策要員の対応として，Ａ

Ｍ設備別操作要領書，事故時操作要領書（シビアアクシデント）（以下

「ＳＯＰ」という。）及び原子力災害対策手順書に定める。（第 1.8－1

表） 

また，重大事故等時に監視が必要となる計器及び給電が必要となる

設備についても整理する。（第 1.8－2 表，第 1.8－3 表） 
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1.8.2 重大事故等時の手順 

1.8.2.1 原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却のための対応手順 

(1) 原子炉格納容器下部注水 

ａ．ペデスタル代替注水系（常設）による原子炉格納容器下部への注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器の破損を

防止するためペデスタル代替注水系（常設）により原子炉格納容器下

部に落下した溶融炉心の冷却を実施する。 

炉心損傷の進展により原子炉圧力容器が破損に至る可能性がある場

合において，あらかじめ原子炉格納容器下部への初期水張りを実施す

る。 

なお，原子炉圧力容器の破損前に代替格納容器スプレイを実施する

ことで，原子炉格納容器内の温度上昇を抑制し，逃がし安全弁の環境

条件を緩和することができる。ただし，本操作を実施しない場合であ

っても，評価上，原子炉圧力容器底部が破損に至るまでの間，逃がし

安全弁は発電用原子炉の減圧機能を維持できる。 

また，原子炉圧力容器破損後は，原子炉格納容器下部に落下した溶

融炉心を冠水冷却するため，原子炉格納容器下部への注水を継続する。

その際の注水流量は，サプレッション・プール水位が外部水源注水制

限に到達することを遅らせるため，崩壊熱相当に余裕をみた流量とす

る。 

(a) 手順着手の判断基準 

［ペデスタル代替注水系（常設）による原子炉格納容器下部への初

期水張りの判断基準］ 

損傷炉心の冷却が未達成の場合※１で，ペデスタル代替注水系（常

設）が使用可能な場合※２。 

［原子炉圧力容器破損後のペデスタル代替注水系（常設）による原

子炉格納容器下部への注水操作の判断基準］ 

原子炉圧力容器の破損の徴候※３及び破損によるパラメータの変



1.8－18 

化※４により原子炉圧力容器の破損を判断した場合で，ペデスタル代

替注水系（常設）が使用可能な場合※２。 

※１：「損傷炉心の冷却が未達成」は，原子炉圧力容器下鏡部温度指

示値が 300℃に達した場合。 

※２：設備に異常がなく，電源及び水源（低圧原子炉代替注水槽）

が確保されている場合。 

※３：「原子炉圧力容器の破損の徴候」は，原子炉圧力容器内の水位

の低下，制御棒の位置表示の喪失数増加，原子炉圧力容器下

鏡部温度指示値の喪失数増加及び制御棒駆動機構温度指示値

の喪失数増加により確認する。 

※４：「原子炉圧力容器の破損によるパラメータの変化」は，原子炉

圧力指示値の低下，ドライウェル圧力指示値の上昇，ペデス

タル温度指示値の上昇，ペデスタル水温度指示値の上昇又は

喪失により確認する。 

(b) 操作手順 

ペデスタル代替注水系（常設）による原子炉格納容器下部への注

水手順の概要は以下のとおり。手順の対応フローを第 1.8－1 図及び

第 1.8－2 図に，概要図を第 1.8－5 図，タイムチャートを第 1.8－6

図に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員にペデスタ

ル代替注水系（常設）による原子炉格納容器下部への注水の準

備開始を指示する。 

②ａＳＡ電源切替盤を使用する場合 

現場運転員Ｂ及びＣは，ＳＡ電源切替盤にて，ペデスタル代替

注水系（常設）による原子炉格納容器下部への注水に必要なＡ

－ＲＨＲドライウェル第１スプレイ弁及びＡ－ＲＨＲドライウ

ェル第２スプレイ弁の電源切替え操作を実施する。 
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②ｂ非常用コントロールセンタ切替盤を使用する場合 

中央制御室運転員Ａは，不要な負荷の操作スイッチを「停止引

ロック」又は「停止」とする。 

現場運転員Ｂ及びＣは，Ｃ／Ｃの不要な負荷の切り離しを行う。 

不要な負荷の切り離し後，中央制御室運転員Ａは，非常用コン

トロールセンタ切替盤の切替え操作を行い，ペデスタル代替注

水系（常設）による原子炉格納容器下部への注水に必要なＡ－

ＲＨＲドライウェル第１スプレイ弁及びＡ－ＲＨＲドライウェ

ル第２スプレイ弁の電源切替えを実施する。 

③中央制御室運転員Ａは，ペデスタル代替注水系（常設）による

原子炉格納容器下部への注水に必要な電動弁の電源が確保され

たこと並びにポンプ及び監視計器の電源が確保されていること

を状態表示にて確認する。 

④当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部にガ

スタービン発電機の負荷容量確認を依頼し，ペデスタル代替注

水系（常設）が使用可能か確認する。 

⑤中央制御室運転員Ａは，低圧原子炉代替注水ポンプの起動操作

を実施し，低圧原子炉代替注水ポンプ吐出圧力指示値が規定値

以上であることを確認する。 

⑥中央制御室運転員Ａは，ペデスタル代替注水系（常設）による

原子炉格納容器下部への注水の系統構成として，中央制御室に

てＡ－ＲＨＲドライウェル第１スプレイ弁，Ａ－ＲＨＲドライ

ウェル第２スプレイ弁の全開操作を実施し，当直副長にペデス

タル代替注水系（常設）による原子炉格納容器下部への注水の

準備完了を報告する。 

⑦当直副長は，運転員にペデスタル代替注水系（常設）による原

子炉格納容器下部への注水開始を指示する。 

［ペデスタル代替注水系（常設）による原子炉格納容器下部への初
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期水張りの場合］ 

⑧中央制御室運転員Ａは，ＦＬＳＲ注水隔離弁の全開操作を実施

し代替注水流量（常設）指示値の上昇（200m3/h 程度）により

注水されたことを確認し，当直副長に報告する。 

なお，ペデスタル水位にて+2.4m（総注水量約 225m3※１）到達後，

ＦＬＳＲ注水隔離弁を閉とし，原子炉格納容器下部への注水を

停止する。 

※１：スプレイ管を使用してドライウェルサンプ及びドライウ

ェル床面を経由して原子炉格納容器下部に初期水張りを

実施する場合における総注水量 

［原子炉圧力容器破損後のペデスタル代替注水系（常設）による原

子炉格納容器下部への注水の場合］ 

⑨中央制御室運転員ＡはＦＬＳＲ注水隔離弁を開とし，崩壊熱相

当に余裕をみた注水流量（12～60m3/h）に調整し，注水を継続

する。 

⑩当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に低

圧原子炉代替注水槽の補給を依頼する。 

(c) 操作の成立性 

上記の操作のうち，作業開始を判断してからペデスタル代替注水

系（常設）による原子炉格納容器下部への注水開始までの必要な要

員数及び想定時間は以下のとおり。 

［ペデスタル代替注水系（常設）による原子炉格納容器下部への初

期水張りの場合］ 

【ＳＡ電源切替盤を使用した場合】 

・中央制御室運転員１名及び現場運転員２名にて作業を実施した 

場合 30 分以内で可能である。 

【非常用コントロールセンタ切替盤を使用した場合】 

・中央制御室運転員１名及び現場運転員２名にて作業を実施した 
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場合 45 分以内で可能である。 

［原子炉圧力容器破損後のペデスタル代替注水系（常設）による原

子炉格納容器下部への注水の場合］ 

・中央制御室運転員１名にて作業を実施した場合，10 分以内で可

能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び

通信連絡設備を整備する。室温は通常運転時と同程度である。 

ｂ．復水輸送系による原子炉格納容器下部への注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，ペデスタル代替注水系

（常設）により，原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却がで

きない場合に，原子炉格納容器の破損を防止するため，復水輸送系に

より原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却を実施する。 

炉心損傷の進展により原子炉圧力容器が破損に至る可能性がある場

合において，あらかじめ原子炉格納容器下部への初期水張りを実施す

る。 

また，原子炉圧力容器破損後は，原子炉格納容器下部に落下した溶

融炉心を冠水冷却するため，原子炉格納容器下部への注水を継続する。

その際の注水流量は，サプレッション・プール水位が外部水源注水制

限に到達することを遅らせるため，崩壊熱相当に余裕をみた流量とす

る。 

なお，復水輸送系（スプレイ管使用）にて原子炉格納容器下部への

初期水張りを実施し，復水輸送系（ペデスタル注水配管使用）が使用

可能な場合は，原子炉圧力容器破損後の原子炉格納容器下部への注水

に用いる系統を復水輸送系（スプレイ管使用）から復水輸送系（ペデ

スタル注水配管使用）に切り替えて注水を行う。 

(a) 手順着手の判断基準 

［復水輸送系による原子炉格納容器下部への初期水張りの判断基準］ 

復水輸送系（スプレイ管使用）の場合は，損傷炉心の冷却が未達
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成の場合※１で，ペデスタル代替注水系（常設）による原子炉格納容

器下部への注水ができず，復水輸送系（スプレイ管使用）が使用可

能な場合※２。 

復水輸送系（ペデスタル注水配管使用）の場合は，損傷炉心の冷

却が未達成の場合※１で，ペデスタル代替注水系（常設），復水輸送

系（スプレイ管使用）及び消火系（スプレイ管使用）による原子炉

格納容器下部への注水ができず，復水輸送系（ペデスタル注水配管

使用）が使用可能な場合※２。 

［原子炉圧力容器破損後の復水輸送系による原子炉格納容器下部へ

の注水操作の判断基準］ 

復水輸送系（スプレイ管使用）の場合は，原子炉圧力容器の破損

の徴候※３及び破損によるパラメータの変化※４により原子炉圧力容

器の破損を判断した場合で，ペデスタル代替注水系（常設），復水輸

送系（ペデスタル注水配管使用）及び消火系（ペデスタル注水配管

使用）による原子炉格納容器下部への注水ができず，復水輸送系（ス

プレイ管使用）が使用可能な場合※２。 

復水輸送系（ペデスタル注水配管使用）の場合は，原子炉圧力容

器の破損の徴候※３及び破損によるパラメータの変化※４により原子

炉圧力容器の破損を判断した場合で，ペデスタル代替注水系（常設）

による原子炉格納容器下部への注水ができず，復水輸送系（ペデス

タル注水配管使用）が使用可能な場合※２。 

※１：「損傷炉心の冷却が未達成」は，原子炉圧力容器下鏡部温度

指示値が 300℃に達した場合。 

※２：設備に異常がなく，電源及び水源（復水貯蔵タンク）が確

保されている場合。 

※３：「原子炉圧力容器の破損の徴候」は，原子炉圧力容器内の水

位の低下，制御棒の位置表示の喪失数増加，原子炉圧力容

器下鏡部温度指示値の喪失数増加及び制御棒駆動機構温度
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指示値の喪失数増加により確認する。 

※４：「原子炉圧力容器の破損によるパラメータの変化」は，原子

炉圧力指示値の低下，ドライウェル圧力指示値の上昇，ペ

デスタル温度指示値の上昇，ペデスタル水温度指示値の上

昇又は喪失により確認する。 

(b) 操作手順 

復水輸送系による原子炉格納容器下部への注水手順の概要は以下

のとおり。手順の対応フローを第 1.8－1 図及び第 1.8－2 図に，概

要図を第 1.8－7 図に，タイムチャートを第 1.8－8 図に示す。 

【原子炉格納容器下部への初期水張りにおいてスプレイ管を使用す

る場合】 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，中央制御室運転員

に復水輸送系による原子炉格納容器下部への注水の準備開始を

指示する。 

②中央制御室運転員Ａは，復水輸送系による原子炉格納容器下部

への注水に必要なポンプ，電動弁及び監視計器の電源が確保さ

れていることを状態表示にて確認する。 

③当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部へガ

スタービン発電機の負荷容量確認を依頼し，復水輸送系が使用

可能か確認する。 

④中央制御室運転員Ａは，復水輸送系バイパス流防止としてＣＷ

Ｔ Ｔ／Ｂ供給遮断弁の全閉操作を実施する。 

⑤中央制御室運転員Ａは，復水輸送ポンプの起動操作を実施し，

復水輸送ポンプ出口ヘッダ圧力指示値が規定値以上であること

を確認する。 

⑥中央制御室運転員Ａは，Ａ－ＲＨＲドライウェル第１スプレイ

弁及びＡ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁の全開操作を実

施する。 
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［復水輸送系（スプレイ管使用）による原子炉格納容器下部への初

期水張りの場合］ 

⑦中央制御室運転員Ａは，ＲＰＶ／ＰＣＶ注入流量指示値が

120m3/h となるようＡ－ＲＨＲ ＲＰＶ代替注水弁を調整開と

し，原子炉格納容器下部への注水を開始する。 

なお，ペデスタル水位にて+2.4m（総注水量約225m3※１）到達後，

Ａ－ＲＨＲ ＲＰＶ代替注水弁を閉とし，原子炉格納容器下部

への注水を停止する。 

※１：スプレイ管を使用してドライウェルサンプ及びドライウ

ェル床面を経由して原子炉格納容器下部に初期水張りを

実施する場合における総注水量 

［復水輸送系（スプレイ管使用）による原子炉格納容器下部への初

期水張り後に原子炉圧力容器の破損を判断し，引き続き，復水輸

送系（スプレイ管使用）による原子炉格納容器下部への注水を実

施する場合］ 

⑧ａ中央制御室運転員Ａは，ＭＵＷ ＰＣＶ代替冷却外側隔離弁

を開とし，崩壊熱相当に余裕をみた注水流量（12～60m3/h）に

調整し，注水を継続する。 

⑨ａ当直長は，当直副長からの依頼に基づき，復水輸送系（スプ

レイ管使用）による原子炉格納容器下部への注水が開始された

ことを緊急時対策本部へ報告する。 

［復水輸送系（スプレイ管使用）による原子炉格納容器下部への

初期水張り後に原子炉圧力容器の破損を判断し，ペデスタル注

水配管が使用可能であり，原子炉格納容器下部への注水を復水

輸送系（スプレイ管使用）から復水輸送系（ペデスタル注水配

管使用）に切り替える場合］ 

⑧ｂ中央制御室運転員Ａは，Ａ－ＲＨＲ ＲＰＶ代替注水弁を開

とし，崩壊熱相当に余裕をみた注水流量（12～60m3/h）に調整
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し，注水を継続する。 

⑨ｂ当直長は，当直副長からの依頼に基づき，復水輸送系（ペデ

スタル注水配管使用）による原子炉格納容器下部への注水が開

始されたことを緊急時対策本部へ報告する。 

【原子炉格納容器下部への初期水張りにおいてペデスタル注水配

管を使用する場合】 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，中央制御室運転員

に復水輸送系による原子炉格納容器下部への注水の準備開始を

指示する。 

②中央制御室運転員Ａは，復水輸送系による原子炉格納容器下部

への注水に必要なポンプ，電動弁及び監視計器の電源が確保さ

れていることを状態表示にて確認する。 

③当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部へガ

スタービン発電機の負荷容量確認を依頼し，復水輸送系が使用

可能か確認する。 

④中央制御室運転員Ａは，復水輸送系バイパス流防止としてＣＷ

Ｔ Ｔ／Ｂ供給遮断弁の全閉操作を実施する。 

⑤中央制御室運転員Ａは，復水輸送ポンプの起動操作を実施し，

復水輸送ポンプ出口ヘッダ圧力指示値が規定値以上であること

を確認する。 

⑥当直副長は，中央制御室運転員に復水輸送系による原子炉格納

容器下部への注水開始を指示する。 

［復水輸送系（ペデスタル注水配管使用）による原子炉格納容器

下部への初期水張りの場合］ 

⑦中央制御室運転員Ａは，ＭＵＷ ＰＣＶ代替冷却外側隔離弁を

全開操作し，ペデスタル注水流量指示値の上昇（120m3/h程度），

ペデスタル水位指示値の上昇により注水されたことを確認し，

当直副長に報告する。 
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なお，ペデスタル水位にて+2.4m（総注水量約70m3※１）到達後，

ＭＵＷ ＰＣＶ代替冷却外側隔離弁を閉とし，原子炉格納容器

下部への注水を停止する。 

※１：ペデスタル注水配管を使用して直接原子炉格納容器下部

に初期水張りを実施する場合における総注水量 

［復水輸送系（ペデスタル注水配管使用）による原子炉格納容器下

部への初期水張り後に原子炉圧力容器の破損を判断し，引き続き，

復水輸送系（ペデスタル注水配管使用）による原子炉格納容器下

部への注水を実施する場合］ 

⑧中央制御室運転員Ａは，ＭＵＷ ＰＣＶ代替冷却外側隔離弁を

開とし，崩壊熱相当に余裕をみた注水流量（12～60m3/h）に調

整し，注水を継続する。 

⑨当直長は，当直副長からの依頼に基づき，復水輸送系（ペデス

タル注水配管使用）による原子炉格納容器下部への注水が開始

されたことを緊急時対策本部へ報告する。 

(c) 操作の成立性 

上記の操作のうち，作業開始を判断してから復水輸送系による原

子炉格納容器下部への注水開始までの必要な要員数及び想定時間は，

スプレイ管を使用する場合及びペデスタル注水配管を使用する場合

ともに以下のとおり。 

［復水輸送系による原子炉格納容器下部への初期水張りの場合］ 

・中央制御室運転員１名にて実施した場合，20 分以内で可能であ

る。 

［原子炉圧力容器破損後の復水輸送系による原子炉格納容器下部へ

の注水の場合］ 

・中央制御室運転員１名にて実施した場合，10 分以内で可能であ

る。 

［復水輸送系（スプレイ管使用）による原子炉格納容器下部への初
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期水張り後に原子炉圧力容器の破損を判断し，ペデスタル注水配

管が使用可能であり，原子炉格納容器下部への注水を復水輸送系

（スプレイ管使用）から復水輸送系（ペデスタル注水配管使用）

に切り替える場合］ 

・中央制御室運転員１名にて実施した場合，10 分以内で可能であ

る。 

ｃ．消火系による原子炉格納容器下部への注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，ペデスタル代替注水系

（常設）及び復水輸送系により原子炉格納容器下部に落下した溶融炉

心の冷却ができない場合に，原子炉格納容器の破損を防止するため，

補助消火水槽を水源とした補助消火ポンプにより又はろ過水タンクを

水源とした消火系により原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷

却を実施する。 

炉心損傷の進展により原子炉圧力容器が破損に至る可能性がある場

合において，あらかじめ原子炉格納容器下部への初期水張りを実施す

る。 

また，原子炉圧力容器破損後は，原子炉格納容器下部に落下した溶

融炉心を冠水冷却するため，原子炉格納容器下部への注水を継続する。

その際の注水流量は，サプレッション・プール水位が外部水源注水制

限に到達することを遅らせるため，崩壊熱相当に余裕をみた流量とす

る。 

なお，消火系（スプレイ管使用）にて原子炉格納容器下部への初期

水張りを実施し，消火系（ペデスタル注水配管使用）が使用可能な場

合は，原子炉圧力容器破損後の原子炉格納容器下部への注水に用いる

系統を消火系（スプレイ管使用）から消火系（ペデスタル注水配管使

用）に切り替えて注水を行う。 

(a) 手順着手の判断基準 

［消火系による原子炉格納容器下部への初期水張りの判断基準］ 
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消火系（スプレイ管使用）の場合は，損傷炉心の冷却が未達成の

場合※１で，ペデスタル代替注水系（常設）及び復水輸送系（スプレ

イ管使用）による原子炉格納容器下部への注水ができず，消火系（ス

プレイ管使用）が使用可能な場合※２。 

消火系（ペデスタル注水配管使用）の場合は，損傷炉心の冷却が

未達成の場合※１で，ペデスタル代替注水系（常設），復水輸送系（ス

プレイ管使用），消火系（スプレイ管使用）及び復水輸送系（ペデス

タル注水配管使用）による原子炉格納容器下部への注水ができず，

消火系（ペデスタル注水配管使用）が使用可能な場合※２。 

ただし，重大事故等へ対処するために消火系による消火が必要な

火災が発生していない場合。 

［原子炉圧力容器破損後の消火系による原子炉格納容器下部への注

水操作の判断基準］ 

消火系（スプレイ管使用）の場合は，原子炉圧力容器の破損の徴

候※３及び破損によるパラメータの変化※４により原子炉圧力容器の

破損を判断した場合で，ペデスタル代替注水系（常設）及び復水輸

送系（ペデスタル注水配管使用），消火系（ペデスタル注水配管使用）

及び復水輸送系（スプレイ管使用）による原子炉格納容器下部への

注水ができず，消火系（スプレイ管使用）が使用可能な場合※２。 

消火系（ペデスタル注水配管使用）の場合は，原子炉圧力容器の

破損の徴候※３及び破損によるパラメータの変化※４により原子炉圧

力容器の破損を判断した場合で，ペデスタル代替注水系（常設），復

水輸送系（ペデスタル注水配管使用）による原子炉格納容器下部へ

の注水ができず，消火系（ペデスタル注水配管使用）が使用可能な

場合※２。 

ただし，重大事故等へ対処するために消火系による消火が必要な

火災が発生していない場合。 

※１：「損傷炉心の冷却が未達成」は，原子炉圧力容器下鏡部温度指
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示値が 300℃に達した場合。 

※２：設備に異常がなく，電源及び水源（補助消火水槽又はろ過水

タンク）が確保されている場合。 

※３：「原子炉圧力容器の破損の徴候」は，原子炉圧力容器内の水位

の低下，制御棒の位置表示の喪失数増加，原子炉圧力容器下

鏡部温度指示値の喪失数増加及び制御棒駆動機構温度指示値

の喪失数増加により確認する。 

※４：「原子炉圧力容器の破損によるパラメータの変化」は，原子炉

圧力指示値の低下，ドライウェル圧力指示値の上昇，ペデス

タル温度指示値の上昇，ペデスタル水温度指示値の上昇又は

喪失により確認する。 

(b) 操作手順 

消火系による原子炉格納容器下部への注水手順の概要は以下のと

おり。手順の対応フローを第 1.8－1 図及び第 1.8－2 図に，概要図

を第 1.8－9 図に，タイムチャートを第 1.8－10 図に示す。（補助消

火ポンプを使用して原子炉格納容器下部に注水する場合及び消火ポ

ンプを使用して原子炉格納容器下部に注水する場合について，手順

⑤⑧以外同様） 

【原子炉格納容器下部への初期水張りにおいてスプレイ管を使用す

る場合】 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，中央制御室運転員

に消火系による原子炉格納容器下部への注水の準備開始を指示

する。 

②中央制御室運転員Ａは，消火系による原子炉格納容器下部への

注水に必要なポンプ，電動弁及び監視計器の電源が確保されて

いることを状態表示にて確認する。 

③当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部へガ

スタービン発電機の負荷容量確認を依頼し，消火系が使用可能
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か確認する。 

④中央制御室運転員Ａは，復水輸送系バイパス流防止としてＣＷ

Ｔ Ｔ／Ｂ供給遮断弁の全閉操作を実施する。 

⑤ａ補助消火ポンプを使用して原子炉格納容器下部に注水する場

合 

中央制御室運転員Ａは，補助消火ポンプを起動する。 

⑤ｂ消火ポンプを使用して原子炉格納容器下部に注水する場合 

中央制御室運転員Ａは，消火ポンプの起動操作を実施し，消火

ポンプ吐出圧力指示値が規定値以上であることを確認する。 

⑥中央制御室運転員Ａは，ＣＷＴ系・消火系連絡止め弁（消火系）

の全開操作及びＣＷＴ系・消火系連絡止め弁の全開操作を実施

する。 

⑦中央制御室運転員Ａは，Ａ－ＲＨＲドライウェル第１スプレイ

弁及びＡ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁の全開操作を実

施する。 

［消火系（スプレイ管使用）による原子炉格納容器下部への初期水

張りの場合］ 

⑧ａ補助消火ポンプを使用して原子炉格納容器下部に注水する場

合 

中央制御室運転員Ａは，Ａ－ＲＨＲ ＲＰＶ代替注水弁の全開

操作を実施し，ペデスタル注入流量指示値の上昇（120m3/h 程

度），ペデスタル水位指示値の上昇により注水されたことを確認

し，当直副長に報告する。 

なお，ペデスタル水位にて+2.4m（総注水量約225m3※１）到達後，

Ａ－ＲＨＲ ＲＰＶ代替注水弁を閉とし，原子炉格納容器下部

への注水を停止する。 

※１：スプレイ管を使用してドライウェルサンプ及びドライウ

ェル床面を経由して原子炉格納容器下部に初期水張りを
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実施する場合における総注水量 

⑧ｂ消火ポンプを使用して原子炉格納容器下部に注水する場合 

中央制御室運転員Ａは，Ａ－ＲＨＲ ＲＰＶ代替注水弁の全開

操作を実施し，ペデスタル注入流量指示値の上昇（75m3/h程度），

ペデスタル水位指示値の上昇により注水されたことを確認し，

当直副長に報告する。 

なお，ペデスタル水位にて+2.4m（総注水量約225m3※１）到達後，

Ａ－ＲＨＲ ＲＰＶ代替注水弁を閉とし，原子炉格納容器下部

への注水を停止する。 

※１：スプレイ管を使用してドライウェルサンプ及びドライウ

ェル床面を経由して原子炉格納容器下部に初期水張りを

実施する場合における総注水量 

［消火系（スプレイ管使用）による原子炉格納容器下部への初期水

張り後に原子炉圧力容器の破損を判断し，引き続き，消火系（ス

プレイ管使用）による原子炉格納容器下部への注水を実施する場

合］ 

⑨ａ中央制御室運転員Ａは，ＭＵＷ ＰＣＶ代替冷却外側隔離弁

を開とし，崩壊熱相当に余裕をみた注水流量（12～60m3/h）に

調整し，注水を継続する。 

⑩ａ当直長は，当直副長からの依頼に基づき，消火系（スプレイ

管使用）による原子炉格納容器下部への注水が開始されたこと

を緊急時対策本部へ報告する。 

［消火系（スプレイ管使用）による原子炉格納容器下部への初期

水張り後に原子炉圧力容器の破損を判断し，ペデスタル注水配

管が使用可能であり，原子炉格納容器下部への注水を消火系（ス

プレイ管使用）から消火系（ペデスタル注水配管使用）に切り

替える場合］ 

⑨ｂ中央制御室運転員Ａは，Ａ－ＲＨＲ ＲＰＶ代替注水弁を開
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とし，崩壊熱相当に余裕をみた注水流量（12～60m3/h）に調整

し，注水を継続する。 

⑩ｂ当直長は，当直副長からの依頼に基づき，消火系（ペデスタ

ル注水配管）による原子炉格納容器下部への注水が開始された

ことを緊急時対策本部へ報告する。 

【原子炉格納容器下部への初期水張りにおいてペデスタル注水配管

を使用する場合】 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，中央制御室運転員

に消火系による原子炉格納容器下部への注水の準備開始を指示

する。 

②中央制御室運転員Ａは，消火系による原子炉格納容器下部への

注水に必要なポンプ，電動弁及び監視計器の電源が確保されて

いることを状態表示にて確認する。 

③当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部へガ

スタービン発電機の負荷容量確認を依頼し，消火系が使用可能

か確認する。 

④中央制御室運転員Ａは，復水輸送系バイパス流防止としてＣＷ

Ｔ Ｔ／Ｂ供給遮断弁の全閉操作を実施する。 

⑤ａ補助消火ポンプを使用して原子炉格納容器下部に注水する場

合 

中央制御室運転員Ａは，補助消火ポンプを起動する。 

⑤ｂ消火ポンプを使用して原子炉格納容器下部に注水する場合 

中央制御室運転員Ａは，消火ポンプの起動操作を実施し，消火

ポンプ吐出圧力指示値が規定値以上であることを確認する。 

⑥中央制御室運転員Ａは，消火系による原子炉格納容器下部への

注水の系統構成として，ＣＷＴ系・消火系連絡止め弁（消火系）

の全開操作及びＣＷＴ系・消火系連絡止め弁の全開操作を実施

し，当直副長に消火系による原子炉格納容器下部への注水の準
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備完了を報告する。 

⑦当直副長は中央制御室運転員に消火系による原子炉格納容器下

部への注水開始を指示する。 

［消火系（ペデスタル注水配管使用）による原子炉格納容器下部へ

の初期水張りの場合］ 

⑧ａ補助消火ポンプを使用して原子炉格納容器下部に注水する場

合 

中央制御室運転員Ａは，ＭＵＷ ＰＣＶ代替冷却外側隔離弁の

開操作を実施し，ペデスタル注入流量指示値の上昇（110m3/h

程度），ペデスタル水位指示値の上昇により注水されたことを確

認し，当直副長に報告する。 

なお，ペデスタル水位にて+2.4m（総注水量約70m3※１）到達後，

ＭＵＷ ＰＣＶ代替冷却外側隔離弁を閉とし，原子炉格納容器

下部への注水を停止する。 

※１：ペデスタル注水配管を使用して直接原子炉格納容器下部

に初期水張りを実施する場合における総注水量 

⑧ｂ消火ポンプを使用して原子炉格納容器下部に注水する場合 

中央制御室運転員Ａは，ＭＵＷ ＰＣＶ代替冷却外側隔離弁の

開操作を実施し，ペデスタル注入流量指示値の上昇（70m3/h 程

度），ペデスタル水位指示値の上昇により注水されたことを確認

し，当直副長に報告する。 

なお，ペデスタル水位にて+2.4m（総注水量約70m3※１）到達後，

ＭＵＷ ＰＣＶ代替冷却外側隔離弁を閉とし，原子炉格納容器

下部への注水を停止する。 

※１：ペデスタル注水配管を使用して直接原子炉格納容器下部

に初期水張りを実施する場合における総注水量 

［消火系（ペデスタル注水配管使用）による原子炉格納容器下部へ

の初期水張り後に原子炉圧力容器の破損を判断し，引き続き，消
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火系（ペデスタル注水配管使用）による原子炉格納容器下部への

注水を実施する場合］ 

⑨中央制御室運転員Ａは，ＭＵＷ ＰＣＶ代替冷却外側隔離弁を

開とし，崩壊熱相当に余裕をみた注水流量（12～60m3/h）に調

整し，注水を継続する。 

⑩当直長は，当直副長からの依頼に基づき，消火系（ペデスタル

注水配管使用）による原子炉格納容器下部への注水が開始され

たことを緊急時対策本部へ報告する。 

(c) 操作の成立性 

上記の操作のうち，作業開始を判断してから消火系による原子炉

格納容器下部への注水開始までの必要な要員数及び想定時間は，ス

プレイ管を使用する場合及びペデスタル注水配管を使用する場合と

もに以下のとおり。 

［消火系による原子炉格納容器下部への初期水張りの場合］ 

・中央制御室運転員１名にて実施した場合，25 分以内で可能であ

る。 

［原子炉圧力容器破損後の消火系による原子炉格納容器下部への注

水の場合］ 

・中央制御室運転員１名にて実施した場合，10 分以内で可能であ

る。 

［消火系（スプレイ管使用）による原子炉格納容器下部への初期水

張り後に原子炉圧力容器の破損を判断し，ペデスタル注水配管が

使用可能であり，原子炉格納容器下部への注水を消火系（スプレ

イ管使用）から消火系（ペデスタル注水配管使用）に切り替える

場合］ 

・中央制御室運転員１名にて実施した場合，10 分以内で可能であ

る。 

 



1.8－35 

ｄ．格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器下部への

注水（淡水／海水） 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，ペデスタル代替注水系

（常設），復水輸送系及び消火系による原子炉格納容器下部への注水機

能が喪失した場合，原子炉格納容器の破損を防止するため格納容器代

替スプレイ系（可搬型）により原子炉格納容器下部に落下した溶融炉

心の冷却を実施する。 

炉心損傷の進展により原子炉圧力容器が破損に至る可能性がある場

合において，あらかじめ原子炉格納容器下部への初期水張りを実施す

る。 

なお，原子炉圧力容器の破損前に代替格納容器スプレイを実施する

ことで，原子炉格納容器内の温度上昇を抑制し，逃がし安全弁の環境

条件を緩和することができる。ただし，本操作を実施しない場合であ

っても，評価上，原子炉圧力容器底部が破損に至るまでの間，逃がし

安全弁は発電用原子炉の減圧機能を維持できる。 

原子炉圧力容器破損後は，原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心

を冠水冷却するため，原子炉格納容器下部への注水を継続する。その

際の注水流量は，サプレッション・プール水位が外部水源注水制限に

到達することを遅らせるため，崩壊熱相当に余裕をみた流量とする。 

また，本手順はプラント状況や周辺の現場状況により格納容器代替

スプレイ系（可搬型）接続口を任意に選択できる構成としている。 

なお，格納容器代替スプレイ系（可搬型）にて原子炉格納容器下部

への初期水張りを実施し，ペデスタル代替注水系（可搬型）が使用可

能な場合は，原子炉圧力容器破損後の原子炉格納容器下部への注水に

用いる系統を格納容器代替スプレイ系（可搬型）からペデスタル代替

注水系（可搬型）に切り替えて注水を行うが，切替え及び注水手順は

「ｅ．ペデスタル代替注水系（可搬型）による原子炉格納容器下部へ

の注水（淡水／海水）」に示す。 
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(a) 手順着手の判断基準 

［格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器下部へ

の初期水張りの判断基準］ 

損傷炉心の冷却が未達成の場合※１で，格納容器代替スプレイ系

（可搬型）が使用可能な場合※２。 

［原子炉圧力容器破損後の格納容器代替スプレイ系（可搬型）によ

る原子炉格納容器下部への注水操作の判断基準］ 

原子炉圧力容器の破損の徴候※３及び破損によるパラメータの変

化※４により原子炉圧力容器の破損を判断した場合で，ペデスタル代

替注水系（可搬型）による原子炉格納容器下部への注水ができず，

格納容器代替スプレイ系（可搬型）が使用可能な場合※２。 

※１：「損傷炉心の冷却が未達成」は，原子炉圧力容器下鏡部温度指

示値が 300℃に達した場合。 

※２：設備に異常がなく，電源，燃料及び水源（輪谷貯水槽（西１）

又は輪谷貯水槽（西２））が確保されている場合。 

※３：「原子炉圧力容器の破損の徴候」は，原子炉圧力容器内の水位

の低下，制御棒の位置表示の喪失数増加，原子炉圧力容器下

鏡部温度指示値の喪失数増加及び制御棒駆動機構温度指示値

の喪失数増加により確認する。 

※４：「原子炉圧力容器の破損によるパラメータの変化」は，原子炉

圧力指示値の低下，ドライウェル圧力指示値の上昇，ペデス

タル温度指示値の上昇，ペデスタル水温度指示値の上昇又は

喪失により確認する。 

(b) 操作手順 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器下部へ

の注水手順の概要は以下のとおり。手順の対応フローを第 1.8－1

図及び第 1.8－2 図に，概要図を第 1.8－11 図に，タイムチャートを

第 1.8－12 図に示す。（格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南），
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格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（西）及び格納容器代替

スプレイ系（可搬型）接続口（建物内）を使用した原子炉格納容器

下部への注水手順は，手順⑥⑩⑬⑮以外は同様） 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に格納容器

代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器下部への注水

の準備開始を指示する。 

②当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に格

納容器代替スプレイ系配管・弁の接続口への格納容器代替スプ

レイ系（可搬型）の接続を依頼する。 

③緊急時対策本部は，当直長に格納容器代替スプレイ系（可搬型）

として使用する格納容器代替スプレイ系配管・弁の接続口を報

告するとともに，緊急時対策要員に格納容器代替スプレイ系（可

搬型）による原子炉格納容器下部への注水の準備開始を指示す

る。 

④ａＳＡ電源切替盤を使用する場合 

現場運転員Ｂ及びＣは，ＳＡ電源切替盤にて，格納容器格納容

器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器下部への注

水に必要なＡ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁又はＢ－Ｒ

ＨＲドライウェル第２スプレイ弁の電源切替え操作を実施する。

なお，ペデスタル代替注水系（可搬型）が使用可能な場合は，

ペデスタル代替注水系（可搬型）による原子炉格納容器下部へ

の注水に必要なＭＵＷ ＰＣＶ代替冷却外側隔離弁の電源切替

え操作を合わせて実施する。 

④ｂ非常用コントロールセンタ切替盤を使用する場合 

中央制御室運転員Ａは，不要な負荷の操作スイッチを「停止引

ロック」又は「停止」とする。 

現場運転員Ｂ及びＣは，Ｃ／Ｃの不要な負荷の切り離しを行う。 

不要な負荷の切り離し後，中央制御室運転員Ａは，非常用コン



1.8－38 

トロールセンタ切替盤の切替え操作を行い，格納容器格納容器

代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器下部への注水

に必要なＡ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁又はＢ－ＲＨ

Ｒドライウェル第２スプレイ弁の電源切替え操作を実施する。

なお，ペデスタル代替注水系（可搬型）が使用可能な場合は，

ペデスタル代替注水系（可搬型）による原子炉格納容器下部へ

の注水に必要なＭＵＷ ＰＣＶ代替冷却外側隔離弁の電源切替

え操作を合わせて実施する。 

⑤中央制御室運転員Ａは，格納容器代替スプレイ系（可搬型）に

よる原子炉格納容器下部への注水に必要な電動弁の電源が確保

されたこと及び監視計器の電源が確保されていることを状態表

示にて確認する。 

⑥ａ格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南）を使用した

原子炉格納容器下部への注水の場合 

中央制御室運転員Ａは，格納容器代替スプレイ系（可搬型）に

よる原子炉格納容器下部への注水の系統構成として，中央制御

室にてＡ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁の全開操作を実

施し，当直副長に格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原

子炉格納容器下部への注水の準備完了を報告する。 

⑥ｂ格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（西）を使用した

原子炉格納容器下部への注水の場合 

中央制御室運転員Ａは，格納容器代替スプレイ系（可搬型）に

よる原子炉格納容器下部への注水の系統構成としてＢ－ＲＨＲ

ドライウェル第２スプレイ弁の全開操作を実施し，当直副長に

格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器下部

への注水の準備完了を報告する。 

⑥ｃ格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（建物内）を使用

した原子炉格納容器下部への注水の場合（故意による大型航空
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機の衝突その他のテロリズムによる影響がある場合） 

中央制御室運転員Ａは，格納容器代替スプレイ系（可搬型）に

よる原子炉格納容器下部への注水の系統構成として中央制御室

にてＢ－ＲＨＲドライウェル第２スプレイ弁の全開操作を実施

し，当直副長に格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子

炉格納容器下部への注水の準備完了を報告する。 

⑦緊急時対策要員は，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による

送水準備完了について緊急時対策本部に報告する。また，緊急

時対策本部は当直長に報告する。 

⑧当直長は，当直副長からの依頼に基づき，格納容器代替スプレ

イ系（可搬型）として使用する大量送水車による送水開始を緊

急時対策本部に依頼する。また，緊急時対策本部は，緊急時対

策要員に格納容器代替スプレイ系(可搬型)として使用する大量

送水車による送水開始を指示する。 

⑨当直副長は，運転員に格納容器代替スプレイ系（可搬型）によ

る原子炉格納容器下部への注水の確認を指示する。 

⑩ａ格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南）を使用した

原子炉格納容器下部への注水の場合 

緊急時対策要員は，格納容器代替スプレイ系（可搬型）として

使用する大量送水車を起動した後，ＡＣＳＳ Ａ－注水ライン

流量調整弁を格納容器代替スプレイ流量にて120m3/hとなるよ

うに調整開とし，送水開始について当直長に報告する。また，

当直長は緊急時対策本部に報告する。 

⑩ｂ格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（西）を使用した

原子炉格納容器下部への注水の場合 

緊急時対策要員は，格納容器代替スプレイ系（可搬型）として

使用する大量送水車を起動した後，ＡＣＳＳ Ｂ－注水ライン

流量調整弁を格納容器代替スプレイ流量にて120m3/hとなるよ
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うに調整開とし，送水開始について当直長に報告する。また，

当直長は緊急時対策本部に報告する。 

⑩ｃ格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（建物内）を使用

した原子炉格納容器下部への注水の場合（故意による大型航空

機の衝突その他のテロリズムによる影響がある場合） 

緊急時対策要員は，ＡＣＳＳ Ｂ－注水ライン止め弁の全閉操

作を実施し，格納容器代替スプレイ系（可搬型）として使用す

る大量送水車を起動した後，可搬型バルブを格納容器代替スプ

レイ流量にて120m3/hとなるように調整開とし，格納容器代替ス

プレイ系（可搬型）として使用する大量送水車により送水を開

始したことを当直長に報告する。また，当直長は緊急時対策本

部に報告する。 

⑪中央制御室運転員Ａは中央制御室にて，原子炉格納容器下部へ

の注水が開始されたことを格納容器代替スプレイ流量指示値の

上昇により確認し，当直副長へ報告する。 

［格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器下部へ

の初期水張りの場合］ 

⑫当直長は，当直副長からの依頼に基づき，ペデスタル水位にて

+2.4m（総注水量約 225m3※１）到達後，原子炉格納容器下部への

注水の停止を緊急時対策本部に依頼する。 

※１：スプレイ管を使用してドライウェルサンプ及びドライウ

ェル床面を経由して原子炉格納容器下部に初期水張りを

実施する場合における総注水量 

また，緊急時対策本部は，緊急時対策要員に原子炉格納容器下

部への注水の停止を指示する。 

⑬ａ格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南）を使用した

原子炉格納容器下部への注水の場合 

緊急時対策要員は，ＡＣＳＳ Ａ－注水ライン流量調整弁の全
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閉操作を実施し，原子炉格納容器下部への注水の停止について

緊急時対策本部に報告する。また，緊急時対策本部は当直長に

報告する。 

⑬ｂ格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（西）を使用した

原子炉格納容器下部への注水の場合 

緊急時対策要員は，ＡＣＳＳ Ｂ－注水ライン流量調整弁の全

閉操作を実施し，原子炉格納容器下部への注水の停止について

緊急時対策本部に報告する。また，緊急時対策本部は当直長に

報告する。 

⑬ｃ格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（建物内）を使用

した原子炉格納容器下部への注水の場合（故意による大型航空

機の衝突その他のテロリズムによる影響がある場合） 

緊急時対策要員は，可搬型バルブの全閉操作を実施し，原子炉

格納容器下部への注水の停止について緊急時対策本部に報告す

る。また，緊急時対策本部は当直長に報告する。 

［原子炉圧力容器破損後の格納容器代替スプレイ系（可搬型）によ

る原子炉格納容器下部への注水の場合］ 

⑭当直副長は，崩壊熱相当に余裕をみた注水流量（12～60m3/h）

を大量送水車にて継続して送水するよう中央制御室運転員及び

当直長を経由して緊急時対策要員に指示する。 

⑮ａ格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南）を使用した

原子炉格納容器下部への注水の場合 

緊急時対策要員は，中央制御室運転員の指示に基づき，ＡＣＳ

Ｓ Ａ－注水ライン流量調整弁の弁開度を調整し，崩壊熱相当

に余裕をみた注水流量（12～60m3/h）にて原子炉格納容器下部

への注水を実施する。 

⑮ｂ格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（西）を使用した

原子炉格納容器下部への注水の場合 



1.8－42 

緊急時対策要員は，中央制御室運転員の指示に基づき，ＡＣＳ

Ｓ Ｂ－注水ライン流量調整弁の弁開度を調整し，崩壊熱相当

に余裕をみた注水流量（12～60m3/h）にて原子炉格納容器下部

への注水を実施する。 

⑮ｃ格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（建物内）を使用

した原子炉格納容器下部への注水の場合（故意による大型航空

機の衝突その他のテロリズムによる影響がある場合） 

緊急時対策要員は，中央制御室運転員の指示に基づき，ＡＣＳ

Ｓ Ｂ－注水ライン止め弁の全閉操作を実施した後，可搬型バ

ルブの弁開度を調整し，崩壊熱相当に余裕をみた注水流量  

（12～60m3/h）にて原子炉格納容器下部への注水を実施する。 

(c) 操作の成立性 

上記の操作のうち，作業開始を判断してから格納容器代替スプレ

イ系（可搬型）による原子炉格納容器下部への注水開始までの必要

な要員数及び想定時間は以下のとおり。 

[格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器下部への

初期水張りの場合］ 

【ＳＡ電源切替盤を使用した場合】 

・中央制御室運転員１名及び現場運転員２名にて作業を実施した 

場合25分以内で可能である。 

【非常用コントロールセンタ切替盤を使用した場合】 

・中央制御室運転員１名及び現場運転員２名にて作業を実施した 

場合40分以内で可能である。 

また，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器

下部への初期水張り操作のうち，緊急時対策要員が実施する屋外で

の格納容器代替スプレイ系（可搬型）による送水操作に必要な要員

数及び想定時間は以下のとおり。 

【格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南）又は格納容器代



1.8－43 

替スプレイ系（可搬型）接続口（西）を使用する場合】 

緊急時対策要員 12 名にて実施した場合：２時間 10 分以内 

【格納容器代替スプレイ系（建物内）を使用する場合（故意による

大型航空機の衝突その他のテロリズムによる影響がある場合）】 

緊急時対策要員 12 名にて実施した場合：３時間 10 分以内 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器下部へ

の注水操作は，格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南）

又は格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（西）を使用する

場合，作業開始を判断してから原子炉格納容器下部への初期水張

り開始を確認するまで２時間 10 分以内で可能である。また，格納

容器代替スプレイ系（建物内）を使用する場合，作業開始を判断

してから原子炉格納容器下部への初期水張り開始を確認するまで

３時間 10 分以内で可能である。 

［原子炉圧力容器破損後の格納容器代替スプレイ系（可搬型）によ

る原子炉格納容器下部への注水の場合］  

緊急時対策要員２名にて作業を実施した場合，作業開始を判断し

てから 10 分以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び

通信連絡設備を整備する。格納容器代替スプレイ系（可搬型）とし

て使用する大量送水車からのホースの接続は，汎用の結合金具であ

り，十分な作業スペースを確保していることから，容易に実施可能

である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いるこ

とで，暗闇における作業性についても確保している。室温は通常運

転時と同程度である。 

ｅ．ペデスタル代替注水系（可搬型）による原子炉格納容器下部への注

水（淡水／海水） 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，ペデスタル代替注水系
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（常設），復水輸送系及び消火系による原子炉格納容器下部への注水機

能が喪失した場合，原子炉格納容器の破損を防止するためペデスタル

代替注水系（可搬型）により原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心

の冷却を実施する。 

炉心損傷の進展により原子炉圧力容器が破損に至る可能性がある場

合において，あらかじめ原子炉格納容器下部への初期水張りを実施す

る。 

原子炉圧力容器破損後は，原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心

を冠水冷却するため，原子炉格納容器下部への注水を継続する。その

際の注水流量は，サプレッション・プール水位が外部水源注水制限に

到達することを遅らせるため，崩壊熱相当に余裕をみた流量とする。 

また，本手順はプラント状況や周辺の現場状況によりペデスタル代

替注水系（可搬型）接続口を任意に選択できる構成としている。 

なお，格納容器代替スプレイ系（可搬型）にて原子炉格納容器下部

への初期水張りを実施し，ペデスタル代替注水系（可搬型）が使用可

能な場合は，原子炉圧力容器破損後の原子炉格納容器下部への注水に

用いる系統を格納容器代替スプレイ系（可搬型）からペデスタル代替

注水系（可搬型）に切り替えて注水を行う。 

(a) 手順着手の判断基準 

［ペデスタル代替注水系（可搬型）による原子炉格納容器下部への

初期水張りの判断基準］ 

損傷炉心の冷却が未達成の場合※１で，ペデスタル代替注水系（可

搬型）が使用可能な場合※２。 

［原子炉圧力容器破損後のペデスタル代替注水系（可搬型）による

原子炉格納容器下部への注水操作の判断基準］ 

原子炉圧力容器の破損の徴候※３及び破損によるパラメータの変

化※４により原子炉圧力容器の破損を判断した場合で，ペデスタル代

替注水系（可搬型）が使用可能な場合※２。 
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※１：「損傷炉心の冷却が未達成」は，原子炉圧力容器下鏡部温度指

示値が 300℃に達した場合。 

※２：設備に異常がなく，電源，燃料及び水源（輪谷貯水槽（西１）

又は輪谷貯水槽（西２））が確保されている場合。 

※３：「原子炉圧力容器の破損の徴候」は，原子炉圧力容器内の水位

の低下，制御棒の位置表示の喪失数増加，原子炉圧力容器下

鏡部温度指示値の喪失数増加及び制御棒駆動機構温度指示値

の喪失数増加により確認する。 

※４：「原子炉圧力容器の破損によるパラメータの変化」は，原子炉

圧力指示値の低下，ドライウェル圧力指示値の上昇，ペデス

タル温度指示値の上昇，ペデスタル水温度指示値の上昇又は

喪失により確認する。 

(b) 操作手順 

ペデスタル代替注水系（可搬型）による原子炉格納容器下部への

注水手順の概要は以下のとおり。手順の対応フローを第 1.8－1 図及

び第 1.8－2 図に，概要図を第 1.8－13 図に，タイムチャートを第

1.8－14 図に示す。（ペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（南），

ペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（西）及びペデスタル代替

注水系（可搬型）（建物内）を使用した原子炉格納容器下部への注水

手順は，手順⑩⑬⑮㉕以外は同様） 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員にペデスタ

ル代替注水系配管を使用したペデスタル代替注水系（可搬型）

による原子炉格納容器下部への注水の準備開始を指示する。 

②当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部にペ

デスタル代替注水系配管・弁の接続口へのペデスタル代替注水

系（可搬型）の接続を依頼する。 

③緊急時対策本部は，当直長にペデスタル代替注水系（可搬型）

として使用するペデスタル代替注水系配管・弁の接続口を報告
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するとともに，緊急時対策要員にペデスタル代替注水系（可搬

型）による原子炉格納容器下部への注水の準備開始を指示する。 

④ａＳＡ電源切替盤を使用する場合 

現場運転員Ｂ及びＣは，ＳＡ電源切替盤にて，ペデスタル代替

注水系（可搬型）による原子炉格納容器下部への注水に必要な

ＭＵＷ ＰＣＶ代替冷却外側隔離弁の電源切替え操作を実施

する。 

④ｂ非常用コントロールセンタ切替盤を使用する場合 

中央制御室運転員Ａは，不要な負荷の操作スイッチを「停止引

ロック」又は「停止」とする。 

現場運転員Ｂ及びＣは，Ｃ／Ｃの不要な負荷の切り離しを行う。 

不要な負荷の切り離し後，中央制御室運転員Ａは，非常用コン

トロールセンタ切替盤の切替え操作を行い，ペデスタル代替注

水系（可搬型）による原子炉格納容器下部への注水に必要なＭ

ＵＷ ＰＣＶ代替冷却外側隔離弁の電源切替えを実施する。 

⑤中央制御室運転員Ａは，ペデスタル代替注水系（可搬型）によ

る原子炉格納容器下部への注水に必要な電動弁の電源が確保さ

れたこと及び監視計器の電源が確保されていることを状態表示

にて確認する。 

⑥中央制御室運転員Ａは，ペデスタル代替注水系（可搬型）によ

る原子炉格納容器下部への注水の系統構成として，中央制御室

にてＭＵＷ ＰＣＶ代替冷却外側隔離弁の全開操作を実施し，

当直副長にペデスタル代替注水系（可搬型）による原子炉格納

容器下部への注水の準備完了を報告する。 

⑦緊急時対策要員は，ペデスタル代替注水系（可搬型）による送

水準備完了について緊急時対策本部に報告する。また，緊急時

対策本部は当直長に報告する。 

⑧当直長は，当直副長からの依頼に基づき，ペデスタル代替注水
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系（可搬型）として使用する大量送水車による送水開始を緊急

時対策本部に依頼する。また，緊急時対策本部は，緊急時対策

要員にペデスタル代替注水系(可搬型)として使用する大量送水

車による送水開始を指示する。 

⑨当直副長は，運転員にペデスタル代替注水系（可搬型）による

原子炉格納容器下部への注水の確認を指示する。 

⑩ａペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（南）を使用した原

子炉格納容器下部への注水の場合 

緊急時対策要員は，ペデスタル代替注水系（可搬型）として使

用する大量送水車を起動した後，ＡＰＦＳ Ａ－注水ライン流

量調整弁の全開操作を実施し，送水開始について当直長に報告

する。また，当直長は緊急時対策本部に報告する。 

⑩ｂペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（西）を使用した原

子炉格納容器下部への注水の場合 

緊急時対策要員は，ペデスタル代替注水系（可搬型）として使

用する大量送水車を起動した後，ＡＰＦＳ Ｂ－注水ライン流

量調整弁の全開操作を実施し，送水開始について当直長に報告

する。また，当直長は緊急時対策本部に報告する。 

⑩ｃペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（建物内）を使用し

た原子炉格納容器下部への注水の場合（故意による大型航空機

の衝突その他のテロリズムによる影響がある場合） 

緊急時対策要員は，ＡＰＦＳ Ｂ－注水ライン止め弁の全閉操

作を実施し，ペデスタル代替注水系（可搬型）として使用する

大量送水車を起動した後，可搬型バルブの全開操作を実施し，

送水開始について当直長に報告する。また，当直長は緊急時対

策本部に報告する。 

⑪中央制御室運転員Ａは中央制御室にて，原子炉格納容器下部へ

の注水が開始されたことをペデスタル代替注水流量指示値の上



1.8－48 

昇により確認し，当直副長へ報告する。 

［ペデスタル代替注水系（可搬型）による原子炉格納容器下部への

初期水張りの場合］ 

⑫当直長は，当直副長からの依頼に基づき，ペデスタル水位にて

+2.4m（総注水量約 70m3※１）到達後，原子炉格納容器下部への

注水の停止を緊急時対策本部に依頼する。 

※１：ペデスタル注水配管を使用して直接原子炉格納容器下部

に初期水張りを実施する場合における総注水量 

また，緊急時対策本部は，緊急時対策要員に原子炉格納容器下

部への注水の停止を指示する。 

⑬ａペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（南）を使用した原

子炉格納容器下部への注水の場合  

緊急時対策要員は，ＡＰＦＳ Ａ－注水ライン流量調整弁の全

閉操作を実施し，原子炉格納容器下部への注水の停止について

緊急時対策本部に報告する。また，緊急時対策本部は当直長に

報告する。 

⑬ｂペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（西）を使用した原

子炉格納容器下部への注水の場合  

緊急時対策要員は，ＡＰＦＳ Ｂ－注水ライン流量調整弁の全

閉操作を実施し，原子炉格納容器下部への注水の停止について

緊急時対策本部に報告する。また，緊急時対策本部は当直長に

報告する。 

⑬ｃペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（建物内）を使用し

た原子炉格納容器下部への注水の場合（故意による大型航空機

の衝突その他のテロリズムによる影響がある場合） 

緊急時対策要員は，可搬型バルブの全閉操作を実施し，原子炉

格納容器下部への注水の停止について緊急時対策本部に報告す

る。また，緊急時対策本部は当直長に報告する。 
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［ペデスタル代替注水系（可搬型）による原子炉格納容器下部への

初期水張り後に原子炉圧力容器の破損を判断し，引き続き，ペデ

スタル代替注水系（可搬型）による原子炉格納容器下部への注水

を実施する場合］ 

⑭当直副長は，崩壊熱相当に余裕をみた注水流量（12～60m3/h）

を大量送水車にて継続して送水するよう中央制御室運転員及び

当直長を経由して緊急時対策要員に指示する。 

⑮ａペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（南）を使用した原

子炉格納容器下部への注水の場合 

緊急時対策要員は，中央制御室運転員の指示に基づき，ＡＰＦ

Ｓ Ａ－注水ライン流量調整弁の弁開度を調整し，崩壊熱相当

に余裕をみた注水流量（12～60m3/h）にて原子炉格納容器下部

への注水を実施する。 

⑮ｂペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（西）を使用した原

子炉格納容器下部への注水の場合 

緊急時対策要員は，中央制御室運転員の指示に基づき，ＡＰＦ

Ｓ Ｂ－注水ライン流量調整弁の弁開度を調整し，崩壊熱相当

に余裕をみた注水流量（12～60m3/h）にて原子炉格納容器下部

への注水を実施する。 

⑮ｃペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（建物内）を使用し

た原子炉格納容器下部への注水の場合（故意による大型航空機

の衝突その他のテロリズムによる影響がある場合） 

緊急時対策要員は，中央制御室運転員の指示に基づき，ＡＰＦ

Ｓ Ｂ－注水ライン止め弁の全閉操作を実施した後，可搬型バ

ルブの弁開度を調整し，崩壊熱相当に余裕をみた注水流量  

（12～60m3/h）にて原子炉格納容器下部への注水を実施する。 

⑯当直長は，当直副長からの依頼に基づき，ペデスタル代替注水

系（可搬型）による原子炉格納容器下部への注水が開始された



1.8－50 

ことを緊急時対策本部へ報告する。 

［格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器下部

への初期水張り後に原子炉圧力容器の破損を判断し，ペデスタ

ル注水配管が使用可能であり，原子炉格納容器下部への注水を

格納容器代替スプレイ系（可搬型）からペデスタル代替注水系

（可搬型）に切り替える場合］ 

⑰当直副長は，運転員にペデスタル代替注水系（可搬型）による

原子炉格納容器下部への注水の準備開始を指示する。 

⑱当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部にペ

デスタル代替注水系配管・弁を使用したペデスタル代替注水系

（可搬型）による注水準備を依頼する。 

⑲緊急時対策本部は，当直長にペデスタル代替注水系（可搬型）

として使用するペデスタル代替注水系配管・弁の接続口を報告

するとともに，緊急時対策要員にペデスタル代替注水系（可搬

型）による原子炉格納容器下部への注水の準備開始を指示する。 

⑳中央制御室運転員Ａは，ペデスタル代替注水系（可搬型）によ

る原子炉格納容器下部への注水に必要な電動弁の電源が確保さ

れていること及び監視計器の電源が確保されていることを状態

表示にて確認する。 

㉑中央制御室運転員Ａは，ペデスタル代替注水系（可搬型）によ

る原子炉格納容器下部への注水の系統構成として，中央制御室

にてＭＵＷ ＰＣＶ代替冷却外側隔離弁の全開操作を実施し，

当直副長にペデスタル代替注水系（可搬型）による原子炉格納

容器下部への注水の準備完了を報告する。 

㉒緊急時対策要員は，ペデスタル代替注水系（可搬型）による送

水準備完了について緊急時対策本部に報告する。また，緊急時

対策本部は当直長に報告する。 

㉓当直長は，当直副長からの依頼に基づき，ペデスタル代替注水
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系（可搬型）として使用する大量送水車による送水開始を緊急

時対策本部に依頼する。また，緊急時対策本部は，緊急時対策

要員にペデスタル代替注水系(可搬型)として使用する大量送水

車による送水開始を指示する。 

㉔当直副長は，運転員にペデスタル代替注水系（可搬型）による

原子炉格納容器下部への注水の確認を指示する。 

㉕ａペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（南）を使用した原

子炉格納容器下部への注水の場合 

緊急時対策要員は，中央制御室運転員の指示に基づき，ＡＰＦ

Ｓ Ａ－注水ライン流量調整弁の弁開度を調整し，崩壊熱相当

に余裕をみた注水流量（12～60m3/h）にて原子炉格納容器下部

への注水を実施する。 

㉕ｂペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（西）を使用した原

子炉格納容器下部への注水の場合 

緊急時対策要員は，中央制御室運転員の指示に基づき，ＡＰＦ

Ｓ Ｂ－注水ライン流量調整弁の弁開度を調整し，崩壊熱相当

に余裕をみた注水流量（12～60m3/h）にて原子炉格納容器下部

への注水を実施する。 

㉕ｃペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（建物内）を使用し

た原子炉格納容器下部への注水の場合（故意による大型航空機

の衝突その他のテロリズムによる影響がある場合） 

 緊急時対策要員は，中央制御室運転員の指示に基づき，ＡＰＦ

Ｓ Ｂ－注水ライン止め弁の全閉操作を実施した後，可搬型バ

ルブの弁開度を調整し，崩壊熱相当に余裕をみた注水流量（12

～60m3/h）にて原子炉格納容器下部への注水を実施する。 

㉖当直長は，当直副長からの依頼に基づき，ペデスタル代替注水

系（可搬型）による原子炉格納容器下部への注水が開始された

ことを緊急時対策本部へ報告する。 
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(c) 操作の成立性 

上記の操作のうち，作業開始を判断してからペデスタル代替注水

系（可搬型）による原子炉格納容器下部への注水開始までの必要な

要員数及び想定時間は以下のとおり。 

[ペデスタル代替注水系（可搬型）による原子炉格納容器下部への初

期水張りの場合］ 

【ＳＡ電源切替盤を使用した場合】 

・中央制御室運転員１名及び現場運転員２名にて作業を実施した

場合25分以内で可能である。 

【非常用コントロールセンタ切替盤を使用した場合】 

・中央制御室運転員１名及び現場運転員２名にて作業を実施した 

場合40分以内で可能である。 

また，ペデスタル代替注水系（可搬型）による原子炉格納容器下

部への注水操作のうち，緊急時対策要員が実施する屋外でのペデス

タル代替注水系（可搬型）による初期水張り操作に必要な要員数及

び想定時間は以下のとおり。 

【ペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（南）又はペデスタル代

替注水系（可搬型）接続口（西）を使用する場合】 

緊急時対策要員 12 名にて実施した場合：２時間 10 分以内 

【ペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（建物内）を使用する場

合（故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムによる影響

がある場合）】 

緊急時対策要員 12 名にて実施した場合：３時間 10 分以内 

ペデスタル代替注水系（可搬型）による原子炉格納容器下部への

注水操作は，ペデスタル代替注水系（可搬型）接続口（南）又はペ

デスタル代替注水系（可搬型）接続口（西）を使用する場合，作業

開始を判断してから原子炉格納容器下部への初期水張り開始を確認

するまで２時間 10 分以内で可能である。また，ペデスタル代替注水
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系（可搬型）接続口（建物内）を使用する場合，作業開始を判断し

てから原子炉格納容器下部への初期水張り開始を確認するまで３時

間 10 分以内で可能である。 

［ペデスタル代替注水系（可搬型）による原子炉格納容器下部への

初期水張り後に原子炉圧力容器の破損を判断し，引き続き，ペデ

スタル代替注水系（可搬型）による原子炉格納容器下部への注水

を実施する場合］  

緊急時対策要員２名にて作業を実施した場合，作業開始を判断し

てから 10 分以内で可能である。 

［格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器下部へ

の初期水張り後に原子炉圧力容器の破損を判断し，ペデスタル注

水配管が使用可能であり，原子炉格納容器下部への注水を格納容

器代替スプレイ系（可搬型）からペデスタル代替注水系（可搬型）

に切り替える場合］  

ペデスタル代替注水系（可搬型）による原子炉格納容器下部への

注水操作のうち，運転員が実施する原子炉建物での系統構成を，中

央制御室運転員１名にて作業を実施した場合，作業開始を判断して

から 10 分以内で可能である。 

また，緊急時対策要員が実施する屋外でのペデスタル代替注水系

（可搬型）による原子炉格納容器下部への注水操作を緊急時対策要

員２名にて作業を実施した場合，作業開始を判断してから 10 分以内

で可能である。 

なお，ペデスタル代替注水系（可搬型）による原子炉格納容器下

部への注水操作のうち運転員が実施する原子炉建物での系統構成及

び緊急時対策要員が実施する屋外でのペデスタル代替注水系（可搬

型）による原子炉格納容器下部への注水操作は並行して実施し，作

業開始を判断してから 10 分以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び
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通信連絡設備を整備する。ペデスタル代替注水系（可搬型）として

使用する大量送水車からのホースの接続は，汎用の結合金具であり，

十分な作業スペースを確保していることから，容易に実施可能であ

る。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いるこ

とで，暗闇における作業性についても確保している。室温は通常運

転時と同程度である。 

1.8.2.2 溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下遅延・防止のための対応手

順 

(1) 原子炉圧力容器への注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合，溶融炉心の原子炉格納容器下部へ

の落下を遅延又は防止するため原子炉圧力容器へ注水する。また，十分

な炉心の冷却ができず原子炉圧力容器下部へ溶融炉心が移動した場合で

も原子炉圧力容器へ注水することにより原子炉圧力容器の破損遅延又は

防止を図る。 

溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下を遅延又は防止のための原子

炉圧力容器への注水手段を着手する場合は，低圧原子炉代替注水系（常

設）及び低圧原子炉代替注水系（可搬型）として使用する大量送水車に

よる原子炉圧力容器への注水手段を同時並行で準備する。 

なお，原子炉圧力容器内の水位が不明と判断した場合は，原子炉底部

から原子炉水位レベル０まで冠水させるために必要な原子炉注水量及び

崩壊熱分の注水量を考慮し，原子炉注水流量に応じた必要注水時間の原

子炉注水を実施する。その後，原子炉水位をレベル０以上で維持するた

め崩壊熱相当の注水量以上での注水を継続的に実施する。 

ａ．高圧原子炉代替注水系による原子炉圧力容器への注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉冷却材圧力バウ

ンダリが高圧の状態で，復水・給水系，原子炉隔離時冷却系及び高圧

炉心スプレイ系による原子炉圧力容器への注水ができない場合は，常
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設代替直流電源設備として使用するＳＡ用 115V 系蓄電池又は可搬型

直流電源設備として使用する高圧発電機車及びＳＡ用 115V 系充電器

より高圧原子炉代替注水系の電源を確保し，原子炉圧力容器へ注水す

る。 

なお，注水を行う際は，ほう酸水注入系による原子炉圧力容器への

ほう酸水注入を並行して行う。 

(a) 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１において，復水・給水系，原子炉隔離

時冷却系及び高圧炉心スプレイ系による原子炉圧力容器への注水が

できず，高圧原子炉代替注水系が使用可能な場合※２。 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容器

内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線量率

の 10 倍を超えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｃ

ＡＭＳ）が使用できない場合に原子炉圧力容器温度で 300℃

以上を確認した場合。 

※２：原子炉圧力指示値が規定値以上ある場合において，設備に異

常が無く，電源及び水源（サプレッション・チェンバ）が確

保されている場合。 

(b) 操作手順 

高圧原子炉代替注水系による原子炉圧力容器への注水手順につい

ては「1.2.2.1(1)ａ．中央制御室からの高圧原子炉代替注水系起動」

の操作手順と同様である。 

(c) 操作の成立性 

上記の操作は中央制御室運転員１名にて操作を実施した場合，作

業開始を判断してから高圧原子炉代替注水系による原子炉圧力容器

への注水開始まで 10 分以内で可能である。 

ｂ．ほう酸水注入系による原子炉圧力容器へのほう酸水注入 

損傷炉心へ注水する場合，ほう酸水注入系によるほう酸水の注入を
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並行して実施する。 

(a) 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１において，損傷炉心へ注水する場合で，

ほう酸水注入系が使用可能な場合※２。 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容器

内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線量率

の 10 倍を超えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｃ

ＡＭＳ）が使用できない場合に原子炉圧力容器温度で 300℃

以上を確認した場合。 

※２：設備に異常がなく，電源及び水源（ほう酸水貯蔵タンク）が

確保されている場合。 

(b) 操作手順 

ほう酸水注入系による原子炉圧力容器へのほう酸水注入手順の概

要は以下のとおり。手順の対応フローを第 1.8－3 図に，概要図を第

1.8－15 図に，タイムチャートを第 1.8－16 図に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，中央制御室運転員

にほう酸水注入系による原子炉圧力容器へのほう酸水注入の準

備開始を指示する。 

②中央制御室運転員Ａは，ほう酸水注入系による原子炉圧力容器

へのほう酸水注入に必要なポンプ，電動弁及び監視計器の電源

が確保されていることを状態表示にて確認する。 

③当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部にガ

スタービン発電機の負荷容量確認を依頼し，ほう酸水注入系が

使用可能か確認する。 

④中央制御室運転員Ａは，Ａ又はＢ－ほう酸水注入ポンプの起動

操作（ほう酸水注入系起動用ＣＯＳを「Ａ系統」位置（Ｂ系を

起動する場合は「Ｂ系統」位置）にすることで，Ａ（Ｂ）－Ｓ

ＬＣタンク出口弁及びＡ（Ｂ）－ＳＬＣ注入弁が全開となり，
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ほう酸水注入ポンプが起動し，原子炉圧力容器へのほう酸水注

入が開始される。）を実施し，発電用原子炉が未臨界であること

を継続して監視する。 

⑤当直副長は，中央制御室運転員にほう酸水貯蔵タンク液位を監

視し，ほう酸水の全量注入完了を確認後，ほう酸水注入ポンプ

を停止するよう指示する。 

⑥中央制御室運転員Ａは，ほう酸水注入ポンプを停止し，当直副

長に報告する。 

(c) 操作の成立性 

上記の操作は，中央制御室運転員１名にて作業を実施した場合，

作業開始を判断してからほう酸水注入系による原子炉圧力容器への

ほう酸水注入開始まで 10 分以内で可能である。 

ｃ．制御棒駆動水圧系による原子炉圧力容器への注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，常設代替交流電源設備

により制御棒駆動水圧系の電源を確保し，原子炉圧力容器への注水を

実施することで，原子炉圧力容器の下部に移動した溶融炉心を冷却し，

原子炉圧力容器の破損の進展を抑制する。 

なお，注水を行う際は，ほう酸水注入系による原子炉圧力容器への

ほう酸水注入を並行して行う。 

(a) 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１において，制御棒駆動水圧系が使用可

能な場合※２。 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容器

内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線量率

の 10 倍を超えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｃ

ＡＭＳ）が使用できない場合に原子炉圧力容器温度で 300℃

以上を確認した場合。 

※２：設備に異常がなく，電源，補機冷却水及び水源（復水貯蔵タ
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ンク）が確保されている場合。 

(b) 操作手順 

制御棒駆動水圧系による原子炉圧力容器への注水手順については，

「1.2.2.3(1)ａ．制御棒駆動水圧系による原子炉圧力容器への注水」

の操作手順と同様である。 

(c) 操作の成立性 

上記の操作は，中央制御室運転員１名にて作業を実施した場合，

作業開始を判断してから制御棒駆動水圧系による原子炉圧力容器へ

の注水開始まで 15 分以内で可能である。 

ｄ．低圧原子炉代替注水系（常設）による原子炉圧力容器への注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，復水・給水系，原子炉

隔離時冷却系及び非常用炉心冷却系による原子炉圧力容器への注水が

できない場合は，常設代替交流電源設備として使用するガスタービン

発電機により低圧原子炉代替注水系（常設）の電源を確保し，原子炉

圧力容器へ注水する。 

また，原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の場合において，復水・

給水系，原子炉隔離時冷却系，非常用炉心冷却系及び高圧原子炉代替

注水系による原子炉圧力容器への注水ができない場合は，低圧原子炉

代替注水系（常設）の運転状態確認後，逃がし安全弁により減圧を実

施する。 

逃がし安全弁により減圧を実施する手順については「1.3 原子炉冷

却材圧力バウンダリを減圧するための手順等」にて整備する。 

なお，注入を行う際は，ほう酸水注入系による原子炉圧力容器への

ほう酸水注入を並行して行う。 

(a) 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１において，復水・給水系，原子炉隔離

時冷却系及び非常用炉心冷却系による原子炉圧力容器への注水がで

きず，低圧原子炉代替注水系（常設）が使用可能な場合※２。 
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※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容器

内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線量率

の 10 倍を超えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｃ

ＡＭＳ）が使用できない場合に原子炉圧力容器温度で 300℃

以上を確認した場合。 

※２：設備に異常がなく，電源，及び水源（低圧原子炉代替注水槽）

が確保されている場合。 

(b) 操作手順 

低圧原子炉代替注水系（常設）による原子炉圧力容器への注水手

順の概要は以下のとおり。手順の対応フローを第 1.8－3 図及び第

1.8－4 図に，概要図を第 1.8－17 図に，タイムチャートを第 1.8－

18 図に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に低圧原子

炉代替注水系（常設）による原子炉圧力容器への注水の準備開

始を指示する。 

②ａＳＡ電源切替盤を使用する場合 

現場運転員Ｂ及びＣは，ＳＡ電源切替盤にて，低圧原子炉代替

注水系（常設）による原子炉圧力容器への注水に必要なＡ－Ｒ

ＨＲ注水弁の電源切替え操作を実施する。 

②ｂ非常用コントロールセンタ切替盤を使用する場合 

中央制御室運転員Ａは，不要な負荷の操作スイッチを「停止引

ロック」又は「停止」とする。 

現場運転員Ｂ及びＣは，Ｃ／Ｃの不要な負荷の切り離しを行う。 

不要な負荷の切り離し後，中央制御室運転員Ａは，非常用コン

トロールセンタ切替盤の切替え操作を行い，低圧原子炉代替注

水系（常設）による原子炉圧力容器への注水に必要なＡ－ＲＨ

Ｒ注水弁の電源切替えを実施する。 

③中央制御室運転員Ａは，低圧原子炉代替注水系（常設）による
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原子炉圧力容器への注水に必要な電動弁の電源が確保されたこ

と並びにポンプ，電動弁及び監視計器の電源が確保されている

ことを状態表示にて確認する。 

④当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部にガ

スタービン発電機の負荷容量確認を依頼し，低圧原子炉代替注

水系（常設）が使用可能か確認する。 

⑤中央制御室運転員Ａは，低圧原子炉代替注水ポンプ（１台）の

起動操作を実施し低圧原子炉代替注水ポンプ吐出圧力指示値が

規定値以上であることを確認する。 

⑥中央制御室運転員Ａは，Ａ－ＲＨＲ注水弁の全開操作を行う。 

⑦当直副長は，原子炉圧力容器内の圧力が低圧原子炉代替注水ポ

ンプ吐出圧力以下であることを確認後，運転員に低圧原子炉代

替注水系（常設）による原子炉圧力容器への注水開始を指示す

る。 

⑧中央制御室運転員Ａは，ＦＬＳＲ注水隔離弁の開操作を実施す

る。 

⑨中央制御室運転員Ａは，原子炉圧力容器への注水が開始された

ことを低圧原子炉代替注水配管流量指示値の上昇及び原子炉水

位指示値の上昇により確認し，当直副長に報告するとともに原

子炉圧力容器内の水位を原子炉水位低（レベル３）から原子炉

水位高（レベル８）の間で維持する。 

⑩当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に低

圧原子炉代替注水槽の補給を依頼する。 

(c) 操作の成立性 

上記の操作のうち，作業開始を判断してから低圧原子炉代替注水系

（常設）による原子炉圧力容器への注水開始までの必要な要員数及び   

想定時間は以下のとおり。 

【ＳＡ電源切替盤を使用した場合】 
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・中央制御室運転員１名及び現場運転員２名にて作業を実施した場合

20 分以内で可能である。 

【非常用コントロールセンタ切替盤を使用した場合】 

・中央制御室運転員１名及び現場運転員２名にて作業を実施した 

場合 35 分以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び

通信連絡設備を整備する。室温は通常運転時と同程度である。 

ｅ．復水輸送系による原子炉圧力容器への注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，低圧原子炉代替注水系

（常設）による原子炉圧力容器への注水ができない場合は，復水輸送

系による原子炉圧力容器への注水を実施する。 

また，原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の場合において，復水・

給水系，原子炉隔離時冷却系，非常用炉心冷却系及び高圧原子炉代替

注水系による原子炉圧力容器への注水ができない場合は，復水輸送系

の運転状態確認後，逃がし安全弁により減圧を実施する。 

なお，注水を行う際は，ほう酸水注入系による原子炉圧力容器への

ほう酸水注入を並行して行う。 

(a) 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１において，低圧原子炉代替注水系（常

設）による原子炉圧力容器への注水ができず，復水輸送系が使用可

能な場合※２。 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容器

内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線量率

の 10 倍を超えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｃ

ＡＭＳ）が使用できない場合に原子炉圧力容器温度で 300℃

以上を確認した場合。 

※２：設備に異常がなく，電源及び水源（復水貯蔵タンク）が確保

されている場合。 
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(b) 操作手順 

復水輸送系による原子炉圧力容器への注水手順の概要は以下のと

おり。手順の対応フローを第 1.8－3 図及び第 1.8－4 図に，概要図

を第 1.8－19 図に，タイムチャートを第 1.8－20 図に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，中央制御室運転員

に復水輸送系による原子炉圧力容器への注水の準備開始を指示

する。 

②中央制御室運転員Ａは，復水輸送系による原子炉圧力容器への

注水に必要なポンプ，電動弁及び監視計器の電源が確保されて

いることを状態表示にて確認する。 

③中央制御室運転員Ａは，復水輸送系バイパス流防止対策として

ＣＷＴ Ｔ／Ｂ供給遮断弁の全閉操作を実施する。 

④中央制御室運転員Ａは，復水輸送ポンプの起動操作を実施し，

復水輸送ポンプ吐出圧力指示値が規定値以上であることを確認

する。 

⑤中央制御室運転員Ａは，Ａ－ＲＨＲ注水弁の開操作を行う。 

⑥当直副長は，原子炉圧力容器内の圧力が復水輸送ポンプの吐出

圧力以下であることを確認後，中央制御室運転員に復水輸送系

による原子炉圧力容器への注水開始を指示する。 

⑦中央制御室運転員Ａは，Ａ－ＲＨＲ ＲＰＶ代替注水弁を開操

作し原子炉注水を開始する。 

⑧中央制御室運転員Ａは，原子炉圧力容器への注水が開始された

ことをＲＰＶ／ＰＣＶ注入流量指示値の上昇及び原子炉水位指

示値の上昇により確認し，当直副長に報告するとともに原子炉

圧力容器内の水位を原子炉水位低（レベル３）から原子炉水位

高（レベル８）の間で維持する。 

(c) 操作の成立性 

上記の操作は，中央制御室運転員１名にて作業を実施した場合，
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作業開始を判断してから復水輸送系による原子炉圧力容器への注水

開始まで 20 分以内で可能である。 

ｆ．消火系による原子炉圧力容器への注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，低圧原子炉代替注水系

（常設）及び復水輸送系による原子炉圧力容器への注水ができない場

合は，補助消火水槽を水源とした補助消火ポンプにより又はろ過水タ

ンクを水源とした消火系により原子炉圧力容器への注水を実施する。 

また，原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の場合において，復水・

給水系，原子炉隔離時冷却系，非常用炉心冷却系及び高圧原子炉代替

注水系による原子炉圧力容器への注水ができない場合は，消火系の運

転状態確認後，逃がし安全弁により減圧を実施する。 

なお，注水を行う際は，ほう酸水注入系による原子炉圧力容器への

ほう酸水注入を並行して行う。 

(a) 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１において，低圧原子炉代替注水系（常

設）及び復水輸送系による原子炉圧力容器への注水ができず，消火

系が使用可能な場合※２。 

ただし，重大事故等へ対処するために消火系による消火が必要な

火災が発生していない場合。 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容器

内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線量率

の 10 倍を超えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｃ

ＡＭＳ）が使用できない場合に原子炉圧力容器温度で 300℃

以上を確認した場合。 

※２：設備に異常がなく，電源及び水源（補助消火水槽又はろ過水

タンク）が確保されている場合。 

(b) 操作手順 

消火系による原子炉圧力容器への注水手順の概要は以下のとおり。
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手順の対応フローを第 1.8－3図及び第 1.8－4図に，概要図を第 1.8

－21 図に，タイムチャートを第 1.8－22 図に示す。（補助消火ポン

プを使用して原子炉圧力容器に注水する場合及び消火ポンプを使用

して原子炉圧力容器に注水する場合について，手順④以外同様） 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，中央制御室運転員

に消火系による原子炉圧力容器への注水の準備開始を指示する。 

②中央制御室運転員Ａは，消火系による原子炉圧力容器への注水

に必要なポンプ，電動弁及び監視計器の電源が確保されている

ことを状態表示にて確認する。 

③中央制御室運転員Ａは，復水輸送系バイパス流防止としてＣＷ

Ｔ Ｔ／Ｂ供給遮断弁の全閉操作を実施する。 

④ａ補助消火ポンプを使用して原子炉圧力容器に注水する場合 

中央制御室運転員Ａは，補助消火ポンプを起動する。 

④ｂ消火ポンプを使用して原子炉圧力容器に注水する場合 

中央制御室運転員Ａは消火ポンプの起動操作を実施し，消火ポ

ンプ吐出圧力指示値が規定値以上であることを確認する。 

⑤中央制御室運転員ＡはＣＷＴ系・消火系連絡止め弁（消火系）

の全開操作，ＣＷＴ系・消火系連絡止め弁の全開操作を実施す

る。 

⑥中央制御室運転員ＡはＡ－ＲＨＲ注水弁の全開操作を実施する。 

⑦当直副長は，原子炉圧力容器内の圧力が消火ポンプの吐出圧力

以下であることを確認後，中央制御室運転員に消火系による原

子炉圧力容器への注水の開始を指示する。 

⑧中央制御室運転員Ａは，Ａ－ＲＨＲ ＲＰＶ代替注水弁の開操

作を実施する。 

⑨中央制御室運転員Ａは，原子炉圧力容器への注水が開始された

ことをＲＰＶ／ＰＣＶ注入流量指示値の上昇及び原子炉水位指

示値の上昇により確認し，当直副長に報告するとともに原子炉
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圧力容器内の水位を原子炉水位低（レベル３）から原子炉水位

高（レベル８）の間で維持する。 

(c) 操作の成立性 

上記の操作は，中央制御室運転員１名にて作業を実施した場合，

作業開始を判断してから消火系による原子炉圧力容器への注水開始

まで，25 分以内で可能である。 

ｇ．低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉圧力容器への注水（淡

水／海水） 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，低圧原子炉代替注水系

（常設），復水輸送系及び消火系による原子炉圧力容器への注水ができ

ない場合は，低圧原子炉代替注水系（可搬型）により原子炉圧力容器

への注水を実施する。 

また，原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の場合において，復水・

給水系，原子炉隔離時冷却系，非常用炉心冷却系及び高圧原子炉代替

注水系による原子炉圧力容器への注水ができない場合は，低圧原子炉

代替注水系（可搬型）の運転状態確認後，逃がし安全弁により減圧を

実施する。 

なお，注水を行う際は，ほう酸水注入系による原子炉圧力容器への

ほう酸水注入を並行して行う。 

(a) 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１において，復水・給水系，原子炉隔離

時冷却系及び非常用炉心冷却系による原子炉圧力容器への注水がで

きず，低圧原子炉代替注水系（可搬型）が使用可能な場合※２。 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容器

内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線量率

の 10 倍を超えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｃ

ＡＭＳ）が使用できない場合に原子炉圧力容器温度で 300℃

以上を確認した場合。 
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※２：設備に異常が無く，電源，燃料及び水源（輪谷貯水槽（西１）

又は輪谷貯水槽（西２））が確保されている場合。 

(b) 操作手順 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉圧力容器への注水

手順の概要は以下のとおり。手順の対応フローを第 1.8－3 図及び第

1.8－4 図に，概要図を第 1.8－23 図に，タイムチャートを第 1.8－

24 図に示す。（低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（南），低圧

原子炉代替注水系（可搬型）接続口（西）及び低圧原子炉代替注水

系（可搬型）接続口（建物内）を使用した原子炉圧力容器への注水

手順は，手順⑦，⑫以外同様） 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に低圧原子

炉代替注水系（可搬型）接続口（南），低圧原子炉代替注水系（可

搬型）接続口（西）又は低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続

口（建物内）を使用した低圧原子炉代替注水系（可搬型）によ

る原子炉圧力容器への注水の準備開始を指示する。 

②当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に低

圧原子炉代替注水系配管・弁の接続口への低圧原子炉代替注水

系（可搬型）の接続を依頼する。 

③緊急時対策本部は，当直長に低圧原子炉代替注水系（可搬型）

で使用する接続口を連絡するとともに緊急時対策要員に低圧原

子炉代替注水系（可搬型）による原子炉圧力容器への注水の準

備開始を指示する。 

④ａＳＡ電源切替盤を使用する場合 

現場運転員Ｂ及びＣは，ＳＡ電源切替盤にて，低圧原子炉代替

注水系（可搬型）による原子炉圧力容器への注水に必要なＡ－

ＲＨＲ注水弁又はＢ－ＲＨＲ注水弁の電源切替え操作を実施す

る。 

④ｂ非常用コントロールセンタ切替盤を使用する場合 
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中央制御室運転員Ａは，不要な負荷の操作スイッチを「停止引

ロック」又は「停止」とする。 

現場運転員Ｂ及びＣは，Ｃ／Ｃの不要な負荷の切り離しを行う。 

不要な負荷の切り離し後，中央制御室運転員Ａは，非常用コン

トロールセンタ切替盤の切替え操作を行い，低圧原子炉代替注

水系（可搬型）による原子炉圧力容器への注水に必要なＡ－Ｒ

ＨＲ注水弁又はＢ－ＲＨＲ注水弁の電源切替えを実施する。 

⑤中央制御室運転員Ａは，低圧原子炉代替注水系（可搬型）によ

る原子炉圧力容器への注水に必要な電動弁及び監視計器の電源

が確保されていることを状態表示にて確認する。 

⑥当直副長は，運転員に低圧原子炉代替注水系（可搬型）による

原子炉圧力容器への注水の系統構成を指示する。 

⑦ａ低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（南）を使用した原

子炉圧力容器への注水の場合 

中央制御室運転員ＡはＡ－ＲＨＲ注水弁の全開操作及びＦＬＳ

Ｒ注水隔離弁の全開操作を実施する。 

⑦ｂ低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（西）を使用した原

子炉圧力容器への注水の場合 

中央制御室運転員ＡはＢ－ＲＨＲ注水弁の全開操作を実施す

る。 

⑦ｃ低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（建物内）を使用し

た原子炉圧力容器への注水の場合（故意による大型航空機の衝

突その他のテロリズムによる影響がある場合） 

中央制御室運転員ＡはＢ－ＲＨＲ注水弁の全開操作を実施す

る。 

⑧当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に低

圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉圧力容器へ注水す

るための原子炉建物原子炉棟内の系統構成が完了したことを報
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告する。 

⑨緊急時対策本部は，当直長に低圧原子炉代替注水系（可搬型）

として使用する大量送水車による送水開始を報告するとともに

緊急時対策要員に低圧原子炉代替注水系（可搬型）として使用

する大量送水車の起動を指示する。 

⑩ａ低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（南）を使用した原

子炉圧力容器への注水の場合 

緊急時対策要員は，低圧原子炉代替注水系（可搬型）として使

用する大量送水車を起動した後，ＦＬＳＲ可搬式設備 Ａ－注

水ライン流量調整弁の全開操作を実施し，低圧原子炉代替注水

系（可搬型）として使用する大量送水車により送水を開始した

ことを当直長に報告する。また，当直長は緊急時対策本部に報

告する。 

⑩ｂ低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（西）を使用した原

子炉圧力容器への注水の場合 

緊急時対策要員は，低圧原子炉代替注水系（可搬型）として使

用する大量送水車を起動した後，ＦＬＳＲ可搬式設備 Ｂ－注

水ライン流量調整弁の全開操作を実施し，低圧原子炉代替注水

系（可搬型）として使用する大量送水車により送水を開始した

ことを当直長に報告する。また，当直長は緊急時対策本部に報

告する。 

⑩ｃ低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（建物内）を使用し

た原子炉圧力容器への注水の場合（故意による大型航空機の衝

突その他のテロリズムによる影響がある場合） 

緊急時対策要員は，ＦＬＳＲ可搬式設備 Ｂ－注水ライン止め

弁の全閉操作を実施し，低圧原子炉代替注水系（可搬型）とし

て使用する大量送水車を起動した後，可搬型バルブの全開操作

を実施し，低圧原子炉代替注水系（可搬型）として使用する大
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量送水車により送水を開始したことを当直長に報告する。また，

当直長は緊急時対策本部に報告する。 

⑪当直副長は，中央制御室運転員Ａに低圧原子炉代替注水系（可

搬型）による原子炉圧力容器への注水の確認を指示する。 

⑫ａ低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（南）を使用した原

子炉圧力容器への注水の場合 

中央制御室運転員Ａは原子炉圧力容器への注水が開始されたこ

とを低圧原子炉代替注水流量指示値の上昇及び原子炉水位指示

値の上昇により確認し，当直副長に報告するとともに原子炉圧

力容器内の水位を原子炉水位低（レベル３）から原子炉水位高

（レベル８）の間で維持する。 

※原子炉圧力容器への注水と原子炉格納容器内への注水を実施

する場合は，原子炉圧力容器への注水及び原子炉格納容器内

への注水に必要な系統構成を行い，原子炉圧力容器への注水

と原子炉格納容器内への注水を実施する。 

⑫ｂ低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（西）を使用した原

子炉圧力容器への注水の場合 

中央制御室運転員Ａは原子炉圧力容器への注水が開始されたこ

とを低圧原子炉代替注水流量指示値の上昇及び原子炉水位指示

値の上昇により確認し，当直副長に報告するとともに原子炉圧

力容器内の水位を原子炉水位低（レベル３）から原子炉水位高

（レベル８）の間で維持する。 

※原子炉圧力容器への注水と原子炉格納容器内への注水を実施

する場合は，原子炉圧力容器への注水及び原子炉格納容器内

への注水に必要な系統構成を行い，原子炉圧力容器への注水

と原子炉格納容器内への注水を実施する。 

⑫ｃ低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（建物内）を使用し

た原子炉圧力容器への注水の場合（故意による大型航空機の衝
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突その他のテロリズムによる影響がある場合） 

中央制御室運転員Ａは原子炉圧力容器への注水が開始されたこ

とを低圧原子炉代替注水流量指示値の上昇及び原子炉水位指示

値の上昇により確認し，当直副長に報告するとともに原子炉圧

力容器内の水位を原子炉水位低（レベル３）から原子炉水位高

（レベル８）の間で維持する。 

※原子炉圧力容器への注水と原子炉格納容器内への注水を実施

する場合は，原子炉圧力容器への注水及び原子炉格納容器内

への注水に必要な系統構成を行い，原子炉圧力容器への注水

と原子炉格納容器内への注水を実施する。 

⑬当直長は，当直副長からの依頼に基づき，低圧原子炉代替注水

系（可搬型）による原子炉圧力容器への注水が開始されたこと

を緊急時対策本部に報告する。 

(c) 操作の成立性 

上記の操作のうち，作業開始を判断してから低圧原子炉代替注水

系（可搬型）による原子炉圧力容器への注水開始までの必要な要

員数及び想定時間は以下のとおり。 

【ＳＡ電源切替盤を使用した場合】 

・中央制御室運転員１名及び現場運転員２名にて作業を実施した場合

25 分以内で可能である。 

【非常用コントロールセンタ切替盤を使用した場合】 

・中央制御室運転員１名及び現場運転員２名にて作業を実施した 

場合 40 分以内で可能である。 

【低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（南）又は低圧原子炉代

替注水系（可搬型）接続口（西）を使用する場合】 

緊急時対策要員 12 名にて実施した場合：２時間 10 分以内 

【低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（建物内）を使用する場

合（故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムによる影響
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がある場合）】 

緊急時対策要員 12 名にて実施した場合：３時間 10 分以内 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉圧力容器内への注

水操作は，低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（南）又は低圧

原子炉代替注水系（可搬型）接続口（西）を使用する場合，作業開

始を判断してから低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉圧

力容器への注水を確認するまで２時間 10 分以内で可能である。また，

低圧原子炉代替注水系（可搬型）接続口（建物内）を使用する場合，

作業開始を判断してから低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原

子炉圧力容器への注水を確認するまで３時間 10 分以内で可能であ

る。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び

通信連絡設備を整備する。低圧原子炉代替注水系（可搬型）として

使用する大量送水車からのホースの接続は，汎用の結合金具であ

り，十分な作業スペースを確保していることから，容易に実施可能

である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いるこ

とで，暗闇における作業性についても確保している。室温は通常運

転時と同程度である。 

1.8.2.3 その他の手順項目について考慮する手順 

逃がし安全弁による減圧手順については，「1.3 原子炉冷却材圧力バウ

ンダリを減圧するための手順等」にて整備する。 

低圧原子炉代替注水槽，輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）へ

の水の補給手順，水源から接続口までの大量送水車による送水手順及び外

部水源(輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）)から内部水源（サプ

レッション・チェンバ）への水源切替手順については，「1.13 重大事故等

の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

常設代替交流電源設備として使用するガスタービン発電機，可搬型代替
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交流電源設備として使用する高圧発電機車，常設代替直流電源設備として

使用する SA 用 115V 系蓄電池又は可搬型直流電源設備として使用する高圧

発電機車及び SA 用 115V 系充電器による低圧原子炉代替注水ポンプ，高圧

原子炉代替注水ポンプ，ほう酸水注入ポンプ，制御棒駆動水圧ポンプ，復

水輸送ポンプ，補助消火ポンプ，消火ポンプ，電動弁及び中央制御室監視

計器類への電源供給手順並びに常設代替交流電源設備として使用するガス

タービン発電機，可搬型代替交流電源設備及び可搬型直流電源設備として

使用する高圧発電機車及び大量送水車への燃料補給手順については，「1.14 

電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順については「1.15 事故

時の計装に関する手順等」にて整備する。 

1.8.2.4 重大事故等時の対応手段の選択 

(1) 原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却のための対応手段の選

択 

重大事故等時の対応手段の選択方法は以下のとおり。対応手段の選択

フローチャートを第 1.8－25 図に示す。 

［原子炉格納容器下部への初期水張りの場合］ 

代替交流電源設備により交流動力電源が確保できた場合，低圧原子炉

代替注水槽が使用可能であればペデスタル代替注水系（常設）による原

子炉格納容器下部への注水を実施する。低圧原子炉代替注水槽が使用で

きない場合，復水輸送系（スプレイ管使用），消火系（スプレイ管使用），

格納容器代替スプレイ系（可搬型），復水輸送系（ペデスタル注水配管使

用），消火系（ペデスタル注水配管使用）又はペデスタル代替注水系（可

搬型）による原子炉格納容器下部への注水を実施する。 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）又はペデスタル代替注水系（可搬

型）による原子炉格納容器下部への注水手段については，ペデスタル代

替注水系（常設）による原子炉格納容器下部への注水手段と同時並行で

準備する。 
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また，ペデスタル代替注水系（常設），復水輸送系（スプレイ管使用），

消火系（スプレイ管使用），格納容器代替スプレイ系（可搬型），復水輸

送系（ペデスタル注水配管使用），消火系（ペデスタル注水配管使用）及

びペデスタル代替注水系（可搬型）による手段のうち原子炉格納容器下

部への注水可能な系統１系統以上を起動し，注水のための系統構成が完

了した時点で，その手段による原子炉格納容器下部への注水を開始する。 

なお，消火系による原子炉格納容器下部への注水は，発電所構内で重

大事故等へ対処するために消火系による消火が必要な火災が発生してい

ないこと及び補助消火水槽又はろ過水タンクの使用可能が確認できた場

合に実施する。 

［原子炉圧力容器破損後の原子炉格納容器下部への注水の場合］ 

代替交流電源設備により交流電源が確保できた場合，低圧原子炉代替

注水槽が使用可能であればペデスタル代替注水系（常設）による原子炉

格納容器下部への注水を実施する。低圧原子炉代替注水槽が使用できな

い場合，復水輸送系（ペデスタル注水配管使用），消火系（ペデスタル注

水配管使用），復水輸送系（スプレイ管使用），消火系（スプレイ管使用），

ペデスタル代替注水系（可搬型）又は格納容器代替スプレイ系（可搬型）

による原子炉格納容器下部への注水を実施する。 

ペデスタル代替注水系（可搬型）又は格納容器代替スプレイ系（可搬

型）による原子炉格納容器下部への注水手段については，ペデスタル代

替注水系（常設）による原子炉格納容器下部への注水手段と同時並行で

準備する。 

また，ペデスタル代替注水系（常設），復水輸送系（スプレイ管使用），

消火系（スプレイ管使用），格納容器代替スプレイ系（可搬型），復水輸

送系（ペデスタル注水配管使用），消火系（ペデスタル注水配管使用）及

びペデスタル代替注水系（可搬型）による手段のうち原子炉格納容器下

部への注水可能な系統１系統以上を起動し，注水のための系統構成が完

了した時点で，その手段による原子炉格納容器下部への注水を開始する。 
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なお，消火系による原子炉格納容器下部への注水は，発電所構内で重

大事故等へ対処するために消火系による消火が必要な火災が発生してい

ないこと及び補助消火水槽又はろ過水タンクの使用可能が確認できた場

合に実施する。 

(2) 溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下遅延・防止のための対応手段

の選択 

重大事故等時の対応手段の選択方法は以下のとおり。対応手段の選択

フローチャートを第 1.8－25 図に示す。 

代替交流電源設備により交流電源が確保できるまでは，交流電源を必

要としない高圧原子炉代替注水系により原子炉圧力容器へ注水し，代替

交流電源設備により交流電源が確保できた段階で，高圧原子炉代替注水

系に併せてほう酸水注入系によるほう酸水注入及び制御棒駆動水圧系に

よる原子炉圧力容器への注水を行う。また，低圧原子炉代替注水系の運

転が可能となり発電用原子炉の減圧が完了するまでの期間は，高圧原子

炉代替注水系により原子炉圧力容器への注水を継続する。 

発電用原子炉の減圧が完了し，低圧原子炉代替注水槽が使用可能であ

れば低圧原子炉代替注水系（常設）により原子炉圧力容器へ注水する。

低圧原子炉代替注水槽が使用できない場合，復水輸送系，消火系又は低

圧原子炉代替注水系（可搬型）により原子炉圧力容器へ注水する。その

際も併せてほう酸水注入系によるほう酸水注入を行う。 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉圧力容器への注水手段

については，低圧原子炉代替注水系（常設）による原子炉圧力容器への

注水手段と同時並行で準備する。 

また，低圧原子炉代替注水系（常設），低圧原子炉代替注水系（可搬型），

復水輸送系，消火系及び高圧原子炉代替注水系の手段のうち原子炉圧力

容器への注水可能な系統１系統以上を起動し，注水のための系統構成が

完了した時点で，その手段による原子炉圧力容器への注水を開始する。 

なお，消火系による原子炉圧力容器への注水は，発電所構内で重大事
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故等へ対処するために消火系による消火が必要な火災が発生していない

ことが確認できた場合に実施する。 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）を実施する際の注水配管の選択は，

注水流量が多いものを優先して使用する。 

溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下遅延・防止のために原子炉圧

力容器へ注水を実施している際，損傷炉心の冷却が未達成と判断した場

合は原子炉格納容器下部への注水操作を開始する。 
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第1.8－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(１／３) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
の
冷
却 

― 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
） 

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ

の
注
水 

低圧原子炉代替注水ポンプ 

低圧原子炉代替注水槽※１ 

低圧原子炉代替注水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

コリウムシールド 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－３ａ」 

「注水－３ｂ」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＬＳＲポンプによるペデ

スタル注水」 

復
水
輸
送
系
に
よ
る
原
子
炉 

格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水 

復水輸送ポンプ 

復水貯蔵タンク 

復水輸送系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

コリウムシールド 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－３ａ」 

「注水－３ｂ」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＣＷＴによるペデスタル注

水」 

「ＣＷＴによる格納容器スプ

レイ」 

消
火
系
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水 

補助消火ポンプ 

消火ポンプ 

補助消火水槽 

ろ過水タンク 

消火系 配管・弁 

復水輸送系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

コリウムシールド 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－３ａ」 

「注水－３ｂ」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「消火ポンプまたは補助消火

ポンプによるペデスタル注水」 

「消火ポンプまたは補助消火

ポンプによる格納容器スプレ

イ」 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
） 

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水 

大量送水車 

ホース・接続口 

可搬型ストレーナ 

格納容器代替スプレイ系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

格納容器スプレイ・ヘッダ 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備※２ 

燃料補給設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

コリウムシールド 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－３ａ」 

「注水－３ｂ」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「大量送水車による格納容器

スプレイ」 

 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水」 

輪谷貯水槽（西１）※１，※３ 

輪谷貯水槽（西２）※１，※３ 自
主
対

策
設
備 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に 

よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水 

大量送水車 

ホース・接続口 

ペデスタル代替注水系 配管・弁 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備※２ 

燃料補給設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

コリウムシールド 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－３ａ」 

「注水－３ｂ」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「大量送水車によるペデスタ

ル注水」 

 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水」 
輪谷貯水槽（西１）※１，※３ 

輪谷貯水槽（西２）※１，※３ 自
主
対
策

設
備 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置）。 
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対応手段，対処設備，手順書一覧(２／３) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

溶
融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
落
下
遅
延
・
防
止 

― 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
よ
る 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

高圧原子炉代替注水ポンプ 

サプレッション・チェンバ 

高圧原子炉代替注水系（蒸気系） 配管・弁 

高圧原子炉代替注水系（注水系） 配管・弁 

原子炉浄化系 配管 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系） 配管・弁 

原子炉隔離時冷却系（注水系） 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

主蒸気系 配管 

給水系 配管・弁・スパージャ 

原子炉圧力容器 

常設代替直流電源設備※２ 

可搬型直流電源設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－１」 

「注水－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＨＰＡＣによる原子炉注水」 

ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
ほ
う
酸
水
注
入 

ほう酸水注入ポンプ 

ほう酸水貯蔵タンク 

ほう酸水注入系 配管・弁 

差圧検出・ほう酸水注入系配管（原子炉圧力容器内

部） 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－１」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＳＬＣによる原子炉注水」 

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
に
よ
る 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

制御棒駆動水圧ポンプ 

復水貯蔵タンク 

制御棒駆動水圧系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。） 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－１」 

「注水－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＣＲＤによる原子炉注水」 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置）。 
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対応手段，対処設備，手順書一覧(３／３) 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※４：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１ｂ）項を満足するための代替淡水源（措置） 

 

  

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

溶
融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
落
下
遅
延
・
防
止 

― 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
） 

に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

低圧原子炉代替注水ポンプ 

低圧原子炉代替注水槽※１ 

低圧原子炉代替注水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－１」 

「注水－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＬＳＲポンプによる原子

炉注水」 

復
水
輸
送
系
に
よ
る 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

復水輸送ポンプ 

復水貯蔵タンク 

復水輸送系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－１」 

「注水－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＣＷＴによる原子炉注水」 

消
火
系
に
よ
る 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

補助消火ポンプ 

消火ポンプ 

補助消火水槽 

ろ過水タンク 

消火系 配管・弁 

復水輸送系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－１」 

「注水－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「消火ポンプまたは補助消火

ポンプによる原子炉注水」 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
） 

に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

大量送水車 

ホース・接続口 

低圧原子炉代替注水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備※２ 

燃料補給設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水－１」 

「注水－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「大量送水車による原子炉注

水」 

 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水」 

輪谷貯水槽（西１）※１，※４ 

輪谷貯水槽（西２）※１，※４ 
自
主
対
策
設
備 
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第1.8－2表 重大事故等対処に係る監視計器 

 

監視計器一覧(１／１２) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.8.2.1 原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却のための対応手順 

(1) 原子炉格納容器下部注水 

ａ．ペデスタル代替注水系（常設）による原子炉格納容器下部への注水 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「注水－３ａ」 

「注水－３ｂ」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＬＳＲポンプによるペデスタル注水」 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内の圧力 
原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内の水位 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（狭帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 

ドライウェル温度（ＳＡ） 

サプレッション・プール水温度（ＳＡ） 

ペデスタル温度（ＳＡ） 

ペデスタル水温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の水素濃度 格納容器水素濃度（ＳＡ） 

制御棒の位置 制御棒手動操作・監視系 

電源 
緊急用メタクラ電圧 

ＳＡロードセンタ母線電圧 

水源の確保 低圧原子炉代替注水槽水位 

操
作 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 

ドライウェル温度（ＳＡ） 

ペデスタル温度（ＳＡ） 

ペデスタル水温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の水位 ペデスタル水位 

原子炉格納容器への注水量 代替注水流量（常設） 

補機監視機能 低圧原子炉代替注水ポンプ出口圧力 

水源の確保 低圧原子炉代替注水槽水位 

 

  



1.8－80 

監視計器一覧(２／１２) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.8.2.1 原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却のための対応手順 

(1) 原子炉格納容器下部注水 

ｂ．復水輸送系による原子炉格納容器下部への注水 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「注水－１」 

「注水－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＣＷＴによるペデスタル注水」 

「ＣＷＴによる格納容器スプレイ」 

 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内の水位 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（狭帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内の圧力 
原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 

ドライウェル温度（ＳＡ） 

サプレッション・プール水温度（ＳＡ） 

ペデスタル温度（ＳＡ） 

ペデスタル水温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の水素濃度 格納容器水素濃度（ＳＡ） 

制御棒の位置 制御棒手動操作・監視系 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

水源の確保 復水貯蔵タンク水位 

操
作 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 

ドライウェル温度（ＳＡ） 

ペデスタル温度（ＳＡ） 

ペデスタル水温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の水位 ペデスタル水位 

原子炉格納容器への注水量 
ＲＰＶ／ＰＣＶ注入流量 

ペデスタル注入流量 

補機監視機能 復水輸送ポンプ出口ヘッダ圧力 

水源の確保 復水貯蔵タンク水位 

  



1.8－81 

監視計器一覧(３／１２) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.8.2.1 原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却のための対応手順 

(1) 原子炉格納容器下部注水 

ｃ．消火系による原子炉格納容器下部への注水 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「注水－３ａ」 

「注水－３ｂ」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「消火ポンプまたは補助消火ポンプによる

ペデスタル注水」 

「消火ポンプまたは補助消火ポンプによる

格納容器スプレイ」 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内の水位 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（狭帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内の圧力 
原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 

ドライウェル温度（ＳＡ） 

サプレッション・プール水温度（ＳＡ） 

ペデスタル温度（ＳＡ） 

ペデスタル水温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の水素濃度 格納容器水素濃度（ＳＡ） 

制御棒の位置 制御棒手動操作・監視系 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

水源の確保 

Ａ－補助消火水槽水位 

Ｂ－補助消火水槽水位 

ろ過水タンク水位 

操
作 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 

ドライウェル温度（ＳＡ） 

ペデスタル温度（ＳＡ） 

ペデスタル水温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の水位 ペデスタル水位 

原子炉格納容器への注水量 
ＲＰＶ／ＰＣＶ注入流量 

ペデスタル注入流量 

補機監視機能 
Ａ－消火ポンプ出口圧力 

Ｂ－消火ポンプ出口圧力 

水源の確保 

Ａ－補助消火水槽水位 

Ｂ－補助消火水槽水位 

ろ過水タンク水位 

  



1.8－82 

監視計器一覧(４／１２) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.8.2.1 原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却のための対応手順 

(1) 原子炉格納容器下部注水 

ｄ．格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器下部への注水（淡水／海水） 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「注水－３ａ」 

「注水－３ｂ」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「大量送水車による格納容器スプレイ」 

 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水」 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内の水位 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（狭帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内の圧力 
原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 

ドライウェル温度（ＳＡ） 

サプレッション・プール水温度（ＳＡ） 

ペデスタル温度（ＳＡ） 

ペデスタル水温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の水素濃度 格納容器水素濃度（ＳＡ） 

制御棒の位置 制御棒手動操作・監視系 

電源 
緊急用メタクラ電圧 

ＳＡロードセンタ母線電圧 

水源の確保 
輪谷貯水槽（西１） 

輪谷貯水槽（西２） 

操
作 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 

ドライウェル温度（ＳＡ） 

ペデスタル温度（ＳＡ） 

ペデスタル水温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の水位 ペデスタル水位 

原子炉格納容器への注水量 格納容器代替スプレイ流量 

補機監視機能 大量送水車ポンプ出口圧力 

水源の確保 
輪谷貯水槽（西１） 

輪谷貯水槽（西２） 

  



1.8－83 

監視計器一覧(５／１２) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.8.2.1 原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却のための対応手順 

(1) 原子炉格納容器下部注水 

ｅ．ペデスタル代替注水系（可搬型）による原子炉格納容器下部への注水（淡水／海水） 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「注水－３ａ」 

「注水－３ｂ」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「大量送水車によるペデスタル注水」 

 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水」 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内の水位 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（狭帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内の圧力 
原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 

ドライウェル温度（ＳＡ） 

サプレッション・プール水温度（ＳＡ） 

ペデスタル温度（ＳＡ） 

ペデスタル水温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の水素濃度 格納容器水素濃度（ＳＡ） 

制御棒の位置 制御棒手動操作・監視系 

電源 
緊急用メタクラ電圧 

ＳＡロードセンタ母線電圧 

水源の確保 
輪谷貯水槽（西１） 

輪谷貯水槽（西２） 

操
作 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 

ドライウェル温度（ＳＡ） 

ペデスタル温度（ＳＡ） 

ペデスタル水温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の水位 ペデスタル水位 

原子炉格納容器への注水量 
ペデスタル代替注水流量 

ペデスタル代替注水流量(狭帯域用) 

補機監視機能 大量送水車ポンプ出口圧力 

水源の確保 
輪谷貯水槽（西１） 

輪谷貯水槽（西２） 

  



1.8－84 

 

監視計器一覧(６／１２) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.8.2.2 溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下遅延・防止のための対応手順 

(1) 原子炉圧力容器への注水 

ａ．高圧原子炉代替注水系による原子炉圧力容器への注水 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「注水－１」 

「注水－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＨＰＡＣによる原子炉注水」 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内の水位 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（狭帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内の圧力 
原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

水源の確保 サプレッション・プール水位（ＳＡ） 

操
作 

原子炉圧力容器内の水位 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（狭帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内の圧力 
原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

原子炉圧力容器への注水量 高圧原子炉代替注水流量 

補機監視機能 

高圧原子炉代替注水ポンプ出口圧力 

高圧原子炉代替注水系タービン入口圧力 

高圧原子炉代替注水系タービン排気圧力 

高圧原子炉代替注水ポンプ入口圧力 

水源の確保 サプレッション・プール水位（ＳＡ） 

  



1.8－85 

監視計器一覧(７／１２) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.8.2.2 溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下遅延・防止のための対応手順 

(1) 原子炉圧力容器への注水 

ｂ．ほう酸水注入系による原子炉圧力容器へのほう酸水注入 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「注水－１」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＳＬＣによる原子炉注水」 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内の水位 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（狭帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

操
作 

原子炉圧力容器内の水位 

原子炉水位（狭帯域） 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉圧力容器への注水量 ほう酸水貯蔵タンク液位 

原子炉圧力容器内の圧力 
原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

  



1.8－86 

監視計器一覧(８／１２) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.8.2.2 溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下遅延・防止のための対応手順 

(1) 原子炉圧力容器への注水 

ｃ．制御棒駆動水圧系による原子炉圧力容器への注水 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「注水－１」 

「注水－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＣＲＤによる原子炉注水」 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内の水位 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（狭帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

補機監視機能 原子炉補機冷却系常用流量 

水源の確保 復水貯蔵タンク水位 

操
作 

原子炉圧力容器内の水位 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（狭帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内の圧力 
原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉圧力容器への注水量 制御棒駆動水圧系系統流量 

補機監視機能 制御棒駆動水圧系充てん水ヘッダ圧力 

水源の確保 復水貯蔵タンク水位 

  



1.8－87 

監視計器一覧(９／１２) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.8.2.2 溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下遅延・防止のための対応手順 

(1) 原子炉圧力容器への注水 

ｄ. 低圧原子炉代替注水系（常設）による原子炉圧力容器への注水 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「注水－１」 

「注水－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＬＳＲポンプによる原子炉注水」 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内の水位 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（狭帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

電源 
緊急用メタクラ電圧 

ＳＡロードセンタ母線電圧 

水源の確保 低圧原子炉代替注水槽水位 

操
作 

原子炉圧力容器内の水位 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（狭帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内の圧力 
原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

原子炉圧力容器への注水量 代替注水流量（常設） 

補機監視機能 低圧原子炉代替注水ポンプ出口圧力 

水源の確保 低圧原子炉代替注水槽水位 
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監視計器一覧(１０／１２) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.8.2.2 溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下遅延・防止のための対応手順 

(1) 原子炉圧力容器への注水 

ｅ. 復水輸送系による原子炉圧力容器への注水 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「注水－１」 

「注水－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＣＷＴによる原子炉注水」 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内の水位 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（狭帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

水源の確保 復水貯蔵タンク水位 

操
作 

原子炉圧力容器内の水位 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（狭帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内の圧力 
原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

原子炉圧力容器への注水量 ＲＰＶ／ＰＣＶ注入流量 

補機監視機能 復水輸送ポンプ出口ヘッダ圧力 

水源の確保 復水貯蔵タンク水位 
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監視計器一覧(１１／１２) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.8.2.2 溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下遅延・防止のための対応手順 

(1) 原子炉圧力容器への注水 

ｆ. 消火系（消火ポンプ使用）による原子炉圧力容器への注水 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「注水－１」 

「注水－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「消火ポンプまたは補助消火ポンプによる

原子炉注水」 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内の水位 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（狭帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

水源の確保 

Ａ－補助消火水槽水位 

Ｂ－補助消火水槽水位 

ろ過水タンク水位 

操
作 

原子炉圧力容器内の水位 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（狭帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内の圧力 
原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

原子炉圧力容器への注水量 ＲＰＶ／ＰＣＶ注入流量 

補機監視機能 
Ａ－消火ポンプ出口圧力 

Ｂ－消火ポンプ出口圧力 

水源の確保 

Ａ－補助消火水槽水位 

Ｂ－補助消火水槽水位 

ろ過水タンク水位 
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監視計器一覧(１２／１２) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.8.2.2 溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下遅延・防止のための対応手順 

(1) 原子炉圧力容器への注水 

ｇ. 低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉圧力容器への注水（淡水／海水） 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「注水－１」 

「注水－２」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「大量送水車による原子炉注水」 

 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水」 
判
断
基
準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内の水位 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（狭帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

電源 
緊急用メタクラ電圧 

ＳＡロードセンタ母線電圧 

水源の確保 
輪谷貯水槽（西１） 

輪谷貯水槽（西２） 

操
作 

原子炉圧力容器内の水位 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（狭帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内の圧力 
原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

原子炉圧力容器への注水量 
低圧原子炉代替注水流量 

低圧原子炉代替注水流量(狭帯域用) 

補機監視機能 大量送水車ポンプ出口圧力 

水源の確保 
輪谷貯水槽（西１） 

輪谷貯水槽（西２） 
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第1.8－3表 審査基準における要求事項毎の給電対象設備 

 

対象条文 供給対象設備 
給電元 

給電母線 

【1.8】 

原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するため

の手順等 

低圧原子炉代替注水ポンプ 常設代替交流電源設備 

 

ＳＡ－Ｌ／Ｃ 

低圧原子炉代替注水系弁 常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

 

ＳＡ－Ｃ／Ｃ 

残留熱除去系弁 常設代替交流電源 

可搬型代替交流電源設備 

 

Ｃ／Ｃ Ｃ系 

Ｃ／Ｃ Ｄ系 

ＳＡ－Ｃ／Ｃ 

ペデスタル代替注水系弁 常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

 

Ｃ／Ｃ Ｄ系 

ＳＡ－Ｃ／Ｃ 

ほう酸水注入ポンプ・弁 常設代替交流電源設備 

 

Ｃ／Ｃ Ｃ系 

Ｃ／Ｃ Ｄ系 

高圧原子炉代替注水系弁 常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

常設代替直流電源設備 

可搬型代替直流電源設備 

 

ＳＡ用115V系 

原子炉隔離時冷却系弁 常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

所内常設蓄電式直流電源設備 

可搬型直流電源設備 

 

230V系（ＲＣＩＣ） 

中央制御室監視計器類 常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

 

計装Ｃ／Ｃ Ｃ系 

計装Ｃ／Ｃ Ｄ系 
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第1.8－1図 ＳＯＰ「注水－３ａ」における対応フロー 

 本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第1.8－2図 ＳＯＰ「注水－３ｂ」における対応フロー 

 本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第1.8－3図 ＳＯＰ「注水－１」における対応フロー 

 本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第1.8－4図 ＳＯＰ「注水－２」における対応フロー 

 本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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操
作
手
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遮
断
弁

 

⑥
※

１
 

Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第

１
ス
プ
レ
イ
弁
 

⑥
※

２
 

Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第
２
ス
プ
レ
イ
弁
 

⑦
⑧

ｂ
 

Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 
Ｒ
Ｐ
Ｖ
代
替
注
水
弁
 

⑧
ａ
 

Ｍ
Ｕ
Ｗ
 
Ｐ
Ｃ
Ｖ
代
替
冷
却
外
側
隔
離
弁
 

 
 

 
記

載
例

 
 
◯

 
 
 

：
操
作
手

順
番
号

を
示
す

。
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

◯
 
 

 
：
同
一

操
作
手

順
番
号

内
で
選

択
し
て

実
施
す

る
操
作

が
あ
る

場
合

の
操

作
手

順
を

示
す

。
 

 
 
 
 

  
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

◯
 

 
 

：
同
一

操
作
手

順
番
号

内
に
複

数
の
操

作
又
は

確
認
を

実
施
す

る
対

象
弁

が
あ

る
場

合
，

そ
の

実
施

順
を

示
す

。
 

 

第
1.
8－

7
図

 
復

水
輸

送
系
に
よ

る
原
子

炉
格

納
容
器
下

部
へ
の

注
水

 
概

要
図

(２
／

４
)
 

 
 

※
１
～

 

 a
～
 

～
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記
載

例
 ○

 
  

：
操
作

手
順
番

号
を
示

す
。

 

 

第
1.

8－
7
図

 
復

水
輸

送
系

（
ペ

デ
ス
タ

ル
注

水
配
管
使

用
の
場

合
）

に
よ
る

原
子
炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水
 
概

要
図
(
３

／
４

)
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操
作
手
順
 

弁
名
称
 

④
 

Ｃ
Ｗ
Ｔ
 
Ｔ
／
Ｂ
供
給
遮
断
弁

 

 
⑦

⑧
 

Ｍ
Ｕ
Ｗ
 
Ｐ
Ｃ
Ｖ
代
替
冷
却
外
側
隔
離
弁
 

 
 

 
 

 
 

記
載

例
  

○
 
 
 ：

操
作

手
順
番

号
を
示

す
。

 

 

第
1.

8－
7
図

 
復

水
輸

送
系

（
ペ

デ
ス
タ

ル
注

水
配
管
使

用
の
場

合
）

に
よ
る

原
子
炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水
 
概

要
図

(
４

／
４

)
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（
ス

プ
レ

イ
管

を
使
用

し
た

原
子

炉
格
納

容
器

下
部
へ
の

注
水

の
場

合
）

 

 

 

（
ペ

デ
ス

タ
ル
注

水
配

管
を
使
用

し
た

原
子
炉

格
納
容
器

下
部
へ

の
注

水
の

場
合

）
 

 

第
1.
8－

8
図

 
復

水
輸

送
系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容
器
下

部
へ
の

注
水

 
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

 

R
P
V破

損
確

認

手
順
の
項
目

電
源
確
認

逆
流
防
止

ポ
ン
プ
起
動
，
系
統
構
成

必
要
注
水
量
到
達
後
注
水
停
止
※
１

※
１
　

12
0
m3
/
h
に
て

２
時

間
　

　
 
 
以
内

に
注

水
※
２
　
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
が
確
認

 
 
  
 
 さ

れ
て

か
ら

注
水

開
　

　
 
 
始
ま

で
の

時
間

0
1
0

2
0

3
0

4
0

備
考

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
注

水
（

弁
操

作
）

※
２

4
0

1
3
0

1
4
0

復
水
輸
送
系
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
ス
プ
レ
イ
管
を
使
用
し
た
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ

の
注
水
の
場
合
）

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

1
0

2
0

3
0

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
必
要
注
水
量
到
達
後
注
入
停
止
）

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
注
水
継
続
）

20
分

10
分

R
P
V破

損
確

認

手
順
の
項
目

電
源
確
認

逆
流
防
止

ポ
ン
プ
起
動
，
系
統
構
成

必
要
注
水
量
到
達
後
注
水
停
止
※
１

※
３
：
復
水
輸
送
系
（
ス
プ
レ
イ
管
使
用
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
初
期
水
張
り
後
に
原
子
炉
圧
力
容
器
の
破
損
を
判
断
し
，
ペ
デ
ス
タ
ル
注
水
配
管
が
使
用
可
能
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
を
復
水
輸
送
系
（
ス
プ
レ
イ
管
使
用
）
か
ら
復
水
輸
送
系
（
ペ
デ
ス
タ
ル
注
水

　
　
　
配
管
使
用
）
に
切
り
替
え
る
場
合
は
，
中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ
に
よ
る
弁
操
作
を
実
施
し
，
10
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

要
員
(
数
)

復
水
輸
送
系
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
ペ
デ
ス
タ
ル
注
水
配
管
を
使
用
し
た
原
子
炉
格
納
容

器
下
部
へ
の
注
水
の
場
合
）

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

※
１
　

12
0
m3
/
h
に
て

40
分

　
　
 
 
以
内

に
注

水
※
２
　
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
が
確
認

 
 
  
 
 さ

れ
て

か
ら

注
水

開
 
 
  
 
 始

ま
で

の
時

間
Ｒ

Ｐ
Ｖ

破
損

後
の

注
水

（
弁

操
作

）
※

２

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30
40

50
60

0
10

20
30

40

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

（
必

要
注

水
量

到
達

後
注

入
停

止
）

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
注
水
継
続
）

20
分

10
分

※
３
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記
載

例
 

 
◯

 
 
 

：
操
作
手

順
番
号

を
示
す

。
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

  
◯
 
 

 
：
同
一

操
作
手

順
番
号

内
で
選

択
し
て

実
施
す

る
操
作

が
あ
る

場
合

の
操

作
手

順
を

示
す

。
 

 
 
 
 

  
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

◯
 

 
 

：
同
一

操
作
手

順
番
号

内
に
複

数
の
操

作
又
は

確
認
を

実
施
す

る
対

象
弁

が
あ

る
場

合
，

そ
の

実
施

順
を

示
す

。
 

 

第
1.
8
－

9
図
 

消
火
系

に
よ
る

原
子
炉
格

納
容

器
下
部

へ
の
注
水

 
概

要
図

(
１

／
８

)
 

（
補

助
消

火
ポ
ン

プ
を

使
用
し
た

原
子
炉

格
納

容
器
下
部

へ
の

注
水

の
場

合
）

 

※
１

～
 

 a～
 

～
 

（
補

足
）

 
・

ス
プ

レ
イ

管
は

，
「

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
初

期
水

張
り

」
及

び
「

原
子

炉
圧

力
容

器
破

損
後

の
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水
（

ペ
デ

ス
タ

ル
注

水
配

管
が

使
用

不
可

な
場

合
）
」

に
お

い
て

使
用

す
る

。
 

・
ペ

デ
ス

タ
ル

注
水

配
管

は
，
「

原
子

炉
圧

力
容

器
破

損
後

の
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水
（

ペ
デ

ス
タ

ル
注

水
配

管
が

使
用

可
能

な
場

合
）
」

に
使

用
す

る
。
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操
作
手
順
 

弁
名
称
 

④
 

Ｃ
Ｗ
Ｔ
 
Ｔ
／
Ｂ
供
給
遮
断
弁

 

⑥
※

１
 

Ｃ
Ｗ
Ｔ
系
・
消
火
系
連
絡
止
め
弁
（
消
火
系
）
 

⑥
※

２
 

Ｃ
Ｗ
Ｔ
系
・
消
火
系
連
絡
止
め
弁
 

⑦
※

１
 

Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第

１
ス
プ
レ
イ
弁
 

⑦
※

２
 

Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第

２
ス
プ
レ
イ
弁
 

⑧
⑨

ｂ
 

Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 
Ｒ
Ｐ
Ｖ
代
替
注
水
弁
 

⑨
ａ
 

Ｍ
Ｕ
Ｗ
 
Ｐ
Ｃ
Ｖ
代
替
冷
却
外
側
隔
離
弁
 

 
 

 
 

 
記

載
例

 
 

◯
 
 

 
：
操

作
手
順

番
号
を

示
す
。

 

 
 
 
 

 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
 
 

◯
 
 
 

：
同
一
操

作
手
順

番
号
内

で
選
択

し
て
実

施
す
る

操
作
が

あ
る

場
合

の
操

作
手

順
を

示
す

。
 

 
 
 
 

 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
 
 

◯
 
 
 

：
同
一
操

作
手
順

番
号
内

に
複
数

の
操
作

又
は
確

認
を
実

施
す

る
対

象
弁

が
あ

る
場

合
，

そ
の

実
施

順
を

示
す

。
 

    

第
1.
8
－

9
図
 

消
火
系

に
よ
る

原
子
炉
格

納
容

器
下
部

へ
の
注
水

 
概

要
図

(
２

／
８

)
 

（
補

助
消

火
ポ
ン

プ
を

使
用
し
た

原
子
炉

格
納

容
器
下
部

へ
の

注
水

の
場

合
）

 

   

※
１
～
 

 a～
 

～
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記

載
例

 
 
◯

 
 
 

：
操
作
手

順
番
号

を
示
す

。
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

  
 

◯
 
 

 
：
同
一

操
作
手

順
番
号

内
で
選

択
し
て

実
施
す

る
操
作

が
あ
る

場
合

の
操

作
手

順
を

示
す

。
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

◯
 

 
 

：
同
一

操
作
手

順
番
号

内
に
複

数
の
操

作
又
は

確
認
を

実
施
す

る
対

象
弁

が
あ

る
場

合
，

そ
の

実
施

順
を

示
す

。
 

 

第
1.
8
－

9
図
 

消
火
系

に
よ
る

原
子
炉
格

納
容

器
下
部

へ
の
注
水

 
概

要
図

(
３

／
８

)
 

（
消

火
ポ

ン
プ
を

使
用

し
た

原
子

炉
格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

の
場

合
）

 

※
１
～

 

 a～
 

～
 

（
補

足
）

 
・

ス
プ

レ
イ

管
は

，
「

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
初

期
水

張
り

」
及

び
「

原
子

炉
圧

力
容

器
破

損
後

の
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水
（

ペ
デ

ス
タ

ル
注

水
配

管
が

使
用

不
可

な
場

合
）
」

に
お

い
て

使
用

す
る

。
 

・
ペ

デ
ス

タ
ル

注
水

配
管

は
，「

原
子

炉
圧

力
容

器
破

損
後

の
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水
（

ペ
デ

ス
タ

ル
注

水
配

管
が

使
用

可
能

な
場

合
）
」

に
使

用
す

る
。
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操
作
手
順
 

弁
名
称
 

④
 

Ｃ
Ｗ
Ｔ
 
Ｔ
／
Ｂ
供
給
遮
断
弁

 

⑥
※

１
 

Ｃ
Ｗ
Ｔ
系
・
消
火
系
連
絡
止
め
弁
（
消
火
系
）
 

⑥
※

２
 

Ｃ
Ｗ
Ｔ
系
・
消
火
系
連
絡
止
め
弁
 

⑦
※

１
 

Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第

１
ス
プ
レ
イ
弁
 

⑦
※

２
 

Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第
２
ス
プ
レ
イ
弁
 

⑧
⑨

ｂ
 

Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 
Ｒ
Ｐ
Ｖ
代
替
注
水
弁
 

⑨
ａ
 

Ｍ
Ｕ
Ｗ
 
Ｐ
Ｃ
Ｖ
代
替
冷
却
外
側
隔
離
弁
 

 
 

 
 

 
記

載
例

 
 

◯
 
 

 
：
操

作
手
順

番
号
を

示
す
。

 

 
 
 

  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  

 
 

◯
 
 
 

：
同
一
操

作
手
順

番
号
内

で
選
択

し
て
実

施
す
る

操
作
が

あ
る

場
合

の
操

作
手

順
を

示
す

。
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

◯
 
 
 

：
同
一
操

作
手
順

番
号
内

に
複
数

の
操
作

又
は
確

認
を
実

施
す

る
対

象
弁

が
あ

る
場

合
，

そ
の

実
施

順
を

示
す

。
 

 

第
1.
8
－

9
図
 

消
火
系

に
よ
る

原
子
炉
格

納
容

器
下
部

へ
の
注
水

 
概

要
図

(
４

／
８

)
 

（
消

火
ポ

ン
プ
を

使
用

し
た

原
子

炉
格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

の
場

合
）

 

 

※
１
～
 

 a～
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記

載
例

 
 
◯

 
 
 

：
操
作
手

順
番
号

を
示
す

。
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

◯
 
 

 
：
同
一

操
作
手

順
番
号

内
に
複

数
の
操

作
又
は

確
認
を

実
施
す

る
対

象
弁

が
あ

る
場

合
，

そ
の

実
施

順
を

示
す

。
 

 

第
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8－
9
図

 
消

火
系

（
ペ

デ
ス

タ
ル
注

水
配

管
使
用
の

場
合
）

に
よ

る
原
子
炉

格
納
容

器
下

部
へ

の
注

水
 

概
要

図
(５

／
８
)
 

（
補

助
消

火
ポ
ン

プ
を

使
用
し
た

原
子
炉

格
納

容
器
下
部

へ
の

注
水

の
場

合
）

 

 

※
１
～
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操
作
手
順
 

弁
名
称
 

④
 

Ｃ
Ｗ
Ｔ
 
Ｔ
／
Ｂ
供
給
遮
断
弁

 

⑥
※

１
 

Ｃ
Ｗ
Ｔ
系
・
消
火
系
連
絡
止
め
弁
（
消
火
系
）
 

⑥
※

２
 

Ｃ
Ｗ
Ｔ
系
・
消
火
系
連
絡
止
め
弁
 

⑧
⑨
 

Ｍ
Ｕ
Ｗ
 
Ｐ
Ｃ
Ｖ
代
替
冷
却
外
側
隔
離
弁
 

 
 

 
 
 
 
  

記
載

例
 

 
◯

 
 
 

：
操
作
手

順
番
号

を
示
す

。
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

  
 

◯
 

 
 

：
同
一
操

作
手
順

番
号
内

に
複
数

の
操
作

又
は
確

認
を
実

施
す

る
対

象
弁

が
あ

る
場

合
，

そ
の

実
施

順
を

示
す

。
 

 

第
1.

8－
9
図

 
消

火
系

（
ペ

デ
ス

タ
ル
注

水
配

管
使
用
の

場
合
）

に
よ

る
原
子
炉

格
納
容

器
下

部
へ

の
注

水
 

概
要

図
(６

／
８
)
 

（
補

助
消

火
ポ
ン

プ
を

使
用
し
た

原
子
炉

格
納

容
器
下
部

へ
の

注
水

の
場

合
）

 

        

※
１
～
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 記
載

例
 

 ○
 
  
 
 ：

操
作

手
順
番

号
を
示

す
。

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 ○
※

１
～
 
：
同
一

操
作
手

順
番
号

内
に
複

数
の
操

作
又
は

確
認
を

実
施
す

る
対

象
弁

が
あ

る
場

合
，

そ
の

実
施

順
を

示
す

。
 

 

第
1.

8－
9
図

 
消

火
系

（
ペ

デ
ス

タ
ル
注

水
配

管
使
用
の

場
合
）

に
よ

る
原
子
炉

格
納
容

器
下

部
へ

の
注

水
 

概
要
図

(７
／

８
)
 

（
消

火
ポ

ン
プ
を

使
用

し
た

原
子

炉
格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

の
場

合
）
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操
作
手
順
 

弁
名
称
 

④
 

Ｃ
Ｗ
Ｔ
 
Ｔ
／
Ｂ
供
給
遮
断
弁

 

⑥
※

１
 

Ｃ
Ｗ
Ｔ
系
・
消
火
系
連
絡
止
め
弁
（
消
火
系
）
 

⑥
※

２
 

Ｃ
Ｗ
Ｔ
系
・
消
火
系
連
絡
止
め
弁
 

⑧
⑨
 

Ｍ
Ｕ
Ｗ
 
Ｐ
Ｃ
Ｖ
代
替
冷
却
外
側
隔
離
弁
 

 
 

 
 
 
 
  

記
載

例
 

 
◯

 
 
 

：
操
作
手

順
番
号

を
示
す

。
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

  
 

◯
 

 
 

：
同
一
操

作
手
順

番
号
内

に
複
数

の
操
作

又
は
確

認
を
実

施
す

る
対

象
弁

が
あ

る
場

合
，

そ
の

実
施

順
を

示
す

。
 

 

第
1.

8－
9
図

 
消

火
系

（
ペ

デ
ス

タ
ル
注

水
配

管
使
用
の

場
合
）

に
よ

る
原
子
炉

格
納
容

器
下

部
へ

の
注

水
 

概
要

図
(８

／
８
)
 

（
消

火
ポ

ン
プ
を

使
用

し
た

原
子

炉
格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

の
場

合
）

 

 
 

※
１
～
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（
補

助
消

火
ポ
ン

プ
を

使
用
し
た

原
子
炉

格
納

容
器
下
部

へ
の

注
水

の
場

合
）

 

 

 
 

（
消

火
ポ

ン
プ
を

使
用

し
た

原
子

炉
格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

の
場

合
）

 

  

第
1.

8－
1
0図

 
消

火
系

（
ス

プ
レ
イ
管

使
用

の
場
合
）

に
よ
る

原
子

炉
格
納
容

器
下
部

へ
の

注
水

 
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

（
１

／
２

）
 

 

R
P
V破

損
確
認

手
順
の
項
目

電
源
確
認

逆
流
防
止

ポ
ン
プ
起
動
，
系
統
構
成

必
要
注
水
量
到
達
後
注
水
停
止
※
１

消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

(
補
助
消
火
ポ
ン
プ
使
用
)

「
ス
プ
レ
イ
管
使
用
の
場
合
」

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

※
１
　
12
0
m
3
/
h
に
て
２
時
間

　
　
 
 
以
内
に
注
水

※
２
　
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
が
確
認

 
 
  
 
 さ

れ
て
か
ら
注
水
開

 
 
  
 
 始

ま
で
の
時
間

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
注

水
（

弁
操

作
）

※
２

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

1
0

2
0

3
0

4
0

1
4
0

1
5
0

0
1
0

2
0

3
0

4
0

消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
必
要
注
水
量
到
達
後
注
入
停
止
）

消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部

へ
の
注
水
（
注
水
継
続
） 1
0
分

25
分

R
P
V破

損
確
認

手
順
の
項
目

電
源
確
認

逆
流
防
止

ポ
ン
プ
起
動
，
系
統
構
成

必
要
注
水
量
到
達
後
注
水
停
止
※
１

※
１
　
75
m
3
/
h
に
て
３
時
間

　
　
 
 
以
内
に
注
水

※
２
　
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
が
確
認

 
 
  
 
 さ

れ
て
か
ら
注
水
開

 
 
  
 
 始

ま
で
の
時
間

0
1
0

2
0

3
0

4
0

備
考

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
注

水
（

弁
操

作
）

※
２

4
0

2
0
0

2
1
0

消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

(
消
火
ポ
ン
プ
使
用
)

「
ス
プ
レ
イ
管
使
用
の
場
合
」

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

1
0

2
0

3
0

消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
必
要
注
水
量
到
達
後
注
入
停
止
）

消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部

へ
の
注
水
（
注
水
継
続
） 1
0
分

2
5
分
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（
補

助
消

火
ポ
ン

プ
を

使
用
し
た

原
子
炉

格
納

容
器
下
部

へ
の

注
水

の
場

合
）

 

  

 

（
消

火
ポ

ン
プ
を

使
用

し
た

原
子

炉
格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

の
場

合
）

 

 

第
1
.8

－
1
0図

 
消

火
系
（

ペ
デ

ス
タ

ル
注
水

配
管
使
用

の
場
合

）
に

よ
る
原
子

炉
格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

 
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

（
２

／
２

）
 

R
P
V破

損
確
認

手
順
の
項
目

電
源
確
認

逆
流
防
止

ポ
ン
プ
起
動
，
系
統
構
成

必
要
注
水
量
到
達
後
注
水
停
止
※
１

※
３
：
消
火
系
（
ス
プ
レ
イ
管
使
用
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
初
期
水
張
り
後
に
原
子
炉
圧
力
容
器
の
破
損
を
判
断
し
，
ペ
デ
ス
タ
ル
注
水
配
管
が
使
用
可
能
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
を
消
火
系
（
ス
プ
レ
イ
管
使
用
）
か
ら
消
火
系
（
ペ
デ
ス
タ
ル
注
水
配
管
使
用
）

　
　
　
に
切
り
替
え
る
場
合
は
，
中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ
に
よ
る
弁
操
作
を
実
施
し
，
10
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

(
補
助
消
火
ポ
ン
プ
使
用
)

「
ペ
デ
ス
タ
ル
注
水
配
管
使
用
の
場
合
」

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

※
１
　
11
0
m
3
/
h
に
て
40
分

　
　
 
 
以
内
に
注
水

※
２
　
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
が
確
認

 
 
  
 
 さ

れ
て
か
ら
注
水
開

　
　
 
 
始
ま
で
の
時
間

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
注

水
（

弁
操

作
）

※
２

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30
40

60
70

0
10

20
30

40

消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
必
要
注
水
量
到
達
後
注
入
停
止
）

消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部

へ
の
注
水
（
注
水
継
続
） 10
分
※

３
25
分

R
P
V破

損
確
認

手
順
の
項
目

電
源
確
認

逆
流
防
止

ポ
ン
プ
起
動
，
系
統
構
成

必
要
注
水
量
到
達
後
注
水
停
止
※
１

※
３
：
消
火
系
（
ス
プ
レ
イ
管
使
用
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
初
期
水
張
り
後
に
原
子
炉
圧
力
容
器
の
破
損
を
判
断
し
，
ペ
デ
ス
タ
ル
注
水
配
管
が
使
用
可
能
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
を
消
火
系
（
ス
プ
レ
イ
管
使
用
）
か
ら
消
火
系
（
ペ
デ
ス
タ
ル
注
水
配
管
使
用
）

　
　
　
に
切
り
替
え
る
場
合
は
，
中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ
に
よ
る
弁
操
作
を
実
施
し
，
10
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

要
員
(
数
)

消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

(
消
火
ポ
ン
プ
使
用
)

「
ペ
デ
ス
タ
ル
注
水
配
管
使
用
の
場
合
」

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

※
１
　
70
m
3
/
h
に
て
１
時
間

　
　
 
 
以
内
に
注
水

※
２
　
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
が
確
認

 
 
  
 
 さ

れ
て
か
ら
注
水
開

 
 
  
 
 始

ま
で
の
時
間

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
注

水
（

弁
操

作
）

※
２

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30
40

80
90

0
10

20
30

40

消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
必
要
注
水
量
到
達
後
注
入
停
止
）

消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部

へ
の
注
水
（
注
水
継
続
） 10
分
※
３

25
分
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記
載

例
 

 
◯
 

 
 

：
操
作
手

順
番
号

を
示
す

。
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

◯
 
 

 
：
同

一
操
作

手
順
番

号
内
で

選
択
し

て
実
施

す
る
操

作
が

あ
る

場
合

の
操

作
手

順
を

示
す

。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
1.

8
－
1
1
図

 
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系

（
可
搬
型

）
に
よ

る
原

子
炉
格
納

容
器
下

部
へ

の
注

水
（

淡
水

／
海

水
）

 
概

要
図
(
１

／
２

)
 

 
 

a～
 

～
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操
作
手
順
 

弁
名
称
 

⑥
ａ
 

Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第
２
ス
プ
レ
イ
弁
 

⑥
b ⑥

ｃ
 

Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第
２
ス
プ
レ
イ
弁
 

⑩
ａ
⑬

ａ
⑮

ａ
 

Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
 
Ａ
－
注
水
ラ
イ
ン
流
量
調
整
弁
 

⑩
ｂ
⑬

ｂ
⑮

ｂ
 

Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
 
Ｂ
－
注
水
ラ
イ
ン
流
量
調
整
弁
 

⑩
ｃ
⑮

ｃ
 

Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
 
Ｂ
－
注
水
ラ
イ
ン
止
め
弁
 

 
 

 
 

 
 

記
載

例
 

 
◯
 

 
 

：
操
作
手

順
番
号

を
示
す

。
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
◯

 
 
 

：
同
一

操
作
手

順
番
号

内
で
選

択
し
て

実
施
す

る
操
作

が
あ

る
場

合
の

操
作

手
順

を
示

す
。

 
 

 
 
 

 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
 
 

 

第
1.

8
－
1
1
図

 
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系

（
可
搬
型

）
に
よ

る
原

子
炉
格
納

容
器
下

部
へ

の
注

水
（

淡
水

／
海

水
）

 
概

要
図

(
２

／
２

)
 

  

    

  

a～
 

～
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第
1.
8
－

1
2図

 
格

納
容

器
代

替
ス
プ
レ

イ
系

（
可
搬

型
）
に
よ

る
原

子
炉
格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

（
淡

水
／

海
水

）
 

タ
イ
ム
チ

ャ
ー
ト

(１
／
２

) 
（

系
統
構

成
）

 

 

手
順
の
項
目

電
源

確
認 系
統

構
成

移
動

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

操
作

（
Ｂ

系
）

手
順
の
項
目

Ｃ
／

Ｃ
　

Ｄ
系

不
要

負
荷

切
り

離
し

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

切
替

盤
操

作
（

Ｂ
系

）

電
源

確
認 系
統

構
成

移
動

，
Ｃ

／
Ｃ

　
Ｄ

系
不

要
負

荷
切

り
離

し

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30
40

50
60

70

※
１

80
90

10
0

11
0

12
0

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系

（
可
搬
型
）
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
Ｓ
Ａ
電
源
切
替
盤
を
使
用
し
た
場
合
）

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30
40

50
60

70
80

90
10
0

11
0

12
0

※
１

：
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系

Ｂ
系

の
系

統
構

成
を

示
す

。
ま

た
，

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
Ａ

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水
に

つ
い

て
は

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

を
使

用
し

た
場

合
系

統
構

成
完

了
ま

で
2
5
分

以
内

，
非

常
用

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
切

替
盤

を
使

用
し

た
場

合
系

統
構

成

　
　

　
完

了
ま

で
4
0
分

以
内

で
可

能
で

あ
る

。

要
員
(
数
)

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系

（
可
搬
型
）
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
を
使
用
し
た

場
合
）

※
１

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

系
統
構
成
完
了

25
分

系
統
構
成
完
了

4
0
分
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第

1.
8
－

1
2図

 
格

納
容

器
代

替
ス
プ
レ

イ
系

（
可
搬

型
）
に
よ

る
原

子
炉
格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

（
淡

水
／

海
水

）
 

 
 
 
 

 
タ
イ

ム
チ

ャ
ー
ト

(
２
／
２

)
 （

大
量
送
水

車
に

よ
る

送
水

）
 

R
P
V
破

損
確

認

手
順

の
項

目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

１

車
両

健
全

性
確

認
（

ホ
ー

ス
展

張
車

）

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

及
び

送
水

ヘ
ッ

ダ
接

続
）

送
水

準
備

（
送

水
ヘ

ッ
ダ

～
建

物
接

続
口

）

緊
急

時
対

策
所

～
第

３
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

２

車
両

健
全

性
確

認
（

大
量

送
水

車
，

ホ
ー

ス
展

張
車

）

大
量

送
水

車
配

置

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

）

大
量

送
水

車
起

動
，

注
水

開
始

必
要

注
水

量
到

達
後

注
水

停
止

　
※

５

R
P
V
破

損
確

認

手
順

の
項

目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

１

車
両

健
全

性
確

認
（

ホ
ー

ス
展

張
車

）

ホ
ー

ス
積

込
み

，
運

搬

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

及
び

送
水

ヘ
ッ

ダ
接

続
）

送
水

準
備

（
送

水
ヘ

ッ
ダ

～
屋

内
接

続
口

）

緊
急

時
対

策
所

～
第

３
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

２

車
両

健
全

性
確

認
（

大
量

送
水

車
，

ホ
ー

ス
展

張
車

）

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

）

大
量

送
水

車
配

置

大
量

送
水

車
起

動
，

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水

必
要

注
水

量
到

達
後

注
水

停
止

　
※

５

※
１

：
第

１
保

管
エ

リ
ア

の
可

搬
型

設
備

を
使

用
し

た
場

合
は

，
速

や
か

に
対

応
で

き
る

。

※
２

：
第

２
保

管
エ

リ
ア

の
可

搬
型

設
備

を
使

用
し

た
場

合
は

，
2
5
分

以
内

で
可

能
で

あ
る

。

【
接

続
口

周
辺

作
業

】
ホ

ー
ス

運
搬

・
敷

設
，

送
水

ヘ
ッ

ダ
運

搬
・

接
続

等

【
取

水
箇

所
周

辺
作

業
】

大
量

送
水

車
配

置
，

ホ
ー

ス
運

搬
・

敷
設

，
注

水
操

作
等

※
５

 
1
2
0
m
3
/
h
に

て
２

時
間

　
　

 
以

内
に

注
水

※
６

 
Ｒ

Ｐ
Ｖ

破
損

が
確

認
 
 
 
 
 
さ

れ
て

か
ら

注
水

開
　

　
 
始

ま
で

の
時

間

1
8
0

1
0

2
0

3
0

4
0

経
過

時
間

（
分

）

備
考

2
0

6
0

7
0

1
0
0

1
1
0

1
2
0

1
3
0

（
要

員
1
2
名

の
う

ち
２

名
で

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
注

水
操

作
を

実
施

）

要
員

(
数

)

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

【
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

）
接

続
口

（
建

物
内

）
を

使
用

す
る

場
合

】

緊
急

時
対

策
要

員
6

緊
急

時
対

策
要

員
6

要
員

(
数

)

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

【
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

）
接

続
口

（
南

）
又

は
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

）
接

続
口

（
西

）
を

使
用

す
る

場
合

】

緊
急

時
対

策
要

員
6

必
要

な
要

員
と

作
業

項
目

緊
急

時
対

策
要

員
6

必
要

な
要

員
と

作
業

項
目

備
考

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

2
0

1
0
0

1
1
0

1
2
0

1
3
0

1
7
0

経
過

時
間

（
分

）

（
要

員
1
2
名

の
う

ち
２

名
で

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
注

水
操

作
を

実
施

）

1
9
0

【
取

水
箇

所
周

辺
作

業
】

大
量

送
水

車
配

置
，

ホ
ー

ス
運

搬
・

敷
設

，
注

水
操

作
等

※
５

 
1
2
0
m
3
/
h
に

て
２

時
間

　
　

 
以

内
に

注
水

※
６

 
Ｒ

Ｐ
Ｖ

破
損

が
確

認
 
 
 
 
 
さ

れ
て

か
ら

注
水

開
　

　
 
始

ま
で

の
時

間

【
接

続
口

周
辺

作
業

】
ホ

ー
ス

運
搬

・
敷

設
，

送
水

ヘ
ッ

ダ
運

搬
・

接
続

等

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
注

水
（

弁
操

作
）

※
６

2
5
0

0
1
0

3
1
0

0
1
0Ｒ

Ｐ
Ｖ

破
損

後
の

注
水

（
弁

操
作

）
※

６

5
0

1
7
0

1
8
0

1
9
0

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
（
注
水
継
続
）

1
0
分

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
初

期
水

張
り

）
３

時
間

1
0
分

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

（
注

水
継

続
）

1
0
分

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
（
初
期
水
張
り
）

２
時

間
1
0
分
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記
載

例
 

 
◯

 
 
 

：
操
作
手

順
番
号

を
示
す

。
 

 
 
 
 

 
 
 
  

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

◯
 

 
 

：
同
一

操
作
手

順
番
号

内
で
選

択
し
て

実
施
す

る
操
作

が
あ
る

場
合

の
操

作
手

順
を

示
す

。
 

 

第
1
.8
－
1
3図

 
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

に
よ
る

原
子

炉
格
納
容

器
下
部

へ
の

注
水

（
淡

水
／

海
水

）
 

概
要

図
(１

／
２

)
 

 
 

a～
 

～
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操
作
手
順
 

弁
名
称
 

⑥
㉑
 

Ｍ
Ｕ
Ｗ
 
Ｐ
Ｃ
Ｖ
代
替
冷
却
外
側
隔
離
弁
 

⑩
ａ
⑬

ａ
⑮

ａ
㉕

ａ
 

Ａ
Ｐ
Ｆ
Ｓ
 
Ａ
－
注
水
ラ
イ
ン
流
量
調
整
弁
 

⑩
ｂ
⑬

ｂ
⑮

ｂ
㉕

ｂ
 

Ａ
Ｐ
Ｆ
Ｓ
 
Ｂ
－
注
水
ラ
イ
ン
流
量
調
整
弁
 

⑩
ｃ
⑮

ｃ
㉕

ｃ
 

Ａ
Ｐ
Ｆ
Ｓ
 
Ｂ
－
注
水
ラ
イ
ン
止
め
弁
 

 
 

 
 

 
 

記
載

例
 
○

  
 
 ：

操
作

手
順
番

号
を
示

す
。

 

○
ａ
～
  
 ：

同
一

操
作
手

順
番
号
内

で
選
択

し
て
実

施
す
る

操
作
が

あ
る

場
合

の
操

作
手

順
を

示
す

。
 

  

第
1
.8
－
1
3図

 
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

系
（

可
搬
型
）

に
よ
る

原
子

炉
格
納
容

器
下
部

へ
の

注
水

（
淡

水
／

海
水

）
 

概
要

図
(２

／
２

)
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第
1.
8－

1
4図

 
ペ

デ
ス

タ
ル
代

替
注
水

系
（

可
搬

型
）

に
よ
る

原
子

炉
格
納
容

器
下

部
へ

の
注

水
（

淡
水

／
海

水
）

 

タ
イ
ム
チ

ャ
ー
ト

(１
／
２

) 
（

系
統
構

成
）

 

 
 

手
順
の
項
目

電
源

確
認 系
統

構
成

移
動

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

操
作

（
Ｂ

系
）

手
順
の
項
目

Ｃ
／

Ｃ
　

Ｄ
系

不
要

負
荷

切
り

離
し

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

切
替

盤
操

作
（

Ｂ
系

）

電
源

確
認 系
統

構
成

移
動

，
Ｃ

／
Ｃ

　
Ｄ

系
不

要
負

荷
切

り
離

し

 
 
  
 
 か

ら
1
0
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系

（
可
搬
型
）
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
Ｓ
Ａ
電
源
切
替
盤
を
使
用
し
た
場
合
）

※
２

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30
40

備
考

50
60

70

経
過
時
間
（
分
）

40
80

90
10
0

11
0

12
0

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

10
20

30

10
0

11
0

12
0

※
１
：
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
Ｂ
系
の
系
統
構
成
を
示
す
。
ま
た
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
Ａ
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
に
つ
い
て
は
，
Ｓ
Ａ
電
源
切
替
盤
を
使
用
し
た
場
合
系
統
構
成
完
了
ま
で
25
分
以
内
，
非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

　
　
　
切
替
盤
を
使
用
し
た
場
合
系
統
構
成
完
了
ま
で
40
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

50
60

70
80

90

※
２
：
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
初
期
水
張
り
後
，
原
子
炉
圧
力
容
器
破
損
後
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
を
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
切
り
替
え
る
場
合
は
，
中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ
に

　
　
　
よ
る
電
源
確
認
，
系
統
構
成
を
実
施
し
，
10
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。
な
お
，
緊
急
時
対
策
要
員
が
実
施
す
る
屋
外
で
の
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
操
作
と
並
行
し
て
実
施
し
，
作
業
開
始
を
判
断
し
て

要
員
(
数
)

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系

（
可
搬
型
）
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
を
使
用
し
た

場
合
）

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

※
２

系
統
構
成
完
了

2
5
分

※
１

系
統

構
成

完
了

4
0分

※
１
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第
1.
8－

1
4図

 
ペ

デ
ス

タ
ル
代

替
注
水

系
（

可
搬
型
）

に
よ
る

原
子

炉
格
納
容

器
下

部
へ

の
注

水
（

淡
水

／
海

水
）

 

 
 
 
 

 
タ
イ

ム
チ

ャ
ー
ト

(
２
／
２

)
 （

大
量
送
水

車
に

よ
る

送
水

）
 

 

R
P
V
破
損
確
認

手
順
の
項
目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

１

車
両

健
全

性
確

認
（

ホ
ー

ス
展

張
車

） 送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

及
び

送
水

ヘ
ッ

ダ
接

続
）

送
水

準
備

（
送

水
ヘ

ッ
ダ

～
建

物
接

続
口

）

緊
急

時
対

策
所

～
第

３
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

２

車
両

健
全

性
確

認
（

大
量

送
水

車
，

ホ
ー

ス
展

張
車

）

大
量

送
水

車
配

置

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

）

大
量

送
水

車
起

動
，

注
水

開
始

必
要

注
水

量
到

達
後

注
水

停
止

　
※

３ R
P
V
破
損
確
認

備
考

手
順
の
項
目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

１

車
両

健
全

性
確

認
（

ホ
ー

ス
展

張
車

）

ホ
ー

ス
積

込
み

，
運

搬

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

及
び

送
水

ヘ
ッ

ダ
接

続
）

送
水

準
備

（
送

水
ヘ

ッ
ダ

～
屋

内
接

続
口

）

緊
急

時
対

策
所

～
第

３
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

２

車
両

健
全

性
確

認
（

大
量

送
水

車
，

ホ
ー

ス
展

張
車

）

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

）

大
量

送
水

車
配

置

大
量

送
水

車
起

動
，

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水

必
要

注
水

量
到

達
後

注
水

停
止

※
３

※
１
：
第
１
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
速
や
か
に
対
応
で
き
る
。

※
２
：
第
２
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
2
5
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

※
５
：
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
初
期
水
張
り
後
，
原
子
炉
圧
力
容
器
破
損
後
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
を
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
切
り
替
え
る
場
合
は
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉

　
　
　
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
操
作
の
う
ち
運
転
員
が
実
施
す
る
原
子
炉
建
物
で
の
系
統
構
成
と
並
行
し
て
実
施
し
，
作
業
開
始
を
判
断
し
て
か
ら
1
0
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

【
取
水
箇
所
周
辺
作
業
】

大
量
送
水
車
配
置
，
ホ
ー
ス
運

搬
・
敷
設
，
注
水
操
作
等

※
３
 
1
2
0
m
3
/
h
に
て
4
0
分

　
　
 
以
内
に
注
水

※
４
 
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
が
確
認

 
 
 
 
 
さ
れ
て
か
ら
注
水
開
始

 
 
 
 
 
ま
で
の
時
間

【
接
続
口
周
辺
作
業
】

ホ
ー
ス
運
搬
・
敷
設
，
送
水

ヘ
ッ
ダ
運
搬
・
接
続
等

【
取
水
箇
所
周
辺
作
業
】

大
量
送
水
車
配
置
，
ホ
ー
ス
運

搬
・
敷
設
，
注
水
操
作
等

※
３
 
1
2
0
m
3
/
h
に
て
4
0
分

　
　
 
以
内
に
注
水

※
４
 
Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
が
確
認

 
 
 
 
 
さ
れ
て
か
ら
注
水
開
始

 
 
 
 
 
ま
で
の
時
間

1
0

（
要

員
1
2
名

の
う

ち
２

名
で

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
注

水
操

作
を

実
施

）

（
要

員
1
2
名

の
う

ち
２

名
で

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
後

の
注

水
操

作
を

実
施

）

2
3
0

0
1
9
0

7
0

1
1
0

1
2
0

1
8
0

1
3
0

1
7
0

4
0

5
0

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

【
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
接
続
口

（
南
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
接

続
口
（
西
）
を
使
用
す
る
場
合
】

緊
急
時
対
策
要
員

6

緊
急
時
対
策
要
員

6

要
員
(
数
)

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

6
0

1
0
0

要
員
(
数
)

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

【
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
接
続
口
（
建

物
内
）
を
使
用
す
る
場
合
】

1
0

2
0

緊
急
時
対
策
要
員

6

緊
急
時
対
策
要
員

6

3
0

1
1
0

1
2
0

1
3
0

【
接
続
口
周
辺
作
業
】

ホ
ー
ス
運
搬
・
敷
設
，
送
水

ヘ
ッ
ダ
運
搬
・
接
続
等

1
7
0

1
0

2
0

備
考

0

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
初
期
水
張
り
）

３
時
間

1
0
分

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

※
５

（
注
水
継
続
）

1
0
分

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
初
期
水
張
り
）

２
時
間

1
0
分

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

※
５

（
注
水
継
続
）

1
0
分

Ｒ
Ｐ
Ｖ
破
損
後
の
注
水

（
弁
操
作
）

※
４

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破
損

後
の
注

水

（
弁

操
作
）
※
４



 

1.8－122 

 

 

 

操
作
手
順

 
弁

名
称

 

④
※
１
 

Ａ
（
Ｂ
）

－
Ｓ
Ｌ

Ｃ
タ
ン

ク
出
口

弁
 

④
※
２
 

Ａ
（
Ｂ
）

－
Ｓ
Ｌ

Ｃ
注
入

弁
 

記
載

例
 

 
 
 
○

 
 
：

操
作

手
順
番

号
を
示

す
。

 

○
※
１
～
 ：

同
一

操
作
手

順
番
号
内

に
複
数

の
操
作

又
は
確

認
を
実

施
す
る

対
象
弁

が
あ

る
場

合
，

そ
の

実
施

順
を

示
す

。
 

 

第
1
.8

－
1
5
図

 
ほ
う

酸
水
注
入

系
に
よ

る
原

子
炉
圧
力

容
器
へ

の
ほ

う
酸

水
注

入
 

概
要

図
 

 

凡
例
 

 
ポ
ン
プ
 

 
電
動
作
動
 

 
弁
 

 
逆
止
弁
 

 
安
全
弁
又
は
逃
し
弁
 

 
配
管
 

 
ホ
ー
ス
 

 
使
用
す
る
流
路
 

 
設
計
基
準
対
象
施
設
か
ら
 

追
加
し
た
箇
所
 

 

M
0  
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第
1.
8
－

1
6図

 
ほ

う
酸
水
注
入

系
に
よ

る
原

子
炉
圧
力

容
器
へ

の
ほ

う
酸

水
注

入
 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
 

手
順
の
項
目

電
源
確
認
，
ポ
ン
プ
起
動

※
１
：
ほ
う
酸
水
注
入
系
Ａ
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
ほ
う
酸
水
注
入
を
示
す
。
ま
た
，
ほ
う
酸
水
注
入
系
Ｂ
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
ほ
う
酸
水
注
入
に
つ
い
て
は
，
注
入
開
始
ま
で
10
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

5
10

15
20

25
30

35
40

45
50

55
60

ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１
※
１

10
分

ほ
う
酸
水
注
入
系

に
よ
る
注
水
開
始



 

1.8－124 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 
 
 

 
記

載
例

 
○

：
操
作

手
順
番

号
を
示

す
。
 

 

第
1.
8－

1
7図

 
低

圧
原

子
炉
代

替
注
水

系
（

常
設
）

に
よ
る
原

子
炉

圧
力
容

器
へ

の
注

水
 

概
要

図
(
１

／
２
)
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操
作
手
順
 

弁
名
称
 

⑥
 

Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
注
水
弁
 

⑧
 

Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
注
水
隔
離
弁
 

 
 

 
 

記
載

例
 

○
：
操

作
手
順

番
号
を

示
す
。
 

 

第
1.
8－

1
7図

 
低

圧
原

子
炉

代
替
注
水

系
（

常
設

）
に

よ
る
原

子
炉

圧
力
容

器
へ

の
注

水
 

概
要

図
(
２

／
２
)
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第
1.
8－

1
8図

 
低

圧
原

子
炉
代

替
注
水

系
（

常
設
）
に

よ
る
原

子
炉

圧
力
容

器
へ

の
注

水
 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
 

 

手
順
の
項
目

隔
離

操
作

電
源

確
認

，
系

統
構

成
，

注
水

操
作

移
動

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

操
作

（
Ａ

系
）

手
順
の
項
目

Ｃ
／

Ｃ
　

Ｃ
系

不
要

負
荷

切
り

離
し

電
源

確
認

，
系

統
構

成
，

注
水

操
作

40

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

（
Ｓ
Ａ
電
源
切
替
盤
を
使
用
し
た
場
合
）

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

40

要
員
(数

)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30

要
員
(数

)

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

（
非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
を
使
用
し
た

場
合
）

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１ ２
現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

切
替

盤
操

作
（

Ａ
系

）

移
動

，
Ｃ

／
Ｃ

　
Ｃ

系
不

要
負

荷
切

り
離

し

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

20
分

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

35
分
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記
載

例
 

○
：
操

作
手
順

番
号
を

示
す
。

 

 

第
1.
8
－

1
9
図

 
復
水

輸
送
系
に

よ
る
原

子
炉

圧
力
容
器

へ
の
注

水
 

概
要

図
(
１

／
２
)
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操
作
手
順
 

弁
名
称
 

③
 

Ｃ
Ｗ
Ｔ
 
Ｔ
／
Ｂ
供
給
遮
断
弁

 

⑤
 

Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
注
水
弁
 

⑦
 

Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 

Ｒ
Ｐ
Ｖ
代
替
注
水
弁
 

 
 

 
 

記
載

例
 

○
：
操

作
手
順

番
号
を

示
す
。
 

 

第
1.
8
－

1
9
図

 
復
水

輸
送
系
に

よ
る
原

子
炉

圧
力
容
器

へ
の

注
水
 

概
要

図
(
２

／
２
)
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第
1.
8
－

2
0
図

 
復
水

輸
送
系
に

よ
る
原

子
炉

圧
力
容
器

へ
の
注

水
 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
 

手
順
の
項
目

電
源
確
認

逆
流
防
止

ポ
ン
プ
起
動
，
系
統
構
成

復
水
輸
送
系
に
よ
る

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30
40

復
水
輸
送
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

20
分
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 記
載

例
 

 
◯
 

 
 

：
操
作

手
順
番

号
を
示

す
。

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
◯

 
 
 

：
同
一
操

作
手
順

番
号
内

に
複
数

の
操
作

又
は
確

認
を
実

施
す
る

対
象

弁
が

あ
る

場
合

，
そ

の
実

施
順

を
示

す
。

 
 

第
1
.8

－
2
1図

 
消
火

系
に
よ
る

原
子
炉

圧
力

容
器
へ
の

注
水

 
概

要
図

(
１

／
４

)
 

（
補

助
消

火
ポ
ン

プ
を

使
用
し
た

原
子
炉

圧
力

容
器
へ
の

注
水

の
場

合
）

 

   

※
１
～
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操
作
手
順
 

弁
名
称
 

③
 

Ｃ
Ｗ
Ｔ
 
Ｔ
／
Ｂ
供
給
遮
断
弁

 

⑤
※

１
 

Ｃ
Ｗ
Ｔ
系
・
消
火
系
連
絡
止
め
弁

（
消
火
系
）
 

⑤
※

２
 

Ｃ
Ｗ
Ｔ
系
・
消
火
系
連
絡

止
め
弁
 

⑥
 

Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
注
水
弁
 

⑧
 

Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 

Ｒ
Ｐ
Ｖ
代
替
注
水
弁
 

 
 

 
 

 
 
 

記
載

例
 

 
◯
 

 
 

：
操
作
手

順
番
号

を
示
す

。
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

  
◯

 
 
 

：
同
一

操
作
手

順
番
号

内
に
複

数
の
操

作
又
は

確
認
を

実
施

す
る

対
象

弁
が

あ
る

場
合

，
そ

の
実

施
順

を
示

す
。

 
  

第
1
.8

－
2
1図

 
消
火

系
に
よ
る

原
子
炉

圧
力

容
器
へ
の

注
水

 
概

要
図

(
２

／
４

)
 

（
補

助
消

火
ポ
ン

プ
を

使
用
し
た

原
子
炉

圧
力

容
器
へ
の

注
水

の
場

合
）

 

 
 

※
１
～
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 記
載

例
 

 
◯

 
 

 
：

操
作

手
順

番
号
を

示
す
。

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
◯

 
 
 

：
同

一
操

作
手
順
番

号
内
に

複
数
の

操
作
又

は
確
認

を
実
施

す
る
対

象
弁
が

あ
る

場
合

，
そ

の
実

施
順

を
示

す
。

 
  
 

第
1
.8

－
2
1図

 
消
火

系
に
よ
る

原
子
炉

圧
力

容
器
へ
の

注
水

 
概

要
図

(
３

／
４

)
 

（
消
火
ポ

ン
プ
を

使
用

し
た
原
子

炉
圧
力

容
器

へ
の
注

水
の

場
合

）
 

  

※
１
～
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操
作
手
順
 

弁
名
称
 

③
 

Ｃ
Ｗ
Ｔ
 
Ｔ
／
Ｂ
供
給
遮
断
弁

 

⑤
※

１
 

Ｃ
Ｗ
Ｔ
系
・
消
火
系
連
絡
止
め
弁

（
消
火
系
）
 

⑤
※

２
 

Ｃ
Ｗ
Ｔ
系
・
消
火
系
連
絡

止
め
弁
 

⑥
 

Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
注
水
弁
 

⑧
 

Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 

Ｒ
Ｐ
Ｖ
代
替
注
水
弁
 

 
 

 
 

 
 
 
 

記
載

例
 

○
  
 
  
 ：

操
作
手

順
番
号

を
示
す

。
 

 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 

◯
 
 
 

：
同
一

操
作
手

順
番
号

内
に
複

数
の
操

作
又
は

確
認
を

実
施

す
る

対
象

弁
が

あ
る

場
合

，
そ

の
実

施
順

を
示

す
。

 
  

第
1
.8

－
2
1図

 
消
火

系
に
よ
る

原
子
炉

圧
力

容
器
へ
の

注
水

 
概

要
図

(
４

／
４

)
 

（
消
火
ポ

ン
プ
を

使
用

し
た
原
子

炉
圧
力

容
器

へ
の
注

水
の

場
合

）
 

 
 

※
１
～
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（
補

助
消

火
ポ
ン

プ
を

使
用
し
た

原
子
炉

圧
力

容
器
へ
の

注
水

の
場

合
）

 

   

 

（
消
火
ポ

ン
プ
を

使
用

し
た
原
子

炉
圧
力

容
器

へ
の
注

水
の

場
合

）
 

  

第
1.
8－

2
2
図
 

消
火

系
に

よ
る

原
子
炉

圧
力

容
器
へ
の

注
水

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
 

手
順
の
項
目

電
源
確
認

逆
流
防
止

ポ
ン
プ
起
動
，
系
統
構
成

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30
40

要
員
(
数
)

消
火
系
に
よ
る

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

(
補
助
消
火
ポ
ン
プ
使
用
)

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

2
5分

手
順
の
項
目

電
源
確
認

逆
流
防
止

ポ
ン
プ
起
動
，
系
統
構
成

30
40

備
考

20

消
火
系
に
よ
る

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

(
消
火
ポ
ン
プ
使
用
)

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

10

消
火
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

2
5分



 

1.8－135 

 
 

  
 

 
 
 

 
 

 
 
  

記
載

例
  
 ○

 
  
 ：

操
作
手
順

番
号
を

示
す
。

 
○

ａ
～
  
 ：

同
一

操
作
手

順
番
号
内

で
選
択

し
て
実

施
す
る

操
作
が

あ
る

場
合

の
操

作
手

順
を

示
す

。
 
 

 
 
 

 
 

  
 
  
 
 
 

 
○

※
１
～
 ：

同
一

操
作
手

順
番
号
内

に
複
数

の
操
作

又
は
確

認
を
実

施
す

る
対

象
弁

が
あ

る
場

合
，

そ
の

実
施

順
を

示
す

。
 

 

第
1.

8－
2
3図

 
低

圧
原

子
炉

代
替
注
水

系
（

可
搬
型
）

に
よ
る

原
子

炉
圧
力
容

器
へ
の

注
水

（
淡

水
／

海
水

）
 
概

要
図

(
１

／
２

)
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操
作
手
順
 

弁
名
称
 

  
⑦

ａ
※

１
 

Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
注
水
弁
 

⑦
ｂ
⑦

ｃ
 

Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
注
水
弁
 

  
⑦

ａ
※

２
 

Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
注
水
隔
離
弁
 

⑩
ａ
 

Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
可
搬
式
設
備
 
Ａ
－
注
水
ラ
イ
ン
流
量
調
整
弁
 

⑩
ｂ
 

Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
可
搬
式
設
備
 
Ｂ
－
注
水
ラ
イ
ン
流
量
調
整
弁
 

⑩
ｃ
 

Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
可
搬
式
設
備
 
Ｂ
－
注
水
ラ
イ
ン
止
め
弁
 

 
 

 
 

 
 
 

記
載

例
 

 ○
  
 
 ：

操
作
手

順
番
号

を
示
す

。
 

○
ａ
～
  
 ：

同
一

操
作
手

順
番
号
内

で
選
択

し
て
実

施
す
る

操
作
が

あ
る

場
合

の
操

作
手

順
を

示
す

。
 

○
※
１
～
 ：

同
一

操
作
手

順
番
号
内

に
複
数

の
操
作

又
は
確

認
を
実

施
す

る
対

象
弁

が
あ

る
場

合
，

そ
の

実
施

順
を

示
す

。
 

 

第
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8－
2
3図

 
低

圧
原

子
炉

代
替
注
水

系
（

可
搬
型
）

に
よ
る

原
子

炉
圧
力
容

器
へ
の

注
水

（
淡

水
／

海
水

）
 
概

要
図

(
２

／
２

)
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低

圧
原

子
炉
代

替
注
水

系
（

可
搬
型
）

に
よ
る

原
子

炉
圧
力

容
器

へ
の

注
水

（
淡

水
／

海
水

）
 

 
 
 

タ
イ
ム
チ

ャ
ー

ト
(
１
／

２
) 

（
系
統

構
成

）
 

 
 

手
順
の
項
目

電
源

確
認

系
統

構
成

移
動

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

操
作

（
Ｂ

系
）

手
順
の
項
目

Ｃ
／

Ｃ
　

Ｄ
系

不
要

負
荷

切
り

離
し

電
源

確
認

系
統

構
成

※
１

：
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
Ｂ

系
の

系
統

構
成

を
示

す
。

ま
た

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
Ａ

系
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
に

つ
い

て
は

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

を
使

用
し

た
場

合
系

統
構

成
完

了
ま

で
2
5
分

以
内

，
非

常
用

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
切

替
盤

を
使

用
し

た
場

合
系

統
構

成
完

了
ま

で

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30
40

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）

に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

（
Ｓ
Ａ
電
源
切
替
盤
を
使
用
し
た
場
合
）

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

要
員
(
数
)

30
40

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

※
１

　
　

　
4
0
分

以
内

で
可

能
で

あ
る

。

要
員
(
数
)

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）

に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

（
非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
を
使
用
し
た

場
合
）

※
１

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

切
替

盤
操

作
（

Ｂ
系

）

移
動

，
Ｃ

／
Ｃ

　
Ｄ

系
不

要
負

荷
切

り
離

し

系
統
構
成
完
了

25
分

系
統
構
成
完
了

40
分
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4図

 
低

圧
原

子
炉
代

替
注
水

系
（

可
搬
型
）

に
よ
る

原
子

炉
圧
力

容
器

へ
の

注
水

（
淡

水
／

海
水

）
 

 
 
 
 

タ
イ
ム

チ
ャ

ー
ト

(２
／
２

) 
（
大

量
送
水
車

に
よ

る
送

水
）

 

手
順

の
項

目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

１

車
両

健
全

性
確

認
（

ホ
ー

ス
展

張
車

）

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

及
び

送
水

ヘ
ッ

ダ
接

続
）

送
水

準
備

（
送

水
ヘ

ッ
ダ

～
建

物
接

続
口

）

緊
急

時
対

策
所

～
第

３
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

２

車
両

健
全

性
確

認
（

大
量

送
水

車
，

ホ
ー

ス
展

張
車

）

大
量

送
水

車
配

置

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

）

大
量

送
水

車
起

動
，

原
子

炉
注

水
開

始

手
順

の
項

目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

１

車
両

健
全

性
確

認
（

ホ
ー

ス
展

張
車

） ホ
ー

ス
積

込
み

，
運

搬

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

及
び

送
水

ヘ
ッ

ダ
接

続
）

送
水

準
備

（
送

水
ヘ

ッ
ダ

～
屋

内
接

続
口

）

緊
急

時
対

策
所

～
第

３
保

管
エ

リ
ア

移
動

　
※

２

車
両

健
全

性
確

認
（

大
量

送
水

車
，

ホ
ー

ス
展

張
車

）

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

）

大
量

送
水

車
配

置

大
量

送
水

車
起

動
，

原
子

炉
注

水
開

始

※
１

：
第

１
保

管
エ

リ
ア

の
可

搬
型

設
備

を
使

用
し

た
場

合
は

，
速

や
か

に
対

応
で

き
る

。

※
２

：
第

２
保

管
エ

リ
ア

の
可

搬
型

設
備

を
使

用
し

た
場

合
は

，
2
5
分

以
内

で
可

能
で

あ
る

。

【
接

続
口

周
辺

作
業

】
ホ

ー
ス

運
搬

・
敷

設
，

送
水

ヘ
ッ

ダ
運

搬
・

接
続

等

【
取

水
箇

所
周

辺
作

業
】

大
量

送
水

車
配

置
，

ホ
ー

ス
運

搬
・

敷
設

，
注

水
操

作
等

要
員

(
数

)

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
（

淡
水

／
海

水
）

【
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

接
続

口
（

南
）

又
は

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
接

続
口

（
西

）
を

使
用

す
る

場
合

】

緊
急

時
対

策
要

員
６

【
取

水
箇

所
周

辺
作

業
】

大
量

送
水

車
配

置
，

ホ
ー

ス
運

搬
・

敷
設

，
注

水
操

作
等

1
0
0

1
1
0

1
2
0

1
5
0

2
0
0

2
1
0

1
7
0

必
要

な
要

員
と

作
業

項
目

経
過

時
間

（
分

）

緊
急

時
対

策
要

員
６

2
1
0

1
9
0

1
1
0

1
2
0

1
3
0

6
0

7
0

1
4
0

1
5
0

1
6
0

9
0

1
0
0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

8
0

備
考

2
0
0

1
7
0

1
8
0

【
接

続
口

周
辺

作
業

】
ホ

ー
ス

運
搬

・
敷

設
，

送
水

ヘ
ッ

ダ
運

搬
・

接
続

等

備
考

1
6
0

要
員

(
数

)

1
3
0

1
4
0

必
要

な
要

員
と

作
業

項
目

経
過

時
間

（
分

）

1
8
0

1
9
0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
（

淡
水

／
海

水
）

【
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

接
続

口
（

建
物

内
）

を
使

用
す

る
場

合
】

緊
急

時
対

策
要

員
６

緊
急

時
対

策
要

員
６

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
２

時
間

1
0
分

【
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

接
続

口
（

南
）

又
は

低
圧

原
子

炉

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

接
続

口
（

西
）

を
使

用
す

る
場

合
】

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
３

時
間

1
0
分

【
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
接
続
口
（
建
物
内
）
を
使
用
す
る
場
合

】
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（
１
）

原
子
炉
格

納
容

器
下

部
に

落
下

し
た
溶

融
炉
心
の

冷
却

 

 
[原

子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
初
期
水
張
り
の
場
合
] 
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2
5
図
 

重
大

事
故
等
時

の
対
応

手
段

選
択
フ
ロ

ー
チ
ャ

ー
ト

(１
／

３
)
 

 

優
先
①
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
 

（
常
設
）
に
よ
る
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
 

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
 

水
源

使
用

可
能

 

補
助
消
火

水
槽
又

は
 

ろ
過
水
タ

ン
ク
使

用
可
能

 

優
先
④
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬

型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部

へ
の
注
水

 

優
先
②
 

復
水
輸
送
系
（
ス
プ
レ
イ

管

使
用
）
に
よ
る
原
子
炉
格

納

容
器
下
部
へ
の
注
水

 

優
先
③
 

消
火
系
（
ス
プ
レ
イ
管
使

用
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容

器
下
部
へ
の
注
水
※
１
 

 
ス
プ
レ

イ
管

 
使
用

可
能

 

Y
es
 

 

N
o 

Y
es
 

 

N
o  

【
凡
例
】
 

 

 

  

：
プ
ラ
ン
ト
状
態
，
確
認
 

：
操
作
，
確
認
 

：
判
断
 

：
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

損
傷
炉
心

の
冷

却
未

達
成

 

N
o  

交
流
電

源
 

あ
り

 

 
代

替
交

流
電

源
設

備
 

に
よ

る
交

流
電

源
確
保
 

 
低
圧
原
子

炉
代

替
注

水
槽

 
使
用
可

能
 

優
先
⑤
 

復
水
輸

送
系
（
ペ
デ
ス
タ
ル
注

水
配
管

使
用
）
に
よ
る
原
子
炉

格
納

容
器
下
部
へ
の
注
水
 

 

優
先
⑥
 

消
火
系
（
ペ
デ
ス
タ
ル
注
水
配

管
使
用
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納

容
器
下
部
へ
の
注
水
※
１
 

優
先
⑦
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可

搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容

器
下
部
へ
の
注
水

 

Y
es
 

 

Y
es
 

 

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
 

水
源

使
用

可
能

 

補
助

消
火

水
槽

又
は

 
ろ

過
水

タ
ン

ク
使

用
可

能
 

N
o  

Y
es
 

 

N
o  

Y
es
 

 

N
o  

N
o 

Y
es
 

※
１
：
重
大
事
故
等
へ
対
処
す
る
た
め
に
消
火
系
に
よ
る
 

消
火
が
必
要
な
火
災
が
発
生
し
て
い
な
い
場
合
に
 

実
施
す
る
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（
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）

 原
子
炉

格
納

容
器

下
部

に
落

下
し

た
溶
融

炉
心

の
冷
却

 

 
[原

子
炉
圧
力
容
器
破
損
後
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
の
場
合
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2
5
図
 

重
大

事
故
等
時

の
対
応

手
段

選
択
フ
ロ

ー
チ
ャ

ー
ト

(２
／

３
)

優
先
①
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
 

（
常
設
）
に
よ
る
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水
※
１
 

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
 

水
源

使
用

可
能

 

補
助
消
火

水
槽
又

は
 

ろ
過
水
タ

ン
ク
使

用
可
能

 

優
先
⑥
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系

 

（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容

器
下
部
へ
の
注
水

 

優
先
②
 

復
水
輸
送
系
（
ペ
デ
ス
タ

ル
注

水
配
管
使
用
）
に
よ
る
原

子
炉

格
納
容
器
下
部
へ
の
注

水
 

優
先
③
 

消
火
系
（
ペ
デ
ス
タ
ル
注
水
配
管

使
用
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器

下
部
へ
の
注
水
※
２
 

 
ペ

デ
ス

タ
ル

注
水

配
管

 
使

用
可

能
 

Y
es
 

 
N
o  

Y
es
 

 

N
o  

【
凡
例
】
 

 

 

  

：
プ
ラ
ン
ト
状
態
，
確
認
 

：
操
作
，
確
認
 

：
判
断
 

：
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

原
子
炉
圧

力
容
器

の
破

損
を

判
断

 

N
o  

交
流
電

源
 

あ
り

 

 
代

替
交

流
電

源
設

備
 

に
よ

る
交

流
電

源
確
保
 

 
低
圧
原
子

炉
代

替
注

水
槽

 
使
用
可

能
 

優
先
④
 

復
水
輸
送
系
（
ス
プ
レ
イ
管
使

用
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器

下
部
へ
の
注
水
 

 

優
先
⑤
 

消
火
系
（
ス
プ
レ
イ
管
使
用
）

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下

部
へ
の
注
水
※
２
 

優
先
⑦
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可

搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器

下
部
へ
の
注
水
 

Y
es
 

 

Y
es
 

 

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
 

水
源

使
用

可
能

 

補
助

消
火

水
槽

又
は

 
ろ

過
水

タ
ン

ク
使

用
可

能
 

N
o  

Y
es
 

 

N
o  

Y
es
 

 

N
o  

N
o 

Y
es
 

※
１
:ス

プ
レ
イ
管
使
用
 

※
２
：
重
大
事
故
等
へ
対
処
す
る
た
め
に
消
火
系
に
よ
る
 

消
火
が
必
要
な
火
災
が
発
生
し
て
い
な
い
場
合
に
 

実
施
す
る
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（２）溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下遅延・防止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1.8－25図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート(３／３) 

高圧原子炉代替注水系による 

原子炉圧力容器への注水 

全交流動力電源喪失 

炉心の著しい損傷が発生※１ 

優先① 

低圧原子炉代替注水系 

（常設）による 

原子炉圧力容器への注水 

復水貯蔵タンク

水源使用可能 

補助消火水槽又は 

ろ過水タンク使用可能 

優先④ 

低圧原子炉代替注水系

（可搬型）による 

原子炉圧力容器への 

注水※４ 

優先② 

復水輸送系による 

原子炉圧力容器への注水 

優先③ 

消火系による 

原子炉圧力容器への注水※３ 

 低圧原子炉 

代替注水槽水源 

使用可能 

No 

 

No 

 

No 

 

Yes 

 

Yes 

 

Yes 

 

 

代替交流電源設備 

により電源復旧 

（並行実施） 

【凡例】 

 

 

 

 

：プラント状態，確認 

：操作，確認 

：判断 

：重大事故等対処設備 

注入配管優先順位 

※４：優先①残留熱除去系(Ａ)注入配管 

優先②残留熱除去系(Ｂ)注入配管 

ほう酸水注入系による 

原子炉圧力容器への 

ほう酸水注入※２ 

発電用原子炉の減圧実施 

 低圧原子炉 

代替注水系 

運転可能 

※２：全ての注水手段に併せて実施する。 

高圧原子炉代替注水系による 

原子炉圧力容器への注水を継続 

No 

Yes 

制御棒駆動水圧系による

原子炉圧力容器への注水 

※１：損傷炉心の冷却が未達成と判断した

場合は，「（１）原子炉格納容器下部

に落下した溶融炉心の冷却」の対応

手段選択フローチャートに従い原子

炉格納容器下部への注水操作を開始

する。 

※３：重大事故等へ対処するために消火系による 

消火が必要な火災が発生していない場合に 

実施する 
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1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための手順等 

 

＜ 目 次 ＞ 

 

1.9.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

ａ．水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための対応手段及

び設備 

(a) 原子炉格納容器内不活性化による原子炉格納容器水素爆発防止 

(b) 炉心の著しい損傷が発生した場合の原子炉格納容器水素爆発防

止 

(c) 水素濃度及び酸素濃度の監視 

(d) 代替電源による必要な設備への給電 

(e) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

ｂ．手順等 

1.9.2 重大事故等時の手順 

1.9.2.1 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための対応手順 

(1) 原子炉格納容器内不活性化による原子炉格納容器水素爆発防止 

ａ．発電用原子炉運転中の原子炉格納容器内の不活性化 

ｂ．可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器への窒素ガス供給 

(2) 炉心の著しい損傷が発生した場合の原子炉格納容器水素爆発防止 

ａ．可搬式窒素供給装置による格納容器フィルタベント系の不活性化 

ｂ．格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の水素ガス及び

酸素ガスの排出 

ｃ．可燃性ガス濃度制御系による原子炉格納容器内の水素濃度制御 

(3) 原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度の監視  

ａ．格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）による原
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子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度監視 

ｂ．格納容器内雰囲気計装による原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素

濃度の監視 

1.9.2.2 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備の電

源を代替電源設備から給電する手順 

1.9.2.3 その他の手順項目について考慮する手順 

1.9.2.4 重大事故等時の対応手段の選択 
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1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための手順等 

【要求事項】 

発電用原子炉設置者において、炉心の著しい損傷が発生した場合にお

いて原子炉格納容器内における水素による爆発（以下「水素爆発」とい

う。）による損傷を防止する必要がある場合には、水素爆発による原子炉

格納容器の破損を防止するために必要な手順等が適切に整備されている

か、又は整備される方針が適切に示されていること。 

【解釈】 

１ 「水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するために必要な手

順等」とは、以下に掲げる措置又はこれらと同等以上の効果を有する

措置を行うための手順等をいう。 

（１）ＢＷＲ 

ａ）原子炉格納容器内の不活性化により、原子炉格納容器内における

水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するために必要な手順

等を整備すること。 

（２）ＰＷＲのうち必要な原子炉 

ａ）水素濃度制御設備により、原子炉格納容器内における水素爆発に

よる原子炉格納容器の破損を防止するために必要な手順等を整備す

ること。 

（３）ＢＷＲ及びＰＷＲ共通 

ａ）原子炉格納容器内における水素爆発による原子炉格納容器の破損

を防止するために必要な設備が、交流又は直流電源が必要な場合は

代替電源設備からの給電を可能とすること。 

ｂ）炉心の著しい損傷後、水－ジルコニウム反応及び水の放射線分解

による水素及び酸素の水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止

する手順等を整備すること。 
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炉心の著しい損傷が発生した場合において，ジルコニウム－水反応及び

水の放射線分解による水素ガス及び酸素ガスが，原子炉格納容器内に放出

された場合においても水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するた

め，水素濃度制御を行う対処設備を整備する。ここでは，この対処設備を

活用した手順等について説明する。 
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1.9.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，ジルコニウム－水反応，

水の放射線分解及び金属腐食（以下「ジルコニウム－水反応，水の放射

線分解等」という。）により発生する水素ガス及び酸素ガスの水素爆発に

よる原子炉格納容器の破損を防止するための対応手段と重大事故等対処

設備を選定する。 

重大事故等対処設備のほかに，柔軟な事故対応を行うための対応手順

と自主対策設備※１を選定する。 

※１ 自主対策設備：技術基準上のすべての要求事項を満たすことやす

べてのプラント状況において使用することは困難

であるが，プラント状況によっては，事故対応に

有効な設備。 

選定した重大事故等対処設備により，「技術的能力審査基準」（以下「審

査基準」という。）だけでなく，「設置許可基準規則」第五十二条及び「技

術基準規則」第六十七条（以下「基準規則」という。）の要求機能を満足

する設備が網羅されていることを確認するとともに，自主対策設備との

関係を明確にする。 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

審査基準及び基準規則からの要求により選定した対応手段と，その対

応に使用する重大事故等対処設備及び自主対策設備を以下に示す。 

なお，対応に使用する重大事故等対処設備及び自主対策設備と整備す

る手順についての関係を第 1.9－1 表に整理する。 

ａ．水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための対応手段及

び設備 

(a) 原子炉格納容器内不活性化による原子炉格納容器水素爆発防止 

ⅰ 窒素ガス制御系による原子炉格納容器内の不活性化 

原子炉格納容器内における水素爆発による原子炉格納容器の破
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損を防止するため，発電用原子炉運転中の原子炉格納容器内は，

不活性ガス（窒素ガス）置換により原子炉格納容器内雰囲気を不

活性化した状態になっており，炉心の著しい損傷が発生した場合

において，ジルコニウム－水反応，水の放射線分解等にて発生す

る水素ガス及び酸素ガスにより原子炉格納容器内で水素爆発が発

生することを防止する。なお，格納容器ベントを開始するまでは，

原子炉格納容器内は不活性ガス（窒素ガス）が封入された状態と

なっている。 

原子炉格納容器内の不活性化による原子炉格納容器水素爆発防

止で使用する設備は以下のとおり。 

・窒素ガス制御系 

ⅱ 可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器内の不活性化 

炉心の著しい損傷が発生し，原子炉格納容器内の酸素濃度が上

昇した場合に原子炉格納容器内の可燃性ガス濃度を低減させるた

め，可搬式窒素供給装置により原子炉格納容器へ窒素ガスを供給

する手段がある。 

この対応手段及び設備は，「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を

防止するための手順等」における「原子炉格納容器負圧破損の防

止」にて選定する対応手段及び設備と同様である。 

可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器水素爆発防止で使用

する設備は以下のとおり。 

・可搬式窒素供給装置 

(b) 炉心の著しい損傷が発生した場合の原子炉格納容器水素爆発防止 

ⅰ 格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の水素ガス

及び酸素ガスの排出 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，ジルコニウム－水

反応，水の放射線分解等により原子炉格納容器内に発生する水素

ガス及び酸素ガスを，格納容器フィルタベント系により原子炉格
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納容器外に排出することにより，水素爆発による原子炉格納容器

の破損を防止する手段がある。 

これらの対応手段及び設備は，「1.7 原子炉格納容器の過圧破

損を防止するための手順等」における「格納容器フィルタベント

系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱」にて選定する対応手

段及び設備と同様である。 

なお，格納容器フィルタベント系を可搬式窒素供給装置から供

給する不活性ガス（窒素ガス）にて，発電用原子炉起動前に不活

性化した状態としておくことで，格納容器ベント実施時における

水素爆発を防止する。 

(ⅰ) 可搬式窒素供給装置による格納容器フィルタベント系の不

活性化 

可搬式窒素供給装置による格納容器フィルタベント系の不活

性化で使用する設備は以下のとおり。 

・可搬式窒素供給装置 

・格納容器フィルタベント系 

(ⅱ) 格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の水素

ガス及び酸素ガスの排出 

格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の水素ガ

ス及び酸素ガスの排出で使用する設備は以下のとおり。 

・格納容器フィルタベント系 

・第１ベントフィルタ出口水素濃度 

・第１ベントフィルタ出口放射線モニタ（高レンジ・低レン

ジ） 

ⅱ 可燃性ガス濃度制御系による原子炉格納容器内の水素濃度制御 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，ジルコニウム－水

反応，水の放射線分解等により原子炉格納容器内に発生する水素

ガス及び酸素ガスを可燃性ガス濃度制御系により低減し，水素爆
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発による原子炉格納容器の破損を防止する手段がある。 

可燃性ガス濃度制御系による原子炉格納容器内の水素濃度制御

で使用する設備は以下のとおり。 

・可燃性ガス濃度制御系再結合装置ブロワ 

・可燃性ガス濃度制御系再結合装置 

・可燃性ガス濃度制御系 配管・弁 

・残留熱除去系 

・残留熱代替除去系 

(c) 水素濃度及び酸素濃度の監視 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，ジルコニウム－水反

応，水の放射線分解等により原子炉格納容器内に発生する水素ガス

及び酸素ガスの濃度を測定し，監視する手段がある。 

ⅰ 格納容器水素濃度(ＳＡ)及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）による

原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度監視 

原子炉格納容器内において変動する可能性のある範囲にわたり

水素濃度及び酸素濃度を測定する設備は以下のとおり。 

・格納容器水素濃度（ＳＡ） 

・格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

ⅱ 格納容器内雰囲気計装による原子炉格納容器内の水素濃度及び

酸素濃度監視 

原子炉格納容器内の水素燃焼の可能性を把握するのに十分な計

測範囲で水素濃度及び酸素濃度を測定する設備は以下のとおり。 

・格納容器水素濃度（Ａ系） 

・格納容器水素濃度（Ｂ系） 

・格納容器酸素濃度（Ａ系） 

・格納容器酸素濃度（Ｂ系） 

(d) 代替電源による必要な設備への給電 

上記「(b) 炉心の著しい損傷が発生した場合の原子炉格納容器水



1.9－9 

素爆発防止」や「(c) 水素濃度及び酸素濃度の監視」で使用する設

備について，全交流動力電源又は直流電源喪失時に，代替電源設備

から給電する手段がある。 

代替電源設備による必要な設備への給電で使用する設備は以下の

とおり。 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・常設代替直流電源設備 

・可搬型直流電源設備 

・代替所内電気設備 

また，上記常設代替直流電源設備への継続的な給電で使用する設

備は以下のとおり。 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

(e) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器水素爆発防止で使用す

る設備のうち，可搬式窒素供給装置は重大事故等対処設備として位

置付ける。 

格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の水素ガス及

び酸素ガスの排出で使用する設備のうち，格納容器フィルタベント

系，第１ベントフィルタ出口水素濃度及び第１ベントフィルタ出口

放射線モニタ（高レンジ・低レンジ）は重大事故等対処設備として

位置付ける。 

水素濃度及び酸素濃度の監視で使用する設備のうち，格納容器水

素濃度（ＳＡ），格納容器酸素濃度（ＳＡ），格納容器水素濃度（Ｂ

系）及び格納容器酸素濃度（Ｂ系）は重大事故等対処設備として位

置付ける。 

代替電源による必要な設備への給電で使用する設備のうち，常設
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代替交流電源設備，可搬型代替交流電源設備，常設代替直流電源設

備，可搬型直流電源設備及び代替所内電気設備は重大事故等対処設

備として位置付ける。 

これらの選定した設備は，審査基準及び基準規則に要求される設

備がすべて網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，水素爆発による原子炉格納容

器の破損を防止することができる。 

また，以下の設備はプラント状況によっては事故対応に有効な設

備であるため，自主対策設備として位置付ける。併せて，その理由

を示す。 

・可燃性ガス濃度制御系 

炉心損傷による大量の水素ガスが発生するような状況下では，

可燃性ガス濃度制御系の処理能力を超える水素ガスが発生するこ

とから，可燃性ガス濃度制御系による水素ガスの処理には期待で

きず，また原子炉格納容器圧力の上昇に伴い可燃性ガス濃度制御

系の使用に制限がかかるが，格納容器ベント又は格納容器スプレ

イにより原子炉格納容器内の圧力を可燃性ガス濃度制御系運転可

能圧力まで低下し，かつ電源復旧等により設計基準事故対処設備

である可燃性ガス濃度制御系を運転することが可能であれば，中

長期的な格納容器内水素対策として有効である。 

・格納容器水素濃度（Ａ系） 

・格納容器酸素濃度（Ａ系） 

原子炉格納容器内の圧力及び温度の上昇に伴い格納容器水素濃

度（Ａ系）及び格納容器酸素濃度（Ａ系）は使用できない場合が

あるが，残留熱除去系（格納容器冷却モード），残留熱代替除去系，

格納容器代替スプレイ又は格納容器ベントにより原子炉格納容器

内の圧力及び温度が低下し，かつ電源等が復旧し，格納容器水素

濃度（Ａ系）及び格納容器酸素濃度（Ａ系）の使用が可能となれ
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ば，水素濃度及び酸素濃度監視の手段として有効である。 

なお，原子炉格納容器内不活性化による原子炉格納容器水素爆

発防止として使用する設備である窒素ガス制御系は，発電用原子

炉運転中に原子炉格納容器内を常時不活性化する手段として使用

する設計基準対象施設であり，重大事故等時に使用するものでは

ないため，重大事故等対処設備とは位置付けない。 

ｂ．手順等 

上記「ａ．水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための

対応手段及び設備」により選定した対応手段に係る手順を整備する。 

これらの手順は，運転員及び緊急時対策要員の対応として「事故時

操作要領書（シビアアクシデント）（以下「ＳＯＰ」という。）」，「ＡＭ

設備別操作要領書」及び「原子力災害対策手順書」に定める（第 1.9

－1 表）。 

また，重大事故等時に監視が必要となる計器及び給電が必要となる

設備についても整理する（第 1.9－2 表，第 1.9－3 表）。 
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1.9.2 重大事故等時の手順 

1.9.2.1 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための対応手順 

(1) 原子炉格納容器内不活性化による原子炉格納容器水素爆発防止 

ａ．発電用原子炉運転中の原子炉格納容器内の不活性化 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，ジルコニウム－水反応，

水の放射線分解等で発生する水素ガスにより，原子炉格納容器内にお

ける水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するため，発電用原

子炉起動時に原子炉格納容器内を不活性ガス（窒素ガス）により置換

し，発電用原子炉運転中は原子炉格納容器内雰囲気を不活性化した状

態を維持する。 

これらの操作は，重大事故等時に対応するものではなく通常の運転

操作により対応する。 

概要図を第 1.9－4 図に示す。 

ｂ．可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器への窒素ガス供給 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器内で発

生する水素ガス及び酸素ガスの反応による水素爆発により原子炉格納

容器が破損することを防止するため，可搬式窒素供給装置により原子

炉格納容器へ窒素ガスを供給する。 

(a) 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１において，原子炉格納容器内の除熱を

開始した場合※２に，可燃性ガス濃度制御系による水素濃度制御がで

きない場合。 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容器

内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線量率

の 10 倍を超えた場合又は格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡ

ＭＳ）が使用できない場合に原子炉圧力容器温度で 300℃以

上を確認した場合。 

※２：残留熱代替除去系又は残留熱除去系による原子炉格納容器内
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の除熱を開始した場合。 

(b) 操作手順 

可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器への窒素ガス供給の手

順は以下のとおり。手順の対応フローを第 1.9－2 図及び第 1.9－3

図に，概要図を第 1.9－5 図に，タイムチャートを第 1.9－6 図に示

す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，当直長を経由して，

原子炉格納容器への窒素ガス供給のための可搬式窒素供給装置

の準備を緊急時対策本部に依頼する。 

②緊急時対策本部は，緊急時対策要員に可搬式窒素供給装置の準

備を指示する。 

③ａ窒素供給ライン接続口を使用した原子炉格納容器への窒素ガ

ス供給の場合 

緊急時対策要員は，原子炉建物南側（屋外）に可搬式窒素供給

装置を配備した後，窒素ガス代替注入系配管に可搬式窒素供給

装置を接続する。 

③ｂ窒素供給ライン接続口（建物内）（原子炉建物付属棟西側扉）

を使用した原子炉格納容器への窒素ガス供給の場合 

緊急時対策要員は，原子炉建物西側（屋外）に可搬式窒素供給

装置を配備した後，窒素ガス代替注入系配管に可搬式窒素供給

装置を接続する。 

③ｃ窒素供給ライン接続口（建物内）（タービン建物北側扉）を使

用した原子炉格納容器への窒素ガス供給の場合（故意による大

型航空機の衝突その他のテロリズムによる影響がある場合） 

緊急時対策要員は，タービン建物北側（屋外）に可搬式窒素供

給装置を配備した後，窒素ガス代替注入系配管に可搬式窒素供

給装置を接続する。 

④緊急時対策要員は，可搬式窒素供給装置を起動する。 
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⑤緊急時対策要員は，可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器

への窒素ガス供給の準備が完了したことを緊急時対策本部に報

告する。また，緊急時対策本部は当直長に報告する。 

⑥当直長は，当直副長からの依頼に基づき，格納容器酸素濃度（Ｓ

Ａ）又は格納容器酸素濃度を確認し，ドライウェル及びサプレ

ッション・チェンバのうち酸素濃度が高い方への窒素ガス供給

開始を緊急時対策要員に指示する。 

⑦ａ窒素供給ライン接続口を使用した原子炉格納容器への窒素ガ

ス供給の場合 

緊急時対策要員は，原子炉建物南側（屋外）にて，可搬式窒素

供給装置を起動した後，ＡＮＩ代替窒素供給ライン元弁（Ｄ／

Ｗ側）又はＡＮＩ代替窒素供給ライン元弁（Ｓ／Ｃ側）の全開

操作を実施し，窒素ガスの供給を開始するとともに，当直長に

原子炉格納容器への窒素ガス供給を開始したことを報告する。

また，当直副長は中央制御室運転員に格納容器内の酸素濃度の

監視を指示する。 

⑦ｂ窒素供給ライン接続口（建物内）（原子炉建物付属棟西側扉）

を使用した原子炉格納容器への窒素ガス供給の場合 

緊急時対策要員は，原子炉建物西側（屋外）にて，可搬式窒素

供給装置を起動した後，ＡＮＩ建物内代替窒素供給ライン元弁

（Ｄ／Ｗ側）又はＡＮＩ建物内代替窒素供給ライン元弁（Ｓ／

Ｃ側）の全開操作を実施し，窒素ガスの供給を開始するととも

に，当直長に原子炉格納容器への窒素ガス供給を開始したこと

を報告する。また，当直副長は中央制御室運転員に格納容器内

の酸素濃度の監視を指示する。 

⑦ｃ窒素供給ライン接続口（建物内）（タービン建物北側扉）を使

用した原子炉格納容器への窒素ガス供給の場合（故意による大

型航空機の衝突その他のテロリズムによる影響がある場合） 
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緊急時対策要員は，タービン建物北側（屋外）にて，可搬式窒

素供給装置を起動した後，ＡＮＩ建物内代替窒素供給ライン元

弁（Ｄ／Ｗ側）又はＡＮＩ建物内代替窒素供給ライン元弁（Ｓ

／Ｃ側）の全開操作を実施し，窒素ガスの供給を開始するとと

もに，当直長に原子炉格納容器への窒素ガス供給を開始したこ

とを報告する。また，当直副長は中央制御室運転員に格納容器

内の酸素濃度の監視を指示する。 

⑧中央制御室運転員Ａは，原子炉格納容器への窒素ガス供給が開

始されたことを格納容器酸素濃度（ＳＡ）又は格納容器内酸素

濃度指示値の低下により確認し，当直副長へ報告する。 

⑨ａドライウェルへ窒素ガス供給を実施している場合 

中央制御室運転員Ａは，格納容器酸素濃度（ＳＡ）又は格納容

器内酸素濃度指示値により，サプレッション・チェンバ内の酸

素濃度が 4.0％以上に到達したことを確認し，当直副長へ報告

する。 

⑩ａ当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策要員へ

窒素ガスの供給先を切り替えるように指示する。 

⑪ａ窒素供給ライン接続口を使用して原子炉格納容器へ窒素ガス

を供給している場合，緊急時対策要員は，ＡＮＩ代替窒素供給

ライン元弁（Ｓ／Ｃ側）を全開した後，ＡＮＩ代替窒素供給ラ

イン元弁（Ｄ／Ｗ側）を全閉し，サプレッション・チェンバへ

の窒素ガス供給を開始したことを当直長へ報告する。窒素供給

ライン接続口（建物内）を使用して窒素ガスを供給している場

合，ＡＮＩ建物内代替窒素供給ライン元弁（Ｓ／Ｃ側）を全開

した後，ＡＮＩ建物内代替窒素供給ライン元弁（Ｄ／Ｗ側）を

全閉する。なお，サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ）指示

値が 427kPa［gage］（１Pd）に到達するまで可搬式窒素供給装

置による原子炉格納容器（Ｓ／Ｃ側）への窒素ガス供給を継続
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する。その後，中央制御室運転員Ａは中央制御室にて，サプレ

ッション・チェンバ圧力（ＳＡ）指示値が 427kPa［gage］（１

Pd）に到達したことを確認し，当直副長に報告する。 

⑨ｂサプレッション・チェンバへ窒素ガス供給を実施している場

合 

中央制御室運転員Ａは，格納容器酸素濃度（ＳＡ）又は格納容

器内酸素濃度指示値により，ドライウェル内の酸素濃度が

4.0％以上に到達したことを確認し，当直副長へ報告する。 

⑩ｂ当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策要員へ

窒素ガスの供給先を切り替えるように指示する。 

⑪ｂ窒素供給ライン接続口を使用して原子炉格納容器へ窒素ガス

を供給している場合，緊急時対策要員は，ＡＮＩ代替窒素供給

ライン元弁（Ｄ／Ｗ側）を全開した後，ＡＮＩ代替窒素供給ラ

イン元弁（Ｓ／Ｃ側）を全閉し，ドライウェルへの窒素ガス供

給を開始したことを当直長へ報告する。窒素供給ライン接続口

（建物内）を使用して窒素ガスを供給している場合，ＡＮＩ建

物内代替窒素供給ライン元弁（Ｄ／Ｗ側）を全開した後，ＡＮ

Ｉ建物内代替窒素供給ライン元弁（Ｓ／Ｃ側）を全閉する。な

お，ドライウェル圧力（ＳＡ）指示値が 427kPa［gage］（１Pd）

に到達するまで可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器（Ｄ

／Ｗ側）への窒素ガス供給を継続する。その後，中央制御室運

転員Ａは中央制御室にて，ドライウェル圧力（ＳＡ）指示値が

427kPa［gage］（１Pd）に到達したことを確認し，当直副長に報

告する。 

⑫当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に原

子炉格納容器内の圧力が 427kPa［gage］（１Pd）に到達したこ

とを報告し，原子炉格納容器への窒素ガス供給停止を依頼する。 

⑬緊急時対策本部は，緊急時対策要員に原子炉格納容器への窒素
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ガス供給停止を指示する。 

⑭緊急時対策要員は，原子炉格納容器への窒素ガス供給を停止す

るため，⑪ａにより窒素供給ライン接続口を使用して原子炉格

納容器（Ｓ／Ｃ側）へ窒素ガス供給をしていた場合は，ＡＮＩ

代替窒素供給ライン元弁（Ｓ／Ｃ側）を全閉とする。窒素供給

ライン接続口（建物内）を使用して（Ｓ／Ｃ側）へ窒素ガス供

給をしていた場合は，ＡＮＩ建物内代替窒素供給ライン元弁（Ｓ

／Ｃ側）を全閉とする。また，⑪ｂにより窒素供給ライン接続

口を使用して原子炉格納容器（Ｄ／Ｗ側）への窒素ガス供給を

継続した場合は，ＡＮＩ代替窒素供給ライン元弁（Ｄ／Ｗ側）

を全閉とする。窒素供給ライン接続口（建物内）を使用して原

子炉格納容器（Ｄ／Ｗ側）への窒素ガス供給を継続した場合は，

ＡＮＩ建物内代替窒素供給ライン元弁（Ｄ／Ｗ側）を全閉とす

る。なお，緊急時対策要員は，原子炉格納容器（Ｓ／Ｃ側）又

は原子炉格納容器（Ｄ／Ｗ側）への窒素ガス供給を停止した後，

緊急時対策本部に報告する。また，緊急時対策本部は当直長に

報告する。 

⑮当直副長は，中央制御室運転員に原子炉格納容器内の酸素濃度

の確認を指示する。 

⑯中央制御室運転員Ａは，格納容器ベント判断基準である原子炉

格納容器内のドライ条件の酸素濃度が 4.4vol％及びウェット

条件の酸素濃度が 1.5vol％に到達したことを確認し，当直副長

に報告する。 

⑰当直副長は，中央制御室運転員にサプレッション・プール水温

度の確認を指示する。 

⑱サプレッション・プール水温度（ＳＡ）指示値が 100℃以上の

場合 

当直副長は，中央制御室運転員に格納容器ベント開始前に外部
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水源である低圧原子炉代替注水系（常設）の起動及び内部水源で

ある残留熱除去系又は残留熱代替除去系の停止を指示する。 

(c) 操作の成立性 

上記の操作は，緊急時対策要員２名にて作業を実施した場合，作

業開始を判断してから可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器へ

の窒素ガス供給開始までの想定時間は以下のとおり。 

・窒素供給ライン接続口を使用した原子炉格納容器への窒素ガス

供給の場合，２時間以内で可能である。 

・窒素供給ライン接続口（建物内）（原子炉建物付属棟西側扉）を

使用した原子炉格納容器への窒素ガス供給の場合，２時間以内

で可能である。 

・窒素供給ライン接続口（建物内）（タービン建物北側扉）を使用

した原子炉格納容器への窒素ガス供給の場合（故意による大型

航空機の衝突その他のテロリズムによる影響がある場合），６時

間 40 分以内で可能である。 

なお，本操作は，格納容器ベント前又は格納容器ベント後に時間

が経過した後の操作であることから，大気中に放出された放射性物

質から受ける放射線量は低下しているため，作業可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び

通信連絡設備を整備する。また，車両のヘッドライトのほか，ヘッ

ドライト及び懐中電灯を用いることで，暗闇における作業性につい

ても確保する。 

(2) 炉心の著しい損傷が発生した場合の原子炉格納容器水素爆発防止 

ａ．可搬式窒素供給装置による格納容器フィルタベント系の不活性化 

格納容器フィルタベント系は，可搬式窒素供給装置から供給する不

活性ガス（窒素ガス）にて，発電用原子炉起動前に格納容器フィルタ

ベント系を不活性化した状態としておくことで，格納容器ベント実施

時における系統内での水素爆発を防止する。この操作は，重大事故等
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時に対応するものではなく通常の運転操作により対応する。 

ｂ．格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の水素ガス及び

酸素ガスの排出 

炉心の著しい損傷が発生した場合，原子炉格納容器内の可燃性ガス

濃度を監視し，ジルコニウム－水反応，水の放射線分解等により原子

炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度の上昇が確認された場合，格納

容器フィルタベント系を使用した格納容器ベント操作により原子炉格

納容器内の水素ガス及び酸素ガスを排出することで原子炉格納容器の

水素爆発による破損を防止する。 

なお，格納容器フィルタベント系を使用する場合は，プルームの影

響による被ばくを低減させるため，運転員は中央制御室待避室へ待避

しプラントパラメータを継続して監視する。 

格納容器ベント実施中において，残留熱除去系又は残留熱代替除去

系による原子炉格納容器内の除熱機能が１系統回復し，原子炉格納容

器内の水素濃度及び酸素濃度の監視が可能で，かつ可燃性ガス濃度制

御系による原子炉格納容器内の水素・酸素濃度制御機能及び可搬式窒

素供給装置による原子炉格納容器負圧破損防止機能が使用可能な場合，

並びに原子炉格納容器内の圧力 427kPa[gage]（１Pd）未満，原子炉格

納容器内の温度 171℃未満及び原子炉格納容器内の水素・酸素濃度が

可燃限界未満であることを確認した場合はＮＧＣ Ｎ２トーラス出口

隔離弁又はＮＧＣ Ｎ２ドライウェル出口隔離弁（以下「第１弁」と

いう。）を全閉とし，格納容器ベントを停止することを基本として，そ

の他の要因を考慮した上で総合的に判断し，適切に対応する。 

なお，ＮＧＣ非常用ガス処理入口隔離弁（以下「第２弁」という。）

又はＮＧＣ非常用ガス処理入口隔離弁バイパス弁（以下「第２弁バイ

パス弁」という。）は，第１弁を全閉後，原子炉格納容器内の除熱機能

が更に１系統回復する等，より安定的な状態になった場合に全閉する。 
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(a) 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１において，可燃性ガス濃度制御系によ

る水素濃度及び酸素濃度の制御ができず，原子炉格納容器内のドラ

イ条件の酸素濃度が 4.0vol％に到達及びウェット条件の酸素濃度

が 1.5vol％に到達した場合※２ 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容器

内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線量率

の 10 倍を超えた場合又は格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡ

ＭＳ）が使用できない場合に原子炉圧力容器温度で 300℃以

上を確認した場合。 

※２：炉心の著しい損傷を防止するために原子炉圧力容器への注水を実

施する必要がある場合又は原子炉格納容器の破損を防止するた

めに原子炉格納容器内へスプレイを実施する必要がある場合は，

これらの操作を完了した後に格納容器ベントの準備を開始する。

ただし，発電用原子炉の冷却ができない場合又は原子炉格納

容器内の冷却ができない場合は，速やかに格納容器ベントの準

備を開始する。 

(b) 操作手順 

格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の水素ガス及

び酸素ガス排出手順の概要は以下のとおり。手順の対応フローを第

1.9－1 図に，概要図を第 1.9－7 図に，タイムチャートを第 1.9－8

図及び第 1.9－9 図に示す。 

なお，格納容器フィルタベント系補機類の操作手順は「1.7.2.1(1)

ｂ.格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び

除熱」にて整備する。 

ウェットウェルベント（以下「Ｗ／Ｗベント」という。）の場合(ド

ライウェルベント（以下「Ｄ／Ｗベント」という。）の場合，手順⑪

以外は同様) 
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①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，格納容器フィルタ

ベント系によるウェットウェル（以下「Ｗ／Ｗ」という。）側か

らの格納容器ベントの準備を開始するよう運転員に指示する

（Ｗ／Ｗ側からの格納容器ベントができない場合は，ドライウ

ェル（以下「Ｄ／Ｗ」という。）側からの格納容器ベントの準備

を開始するよう指示する）。 

②当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に格

納容器フィルタベント系による原子炉格納容器ベントの準備の

ため，ＦＣＶＳ排気ラインドレン排出弁の閉操作を依頼する。 

③ａＳＡ電源切替盤を使用する場合 

現場運転員Ｂ及びＣは，ＳＡ電源切替盤にて，格納容器フィル

タベント系による格納容器ベントに必要な第２弁，第２弁バイ

パス弁及び第１弁の電源切替え操作を実施する。 

③ｂ非常用コントロールセンタ切替盤を使用する場合 

中央制御室運転員Ａは，不要な負荷の操作スイッチを「停止引

ロック」又は「停止」とする。現場運転員Ｂ及びＣは，Ｃ／Ｃ

の不要な負荷の切り離しを行う。不要な負荷の切り離し後，中

央制御室運転員Ａは，非常用コントロールセンタ切替盤の切替

え操作を行い，格納容器フィルタベント系による格納容器ベン

トに必要な第２弁，第２弁バイパス弁及び第１弁の電源切替え

を実施する。 

④中央制御室運転員Ａは，格納容器フィルタベント系による格納

容器ベントに必要な電動弁の電源が確保されたこと，及び監視

計器の電源が確保されていることを状態表示にて確認する。 

⑤中央制御室運転員Ａは，重大事故操作盤にて第１ベントフィル

タスクラバ容器水位指示値が通常水位範囲内であることを確認

する。 

⑥中央制御室運転員Ａは，格納容器ベント前の確認として，格納
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容器隔離信号が発生している場合は，格納容器隔離信号の除外

操作を実施する。 

⑦緊急時対策要員は，ＦＣＶＳ排気ラインドレン排出弁の閉操作

を実施し，緊急時対策本部に報告する。また，緊急時対策本部

は当直長に報告する。 

⑧中央制御室運転員Ａは，格納容器ベント前の系統構成として，

ＳＧＴ ＮＧＣ連絡ライン隔離弁，ＳＧＴ ＮＧＣ連絡ライン

隔離弁後弁，ＳＧＴ耐圧強化ベントライン止め弁，ＳＧＴ耐圧

強化ベントライン止め弁後弁，ＮＧＣ常用空調換気入口隔離弁，

ＮＧＣ常用空調換気入口隔離弁後弁の全閉及びＳＧＴ ＦＣＶ

Ｓ第１ベントフィルタ入口弁（以下「第３弁」という。）の全開

を確認後，第２弁を全開し，格納容器フィルタベント系による

格納容器ベント準備完了を当直副長に報告する。 

第２弁の開操作ができない場合は，第２弁バイパス弁を全開し

格納容器フィルタベント系による格納容器ベント準備完了を当

直副長に報告する。 

⑨当直長は，当直副長からの依頼に基づき，格納容器フィルタベ

ント系による格納容器ベント準備完了を緊急時対策本部に報告

する。 

⑩当直長は，当直副長からの依頼に基づき，原子炉格納容器内の

水素濃度及び酸素濃度を適宜確認し，緊急時対策本部に報告す

る。 

⑪当直副長は，原子炉格納容器内のドライ条件の酸素濃度が

4.4vol％に到達したこと及びウェット条件の酸素濃度が

1.5vol％に到達したことを確認し，運転員に格納容器フィルタ

ベント系による格納容器ベント開始を指示する。 

⑫ａＷ／Ｗベントの場合 

中央制御室運転員Ａは，第１弁（Ｗ／Ｗ）の全開操作により，



1.9－23 

格納容器フィルタベント系による格納容器ベントを開始する。

また，中央制御室からの操作以外の手段として，遠隔手動弁操

作機構による操作にて第１弁（Ｗ／Ｗ）を全開する手段がある。 

⑫ｂＤ／Ｗベントの場合 

中央制御室運転員Ａは，第１弁（Ｄ／Ｗ）の全開操作により，

格納容器フィルタベント系による格納容器ベントを開始する。

また，中央制御室からの操作以外の手段として，遠隔手動弁操

作機構による操作にて第１弁（Ｄ／Ｗ）を全開する手段がある。 

⑬中央制御室運転員Ａは，格納容器フィルタベント系による原子

炉格納容器ベントが開始されたことを，格納容器内水素濃度指

示値及び格納容器内酸素濃度指示値の低下，第１ベントフィル

タ出口放射線モニタ指示値の上昇により確認し，当直副長に報

告する。また，当直長は，当直副長からの依頼に基づき，格納

容器フィルタベント系による格納容器ベントが開始されたこと

を緊急時対策本部に報告する。 

⑭中央制御室運転員Ａは，格納容器ベント開始後，可搬型設備（車

両）である第１ベントフィルタ出口水素濃度による水素濃度の

監視及び第１ベントフィルタ出口放射線モニタによる放射線量

率の監視を行う。また，緊急時対策要員は，第１ベントフィル

タ出口放射線モニタから得た放射線量率及び事前にフィルタ装

置出口配管表面の放射線量率と配管内部の放射性物質濃度から

算出した換算係数を用いて放射性物質濃度を推定する。 

⑮中央制御室運転員Ａは，重大事故操作盤にて第１ベントフィル

タスクラバ容器水位指示値を確認し，水位調整が必要な場合は

当直副長に報告する。また，当直長は，当直副長からの依頼に

基づき，第１ベントフィルタスクラバ容器の水位調整を実施す

るよう緊急時対策本部に依頼する。 

⑯中央制御室運転員Ａは，格納容器ベント開始後，残留熱除去系
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又は残留熱代替除去系による原子炉格納容器内の除熱機能が１

系統回復し，原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度の監視

が可能で，かつ可燃性ガス濃度制御系による原子炉格納容器内

の水素・酸素濃度制御機能及び可搬式窒素供給装置による原子

炉格納容器負圧破損防止機能が使用可能な場合，並びに原子炉

格納容器内の圧力 427kPa [gage]（１Pd）未満，原子炉格納容

器内の温度 171℃未満及び原子炉格納容器内の水素・酸素濃度

が可燃限界未満であることを確認することにより，第１弁の全

閉操作を実施し，格納容器フィルタベント系による格納容器ベ

ントを停止する。 

⑰当直副長は，第１弁を全閉後，原子炉格納容器内の除熱機能が

更に１系統回復する等，より安定的な状態になった場合は，第

２弁又は第２弁バイパス弁を全閉するよう運転員に指示する。 

⑱中央制御室運転員Ａは，第２弁又は第２弁バイパス弁の全閉操

作を実施する。 

(c) 操作の成立性 

上記の操作のうち格納容器ベント準備については，作業開始を判

断してから格納容器ベント準備完了までの必要な要員数及び想定時

間は以下のとおり。 

【ＳＡ電源切替盤を使用した場合】 

・中央制御室運転員１名，現場運転員２名及び緊急時対策要員

２名にて作業を実施した場合，45 分以内で可能である。 

【非常用コントロールセンタ切替盤を使用した場合】 

・中央制御室運転員１名，現場運転員２名及び緊急時対策要員

２名にて作業を実施した場合，70 分以内で可能である。 

格納容器ベント開始については，格納容器ベント判断基準到達か

ら格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の水素ガス及

び酸素ガスの排出開始まで 10 分以内で可能である。 
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円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び

通信連絡設備を整備する。室温は通常運転時と同程度である。 

ｃ．可燃性ガス濃度制御系による原子炉格納容器内の水素濃度制御 

炉心の著しい損傷が発生した場合，原子炉格納容器内の可燃性ガス

濃度を監視し，原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度の上昇が確

認された場合，可燃性ガス濃度制御系により原子炉格納容器内の水素

濃度の抑制を行う。 

なお，可燃性ガス濃度制御系の運転に際しては，原子炉格納容器圧

力を可燃性ガス濃度制御系運転時の制限圧力（177kPa[gage]）以下に

維持する。 

(a) 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１において，原子炉格納容器内の水素濃

度が４vol％以下で，可燃性ガス濃度制御系が使用可能な場合※２。 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容器

内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線量率

の 10 倍を超えた場合又は格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｃ

ＡＭＳ）が使用できない場合に原子炉圧力容器温度で 300℃

以上を確認した場合。 

※２：原子炉格納容器内の圧力が 177kPa[gage]（可燃性ガス濃度制

御系運転時の制限圧力）以下であり，設備に異常がなく，電

源，残留熱除去系又は残留熱代替除去系から供給される冷却

水（サプレッション・プール水）が確保されている場合。 

(b) 操作手順 

可燃性ガス濃度制御系（Ａ）による原子炉格納容器内の水素濃度

制御手順の概要は以下のとおり（可燃性ガス濃度制御系（Ｂ）によ

る原子炉格納容器内の水素濃度制御手順も同様）。 

手順の対応フローを第 1.9－1 図に，概要図を第 1.9－10 図に，タ

イムチャートを第 1.9－11 図に示す。 
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①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，中央制御室運転員

に可燃性ガス濃度制御系（Ａ）による原子炉格納容器内の水素

濃度制御の準備開始を指示する。 

②中央制御室運転員Ａは，可燃性ガス濃度制御系（Ａ）による原

子炉格納容器内の水素濃度制御に必要なブロワ，ヒータ，電動

弁及び監視計器の電源が確保されていることを状態表示にて確

認する。 

③当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部へガ

スタービン発電機の負荷容量確認を依頼し，可燃性ガス濃度制

御系が使用可能か確認する。 

④中央制御室運転員Ａは，残留熱除去系（Ａ）（サプレッション・

プール水冷却モード）又は残留熱代替除去が運転中であり，可

燃性ガス濃度制御系（Ａ）冷却器への冷却水供給が可能である

ことを確認する。 

⑤中央制御室運転員Ａは，可燃性ガス濃度制御系（Ａ）起動準備

として，可燃性ガス濃度制御系（Ａ）隔離信号の除外操作を実

施する。 

⑥当直副長は，原子炉格納容器内の圧力が可燃性ガス濃度制御系

運転時の制限圧力（177kPa[gage]）以下であることを確認し，

中央制御室運転員に可燃性ガス濃度制御系の起動操作を指示す

る。 

⑦中央制御室運転員Ａは，Ａ－ＦＣＳ入口隔離弁及びＡ－ＦＣＳ

出口隔離弁を全開した後，可燃性ガス濃度制御系（Ａ）の起動

操作を実施し，Ａ－ＦＣＳ系統入口流量指示値，Ａ－ＦＣＳブ

ロワ入口流量指示値，Ａ－ブロワ入口圧力指示値の上昇後，系

統が安定に運転していることを確認する。 

⑧中央制御室運転員Ａは，可燃性ガス濃度制御系ヒータが正常に

動作していることをＡ－ＦＣＳ加熱器ガス温度指示値，Ａ－Ｆ
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ＣＳ加熱器出口温度指示値，Ａ－ＦＣＳ加熱器壁温度指示値，

Ａ－再結合器ガス温度指示値及びＡ－ＦＣＳ再結合器壁温度指

示値の上昇により確認し，予熱運転が開始したことを確認する。 

⑨中央制御室運転員Ａは，可燃性ガス濃度制御系起動後３時間以

内に可燃性ガス濃度制御系の予熱運転が完了することを確認し，

その後再結合器内ガス温度指示値が規定値で安定し温度制御さ

れることを確認する。 

⑩中央制御室運転員Ａは，格納容器内水素濃度指示値及び格納容

器内酸素濃度指示値から可燃性ガス濃度制御系の吸引流量と再

循環流量の調整を実施する。 

⑪中央制御室運転員Ａは，可燃性ガス濃度制御系による水素濃度

制御が行われていることを格納容器内水素濃度指示値及び格納

容器内酸素濃度指示値が低下することにより確認し，当直副長

に報告する。 

(c) 操作の成立性 

上記の操作は，中央制御室運転員１名にて作業を実施し，作業開

始判断から可燃性ガス濃度制御系起動までは 20 分以内で可能であ

る。また，可燃性ガス濃度制御系起動後，再結合運転開始までの予

熱時間は３時間以内で可能である。 

(3) 原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度の監視 

ａ．格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）による原

子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度監視 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，ジルコニウム－水反応，

水の放射線分解等で原子炉格納容器内に発生する水素ガス及び酸素ガ

スの濃度を格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）

により監視する。 

(a) 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※1 において，格納容器水素濃度（ＳＡ）
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及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）が使用可能な場合※２ 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容器

内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線量率

の 10 倍を超えた場合又は格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡ

ＭＳ）が使用できない場合に原子炉圧力容器温度で 300℃以

上を確認した場合。 

※２：設備に異常がなく，電源が確保されている場合。 

 

(b) 操作手順 

格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）による

原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度監視手順の概要は以下の

とおり。 

手順の対応フロー図を第 1.9－1 図に，概要図を第 1.9－12 図に，

タイムチャートを第 1.9－13 図に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，中央制御室運転員

に格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）に

よる原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度の監視を指示す

る。 

②中央制御室運転員Ａは，中央制御室にて，格納容器水素濃度（Ｓ

Ａ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）のサンプリング装置による

原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度計測に必要なサンプ

リングポンプ，電動弁及び監視計器の電源が確保されているこ

と並びに格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度（Ｓ

Ａ）のサンプリング装置の暖気が開始※1 又は完了していること

を状態表示等にて確認する。 

③中央制御室運転員Ａは，中央制御室にて，格納容器水素濃度（Ｓ

Ａ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）のサンプリング装置の暖気

完了を確認した後，格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸
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素濃度（ＳＡ）のサンプリング装置の起動操作を行い，格納容

器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）のサンプリ

ング装置により原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度の測

定※２が開始されたことを確認し，当直副長に報告する。 

※１：通常時からＳＡコントロールセンタは外部電源系にて受

電され暖気しており，全交流動力電源の喪失時は常設代

替交流電源設備として使用するガスタービン発電機又は

可搬型代替交流電源設備として使用する高圧発電機車に

よりＳＡコントロールセンタを受電した後，暖気が自動

的に開始される。 

※２：格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）

のドライウェル側，サプレッション・チェンバ側の雰囲

気ガスのサンプリングは自動で切り替わる。 

④中央制御室運転員Ａは，格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容

器酸素濃度（ＳＡ）による原子炉格納容器内の水素濃度及び酸

素濃度の監視を強化する。 

(c) 操作の成立性 

上記の操作は，中央制御室運転員１名にて作業を実施した場合，

作業開始を判断してから格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸

素濃度（ＳＡ）の計測開始まで暖機時間を含め 45 分以内で可能であ

る。なお，全交流動力電源喪失時には常設代替交流電源設備として

使用するガスタービン発電機又は可搬型代替交流電源設備として使

用する高圧発電機車によりＳＡコントロールセンタを受電した後，

暖機が自動的に開始され，最長 45 分で計測が可能である。 

ｂ．格納容器内雰囲気計装による原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素

濃度の監視 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，ジルコニウム－水反応，

水の放射線分解等で原子炉格納容器内に発生する水素ガス及び酸素ガ
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スの濃度を格納容器水素濃度及び格納容器酸素濃度により監視する。 

なお，原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度は通常時から常時

監視している。 

(a) 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１において，格納容器内雰囲気計装が使

用可能な場合※２。 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容器

内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線量率

の 10 倍を超えた場合又は格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡ

ＭＳ）が使用できない場合に原子炉圧力容器温度で 300℃以

上を確認した場合。 

※２：設備に異常がなく，電源及び補機冷却水が確保されている場

合。 

(b) 操作手順 

格納容器内雰囲気計装のうち格納容器水素濃度（Ｂ系）及び格納

容器酸素濃度（Ｂ系）による原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素

濃度監視手順の概要は以下のとおり（格納容器水素濃度（Ａ系）及

び格納容器酸素濃度（Ａ系）による原子炉格納容器内の水素濃度及

び酸素濃度の監視手順も同様）。手順の対応フロー図を第 1.9－1 図

に，概要図を第 1.9－14 図に，タイムチャートを第 1.9－15 図に示

す。 

なお，格納容器水素濃度（Ｂ系）及び格納容器酸素濃度（Ｂ系）

は，重大事故等時には代替交流電源設備からの給電により電源を確

保し，原子炉補機冷却系又は原子炉補機代替冷却系により冷却水を

確保した後，計測を開始する。 

代替交流電源設備からの電源供給手順については，「1.14.2.1(1)

ａ．ガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系受電」

手順及び「1.14.2.1(1)ｃ．高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ
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／Ｃ Ｄ系受電」手順にて対応する。 

原子炉補機代替冷却系による冷却水確保手順については，

「1.5.2.2(1)ａ．原子炉補機代替冷却系による除熱」手順にて対応

する。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，中央制御室運転員

に格納容器水素濃度（Ｂ系）及び格納容器酸素濃度（Ｂ系）に

よる原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度の監視を指示す

る。 

②中央制御室運転員Ａは，格納容器水素濃度（Ｂ系）及び格納容

器酸素濃度（Ｂ系）による原子炉格納容器内の水素濃度及び酸

素濃度の監視を強化する。また，全交流動力電源が喪失した場

合は，代替交流電源設備から給電されていることを確認後，格

納容器水素濃度及び格納容器酸素濃度を起動し，原子炉格納容

器内の水素濃度及び酸素濃度の監視を強化する。 

(c) 操作の成立性 

上記の中央制御室対応は，中央制御室運転員１名により監視を実

施する。運転員による準備や起動操作はない。 

なお，全交流動力電源が喪失した場合の電源復旧後の起動操作は，

中央制御室運転員１名にて作業を実施した場合，作業を開始してか

ら格納容器水素濃度及び格納容器酸素濃度の計測開始まで 10 分以

内で可能である。 

1.9.2.2 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備の電

源を代替電源設備から給電する手順 

炉心の著しい損傷が発生し，全交流動力電源又は直流電源が喪失した場

合に，水素爆発による原子炉格納容器破損を防止するために使用する設備

へ代替電源設備により給電する手順を整備する。 

代替電源設備により給電する手順については，「1.14 電源の確保に関す

る手順等」にて整備する。 
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1.9.2.3 その他の手順項目について考慮する手順 

原子炉補機代替冷却系による冷却水確保手順については，「1.5 最終ヒ

ートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

格納容器フィルタベント系補機類の操作手順※については，「1.7 原子

炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」にて整備する。 

※：第１ベントフィルタスクラバ容器水位調整（水張り，水抜き）操作，

可搬式窒素供給装置及び第１ベントフィルタ出口水素濃度操作，第

１ベントフィルタスクラバ容器スクラビング水ｐＨ調整操作） 

常設代替交流電源設備として使用するガスタービン発電機，可搬型代替

交流電源設備として使用する高圧発電機車，常設代替直流電源設備として

使用するＳＡ用 115V 系蓄電池，可搬型直流電源設備として使用する高圧発

電機車及びＳＡ用 115V 系充電器による可燃性ガス濃度制御系再結合装置

ブロワ，可燃性ガス濃度制御系再結合器，電動弁及び監視計器への電源供

給手順並びに可搬式窒素供給装置，常設代替交流電源設備として使用する

ガスタービン発電機及び可搬型代替交流電源設備若しくは可搬型直流電源

設備として使用する高圧発電機車への燃料補給手順については，「1.14 電

源の確保に関する手順等」にて整備する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は「1.15 事故時の計装

に関する手順等」にて整備する。 

1.9.2.4 重大事故等時の対応手段の選択 

重大事故等時の対応手段の選択方法は以下のとおり。対応手段の選択フ

ローチャートを第 1.9－16 図に示す。 

炉心の著しい損傷が発生した場合は，格納容器内雰囲気計装，格納容器

水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）により原子炉格納容器内

の水素濃度及び酸素濃度を監視する。 

原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度の上昇が確認された場合にお

いて，原子炉格納容器内の圧力を可燃性ガス濃度制御系運転時の制限圧力

以下に維持可能で，原子炉格納容器内の水素濃度が規定値以下の場合は，
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可燃性ガス濃度制御系を起動し，原子炉格納容器内の水素ガス及び酸素ガ

スを再結合させることで，原子炉格納容器内の可燃性ガス濃度が可燃限界

へ到達することを防止する。 

可燃性ガス濃度制御系による原子炉格納容器内の水素濃度の抑制ができ

ない場合，原子炉格納容器内で発生する水素ガス及び酸素ガスの反応によ

る水素爆発を防止するため，可搬式窒素供給装置により不活性ガス（窒素

ガス）を原子炉格納容器へ注入する準備を行い，準備完了後，不活性ガス

（窒素ガス）を原子炉格納容器へ注入する。原子炉格納容器内の酸素濃度

が規定値に到達した場合は，格納容器フィルタベント系により原子炉格納

容器内に滞留している水素ガス及び酸素ガスを排出することで，水素爆発

の発生を防止する。 

なお，格納容器フィルタベント系を用いて，原子炉格納容器内に滞留し

ている水素ガス及び酸素ガスを排出する際には，スクラビングによる放射

性物質の排出抑制を期待できるＷ／Ｗを経由する経路を第一優先とする。

Ｗ／Ｗベントラインが水没等の理由で使用できない場合は，Ｄ／Ｗを経由

して第１ベントフィルタスクラバ容器を通る経路を第二優先とする。 

発電用原子炉起動時には，原子炉格納容器内の空気を窒素ガスにより置

換し，発電用原子炉運転中の原子炉格納容器内雰囲気を不活性化した状態

を維持することで，原子炉格納容器内の気体の組成が可燃限界に至ること

を防ぎ，原子炉格納容器内における水素爆発の発生を防止している。 
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第1.9－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

 

対応手段，対処設備，手順一覧（１／２） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
防
止 

－ 

原
子
炉
格
納
容
器
内
不
活
性
化
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
水
素
爆
発
防
止 

窒素ガス制御系※１ 

－※４ 

－※１ 

可搬式窒素供給装置 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

原子力災害対策手順書 

「可搬式窒素供給装置を使用

した格納容器の窒素ガス置換」 

－ 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
ガ
ス
及
び
酸
素
ガ
ス
の
排
出 

格納容器フィルタベント系※２ 

第１ベントフィルタ出口水素濃度 

第１ベントフィルタ出口放射線モニタ（高レンジ・

低レンジ） 

可搬式窒素供給装置 

ホース・接続口 

 重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＣＶＳによる格納容器ベ

ント」 

 

原子力災害対策手順書 

「格納容器フィルタベント系

系統構成」 

－ 

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る
格
納
容
器

フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
不
活
性
化 

可搬式窒素供給装置 

格納容器フィルタベント系 

－※６ 

－※５ 

※１：原子炉運転中は原子炉格納容器内を窒素ガス制御系により常時不活性化している。 

※２：手順は「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※４：窒素ガス制御系は設計基準対象施設であり，重大事故等が発生した際に使用するものではないため，重大事故等対処設備とは位置付けない。 

※５：発電用原子炉起動前に格納容器フィルタベント系内は不活性化した状態とする。 

※６：可搬式窒素供給装置による格納容器フィルタベント系の不活性化に用いる可搬式窒素供給装置は，発電用原子炉起動前に使用するものであり，重大

事故等時に使用するものではないため，重大事故等対処設備とは位置付けない。 
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対応手段，対処設備，手順一覧（２／２） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
防
止 

－ 

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系 

に
よ
る
水
素
濃
度
制
御 

可燃性ガス濃度制御系再結合装置ブロワ 

可燃性ガス濃度制御系再結合装置 

可燃性ガス濃度制御系 配管・弁 

残留熱除去系 

残留熱代替除去系 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＣＳによる格納容器水

素・酸素濃度制御」 

－ 

水
素
濃
度
及
び
酸
素
濃
度
の
監
視 

格納容器水素濃度（ＳＡ） 

格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

格納容器水素濃度（Ｂ系） 

格納容器酸素濃度（Ｂ系） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＭＣＡＭＳによる格納容器

水素・酸素濃度測定」 

「ＣＡＭＳによる格納容器水

素・酸素濃度測定」 

格納容器水素濃度（Ａ系） 

格納容器酸素濃度（Ａ系） 

自
主
対
策
設
備 

－ 

代
替
電
源
に
よ
る
必
要
な
設
備
へ
の
給
電 

常設代替交流電源設備※３ 

可搬型代替交流電源設備※３ 

常設代替直流電源設備※３ 

可搬型直流電源設備※３ 

代替所内電気設備※３ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

－※３ 

※１：原子炉運転中は原子炉格納容器内を窒素ガス制御系により常時不活性化している。 

※２：手順は「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※４：窒素ガス制御系は設計基準対象施設であり，重大事故等が発生した際に使用するものではないため，重大事故等対処設備とは位置付けない。 

※５：発電用原子炉起動前に格納容器フィルタベント系内は不活性化した状態とする。 

※６：可搬式窒素供給装置による格納容器フィルタベント系の不活性化に用いる可搬式窒素供給装置は，発電用原子炉起動前に使用するものであり，重大

事故等時に使用するものではないため，重大事故等対処設備とは位置付けない。 
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第1.9－2表 重大事故等対処に係る監視計器 

 

監視計器一覧(１／４) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.9.2.1 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための対応手順 

(1) 原子炉格納容器内不活性化による原子炉格納容器水素爆発防止 

ｂ．可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器への窒素ガス供給 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

原子力災害対策手順書 

「可搬式窒素供給装置を使用した格納容器

の窒素ガス置換」 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

操
作 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 

ドライウェル温度（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ温度（ＳＡ） 

サプレッション・プール水温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の酸素濃度 

Ａ－格納容器酸素濃度 

Ｂ－格納容器酸素濃度 

格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

原子炉格納容器への注水量 

代替注水流量（常設） 

格納容器代替スプレイ流量 

Ａ－残留熱除去ポンプ出口流量 

Ｂ－残留熱除去ポンプ出口流量 

残留熱代替除去系格納容器スプレイ流量 

水源の確保 

低圧原子炉代替注水槽水位 

輪谷貯水槽（西１） 

輪谷貯水槽（西２） 

サプレッション・プール水位（ＳＡ） 

補機監視機能 

Ａ－残留熱除去ポンプ出口圧力 

Ｂ－残留熱除去ポンプ出口圧力 

残留熱代替除去ポンプ出口圧力 

低圧原子炉代替注水ポンプ出口圧力 
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監視計器一覧(２／４) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.9.2.1 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための対応手順 

(2) 炉心の著しい損傷が発生した場合の原子炉格納容器水素爆発防止 

ｂ．格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の水素ガス及び酸素ガスの排出 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＣＶＳによる格納容器ベント」 

 

原子力災害対策手順書 

「格納容器フィルタベント系系統構成」 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 

ドライウェル温度（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ温度（ＳＡ） 

サプレッション・プール水温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の水素濃度 
Ｂ－格納容器水素濃度 

格納容器水素濃度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の酸素濃度 
Ｂ－格納容器酸素濃度 

格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位（ＳＡ） 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

緊急用メタクラ電圧 

ＳＡロードセンタ母線電圧 

操
作 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉格納容器内の水素濃度 

Ａ－格納容器水素濃度 

Ｂ－格納容器水素濃度 

格納容器水素濃度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の酸素濃度 

Ａ－格納容器酸素濃度 

Ｂ－格納容器酸素濃度 

格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の水位 サプレッション・プール水位（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 

ドライウェル温度（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ温度（ＳＡ） 

サプレッション・プール水温度（ＳＡ） 

最終ヒートシンクの確保 

スクラバ容器水位 

スクラバ容器圧力 

スクラバ容器温度 

第１ベントフィルタ出口水素濃度 

第１ベントフィルタ出口放射線モニタ（高レンジ・低レン

ジ） 
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監視計器一覧(３／４) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.9.2.1 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための対応手順 

(2) 炉心の著しい損傷が発生した場合の原子炉格納容器水素爆発防止 

ｃ．可燃性ガス濃度制御系による原子炉格納容器内の水素濃度制御 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＣＳによる格納容器水素・酸素濃度制

御」 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の水素濃度 
Ｂ－格納容器水素濃度 

格納容器水素濃度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の酸素濃度 
Ｂ－格納容器酸素濃度 

格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 サプレッション・プール水温度（ＳＡ） 

最終ヒートシンクの確保 

Ａ－残留熱除去系熱交換器入口温度 

Ｂ－残留熱除去系熱交換器入口温度 

Ａ－残留熱除去系熱交換器出口温度 

Ｂ－残留熱除去系熱交換器出口温度 

Ａ－残留熱除去ポンプ出口流量 

Ｂ－残留熱除去ポンプ出口流量 

残留熱代替除去ポンプ出口流量 

残留熱代替除去ポンプ出口圧力 

Ⅰ－原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力 

Ⅱ－原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力 

Ａ－残留熱除去系熱交換器冷却水流量 

Ｂ－残留熱除去系熱交換器冷却水流量 

Ⅰ－ＲＣＷ熱交換器出口温度 

Ⅱ－ＲＣＷ熱交換器出口温度 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

緊急用メタクラ電圧 

ＳＡロードセンタ母線電圧 

操
作 

原子炉格納容器内の水素濃度 

Ａ－格納容器水素濃度 

Ｂ－格納容器水素濃度 

格納容器水素濃度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の酸素濃度 

Ａ－格納容器酸素濃度 

Ｂ－格納容器酸素濃度 

格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 

ドライウェル温度（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ温度（ＳＡ） 

サプレッション・プール水温度（ＳＡ） 

補機監視機能 

Ａ，Ｂ－ＦＣＳ系統入口流量 

Ａ，Ｂ－ＦＣＳブロワ入口流量 

Ａ，Ｂ－ブロワ入口圧力 

Ａ，Ｂ－ＦＣＳ加熱器ガス温度 

Ａ，Ｂ－ＦＣＳ加熱器出口温度 

Ａ，Ｂ－ＦＣＳ加熱器壁温度 

Ａ，Ｂ－再結合器ガス温度 

Ａ，Ｂ－ＦＣＳ再結合器壁温度 
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監視計器一覧(４／４) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.9.2.1 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための対応手順 

(3)原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度の監視 

ａ．格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）による原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度監視 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＭＣＡＭＳによる格納容器水素・酸素濃

度測定」 判
断
基
準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

操
作 

原子炉格納容器内の水素濃度 格納容器水素濃度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の酸素濃度 格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

電源 
緊急用メタクラ電圧 

ＳＡロードセンタ母線電圧 

1.9.2.1 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための対応手順 

(3)原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度の監視 

ｂ．格納容器内雰囲気計装による原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度の監視 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「放出」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＣＡＭＳによる格納容器水素・酸素濃度

測定」 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の水素濃度 
Ｂ－格納容器水素濃度 

格納容器水素濃度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の酸素濃度 
Ｂ－格納容器酸素濃度 

格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

操
作 

原子炉格納容器内の水素濃度 

Ａ－格納容器水素濃度 

Ｂ－格納容器水素濃度 

格納容器水素濃度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の酸素濃度 

Ａ－格納容器酸素濃度 

Ｂ－格納容器酸素濃度 

格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の圧力 ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

最終ヒートシンクの確保 Ⅰ－ＲＣＷ熱交換器出口温度 

Ⅱ－ＲＣＷ熱交換器出口温度 
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第1.9－3表 審査基準における要求事項毎の給電対象設備 

 

対象条文 供給対象設備 
給電元 

給電母線 

【1.9】 

水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止す

るための手順等 
格納容器フィルタベント系 

常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

 

ＳＡ－Ｃ／Ｃ 

窒素ガス制御系弁 

常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

 

Ｃ／Ｃ Ｃ系 

Ｃ／Ｃ Ｄ系 

ＳＡ－Ｃ／Ｃ 

非常用ガス処理系弁 

常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

 

Ｃ／Ｃ Ｃ系 

Ｃ／Ｃ Ｄ系 

ＳＡ－Ｃ／Ｃ 

第１ベントフィルタ出口水素濃度 

常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

 

ＳＡ－Ｃ／Ｃ 

第１ベントフィルタ出口放射線モニタ（高レン

ジ・低レンジ） 

常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

常設代替直流電源設備 

可搬型直流電源設備 

 

ＳＡ用 115V 系 

格納容器水素濃度（ＳＡ） 

格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

 

ＳＡ－Ｃ／Ｃ 

格納容器水素濃度（Ｂ系） 

格納容器酸素濃度（Ｂ系） 

常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

 

計装Ｃ／Ｃ Ｄ系 

中央制御室監視計器類 

常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

 

計装Ｃ／Ｃ Ｃ系 

計装Ｃ／Ｃ Ｄ系 
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 本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

 

第1.9－1図 ＳＯＰ「放出」における対応フロー 
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 本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

 

第1.9－2図 ＳＯＰ 「除熱－１」における対応フロー 
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 本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

 

第1.9－3図 ＳＯＰ 「除熱－２」における対応フロー 
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素
供
給

装
置
に

よ
る

原
子
炉
格

納
容
器

へ
の

窒
素
ガ

ス
供

給
 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
(１

／
３

)
 

 
（

窒
素

供
給
ラ

イ
ン

接
続
口
を

使
用
し

た
原

子
炉
格
納

容
器
へ

の
窒

素
ガ

ス
供

給
の

場
合

）
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手
順
の
項
目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

車
両

健
全

性
確

認
（

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
）

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
の

移
動

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
の

ホ
ー

ス
敷

設
・

接
続

，
暖

気
運

転

弁
開

操
作

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

1
2
0

1
4
0

1
6
0

1
8
0

2
0
0

2
2
0

2
4
0

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
ガ
ス
供
給

（
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
接
続
口
（
建
物
内
）
（
原
子
炉
建

物
付
属
棟
西
側
扉
）
を
使
用
し
た
原
子
炉
格
納
容
器
へ

の
窒
素
ガ
ス
供
給
の
場
合
）

緊
急
時
対
策
要
員

２

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
ガ
ス
供
給
開
始

２
時
間

第
1.
9
－

6
図

 
可

搬
式

窒
素
供
給

装
置
に

よ
る

原
子
炉
格

納
容
器

へ
の

窒
素
ガ
ス

供
給

 
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

（
２

／
３

）
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
窒

素
供

給
ラ
イ

ン
接
続
口

（
建
物

内
）
（
原
子
炉

建
物
付

属
棟

西
側

扉
）

を
使

用
し

た
原

子
炉

格
納

容
器

 

へ
の

窒
素

ガ
ス
供

給
の

場
合
）
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手
順
の
項
目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

車
両

健
全

性
確

認
（

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
）

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
の

移
動

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
の

ホ
ー

ス
敷

設
・

接
続

，
暖

気
運

転

弁
開

操
作

備
考

要
員
(
数
)

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
ガ
ス
供
給

（
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
接
続
口
（
建
物
内
）
（
タ
ー
ビ
ン

建
物
北
側
扉
）
を
使
用
し
た
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒

素
ガ
ス
供
給
の
場
合
（
故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝

突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
よ
る
影
響
が
あ
る
場

合
）
）

緊
急
時
対
策
要
員

２

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

3
6
0

4
8
0

1
2
0

6
0

1
8
0

2
4
0

3
0
0

4
2
0

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
ガ
ス
供
給
開
始

６
時
間
4
0
分

第
1.
9
－

6
図

 
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置
に

よ
る

原
子
炉
格

納
容
器

へ
の

窒
素
ガ
ス

供
給

 
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

（
３

／
３

）
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
窒

素
供

給
ラ

イ
ン
接
続
口

（
建
物

内
）
（
タ
ー
ビ

ン
建
物

北
側

扉
）

を
使

用
し

た
原

子
炉

格
納

容
器

へ
の

窒
素

 

ガ
ス
供

給
の

場
合

（
故

意
に
よ
る

大
型
航

空
機

の
衝
突
そ

の
他
の

テ
ロ

リ
ズ

ム
に

よ
る

影
響

が
あ

る
場

合
）
）
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第
1
.9
－

7
図

 
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ
ン

ト
系

に
よ
る
原

子
炉
格

納
容

器
内
の
水

素
ガ

ス
及

び
酸

素
ガ

ス
の

排
出

 
概

要
図

(１
／

２
)
 

記
載

例
 
○
 

：
操
作
手
順
番
号
を
示
す
。
 

○
a～
 

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
で
選
択
し

て
実

施
す

る
操

作
が
あ

る
場
合

の
操
作

手
順

を
示

す
。
 

○
※
１
～
 
 ：

同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の

操
作

又
は

確
認

を
実
施

す
る
対

象
弁
が

あ
る

場
合

，
そ

の
実
施

順
を
示

す
。
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第
1.

9－
7
図
 

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ
ベ
ン

ト
系

に
よ
る
原

子
炉
格

納
容

器
内
の
水

素
ガ

ス
及

び
酸

素
ガ

ス
の

排
出

 
概

要
図

(
２

／
２

)
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第
1.

9
－
8
図

 
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ
ン

ト
系

に
よ
る
原

子
炉
格

納
容

器
内
の
水

素
ガ
ス

及
び

酸
素

ガ
ス

の
排

出
（

Ｗ
／

Ｗ
）

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
 

手
順
の
項
目

電
源

確
認 系
統

構
成

（
第

２
弁

全
開

操
作

）

ベ
ン

ト
実

施
操

作
（

第
１

弁
（

Ｗ
／

Ｗ
）

全
開

操
作

）

移
動

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

操
作

（
Ａ

系
：

第
１

弁
）

移
動

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

操
作

（
Ｂ

系
：

第
２

弁
）

緊
急

時
対

策
所

～
原

子
炉

建
物

南
側

移
動

Ｆ
Ｃ

Ｖ
Ｓ

排
気

ラ
イ

ン
ド

レ
ン

排
出

弁
の

閉
操

作

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30
40

50
60

70
80

90
10
0

11
0

12
0

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

※
１

緊
急
時
対
策
要
員

２

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容

器
内
の
減
圧
及
び
除
熱

（
Ｗ
／
Ｗ
）

（
Ｓ
Ａ
電
源
切
替
盤
を
使
用
し
た
場
合
）

原
子
炉
格
納
容
器
ベ
ン
ト
開
始

55
分

手
順
の
項
目

Ｃ
／

Ｃ
　

Ｃ
系

不
要

負
荷

切
り

離
し

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

切
替

盤
操

作
（

Ａ
系

）

Ｃ
／

Ｃ
　

Ｄ
系

不
要

負
荷

切
り

離
し

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

切
替

盤
操

作
（

Ｂ
系

）

電
源

確
認 系
統

構
成

（
第

２
弁

全
開

操
作

）

ベ
ン

ト
実

施
操

作
（

第
１

弁
（

Ｗ
／

Ｗ
）

全
開

操
作

）

移
動

，
Ｃ

／
Ｃ

　
Ｃ

系
不

要
負

荷
切

り
離

し 移
動

，
Ｃ

／
Ｃ

　
Ｄ

系
不

要
負

荷
切

り
離

し

緊
急

時
対

策
所

～
原

子
炉

建
物

南
側

移
動

Ｆ
Ｃ

Ｖ
Ｓ

排
気

ラ
イ

ン
ド

レ
ン

排
出

弁
の

閉
操

作

※
１
：
第
２
弁
の
開
操
作
が
で
き
な
い
場
合
は
，
第
２
弁
バ
イ
パ
ス
弁
を
全
開
と
す
る
。

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30
40

50
60

70
80

90
10
0

11
0

12
0

要
員
(
数
)

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容

器
内
の
減
圧
及
び
除
熱

（
Ｗ
／
Ｗ
）

（
非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
を
使
用
し
た

場
合
）

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

緊
急
時
対
策
要
員

２

※
１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

原
子
炉
格
納
容
器
ベ
ン
ト
開
始

80
分
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第
1.

9
－
9
図

 
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ
ン

ト
系

に
よ
る
原

子
炉
格

納
容

器
内
の
水

素
ガ
ス

及
び

酸
素

ガ
ス

の
排

出
（

Ｄ
／

Ｗ
）

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
 

 

手
順
の
項
目

電
源

確
認 系
統

構
成

（
第

２
弁

全
開

操
作

）

ベ
ン

ト
実

施
操

作
（

第
１

弁
（

Ｄ
／

Ｗ
）

全
開

操
作

）

移
動

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

操
作

（
Ａ

系
：

第
１

弁
）

移
動

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

操
作

（
Ｂ

系
：

第
２

弁
）

緊
急

時
対

策
所

～
原

子
炉

建
物

南
側

移
動

Ｆ
Ｃ

Ｖ
Ｓ

排
気

ラ
イ

ン
ド

レ
ン

排
出

弁
の

閉
操

作

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１
※

１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

緊
急
時
対
策
要
員

２

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容

器
内
の
減
圧
及
び
除
熱

（
Ｄ
／
Ｗ
）

（
Ｓ
Ａ
電
源
切
替
盤
を
使
用
し
た
場
合
）

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0
0

1
1
0

1
2
0

原
子
炉
格
納
容
器
ベ
ン
ト
開
始

5
5
分

手
順
の
項
目

Ｃ
／

Ｃ
　

Ｃ
系

不
要

負
荷

切
り

離
し

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

切
替

盤
操

作
（

Ａ
系

）

Ｃ
／

Ｃ
　

Ｄ
系

不
要

負
荷

切
り

離
し

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

切
替

盤
操

作
（

Ｂ
系

）

電
源

確
認 系
統

構
成

（
第

２
弁

全
開

操
作

）

ベ
ン

ト
実

施
操

作
（

第
１

弁
（

Ｄ
／

Ｗ
）

全
開

操
作

）

移
動

，
Ｃ

／
Ｃ

　
Ｃ

系
不

要
負

荷
切

り
離

し 移
動

，
Ｃ

／
Ｃ

　
Ｄ

系
不

要
負

荷
切

り
離

し

緊
急

時
対

策
所

～
原

子
炉

建
物

南
側

移
動

Ｆ
Ｃ

Ｖ
Ｓ

排
気

ラ
イ

ン
ド

レ
ン

排
出

弁
の

閉
操

作

※
１
：
第
２
弁
の
開
操
作
が
で
き
な
い
場
合
は
，
第
２
弁
バ
イ
パ
ス
弁
を
全
開
と
す
る
。

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30
40

50
60

70
80

90
10
0

11
0

12
0

要
員
(
数
)

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容

器
内
の
減
圧
及
び
除
熱

（
Ｄ
／
Ｗ
）

（
非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
を
使
用
し
た

場
合
）

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

緊
急
時
対
策
要
員

２

※
１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

原
子
炉
格
納
容
器
ベ
ン
ト
開
始

80
分
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第
1.
9－

1
0
図
 

可
燃

性
ガ
ス
濃

度
制
御

系
に

よ
る
原
子

炉
格
納

容
器

内
の

水
素

濃
度

制
御

 
概

要
図
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手
順
の
項
目

隔
離

信
号

除
外

操
作

系
統

構
成

予
熱

時
間

※
１
：
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
Ａ
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
制
御
を
示
す
。
ま
た
，
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
Ｂ
系
に
つ
い
て
は
，
３
時
間
20
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

電
源

確
認

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内

の
水
素
濃
度
制
御

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１
※

１

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

20
40

60
80

10
0

12
0

14
0

16
0

18
0

20
0

22
0

24
0

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
起
動

20
分

再
結
合
運
転
開
始

３
時
間
20
分

          

第
1.
9
－
1
1図

 
可

燃
性

ガ
ス
濃

度
制
御

系
に

よ
る
原
子

炉
格
納

容
器

内
の
水

素
濃

度
制

御
 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
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第
1.
9
－
1
2図

 
格

納
容

器
水
素

濃
度
（

Ｓ
Ａ

）
及
び
格

納
容
器

酸
素

濃
度
（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

 

水
素

濃
度

及
び
酸

素
濃

度
監
視

 
概
要
図

 

 
 



 

 

1.9－56 

手
順
の
項
目

起
動

操
作

シ
ス

テ
ム

起
動

，
暖

気

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
及
び
格
納
容
器

酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水

素
濃
度
及
び
酸
素
濃
度
監
視

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30
40

50
60

測
定
開
始

45
分

         

第
1.
9－

1
3
図
 

格
納

容
器
水
素

濃
度
（

Ｓ
Ａ

）
及
び
格

納
容
器

酸
素

濃
度
（

Ｓ
Ａ

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
 

水
素

濃
度

及
び
酸

素
濃

度
監
視

 
タ
イ
ム

チ
ャ

ー
ト
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第1.9－16図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート 



1.10－1 

1.10 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための手順等 

 

＜ 目 次 ＞ 

 

1.10.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

ａ．水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止するための対応手段及び

設備 

(a) 水素濃度制御による原子炉建物等の損傷防止 

(b) 原子炉格納容器外への水素ガス漏えい抑制 

(c) 水素ガス排出による原子炉建物等の損傷防止 

(d) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

ｂ．手順等 

1.10.2 重大事故等時の手順 

1.10.2.1 原子炉格納容器外への水素ガス漏えい抑制のための対応手順 

(1) 原子炉ウェル代替注水系による原子炉ウェルへの注水（淡水／海水） 

1.10.2.2 水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止するための対応手順 

(1) 原子炉建物内の水素濃度監視 

(2) 原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル開放及び原子炉建物燃料

取替階ブローアウトパネル閉止装置の開放による水素排出 

ａ．原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル強制開放装置による原子

炉建物燃料取替階ブローアウトパネル開放 

ｂ．原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル閉止装置の開放 

1.10.2.3 水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止するための設備の電源

を代替電源設備から給電する手順 

1.10.2.4 その他の手順項目について考慮する手順 

1.10.2.5 重大事故等時の対応手段の選択 



1.10－2 

1.10 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための手順等  

【要求事項】 

発電用原子炉設置者において、炉心の著しい損傷が発生した場合にお

いて原子炉建屋その他の原子炉格納容器から漏えいする気体状の放射性

物質を格納するための施設（以下「原子炉建屋等」という。）の水素爆

発による損傷を防止する必要がある場合には、水素爆発による当該原子

炉建屋等の損傷を防止するために必要な手順等が適切に整備されている

か、又は整備される方針が適切に示されていること。 

【解釈】 

１ 「水素爆発による当該原子炉建屋等の損傷を防止するために必要な

手順等」とは、以下に掲げる措置又はこれらと同等以上の効果を有す

る措置を行うための手順等をいう。 

ａ）炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉建屋等の水素爆

発による損傷を防止するため、水素濃度制御設備又は水素排出設備

により、水素爆発による当該原子炉建屋等の損傷を防止するために

必要な手順等を整備すること。 

ｂ）水素爆発による損傷を防止するために必要な設備が、交流又は直

流電源が必要な場合は代替電源設備からの給電を可能とする手順等

を整備すること。 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，水素ガスが原子炉格納容器

内に放出され，原子炉格納容器から原子炉建物原子炉棟に漏えいした場合

においても，水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止するための対処設

備を整備する。 

ここでは，この対処設備を活用した手順等について説明する。 
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1.10.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器内で発生

した水素ガスが原子炉格納容器から原子炉建物原子炉棟に漏えいした場

合に,水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止するための対応手段及

び重大事故等対処設備を選定する。 

また，原子炉格納容器外への水素ガスの漏えいを抑制するための対応

手段及び重大事故等対処設備を選定する。 

重大事故等対処設備のほかに，柔軟な事故対応を行うための対応手段

と自主対策設備※１を選定する。 

※１ 自主対策設備：技術基準上のすべての要求事項を満たすことやす

べてのプラント状況において使用することは困

難であるが，プラント状況によっては，事故対応

に有効な設備。 

選定した重大事故等対処設備により，「技術的能力審査基準」（以下

「審査基準」という。）だけでなく，「設置許可基準規則」第五十三条

及び「技術基準規則」第六十八条（以下「基準規則」という。）の要求

機能を満足する設備が網羅されていることを確認するとともに，自主対

策設備との関係を明確にする。 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

審査基準及び基準規則からの要求により選定した対応手段と，その対

応に使用する重大事故等対処設備及び自主対策設備を以下に示す。 

なお，対応に使用する重大事故等対処設備及び自主対策設備と整備す

る手順についての関係を第 1.10－1 表に整理する。 
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ａ．水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止するための対応手段及び

設備 

(a) 水素濃度制御による原子炉建物等の損傷防止 

ⅰ 静的触媒式水素処理装置による水素濃度抑制 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器内

で発生した水素ガスが原子炉格納容器から原子炉建物原子炉棟に

漏えいした場合に，原子炉建物原子炉棟内の水素濃度の上昇を抑

制し，水素爆発を防止するため，静的触媒式水素処理装置により

漏えいした水素ガスと酸素ガスを触媒反応によって再結合させる

手段がある。 

なお，静的触媒式水素処理装置は触媒反応により受動的に起動

する設備であり，運転員による起動操作は必要としない。 

静的触媒式水素処理装置による水素濃度抑制で使用する設備は

以下のとおり。 

・静的触媒式水素処理装置 

・静的触媒式水素処理装置入口温度 

・静的触媒式水素処理装置出口温度 

・原子炉建物原子炉棟 

ⅱ 原子炉建物内の水素濃度監視 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉建物原子炉

棟内の水素濃度が変動する可能性のある範囲にわたり水素濃度を

測定し，監視する手段がある。 

原子炉建物原子炉棟内の水素濃度監視で使用する設備は以下の

とおり。 

・原子炉建物水素濃度 

上記設備は原子炉建物原子炉棟に７個（そのうち，原子炉建物

原子炉棟４階（燃料取替階）に２個）設置している。 
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ⅲ 代替電源による必要な設備への給電 

上記「ⅰ 静的触媒式水素処理装置による水素濃度抑制」及び

「ⅱ 原子炉建物内の水素濃度監視」で使用する設備について，

全交流動力電源又は直流電源喪失時に，代替電源設備から給電す

る手段がある。 

代替電源による必要な設備への給電で使用する設備は以下のと

おり。 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・常設代替直流電源設備 

・可搬型直流電源設備 

・代替所内電気設備 

また，上記常設代替直流電源設備への継続的な給電で使用する

設備は以下のとおり。 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

(b) 原子炉格納容器外への水素ガス漏えい抑制 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器頂部

を冷却してドライウェル主フランジのシール材の熱劣化を緩和する

ことにより，ドライウェル主フランジからの水素ガス漏えいを抑制

し，原子炉建物等の水素爆発を防止する手段がある。 

ⅰ 原子炉ウェル代替注水系による原子炉ウェルへの注水 

輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）を水源として大量

送水車により原子炉ウェルに注水し，原子炉格納容器頂部を冷却

することで，ドライウェル主フランジからの水素ガスの漏えいを

抑制する。 

原子炉ウェル代替注水系による原子炉ウェルへの注水で使用す

る設備は以下のとおり。 
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・大量送水車 

・輪谷貯水槽（西１） 

・輪谷貯水槽（西２） 

・ホース・接続口 

・原子炉ウェル代替注水系 配管・弁 

・燃料プール冷却系 配管・弁 

・原子炉ウェル 

・燃料補給設備 

また，原子炉ウェル代替注水系による原子炉ウェルへの注水は，

輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）の淡水だけでなく，

海水も利用できる。 

(c) 水素ガス排出による原子炉建物等の損傷防止 

ⅰ 原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネルによる水素ガスの排

出 

原子炉建物原子炉棟内に水素ガスが漏えいし，原子炉建物原子

炉棟内の水素濃度が上昇した場合，原子炉建物燃料取替階ブロー

アウトパネルを開放し，原子炉建物原子炉棟４階（燃料取替階）

天井部の水素ガスを大気へ排出することで，原子炉建物原子炉棟

内における水素ガスの滞留を防止する手段がある。 

原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネルによる水素ガスの排

出で使用する設備は以下のとおり。 

・原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル 

・原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル強制開放装置 

・原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル閉止装置 

・大型送水ポンプ車 

・ホース 

・放水砲 

・燃料補給設備 
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(d) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

水素濃度制御による原子炉建物等の損傷防止で使用する設備のう

ち，静的触媒式水素処理装置，静的触媒式水素処理装置入口温度，

静的触媒式水素処理装置出口温度，原子炉建物原子炉棟，原子炉建

物水素濃度，常設代替交流電源設備，可搬型代替交流電源設備，常

設代替直流電源設備，可搬型直流電源設備及び代替所内電気設備は

重大事故等対処設備として位置付ける。 

これらの選定した設備は，審査基準及び基準規則に要求される設

備がすべて網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，炉心の著しい損傷が発生した

場合においても，水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止するこ

とができる。 

また，以下の設備はプラント状況によっては事故対応に有効な設

備であるため，自主対策設備として位置付ける。併せて，その理由

を示す。 

・原子炉ウェル代替注水系 

原子炉格納容器からの水素ガス漏えいを防止する効果に不確か

さはあるが，原子炉格納容器頂部を冷却してドライウェル主フラ

ンジのシール材の熱劣化を緩和することにより原子炉建物への水

素漏えいを抑制できることから有効である。 

・原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネルによる水素を排出す

るための設備（原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル，原

子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル強制開放装置及び原子

炉建物燃料取替階ブローアウトパネル閉止装置） 

原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネルを開放する操作であ

り放射性物質を低減する機能はないが，仮に原子炉建物原子炉棟

内に漏えいした水素ガスが静的触媒式水素処理装置で処理しきれ

ない場合において，水素ガスを排出することで原子炉建物原子炉
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棟内における水素ガスの滞留を防止する手段として有効である。 

ｂ．手順等 

上記「ａ．水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止するための対

応手段及び設備」により選定した対応手段に係る手順を整備する。 

これらの手順は，運転員及び緊急時対策要員の対応として事故時操

作要領書（シビアアクシデント）（以下「ＳＯＰ」という。）及び原

子力災害対策手順書に定める（第 1.10－1 表）。 

また，重大事故等時に監視が必要となる計器及び給電が必要となる

設備についても整備する（第 1.10－2 表，第 1.10－3 表）。 
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1.10.2 重大事故等時の手順 

1.10.2.1 原子炉格納容器外への水素ガス漏えい抑制のための対応手順 

(1) 原子炉ウェル代替注水系による原子炉ウェルへの注水（淡水／海水） 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉建物等の水素爆発

を防止するため，輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）を水源と

して原子炉ウェル代替注水系により原子炉ウェルに注水することで原子

炉格納容器頂部を冷却し，原子炉格納容器から原子炉建物原子炉棟への

水素ガス漏えいを抑制する。 

ａ．手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１において，原子炉格納容器内の温度が

171℃を超えるおそれがある場合で，原子炉ウェル代替注水系が使用可

能な場合。※２ 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容器内

のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線量率の 10

倍を超えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）

が使用できない場合に原子炉圧力容器温度で 300℃以上を確認

した場合。 

※２：設備に異常がなく，燃料及び水源（輪谷貯水槽（西１）又は輪

谷貯水槽（西２））が確保されている場合。 

ｂ．操作手順 

原子炉ウェル代替注水系による原子炉ウェルへの注水手順の概要は

以下のとおり。手順の対応フローを第 1.10－1図及び第 1.10－2図に，

概要図を第 1.10－3 図に，タイムチャートを第 1.10－4 図に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，中央制御室運転員に

原子炉ウェル代替注水系による原子炉ウェルへの注水の準備開始

を指示する。 

②当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に原子

炉ウェル代替注水系による原子炉ウェルへの注水準備のため，大
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量送水車の配置，ホース接続及び起動操作を依頼する。 

③緊急時対策本部は，緊急時対策要員に原子炉ウェル代替注水系に

よる原子炉ウェルへの注水の準備を指示する。 

④中央制御室運転員Ａは，原子炉ウェル代替注水系による原子炉ウ

ェルへの注水に必要な監視計器の電源が確保されていることを状

態表示にて確認する。 

⑤緊急時対策要員は，大量送水車の配置，ホース接続及び起動操作

を行い，大量送水車による送水準備完了を緊急時対策本部に報告

する。また，緊急時対策本部は当直長に報告する。 

⑥中央制御室運転員Ａは，原子炉格納容器内の温度が 171℃に到達

したことを確認し，当直副長に報告する。 

⑦当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策要員に原子

炉ウェル代替注水系による原子炉ウェルへの注水開始を指示する。 

⑧a 原子炉ウェル代替注水系接続口（南）を使用した原子炉ウェルへ

の注水の場合 

緊急時対策要員は，ＡＲＷＦ Ａ-注水ライン流量調整弁を開操作

して送水流量を必要流量に調整し，送水開始について当直長に報

告する。また，当直長は緊急時対策本部に報告する。 

⑧b 原子炉ウェル代替注水系接続口（西）を使用した原子炉ウェルへ

の注水の場合 

緊急時対策要員は，ＡＲＷＦ Ｂ-注水ライン流量調整弁を開操作

して送水流量を必要流量に調整し，送水開始について当直長に報

告する。また，当直長は緊急時対策本部に報告する。 

⑨中央制御室運転員Ａは，原子炉ウェルに注水が開始されたことを

原子炉ウェル水位により確認し，当直副長に報告する。 

⑩当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策要員にドラ

イウェル主フランジが冠水するために必要な注水量の注水及び注

水後の停止操作を依頼する。 
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⑪a 原子炉ウェル代替注水系接続口（南）を使用した原子炉ウェルへ

の注水の場合 

緊急時対策要員は，ドライウェル主フランジが冠水するために必

要な注水量の注水及びＡＲＷＦ Ａ-注水ライン流量調整弁を閉

操作し注水を停止したことを当直長に報告する。また，当直長は，

緊急時対策本部に報告する。 

⑪b 原子炉ウェル代替注水系接続口（西）を使用した原子炉ウェルへ

の注水の場合 

緊急時対策要員は，ドライウェル主フランジが冠水するために必

要な注水量の注水及びＡＲＷＦ Ｂ-注水ライン流量調整弁を閉

操作し注水を停止したことを当直長に報告する。また，当直長は，

緊急時対策本部に報告する。 

ｃ．操作の成立性 

輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）を水源とした原子炉ウ

ェル代替注水系による原子炉ウェルへの注水操作は，中央制御室運転

員１名及び緊急時対策要員 12 名にて，原子炉ウェル代替注水系接続口

（南）又は原子炉ウェル代替注水系接続口（西）を使用した場合，作

業開始を判断してから原子炉ウェル代替注水系による原子炉ウェルへ

の注水開始まで２時間 10 分以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び通

信連絡設備を整備する。大量送水車からのホース接続は，汎用の結合

金具であり，十分な作業スペースを確保していることから，容易に操

作可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いること

で，暗闇における作業性についても確保している。 

なお，一度ドライウェル主フランジが冠水するまで注水した後は，

蒸発による水位低下を考慮して定期的に注水し，ドライウェル主フラ

ンジが冠水する水位を維持することにより，ドライウェル主フランジ
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のシール部温度をシールの健全性を保つことができる温度以下に抑え

ることが可能である。 

1.10.2.2 水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止するための対応手順 

(1) 原子炉建物内の水素濃度監視 

炉心の著しい損傷が発生した場合，原子炉格納容器内で発生した水素

ガスが原子炉格納容器から原子炉建物原子炉棟に漏えいする可能性があ

ることから，原子炉建物水素濃度にて原子炉建物原子炉棟４階（燃料取

替階）壁面及び天井付近の水素濃度，原子炉建物原子炉棟４階（燃料取

替階）以外のエリアの水素濃度（以下「原子炉建物内の水素濃度」とい

う。）及び非常用ガス処理系吸込配管付近の水素濃度を監視する。また，

静的触媒式水素処理装置の動作状況を確認するため，静的触媒式水素処

理装置入口温度及び静的触媒式水素処理装置出口温度を監視する。 

また，非常用ガス処理系吸込配管付近の水素濃度の上昇を確認した場

合は，非常用ガス処理系の系統内での水素爆発を回避するため，非常用

ガス処理系を停止する。 

ａ．手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１ 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容器内

のガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線量率の 10

倍を超えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）

が使用できない場合に原子炉圧力容器温度で 300℃以上を確認

した場合。 

ｂ．操作手順 

原子炉建物内の水素濃度監視手順の概要は以下のとおり。手順の対

応フローを第 1.10－5 図に，概要図を第 1.10－6 図に，タイムチャー

トを第 1.10－7 図に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断に基づき，中央制御室運転員に原子

炉建物水素濃度による原子炉建物内の水素濃度の監視及び静的触
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媒式水素処理装置入口温度，静的触媒式水素処理装置出口温度に

よる静的触媒式水素処理装置の動作状況の監視を指示する。また，

非常用ガス処理系吸込配管付近の水度濃度が 1.8vol％に到達し

た場合は，非常用ガス処理系が運転中であれば非常用ガス処理系

を停止するよう指示する。 

②中央制御室運転員Ａは，原子炉建物水素濃度による原子炉建物内

の水素濃度の監視及び静的触媒式水素処理装置入口温度，静的触

媒式水素処理装置出口温度による静的触媒式水素処理装置の動作

状況の監視を強化する。なお，全交流動力電源又は直流電源が喪

失した場合は，代替電源設備から給電されていることを確認後，

原子炉建物内の水素濃度の監視及び静的触媒式水素処理装置の動

作状況の監視を強化する。 

③中央制御室運転員Ａは，非常用ガス処理系吸込配管付近の水素濃

度指示値が 1.8vol%に到達したことを確認した場合は，非常用ガ

ス処理系を停止する。 

ｃ．操作の成立性 

原子炉建物内の水素濃度の監視及び静的触媒式水素処理装置の動作

状況の監視は，中央制御室運転員１名にて対応を実施する。 

また，非常用ガス処理系の停止操作は，中央制御室運転員１名にて

作業を実施した場合，作業開始を判断してから非常用ガス処理系の停

止まで５分以内で可能である。 

(2) 原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル開放及び原子炉建物燃料取

替階ブローアウトパネル閉止装置の開放による水素排出 

炉心の著しい損傷が発生した場合，原子炉建物内の水素濃度が可燃限

界に達する前に，原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネルの開放及び

原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル閉止装置を開放することによ

り，原子炉建物原子炉棟４階（燃料取替階）天井部に滞留した水素ガス

を大気へ排出し，原子炉建物原子炉棟の水素爆発を防止する。 
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また，原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネルを開放する場合は，

放水砲を用いた原子炉建物への放水を実施する。なお，放水砲を用いた

原子炉建物への放水については，「1.12.2.1(1)a.大型送水ポンプ車及び

放水砲による大気への放射性物質の拡散抑制」にて整備する。 

ａ．原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル強制開放装置による原子

炉建物燃料取替階ブローアウトパネル開放 

(a) 手順着手の判断基準 

原子炉建物内の水素濃度の上昇により格納容器ベントを実施した

にもかかわらず，原子炉建物内の水素濃度が低下しない場合。 

(b) 操作手順 

原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル強制開放装置による原

子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル開放操作の概要は以下のと

おり。手順の対応フローを第 1.10－5 図に，概要図を第 1.10－8 図

に，タイムチャートを第 1.10－9 図に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，当直長を経由して，

原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル開放の実施を緊急時

対策本部に依頼する。また，中央制御室運転員に原子炉建物原

子炉棟４階（燃料取替階）天井付近の水素濃度を継続的に監視

するよう指示する。 

②中央制御室運転員Ａは，原子炉建物内の水素濃度の監視に必要

な監視計器の電源が確保されていることを状態表示にて確認す

る。 

③緊急時対策本部は，原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル

の開放の準備開始を緊急時対策要員に指示する。 

④緊急時対策要員は，工具を準備し，原子炉建物燃料取替階ブロ

ーアウトパネルの開放の準備完了を緊急時対策本部に報告する。 

⑤緊急時対策本部は，原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル

の開放の実施を緊急時対策要員に指示する。 



1.10－15 

⑥緊急時対策要員は，原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル

強制開放装置を操作し原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネ

ルの開放を実施し，緊急時対策本部に報告する。また，緊急時

対策本部は当直長に報告する。 

⑦中央制御室運転員Ａは，原子炉建物燃料取替階ブローアウトパ

ネルの開放により原子炉建物原子炉棟４階（燃料取替階）の原

子炉建物水素濃度指示値が低下したことを確認し，当直副長に

報告する。 

(c) 操作の成立性 

上記の操作は，中央制御室運転員１名及び緊急時対策要員３名に

て作業を実施した場合，作業開始を判断してから原子炉建物燃料取

替階ブローアウトパネル強制開放装置による原子炉建物燃料取替階

ブローアウトパネルの開放まで１時間 30 分以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，通信連絡設備を整

備する。反力受けブラケット及び原子炉建物燃料取替階ブローアウ

トパネル開放用ワイヤーロープのレバーブロックへの取り付け，レ

バーブロックの操作は容易に実施可能である。 

また，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，暗闇における

作業性についても確保している。なお，放射性物質の放出が予想さ

れることから，防護具を装備して作業を行う。 

ｂ．原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル閉止装置の開放 

(a) 手順着手の判断基準 

原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル閉止装置の遠隔操作に

より原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル開口部が閉止されて

いる場合において，原子炉建物水素濃度指示値が 2.5vol%に到達後，

格納容器フィルタベント系による水素排出を実施したにもかかわら

ず，原子炉建物内の水素濃度が低下しない場合。 
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(b) 操作手順 

原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル閉止装置の開放操作の

概要は以下のとおり。手順の対応フローを第 1.10－5 図に，概要図

を第 1.10－8 図に，タイムチャートを第 1.10－10 図に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，当直長を経由して，

原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル閉止装置の開放によ

る水素排出の実施を緊急時対策本部に依頼する。また，中央制

御室運転員に原子炉建物４階（燃料取替階）天井付近の水素濃

度を継続的に監視するよう指示する。 

②中央制御室運転員Ａは，原子炉建物内の水素濃度の監視に必要

な監視計器の電源が確保されていることを状態表示にて確認す

る。 

③緊急時対策本部は，原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル

閉止装置の開放を緊急時対策要員に指示する。 

④緊急時対策要員は，原子炉建物原子炉棟にて原子炉建物燃料取

替階ブローアウトパネル閉止装置を操作し，原子炉建物燃料取

替階ブローアウトパネル閉止装置の開放を実施し，緊急時対策

本部に報告する。また，緊急時対策本部は当直長に報告する。 

⑤中央制御室運転員Ａは，原子炉建物燃料取替階ブローアウトパ

ネル閉止装置の開放により原子炉建物４階（燃料取替階）の原

子炉建物水素濃度指示値が低下したことを確認し，当直副長に

報告する。 

(c) 操作の成立性 

上記の操作は，中央制御室運転員１名及び緊急時対策要員２名に

て作業を実施した場合，作業開始を判断してから原子炉建物燃料取

替階ブローアウトパネル閉止装置１箇所を開放するまで２時間以内

で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，通信連絡設備を整
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備する。 

また，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，暗闇における

作業性についても確保している。なお，放射性物質の放出が予想さ

れることから，防護具を装備して作業を行う。 

1.10.2.3 水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止するための設備の電源

を代替電源設備から給電する手順 

炉心の著しい損傷が発生し，全交流動力電源又は直流電源が喪失した場

合に，水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止するために使用する設備

へ代替電源設備により給電する手順を整備する。 

代替電源設備により給電する手順については，「1.14 電源の確保に関す

る手順等」にて整備する。 

1.10.2.4 その他の手順項目について考慮する手順 

輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）への水の補給手段及び水源

から接続口までの大量送水車による送水手順については，「1.13 重大事故

等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

常設代替交流電源設備として使用するガスタービン発電機，常設代替直

流電源設備として使用するＳＡ用 115V 系蓄電池，可搬型代替交流電源設備

として使用する高圧発電機車，可搬型直流電源設備として使用する高圧発

電機車及びＳＡ用 115V 系充電器による原子炉建物水素濃度，静的触媒式水

素処理装置入口温度，静的触媒式水素処理装置出口温度及び中央制御室監

視計器類への電源供給手順並びに常設代替交流電源設備として使用するガ

スタービン発電機，可搬型代替交流電源設備及び可搬型直流電源設備とし

て使用する高圧発電機車，大量送水車及び大型送水ポンプ車への燃料補給

手順については，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

格納容器フィルタベント系を用いた原子炉格納容器内の減圧及び除熱に

ついては，「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」に

て整備する。 

放水砲を用いた原子炉建物への放水については，「1.12 発電所外への
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放射性物質の拡散を抑制するための手順等」にて整備する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は「1.15 事故時の計装

に関する手順等」にて整備する。 

1.10.2.5 重大事故等時の対応手段の選択 

重大事故等時の対応手段の選択方法は以下のとおり，対応手段の選択フ

ローチャートを第 1.10－11 図に示す。 

(1) 原子炉ウェル注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，ドライウェル主フランジ

からの水素ガス漏えいを抑制するため，原子炉格納容器内の温度の上昇

が継続している場合で，原子炉ウェル代替注水系が使用可能であれば原

子炉ウェル代替注水系による原子炉ウェルへの注水を実施する。 

(2) 原子炉建物内の水素濃度監視及び原子炉建物燃料取替階ブローアウト

パネル 

原子炉建物原子炉棟４階（燃料取替階）の水素濃度を原子炉建物水素

濃度により監視し，静的触媒式水素処理装置の動作状況を静的触媒式水

素処理装置入口温度及び静的触媒式水素処理装置出口温度により監視す

る。 

静的触媒式水素処理装置の動作により，原子炉建物内の水素濃度の上

昇は抑制されるが，仮に原子炉建物原子炉棟内に漏えいした水素ガスが

静的触媒式水素処理装置で処理しきれない場合は，非常用ガス処理系吸

込配管付近の水素濃度指示値が 1.8vol%到達後非常用ガス処理系を停止

するとともに，水素ガスの発生源を断つため，格納容器ベント操作を実

施する。 

それでもなお原子炉建物内の水素濃度が低下しない場合は，原子炉建

物の水素爆発を防止するため，原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネ

ルにより水素ガスの排出を実施する。 
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第1.10－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧（１／２） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

水
素
濃
度
制
御
に
よ
る
原
子
炉
建
物
等
の
損
傷
防
止 

― 

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
に
よ
る

水
素
濃
度
抑
制 

静的触媒式水素処理装置※１ 

静的触媒式水素処理装置入口温度※１ 

静的触媒式水素処理装置出口温度※１ 

原子炉建物原子炉棟 重
大
事
故
等
対
処
設
備 

―※１ 

原
子
炉
建
物
内
の 

水
素
濃
度
監
視 

原子炉建物水素濃度 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「水素」 

代
替
電
源
に
よ
る
必
要
な 

設
備
へ
の
給
電 

常設代替交流電源設備※２ 

可搬型代替交流電源設備※２ 

常設代替直流電源設備※２ 

可搬型直流電源設備※２ 

代替所内電気設備※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

―※２ 

※１：静的触媒式水素処理装置は，中央制御室運転員による操作不要の水素濃度制御設備である。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※４：手順は「1.12 発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等」にて整備する。 
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対応手段，対処設備，手順書一覧（２／２） 

※１：静的触媒式水素処理装置は，中央制御室運転員による操作不要の水素濃度制御設備である。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※４：手順は「1.12 発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等」にて整備する。 

  

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

原
子
炉
格
納
容
器
外
へ
の
水
素
ガ
ス
漏
え
い
抑
制 

― 

原
子
炉
ウ
ェ
ル
代
替
注
水
系
に
よ
る 

原
子
炉
ウ
ェ
ル
へ
の
注
水
（
淡
水
／
海
水
） 

大量送水車 

輪谷貯水槽（西１）※３ 

輪谷貯水槽（西２）※３ 

ホース・接続口 

原子炉ウェル代替注水系 配管・弁 

燃料プール冷却系 配管・弁 

原子炉ウェル 

燃料補給設備※２ 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「注水-1」 

「注水-4」 

 

ＡＭ設備別操作要領書  

「大量送水車による原子炉 

ウェル注水」 

 

原子力災害対策手順書 

「大量送水車を使用した送水」 

水
素
ガ
ス
排
出
に
よ
る
原
子
炉
建
物
等
の
損
傷
防
止 

― 

原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
開
放 

原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル 

原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル強制開

放装置 

原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル閉止装

置 

大型送水ポンプ車※４ 

ホース※４ 

放水砲※４ 

燃料補給設備※２ 
自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「水素」 

 

原子力災害対策手順書 

「水素爆発防止のための 

島根２号機原子炉建物燃料取

替階ブローアウトパネル開放

手順」 

「原子炉建物燃料取替階ブロ

ーアウトパネル閉止装置の操

作手順」 
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第1.10－2表 重大事故等対処に係る監視計器 

 

監視計器一覧（１／２） 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.10.2.1 原子炉格納容器外への水素ガス漏えい抑制のための対応手順 

(1) 原子炉ウェル注水 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「注水-1」 

「注水-4」 

 

ＡＭ設備別操作要領書 

「大量送水車による原子炉ウェル注水」 

  

原子力災害対策手順書  

「大量送水車を使用した送水」 
判
断
基
準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 ドライウェル温度（ＳＡ） 

水源の確認 
輪谷貯水槽（西１） 

輪谷貯水槽（西２） 

操
作 

原子炉格納容器内の温度 ドライウェル温度（ＳＡ） 

原子炉ウェルへの注水量 原子炉ウェル水位 

補機監視機能 大量送水車ポンプ出口圧力 

水源の確認 
輪谷貯水槽（西１） 

輪谷貯水槽（西２） 
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監視計器一覧（２／２） 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.10.2.2 水素爆発による原子炉建物等の損傷防止のための対応手順 

(1) 原子炉建物内の水素濃度監視 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「水素」 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェ

ンバ） 

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉建物内の水素濃度 

原子炉建物水素濃度 

・原子炉建物原子炉棟４階 

・原子炉建物原子炉棟２階 

・原子炉建物原子炉棟１階 

・原子炉建物原子炉棟地下１階 

静的触媒式水素処理装置入口温度 

静的触媒式水素処理装置出口温度 

電源 
緊急用メタクラ電圧 

ＳＡロードセンタ母線電圧 

操
作 

原子炉建物内の水素濃度 

原子炉建物水素濃度 

・原子炉建物原子炉棟４階 

・原子炉建物原子炉棟２階 

・原子炉建物原子炉棟１階 

・原子炉建物原子炉棟地下１階 

静的触媒式水素処理装置入口温度 

静的触媒式水素処理装置出口温度 

補機監視機能 
Ａ－非常用ガス処理系系統流量 

Ｂ－非常用ガス処理系系統流量 

1.10.2.2 水素爆発による原子炉建物等の損傷防止のための対応手順 

(2) 原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル開放及び原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル閉止装置の開放による水素排出 

ａ．原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル強制開放装置による原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル開放 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「水素」 

 

原子力災害対策手順書 

「水素爆発防止のための島根２号機原子炉

建物燃料取替階ブローアウトパネル開放手

順」  

判
断
基
準 

静的触媒式水素処理装置の動作状

況監視 

静的触媒式水素処理装置入口温度 

静的触媒式水素処理装置出口温度 

原子炉建物内の水素濃度 
原子炉建物水素濃度 

・原子炉建物原子炉棟４階 

操
作 

原子炉建物内の水素濃度 

原子炉建物水素濃度 

・原子炉建物原子炉棟４階 

・原子炉建物原子炉棟２階 

・原子炉建物原子炉棟１階 

・原子炉建物原子炉棟地下１階 

1.10.2.2 水素爆発による原子炉建物等の損傷防止のための対応手順 

(2) 原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル開放及び原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル閉止装置の開放による水素排出 

ｂ．原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル閉止装置の開放 

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「水素」 

 

原子力災害対策手順書 

「原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネ

ル閉止装置の操作手順」 

判
断
基
準 

静的触媒式水素処理装置の動作状

況監視 

静的触媒式水素処理装置入口温度 

静的触媒式水素処理装置出口温度 

原子炉建物内の水素濃度 
原子炉建物水素濃度  

・原子炉建物原子炉棟４階 

操
作 

原子炉建物内の水素濃度 

原子炉建物水素濃度 

・原子炉建物原子炉棟４階 

・原子炉建物原子炉棟２階 

・原子炉建物原子炉棟１階 

・原子炉建物原子炉棟地下１階 
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第1.10－3表 審査基準における要求事項毎の給電対象設備 

 

対象条文 供給対象設備 
給電元 

給電母線 

【1.10】 

水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止する

ための手順等 静的触媒式水素処理装置入口温度 

静的触媒式水素処理装置出口温度 

常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

常設代替直流電源設備 

可搬型直流電源設備 

 

ＳＡ用115V系 

原子炉建物水素濃度 

常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

 

Ｃ／Ｃ Ｄ系 

ＳＡ－Ｃ／Ｃ 

中央制御室監視計器類 

常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

 

計装Ｃ／Ｃ Ｃ系 

計装Ｃ／Ｃ Ｄ系 

 

 

 



 
 

 

1.10－24 

 

 

             
 

 

第
1.
1
0－

1図
 

Ｓ
Ｏ

Ｐ
 
注
水

－
１
「

損
傷

炉
心
へ
の

注
水
」

に
お

け
る

対
応

フ
ロ

ー
 

 本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。  



 
 

 

1.10－25 

              
 

 

第
1.
10

－
2図

 
Ｓ
Ｏ

Ｐ
 
注
水

－
４
「

長
期

Ｒ
Ｐ
Ｖ
破

損
後
の

注
水

」
に

お
け

る
対

応
フ

ロ
ー

 

 本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 



 
 

 

1.10－26 

 

 

 

 

 

 
 

                   

  

 

操
作
手
順
 

弁
名
称
 

⑧
ａ
，
⑪

ａ
 

Ａ
Ｒ
Ｗ
Ｆ

 
Ａ
－
注
水
ラ
イ
ン
流
量
調
整
弁
 

⑧
ｂ
，
⑪

ｂ
 

Ａ
Ｒ
Ｗ
Ｆ

 
Ｂ
－
注
水
ラ
イ
ン
流
量
調
整
弁
 

記
載

例
〇

 
 

:操
作

手
順

番
号

を
示

す
。

 

○
ａ
～
：

同
一

操
作

手
順

番
号

内
に

複
数

の
操

作
又

は
確

認
を

実
施

す
る

対
象

弁
が

あ
る

場
合

，
そ

の
実

施
順

を
示

す
。

 

原
子

炉
建

物
 

原
子

炉
建

物
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

 

外
部

接
続

口
 

大
量

送
水

車
 

原 子 炉 圧 力 容 器 

原
子

炉
ウ

ェ
ル

 

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

 

⑧
ｂ
，

⑪
ｂ
 

⑧
ａ
，

⑪
a 

輪
谷
貯
水
槽
 

（
西
１
）
 

海
水
 

凡
例
 

 
 
 

ポ
ン

プ
 

 
 

弁
 

 
 
 

逆
止

弁
 

 
 

外
部

接
続

口
 

 
配

管
 

 
ケ

ー
ブ

ル
 

 
ホ

ー
ス

 

 
使

用
す

る
流

路
 

 
設

計
基

準
対

象
施

設
か

ら
 

追
加

し
た

箇
所

 

 

輪
谷
貯
水
槽
 

（
西
２
）
 

 

第
1.
1
0－

3図
 

原
子

炉
ウ
ェ
ル

代
替
注

水
系

に
よ
る
原

子
炉
ウ

ェ
ル

へ
の

注
水

（
淡

水
／

海
水

）
 

概
要

図
 



 
 

 

1.10－27 

   

 

    

手
順
の
項
目

電
源

確
認

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

※
１

車
両

健
全

性
確

認
（

ホ
ー

ス
展

張
車

）

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

及
び

ヘ
ッ

ダ
接

続
）

送
水

準
備

（
ヘ

ッ
ダ

～
建

物
接

続
口

）

緊
急

時
対

策
所

～
第

３
保

管
エ

リ
ア

移
動

※
２

車
両

健
全

性
確

認
（

大
量

送
水

車
，

ホ
ー

ス
展

張
車

）

大
量

送
水

車
配

置

送
水

準
備

（
ホ

ー
ス

敷
設

）

大
量

送
水

車
起

動
，

原
子

炉
ウ

ェ
ル

注
水

開
始

（
水

張
り

・
系

統
確

認
）

※
１
　
第
１
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
速
や
か
に
実
施
可
能
で
あ
る
。

※
２
　
第
２
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
25
分
以
内
で
実
施
可
能
で
あ
る
。

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

原
子
炉
ウ
ェ
ル
代
替
注
水
系
に
よ
る

原
子
炉
ウ
ェ
ル
へ
の
注
水

緊
急
時
対
策
要
員

６

90
10
0

11
0

12
0

13
0

要
員
(
数
)

緊
急
時
対
策
要
員

６

備
考

10
20

30
40

50
60

70
14
0

15
0

80

【
接
続
口
周
辺
作
業
】

ホ
ー
ス
運
搬
・
敷
設
，
ヘ
ッ
ダ

運
搬
・
接
続
等

【
取
水
箇
所
周
辺
作
業
】

大
量
送
水
車
配
置
，
ホ
ー
ス
運

搬
・
敷
設
，
注
水
操
作
等

原
子

炉
ウ

ェ
ル

代
替

注
水

系
に

よ
る

原
子

炉
ウ

ェ
ル

へ
の

注
水

２
時

間
1
0
分

 

第
1.
1
0－

4図
 

原
子

炉
ウ

ェ
ル

代
替
注

水
系

に
よ
る
原

子
炉
ウ

ェ
ル

へ
の
注
水

（
淡

水
／

海
水

）
 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
 



 
 

 

1.10－28 

          
 

 

第
1.
10

－
5
図
 

Ｓ
Ｏ

Ｐ
 
水
素

「
Ｒ
／

Ｂ
水

素
爆
発
防

止
」

に
お

け
る

対
応

フ
ロ

ー
 

 本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 



 
 

 

1.10－29 

     

第
1.
10

－
6図

 
水
素

爆
発
に
よ

る
原
子

炉
建

物
等
の
損

傷
を
防

止
す

る
た

め
の

設
備

系
統

概
念

図
 

  
 

 

第
1.
10

－
6図

 
水
素

爆
発
に
よ

る
原
子

炉
建

物
等
の
損

傷
を
防

止
す

る
た

め
の

設
備

系
統

概
要

図
 

 
 
 
 
 

（
静
的
触

媒
式

水
素

処
置
装
置

に
よ

る
水

素
濃
度
の
上
昇
抑
制
）（

１
／
２
）
 



 
 

 

1.10－30 

    
 

 

第
1.
10

－
6図

 
水
素

爆
発
に
よ

る
原
子

炉
建

物
等
の
損

傷
を
防

止
す

る
た

め
の

設
備

系
統

概
要

図
 

 
 
 
 

 
（
静

的
触

媒
式
水
素

処
置
装

置
に

よ
る
水
素

濃
度
の

上
昇

抑
制

）
（

２
／

２
）

 



 
 

 

1.10－31 

       
 

 

第
1.

1
0－

7図
 

原
子

炉
建
物
内

の
水
素

濃
度

監
視

 
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

 



  

1.10－32 

 

 

【原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル強制開放装置】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル閉止装置】 

 

 

 

第 1.10－8 図 原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル開放 概要図 
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・静的触媒式水素処理装置入口温度 

・静的触媒式水素処理装置出口温度 
・原子炉建物水素濃度監視 

原子炉建物燃料取替階ブローアウト 

パネル開放及び原子炉建物燃料取替階

ブローアウトパネル閉止装置の開放に

よる水素排出 

原子炉ウェル代替注水系による 

原子炉ウェルへの注水（淡水／海水） 

Yes 

No 

No 

Yes 

【凡例】 
     ：プラント状態 
     ：操作，確認 
     ：判断 
     ：重大事故等対処設備 

 
 

炉心の著しい損傷の発生 

 原子炉格納容器内の 

温度上昇継続 

 
原子炉建物内の 

水素濃度の上昇あり 

 
原子炉建物内の 

水素濃度が低下しない 

格納容器ベント 

Yes 

No 

第1.10－11図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート 
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